
1880迄(3454件)

1876年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｼｶﾞｰｳﾞ王｢Anise Tamole｣(~1887年)
1876年-09:00|日本|  ||明治9年|<刊行>儒者橋本香坡の遺稿集｢西遊詩稿｣
1876年-09:00|日本|  ||明治9年|小瀬温泉､国有林の一部を借りて開業(長野県軽井沢町)
1876年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>色陀蘇丹王朝ﾗｼﾞｬ｢Tunku Ismail ibni al-Marhum Tunku Muhammad Akib｣(~1888
  年)
1876年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｼｪﾝｸｱｰﾝ王｢ｶﾝﾃｨ｣ｳﾝの息子､ｼｬﾑの家臣(主権回復~1880年)
1876年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾞｩﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｳﾞｧｻﾑｶ･ﾗｵ｣(~18780503)
1876年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝﾑｰ･ｶｼﾐｰﾙ州首席大臣(ﾃﾞﾜﾝ)｢ﾜｼﾞｰﾙ･ﾌﾟﾝﾇ｣(~18850906)
1876年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｹﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ﾙﾀﾞﾙ･ｾﾝ｣(~1879年)
1876年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾀﾙﾌﾟｰﾙ国摂政｢ﾗﾆ｣(~1878年)
1876年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾐﾗｼﾞ･ｼﾞｭﾆｱ国統治者(ﾗｵ)｢ﾊﾘﾊﾙ･ﾗｵ｣(~1877年没)
1876年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<制定>ｲｷﾞﾘｽ保護領ﾗｽﾍﾞﾗ
1876年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾏｲﾏﾅがｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝに編入される(~1879年)
1876年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<就任>ｽﾞﾌｧｰﾙ･ｴﾐｰﾙ｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾌｧﾄﾞｩﾙ･ﾋﾞﾝｱﾗｳｨ･ﾓﾌﾟﾗ｣(1回目~1879年)
1876年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲﾌ･ｱﾄﾞﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾙﾝ･ｱﾙ･ﾗｼｰﾄﾞ｣(反乱~1880年没)
1876年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾄﾛ王国国王｢Katere｣(~1877年)
1876年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ地区総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｳﾞｪｲｽ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1877年)
1876年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾃﾞﾘｿﾞｰﾙ地区総督｢Hussein Pasha al-Halabi｣(~1877年)
1876年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾀﾑﾗｼｭ地方でﾊｯｻﾝ･ｱｶﾞ率いるﾎﾟﾏｸ族の反乱(~1886年)
1876年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞﾎﾞﾝ･ｷﾞﾆｱ湾入植地司令官｢ﾎﾟｰﾙ･ﾐｼｪﾙ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｺｰﾃﾞｨｴｰﾙ｣(~1879年)
1876年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Fernando del Pino y Fernandez Vill
  amil｣(~1877年死去)
1876年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｵﾖ王国｢ｱﾃﾞｲｪﾐ1世ｱﾛｳｫﾛﾂﾞ,ｱﾗｰﾌｨﾝ｣(~1888年)
1876年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾎﾞﾝﾍﾞﾗ王国国王｢ﾃﾞｲﾄﾞ2世ｴｸｱﾗ･ｴﾕﾑ｣(~1878年)
1876年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｱﾙﾑ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｻｱﾙﾑ)｢ｻｼﾞｭｶ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(~1879年)
1876年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||<死去>ｸﾚﾌﾞﾗ島知事｢John Stevens｣
1876年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ･ｳｨﾝﾄﾞﾜｰﾄﾞ諸
  島総督｢George Cumine Strahan｣(~1880年)
1876年 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢Jeremiah Thomas Fitzgerald Callaghan
  ｣(~1880年)
1876年 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞｵｵｶﾐの最後の個体が射殺され絶滅
1876年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾏﾀﾗ統治者｢Tamaeva4世｣(~18921112死去)
1876年-09:00|日本|駒沢大学|明治9年|｢曹洞宗専門学本校｣を駒込吉祥寺に移して｢旃檀林｣と合併
1876年1月-09:00|日本|  ||明治9年|<大相撲>明治9年1月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(東前3)若
  島,8勝1敗1休
1876年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｱﾙｼﾞｭ･ﾝ･ﾊﾟﾙ2世｣(~18860814没)
1876年1月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ赤十字社が設立
1876年1月1日-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<就任>ﾄﾝｶﾞ王国首相｢ﾃﾋﾞﾀ･ｳﾝｶﾞ皇太子｣(~18791218)無所属
1876年1月1日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島主任判事｢Francis Mason Nobbs｣(1期目~18801231
  )
1876年1月1日-09:00|日本|  ||明治9年|<施行>明治8年太政官布告第150号｢煙草税則｣国税として煙草税を創設(
  18751004公布)
1876年1月1日-09:00|日本|  ||明治9年|神戸工場で1号御料車完成
1876年1月1日-09:00|日本|  ||明治8年|｢長崎新聞｣が地方紙からﾌﾞﾛｯｸ紙への飛躍を目指し｢西海新聞｣と改題､
  隔日発行
1876年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国統治者(ﾐﾙｻﾞ･ﾏﾊﾗｵ)｢ｹﾝｶﾞﾙｼﾞ3世｣(~19420115没)
1876年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｴﾐｰﾙ･ｳｪﾙﾃｨ｣Lib(3期目~12.31)
1876年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで､帝国銀行が開設される(ﾌﾟﾛｲｾﾝ銀行とﾊﾝﾌﾞﾙｸﾞ銀行合併)
1876年1月1日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島主任判事｢Thursday October Christian
  2世｣(6期目~18771231)
1876年1月2日-09:00|日本|  ||明治9年|日本初のﾎﾞｰﾅｽが三菱系の企業で支給
1876年1月3日-09:00|日本|  ||明治9年|新島襄､山本覚馬の妹八重と結婚
1876年1月3日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Crispin Ximenez de Sandoval｣
  (~1877年)
1876年1月3日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾘﾍﾞﾘｱ共和国大統領｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾌﾟﾘｯｸﾞｽ･ﾍﾟｲﾝ｣(2回目~18780107)
1876年1月5日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督代理｢Carl Anton Frederik Christian H
  attensen｣(1期目~9.16)
1876年1月6日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ(~1877年)
1876年1月8日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ大公国国務大臣(ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ)｢ｶｰﾙ･ｸﾇｰﾄ･ｴﾐｰﾙ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ｼｭﾃｨｴ
  ﾙﾝｳﾞｧﾙ･ｳﾞｧﾚｰﾝ｣(13日まで代行~18810903)
1876年1月9日-09:00|日本|王子ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治9年|<設置>京都府営｢梅津製紙工場｣[京都市右京区梅津大縄場
  町]日本最古の洋紙製紙場
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1876年1月9日-09:00|日本|千葉県君津市|明治9年|<死去>黒田直和(58歳)元上総久留里藩主
1876年1月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｽﾜﾀﾗ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ｳﾞｧﾝﾀﾞﾘｱ｣(2033t,ﾁｬｰﾙｽﾞﾀｳﾝ海軍工廠)
1876年1月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||独,意匠法(意匠およびひな型の創作に関する法律)制定
1876年1月12日-09:00|日本|  ||明治9年|明治9年太政官布告第1号｢改定律例二百六十七条ｦ廃ｼ売淫取締懲罰ｦ警
  視庁並ﾆ各地方官ﾍ任ｾﾗﾙ｣;政府､医術開業試験法を制定
1876年1月13日-09:00|日本|  ||明治9年|この日に記録されたﾏｲﾅｽ9.2度が東京の最低気温になる
1876年1月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｺﾞｰﾄﾞﾝ公･初代ｷﾝﾗｰﾗ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ=ﾚﾉｯｸｽ｣6代ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公
  ･6代ﾚﾉｯｸｽ公･6代ｵｰﾋﾞﾆｰ公･6代ﾏｰﾁ伯･6代ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯(~19030927死去)
1876年1月14日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治9年|明治9年太政官布告第2号｢開拓使管下ｸﾘﾙ諸島ｦ千島国ﾆ併ｾ三郡ｦ置
  ｸ(千島に得撫郡･新知郡･占守郡を設く｣
1876年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>5代ｱﾊﾞｰｶﾞｳﾞｪﾆｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾈｳﾞｨﾙ｣⇒初代ｱﾊﾞｰｶﾞｳﾞｪﾆｰ侯兼6代ﾙｲｽ伯(~19
  151212死去)
1876年1月16日-09:00|日本|  ||明治9年|<ｵｰﾌﾟﾝ>青木安兵衛｢氷すべり場｣[横浜根岸村](初のｱｲｽｽｹｰﾄ場)
1876年1月18日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾎｱｷﾝ･ｼﾞｮﾍﾞﾗｰﾙ･ｲ･ｿﾚｰﾙ｣(2回
  目~6.17)
1876年1月20日-09:00|日本|  ||明治9年|皇居近辺での商店開業が禁止
1876年1月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝで､憲法制定議会の選挙が行われる
1876年1月21日-09:00|日本|福井県小浜市|明治9年|<死去>酒井忠氏(42歳)元若狭小浜藩主
1876年1月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｶﾉﾆｶｽ級ﾓﾆﾀｰ｢ﾜｲｱﾝﾄﾞｯﾄ｣(2100t,Miles Greenwood)
1876年1月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾁﾝﾀﾏﾝﾗｰｵ1世ﾗｸﾞﾅﾄﾗｵ･ﾊﾞﾗ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣(~19
  080216没)
1876年1月26日-09:00|日本|長崎大学|明治9年|長崎興善小学校内の小学校教則養成所が小学校教師養成所と改
  められる
1876年1月27日-09:00|日本|  ||明治9年|東京警視庁､売淫罰則を制定､私娼の営業を取り締まる
1876年1月27日-09:00|日本|  ||明治9年|明治9年太政官布告第5号｢華族ﾖﾘ平民ﾆ至ﾙﾏﾃ苗字名並ﾆ屋号改称不相成
  布告但書改正｣
1876年1月29日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱがﾊﾞﾙﾄ海地方を併合し領有
1876年2月-09:00|日本|  ||明治9年|<開園>彼我公園(→横浜公園)
1876年2月-08:00|中国/日本|  ||明治9年|<開設>P&O汽船[香港-上海-横浜]航路(8月撤退)
1876年2月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾝｼﾞｪｲ･ｴﾘ･ﾊﾞﾛ｣(1回目~1877年7月)
1876年2月1日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｪ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣(~5.1)
1876年2月2日-09:00|日本|  ||明治9年|大阪の大火(道頓堀芝居小屋より発火､16街道に延焼､俗に｢大西芝居の
  火事｣という)
1876年2月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||大ﾘｰｸﾞのﾅｼｮﾅﾙ･ﾘｰｸﾞが再編成されて8都市の球団が誕生
1876年2月3日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年内務省甲布達第3号｢官有地土石類堀出規則｣
1876年2月3日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾊﾝ｢Muhammad Pulad Khan｣
1876年2月3日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾊﾝ｢Nasir ad-Din Khan｣(2期目~18760219)
1876年2月4日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第9号｢徴兵令第三章第四条改正｣
1876年2月4日-09:00|日本|  ||明治9年|<設置>海軍武官･高等文官の社交機関｢山内倶楽部｣
1876年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾊｳ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾙｲ･ｶｰｿﾞﾝ=ﾊｳ｣
1876年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾊｳ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾟﾝ･ｶｰｿﾞﾝ=ﾊｳ｣(~19000925死去)
1876年2月8日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第10号｢府県官中七等警部ｦ置ｸ｣
1876年2月8日-09:00|日本|北海道教育大学|明治9年|<設立>函館に小学教科伝習所
1876年2月9日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第11号｢海上衝突予防副則｣;明治9年太政官布
  告第12号｢出版条例中追加改正｣
1876年2月10日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第13号｢東京府下芝浜崎町ﾆ離宮ｦ置ｷ芝離宮ﾄ
  称ｽ｣
1876年2月12日-09:00|日本|福井県敦賀市|明治9年|<死去>酒井忠ます(62歳)元越前敦賀藩主､若年寄
1876年2月12日-09:00|日本|山形県鶴岡市|明治9年|<死去>酒井忠発(65歳)元出羽庄内藩主
1876年2月12日-08:00|中国|  |||<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ(ﾁﾍﾞｯﾄ)｢ﾄｩﾌﾟﾃﾝ･ｷﾞｬﾂｫ(ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ13世)｣(~19331217)
1876年2月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾞﾙが､人類初めての電話の声｢ﾜﾄｿﾝ君､すぐ来てくれ/用事がある｣を伝える
1876年2月15日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ｼﾞｭﾘｱｽ･ﾌｫｰｹﾞﾙ卿｣(2回目~9.1)
1876年2月19日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第17号｢度量衡改定規則｣
1876年2月19日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<廃位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾅｰｽｨﾙｯﾃﾞｨｰﾝ｣ﾛｼｱにより
  倒され､ﾀｼｭｹﾝﾄに追放
1876年2月19日-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ﾛｼｱ|  |||残りのｺｰｶﾝﾄﾞ領土(ｷﾙｷﾞｽﾀﾝ南部)がﾛｼｱに併合される(1876年8月までｱﾗｲ･
  ｷﾙｷﾞｽが対立)
1876年2月19日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)がﾛｼｱに組み込まれる
1876年2月20日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第18号｢訴答文例中代言人ﾉ条廃止｣
1876年2月20日-09:00|日本|  ||明治9年|<分類>日本海軍帆船｢肇敏丸｣⇒運送艦(⇒1877年､練習艦)
1876年2月20日-09:00|日本|王子ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治9年|東京府王子村(現､北区)に､最初の洋紙専門工場が建てら
  れる(現在の王子製紙)
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1876年2月20日-09:00|日本|毎日新聞|明治9年|<創刊>大阪日報
1876年2月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ｢第三共和政憲法｣による最初の｢下院選挙｣が行われ､｢共和派｣が勝利
1876年2月20日-08:00|中国|  ||清･光緒2年1月26日|貴州古州の苗族の反乱が平定される
1876年2月21日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰからｳｪﾘﾝﾄﾝへの海底電信線が開通
1876年2月21日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ人がﾎﾛを占領
1876年2月22日-09:00|日本|熊本県|明治9年|<公布>明治9年太政官布告第19号｢白川県庁ｦ飽田郡熊本ﾍ移ｼ熊本県
  ﾄ改称｣
1876年2月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<創立>世界初の研究大学院大学｢ｼﾞｮﾝｽﾞ･ﾎﾌﾟｷﾝｽ大学｣
1876年2月23日-09:00|日本|  ||明治9年|明治9年太政官布告第20号｢訴訟用罫紙規則施行期日ﾏﾃﾆ罫紙受取方行
  届ｶｻﾙ地方ﾉ訴訟ﾊ罫紙ｦ用ﾋｻﾙﾓ有効ﾄｽ｣
1876年2月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<再任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第28代首相｢ｼﾞｭｰﾙ･ﾃﾞｭﾌｫｰﾙ｣無所属(王党派)(第3次~187
  61212)
1876年2月23日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)代行｢ｺﾃｷﾞﾍﾟ男爵ｼﾞｮｱﾝ･ﾏｳﾘｼｵ･ﾜﾝﾀﾞ
  ﾘｰ｣(~5.22)
1876年2月23日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢国務大臣評議会:ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾄｰﾏｽ･ｶﾞﾘｰﾄﾞ･ﾏﾄｽ/ﾎ
  ｾ･ﾃﾞ･ﾍｽｽ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾟﾌﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾆｰｼﾞｬ･ｲ･ｺﾚｱ･ｸﾙｻﾞｿ/ﾌｧﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ｻﾞﾌﾗ･ｲ･ﾐﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾟﾄﾞﾛ
  ･ﾊﾟﾌﾞﾛ･ﾛﾍﾟｽ･ﾋﾞﾘｬﾇｴﾊﾞ(3.7まで)/ｼﾞｬｼﾝﾄ･ﾍﾟｲﾅｰﾄﾞ･ｲ･ﾃｼﾞｮﾝ(3.7から)｣(~4.29)
1876年2月24日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<初演>ｴﾄﾞｳﾞｧﾙﾄﾞ･ﾊｰｹﾞﾙｯﾌﾟ･ｸﾞﾘｰｸﾞ《劇音楽｢ﾍﾟｰﾙ･ｷﾞｭﾝﾄ｣》
1876年2月25日-09:00|日本|高知県幡多郡|明治9年|<公布>明治9年太政官布告第21号｢高知県下伊予国宇和郡沖ﾉ
  島姫島鵜来島ｦ土佐国幡多郡ﾍ編入｣
1876年2月26日-09:00|韓国|  ||朝鮮･光緒2年2月2日|<開港>釜山港
1876年2月26日-09:00|韓国/日本/朝鮮|  ||明治9年;朝鮮･光緒2年2月2日|朝鮮江華府で､日朝修好条約(江華条
  約)に調印/朝鮮は不平等条約をのむ
1876年2月28日-09:00|日本|  ||明治9年|明治9年太政官布告第22号｢改定律例中懲役人又犯罪条例懲役人逃条例
  増補第三百二条刪除｣
1876年2月28日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのｶﾙﾛｽ7世がﾌﾗﾝｽに亡命/第一次ｶﾙﾘｽﾀ戦争終結
1876年2月29日-09:00|日本|  ||明治9年|明治9年太政官布告第23号｢控訴上告手続第十五条改正｣
1876年2月29日-09:00|日本|東京都|明治9年|東京府,朱引内70小区中46の扱所を併合､40ヶ所とし区務所と改称
1876年2月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾑｼﾞｰ･ｸﾞﾗﾌﾞｼﾑｼﾞｰ｣(~19110921没)
1876年2月29日-04:00|ﾛｼｱ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  ||ﾛｼｱ暦2月17日|ﾎｰｶﾝﾄﾞ･ﾊｰﾝ国がﾛｼｱに併合され､ﾊｰﾝ国が滅びる
1876年3月-09:00|日本|  ||明治9年|<開館>秋田博物館(秋田土手谷地町の佐竹義純邸を県が購入)
1876年3月-09:00|日本|  ||明治9年|<除籍>政府軍練習艦｢観光丸｣
1876年3月-09:00|日本|  ||明治9年|日本初の通信販売｢玉蜀黍の種｣,学農社､津田仙(津田梅子の父)
1876年3月-09:00|日本|東京学芸大学|明治9年|<改称>東京府小学教則講習所⇒東京府小学師範学校
1876年3月-09:00|日本|佛教大学|明治9年|<改称>勧学本場⇒宗学校西部本校
1876年3月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｽｰﾙｰ総督｢Pascual Cervera y Topete｣(~10.1)
1876年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗﾜｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞ･ﾗﾅ)｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾞｲｱﾑ･ｱﾎﾞｯﾄ｣(~1884年)
1876年3月1日-09:00|日本|  ||明治9年|<点灯>角島灯台(山口県豊北町,無塗装の石造灯台)
1876年3月2日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第25号｢樺太島従来ﾉ漁業者ﾊ引続営業不苦出
  張ﾉ節ﾊ航海公証ｦ所持ｾｼﾑ｣
1876年3月2日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第26号｢宮城県ﾍ裁判所ｦ置ｸ｣
1876年3月2日-09:00|日本|  ||明治9年|新聞号外の始まり(東京日日新聞社より朝鮮問題談判の平和落着を急報
  のため号外を発行)
1876年3月2日 11:00|ﾆｳｴ|  |||<就任>ﾆｳｴ最高主席｢Mataio Tuitoga｣(~18870713死去)
1876年3月4日-09:00|日本|  ||明治9年|明治9年太政官布告第27号｢貨幣条例中貿易銀ﾄ本位金貨ﾉ比較改定｣/貿
  易銀と本位金貨の比価を改正(貿易銀100枚=本位金貨101円→100円)
1876年3月5日-09:00|日本|  ||明治9年|貸自転車屋､広小路水茶屋にて開店/広小路を一度乗り回し､料金は一銭
  五厘
1876年3月6日-09:00|日本|岡山県高梁市|明治9年|<死去>山崎治正(56歳)元備中成羽藩主
1876年3月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾞﾙが､電話の特許を得る
1876年3月8日-09:00|日本|  ||明治9年|<死去>弘瀬金蔵(絵金)(65歳)浮世絵師
1876年3月9日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第28号｢鶴ヶ岡県ﾍ裁判所ｦ置ｸ｣
1876年3月9日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ軍が､ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの反乱者に対する大量殺戮を行う
1876年3月10日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第29号｢西洋形日本船各開港場出入規則第五
  条改正｣
1876年3月10日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国臨時大統領｢ﾛﾚﾝｿ･ﾗﾄｰﾚ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(1回目~18790301)
1876年3月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｸﾞﾗﾊﾑ･ﾍﾞﾙ､最初の電話機の通信実験に成功
1876年3月12日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年司法省甲布達第2号｢訴訟用罫紙ｦ用ﾌﾙﾊ民事ﾆ限ﾙﾓﾉﾄｽ｣
1876年3月15日-09:00|日本|  ||明治9年|<開催>｢大阪博物場大会(大阪博覧会)｣(~6.22)[開催地]大阪府[会場]
  大阪博物場[主催]大阪博物場
1876年3月15日-09:00|日本|  ||明治9年|<開催>｢第2回奈良博覧会｣(~6.25)[開催地]奈良県[会場]東大寺大仏殿
  [主催]奈良博覧会社
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1876年3月15日-09:00|日本|  ||明治9年|<開催>｢第5回京都博覧会｣(~6.22)[開催地]京都府[会場]京都御所･仙
  洞御所･大宮御所[主催]京都博覧会社[入場者]241,764人
1876年3月17日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾌｪﾙｶﾞﾅ州ﾛｼｱ総督｢Mikhail Dmitriyevich Skobelev｣(~187703
  29)
1876年3月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾌﾞﾗｯｸﾋﾙｽﾞ戦争>米合衆国軍が金鉱占領のためｽｰ族領土を強奪
1876年3月18日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第30号｢外国船乗込規則｣;明治9年太政官布
  告第31号｢内国郵船ﾆ乗組旅行ｽﾙ者ﾉ姓名其他ｦ船長ﾆﾃ詳記ｾｼﾑ｣
1876年3月18日-09:00|日本|岡山大学|明治9年|<統合>福山師範学校⇒温知学校<改組･改称>⇒岡山県師範学校
1876年3月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾙﾏｼﾞｯﾄ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1900年没)
1876年3月18日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ副総督(ｼﾞｬﾏｲｶ総督に従属)代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾚﾝ 
  ﾋｭｰ･ﾐｯﾁｪﾙ｣(3回目~18770312)
1876年3月19日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第33号｢明治九年郵便規則第十八条ﾍ但書増
  加｣
1876年3月20日-09:00|日本|  ||明治9年|<改題>白川新聞⇒熊本新聞
1876年3月20日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>初代ｽｳｪｰﾃﾞﾝ首相｢ﾙｲｽ･ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾃﾞ･ｷﾞｰﾙ｣(~18800419)
1876年3月21日-09:00|日本|  ||明治9年|海軍省の外郭団体として日本海軍将校の親睦･研究団体｢水交社｣芝山
  内に創立
1876年3月21日-09:00|日本|  ||明治9年|海軍武官･高等文官の社交機関｢山内倶楽部｣が設置される
1876年3月21日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾃﾞｨｱｽが反乱をおこしてﾒｷｼｺ政権を奪取し､長期独裁始まる
1876年3月21日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･光緒2年2月26日|韓国初の国際港として釜山港を開港
1876年3月22日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第35号｢海軍機関士補服制制定｣
1876年3月22日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島副知事｢Jan Hendrik Rudeloff Beaujon｣(~18830515)
1876年3月22日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||朝鮮･光緒2年2月27日|日朝修好条規の批准書の交換が行われる
1876年3月24日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第36号｢生糸製造取締規則第十三条追加｣;明
  治9年内務省警視庁布達第77号｢娼妓黴毒検査規則｣
1876年3月25日-09:00|日本|  ||明治9年|大阪に､書籍館が設置される
1876年3月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ王国首相(閣僚評議会議長)｢ｱｺﾞｽﾃｨｰﾉ･ﾃﾞﾌﾟﾚﾃｨｽ｣(1回目~18780324)
1876年3月26日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国摂政｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ王女｣(2回目~18770926)
1876年3月27日-09:00|日本|  ||明治9年|<除籍>日本海軍輸送船｢立象丸｣解体
1876年3月28日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<開学>ｱﾃﾞﾚｲﾄﾞ大学/女性の出席が当初から認められる
1876年3月28日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第38号｢(廃刀令)大礼服並ﾆ軍人警察官吏等
  制服著用ﾉ外帯刀禁止｣(大礼服着用者､軍人､警察官以外の者の帯刀を禁止､士族の帯刀が全面的に禁止)
1876年3月29日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||<就任>ｷｭｰﾊﾞ共和国大統領｢ﾄﾏｽ･ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ･ﾊﾟﾙﾏ｣(1回目~18771019)
1876年3月31日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年司法省甲布達第3号｢代言人規則第四条但書改正｣
1876年3月31日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治9年|政府､私盟会社三井銀行設立を許可(7月1日開業,
  三井組為替方が独立､銀行の名称を使用した私立銀行のはじまり)
1876年4月-09:00|日本|  ||明治9年|<開館>金沢博物館
1876年4月-09:00|日本|  ||明治9年|<完成>開智学校新校舎(長野県松本市)
1876年4月-09:00|日本|  ||明治9年|<大相撲>明治9年4月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(東前1)浦
  風,7勝0敗2預1休
1876年4月-09:00|日本|静岡県周智郡森町|明治9年|野火のため橘谷山大洞院(森町橘)炎上焼失
1876年4月-09:00|日本|名古屋大学|明治9年|<改称>｢医学講習場｣⇒｢公立医学講習場｣
1876年4月-09:00|日本|新潟大学|明治9年|新潟病院が県立に移管
1876年4月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Ahmed Pasha｣(~7月)
1876年4月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｺﾞｱ｣(~5月)
1876年4月1日-09:00|日本|  ||明治9年|<開催>｢堺県博覧会｣(～6月1日)[開催地]大阪府[会場]堺･南宗寺
1876年4月1日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第41号｢自今満二十年ｦ以ﾃ丁年(成年)ﾄ定ﾑ｣;
  明治9年太政官布告第42号｢改定律例第三十八条改正｣;明治9年太政官布告第43号｢徴兵令第六章第十二条中改
  正｣;明治9年海軍省甲布達第2号｢主船寮定雇職工規則｣
1876年4月1日-09:00|日本|  ||明治9年|<施行>明治9年司法省甲布達第1号｢代言人規則｣(2.22公布)､免許制度に
  なる;明治9年太政官布告第44号｢代人規則第三条改正｣
1876年4月1日-09:00|日本|  ||明治9年|政府､官庁の1･6休暇を廃し､日曜全休･土曜半休体制開始(3.12制定)
1876年4月1日-09:00|日本|  ||明治9年|満20歳を丁年(成年)と定める
1876年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｻﾝ･ﾛﾝﾌｪﾙﾆｰﾆ｣
1876年4月1日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ合衆国大統領｢ﾎｾ･ﾎﾞﾆﾌｧｼｵ･ｱｸｲﾚｵ･ｴﾘｱｽ･ﾊﾟﾗ･
  ｺﾞﾒｽ｣(~18780401)
1876年4月4日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｰ･ﾏｳﾝﾃﾝｽﾞを横断し､ｼﾄﾞﾆｰとﾊﾞｻｰｽﾄを結ぶ鉄道が開通
1876年4月4日-09:00|日本|  |||政府がｲｷﾞﾘｽ人技師を招き､品川硝子製造所を開設し､近代ｶﾞﾗｽ鉱業の糸口にな
  る
1876年4月4日-09:00|日本|香川県高松市|明治9年|香川県庁を高松内町138･139番地(松平操旧邸)に移す
1876年4月7日-09:00|日本|  ||明治9年|<創立>西村茂樹｢東京修身学舎｣(後の日本弘道会)
1876年4月7日-09:00|日本|福島県郡山市|明治9年|<公布>明治9年内務省甲布達第7号｢福島県岩代国安積郡大槻
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  原開墾地桑野村ﾄ称ｽ｣
1876年4月7日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｷ
  ｬﾒﾛﾝ･ﾘｰｽﾞ｣(2回目~11.30)
1876年4月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｱﾐﾙｶﾚ･ﾎﾟﾝｷｴｯﾘ《歌劇｢ｼﾞｮｺﾝﾀﾞ｣》ﾐﾗﾉ
1876年4月8日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｷﾞﾘｪﾙﾒ ｸｲﾝﾃｨｰﾉ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾏｾﾄﾞ｣(~12.22)
1876年4月8日-08:00|中国|  ||清･光緒2年3月14日|四川の江北で､ﾌﾗﾝｽのｷﾘｽﾄ教会が破壊され､信徒が殺害され
  る
1876年4月9日-09:00|日本|日本医科大学|明治9年|<開校>医師養成学校｢済生学舎｣
1876年4月10日-09:00|日本|  ||明治9年|日蓮宗不受不施派の再興と布教が許可される
1876年4月11日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝｶﾞﾇ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗｰﾏﾝ｣(~
  同年)⇒｢ﾄｩｱﾝｸ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ2世･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾔﾝ･ﾃﾞｨﾍﾟﾙﾄｩｱﾝ･ﾑﾀﾞ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(~18811218没)
1876年4月12日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第47号｢明治九年郵便規則第九十条外国郵便
  税改正｣;明治9年内務省甲布達第8号｢種痘規則改正｣
1876年4月12日-09:00|日本|  ||明治9年|<焼失>中座､南座､浪花座
1876年4月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<辞任>ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ帝国副王･総督｢ｽﾄﾗｯﾄﾝのﾉｰｽﾌﾞﾙｯｸ男爵ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｮｰｼﾞ･
  ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ｣ｲﾝﾄﾞ担当相ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ侯と対立
1876年4月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ帝国副王･総督｢ｸﾈﾌﾞﾜｰｽのﾘｯﾄﾝ男爵ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙﾜｰ=ﾘｯﾄ
  ﾝ｣(~18800608)
1876年4月12日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Antonio da Fonseca Carvao 
  Paim da Camara｣PR(1期目~18771011)
1876年4月14日-09:00|日本|  ||明治9年|<開業>上野精養軒(台東区上野公園4番58号)西洋料理店
1876年4月14日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第48号｢新律綱領改定律例中職制律並ﾆ官吏ﾉ
  公罪ﾆ係ﾙ律例ｦ廃ｼ官吏職務上ﾉ過失ﾊ懲戒ｾｼﾑ｣
1876年4月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾟﾃｨｱｰﾗ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｴ･ﾗｼﾞｶﾞﾝ)｢ﾓﾍﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ｣
1876年4月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾃｨｱｰﾗ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｴ･ﾗｼﾞｶﾞﾝ)｢ﾗｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ｣(~19001109没)､摂政
  ｢ﾃﾞｳﾞｧ･ｼﾝ卿｣(~1890年10月没)
1876年4月15日-09:00|日本|  ||明治9年|<開催>｢宮城県博覧会｣(~7.3)[開催地]宮城県[会場]仙台･桜ヶ丘公園[
  主催]宮城県
1876年4月15日-09:00|日本|  ||明治9年|<開催>｢長野博覧会｣(~6.20)[開催地]長野県[会場]善光寺大勧進[主催
  ]小宮山三左衛門ほか6名
1876年4月15日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第49号｢諸坑業稼ﾉ者身代限ﾉ節処分済ﾏﾃ稼業
  禁止｣
1876年4月15日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領｢B.ﾘｳﾞｨｴｰﾙ(ﾎﾟﾙﾄｰﾌﾟﾗﾝｽ地区革命委員会委員長)｣(~23日
  )
1876年4月17日-09:00|日本|  ||明治9年|<改称>博物館(内務省所轄)⇒博物局;事務所⇒博物局;陳列場⇒博物館
1876年4月17日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第50号｢新旧公債証書発行条例中改正増補｣
1876年4月17日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第51号｢内務省中戸籍警保図書ﾉ三寮廃止｣;
  警保局を設置
1876年4月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾙｰﾏﾆｱ閣僚会議議長(首相)｢ｲｵﾝ･ｴﾏﾉｲﾙ･ﾌﾛﾚｽｸ｣(1回目~5.10)
1876年4月17日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ司令官兼ｿｼｴﾃ諸島共和国弁務官｢Antoine Leonce M
  ichaux｣(~1877年)
1876年4月18日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第54号｢社寺学校病院等ﾍ寄附ﾉ土地建物等ﾊ
  契約ﾅｷ分ﾊ一般譲渡ｦ以ﾃ処分ｽ｣
1876年4月18日-09:00|日本|岩手県|明治9年|<分割編入>磐井県[胆沢郡･江刺郡･磐井郡]を分割編入→岩手県;磐
  井県[気仙郡･他4郡]を分割編入→宮城県
1876年4月18日-09:00|日本|岡山県|明治9年|<編入>北条県を編入→岡山県
1876年4月18日-09:00|日本|神奈川県|明治9年|<分割編入>足柄県のうち相模国を分割編入→神奈川県
1876年4月18日-09:00|日本|佐賀県|明治9年|<合併>(第2次)佐賀県を編入→三瀦県
1876年4月18日-09:00|日本|静岡県|明治9年|<分割編入>足柄県のうち伊豆国を分割編入→静岡県
1876年4月18日-09:00|日本|島根県|明治9年|<編入>浜田県を編入→島根県
1876年4月18日-09:00|日本|富山県|明治9年|<編入>新川県を編入→石川県
1876年4月18日-09:00|日本|奈良県|明治9年|<合併>(第2次)奈良県を編入合併→堺県
1876年4月18日-09:00|日本|新潟県|明治9年|<編入>相川県を編入→(第2次)新潟県
1876年4月18日-09:00|日本|広島県|明治9年|<編入>岡山県より備後国6郡(沼隈郡･深津郡･安那郡･品治郡･蘆田
  郡･神石郡)を編入→広島県
1876年4月18日-09:00|日本|福岡県|明治9年|<編入>小倉県を編入→福岡県
1876年4月18日-09:00|日本|三重県|明治9年|<編入>度会県を編入→三重県
1876年4月18日-09:00|日本|宮城県|明治9年|<分割編入>磐井県[本吉郡･登米郡･栗原郡･玉造郡･他1郡]を分割編
  入→宮城県
1876年4月19日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治9年|<開催>ｱﾒﾘｶ合衆国100年記念万国博覧会[ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ]/日本も多く
  出品
1876年4月19日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第55号｢新律綱領得遺失物律改正改定律例第
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  二百八十二条ﾖﾘ第二百八十六条ﾏﾃ刪除｣;明治9年太政官布告第56号｢遺失物取扱規則｣;明治9年太政官布告第57
  号｢贋造金銀銅貨紙幣等取扱規則｣
1876年4月19日-09:00|日本|香川県高松市|明治9年|共立病院(香川県高松市)を更に高松公立病院と改称
1876年4月21日-09:00|日本|  ||明治9年|<創刊>｢普通新聞｣(現･徳島新聞)
1876年4月22日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年司法省甲布達第5号｢訴訟入費償却規則改正｣
1876年4月22日-09:00|日本|宮城県|明治9年|<分割編入>宮城県のうち刈田郡･伊具郡･亘理郡および宇多郡の一
  部(旧･仙台藩領)､行方郡[北郷､中郷､小高郷､山中郷]を編入→磐前県
1876年4月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾞﾘｱﾗ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｼﾞｬﾗﾑｼﾝｼﾞ･ｱﾏﾙｼﾝｼﾞ｣(~19080307没)
1876年4月23日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国臨時政府｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾃｵﾏ･ﾎﾞｱﾛﾝ=ｷｬﾅﾙ/ｼﾞｬﾝ=ﾙｲ･ﾋﾎﾟﾗｲﾄ/ﾙｲ･ﾀﾆｽ･ｱｲﾝ
  /ｱﾝﾄﾜｰﾇ=ﾙｲ･ｵｰﾃﾞｨﾝ｣(~7.19)
1876年4月25日-09:00|日本|日本郵船|明治9年|<開設>三菱汽船[船川～土崎]定期航路
1876年4月26日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第59号｢煙草税則第一則第三則ﾍ追加｣
1876年4月28日-09:00|日本|三重県|明治9年|名古屋城の金のｼｬﾁﾎｺが盗まれる当時ｼｬﾁﾎｺはﾊｽﾞされ朝廷に献納さ
  れ博物館にあった
1876年4月29日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ﾕﾘｼｰｽﾞ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｴｽﾊﾟｲﾔ･ｲ･ｷﾉｰﾈ｣(~10.5)
1876年4月30日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢Jeremiah ﾄｰﾏｽ･Fitzgerald Call
  aghan｣(1期目~18780515)
1876年5月-09:00|日本|  ||明治9年|<創建>小浜神社(福井県小浜市,藩祖酒井忠勝公を祀る)
1876年5月-09:00|日本|愛知学院|明治9年|<開設>曹洞宗専門学支校[名古屋市門前町大光院内]
1876年5月-09:00|日本|京都教育大学|明治9年|<開学>京都府師範学校
1876年5月-09:00|日本|一橋大学|明治9年|<移管>私設｢商法講習所｣⇒東京府立
1876年5月-09:00|日本|三重大学|明治9年|<設立>｢三重県医学校｣[安濃郡塔世村の三重県公立病院内]
1876年5月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾔｶﾘ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~8月死去)
1876年5月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾛﾌﾁｬﾘ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾃﾞﾙｳﾞｨｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(~12月)
1876年5月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｼﾘﾙ･ｸﾗｰｸ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣(2回目~1877年5月)
1876年5月 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾀｯｸﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｺﾞｰﾙｽﾞﾜｰｼﾞｰ｣(~1877年)
1876年5月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢Francisco de Albuquerque Pinto Mesquita e C
  astro｣(~18771124)
1876年5月1日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領｢ﾗﾌｧｴﾙ･ｻﾞﾙﾃﾞｨﾊﾞﾙ･ｲ･ﾗｿﾞ｣7.19までおよび1
  8800202~18800225暫定~18850621)
1876年5月2日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年内務省甲布達第14号｢出版届ﾊ出版前必ｽ差出ｻｼﾑ｣
1876年5月2日-09:00|日本|  ||明治9年|<死去>3代富本豊前太夫(72歳)浄瑠璃太夫
1876年5月2日-09:00|日本|  ||明治9年|<設置>内務省｢図書局｣
1876年5月2日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ人が率いるｵｽﾏﾝ帝国に対する｢四月蜂起｣/あっという間に敗北
1876年5月3日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第62号｢足柄佐賀両裁判所ｦ廃ｼ愛知三瀦両県ﾍ
  裁判所ｦ置ｸ｣
1876年5月4日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国暫定大統領｢ﾋﾗﾘｵﾝ･ﾀﾞｻﾞ｣ｸｰﾃﾞﾀｰによりﾌﾘｱｽ政権奪取(~18
  791228)
1876年5月6日-09:00|日本|和歌山県|明治9年|和歌山県で地租改正一揆が発生
1876年5月6日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国閣僚評議会議長｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｽﾃｳﾞﾁｬ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨｯﾁ｣(2回目~18781013)
1876年5月7日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､ﾌﾗﾝｽ､ｲﾀﾘｱ､ｵｰｽﾄﾘｱによるｴｼﾞﾌﾟﾄ債務管理委
  員会が設置される/ｲｷﾞﾘｽがｴｼﾞﾌﾟﾄの財政と経済を管理することになる
1876年5月8日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾀｽﾏﾆｱ先住民のﾄﾙｩｶﾞﾆﾆが死亡し純血の原住民が絶滅
1876年5月8日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ共和国大統領｢ｱﾆｾﾄ･ﾃﾞﾙ･ｶﾙﾒﾝ･ｴｽｷﾍﾞﾙ･ｻｴﾝｽ｣(~7.30)
1876年5月9日-09:00|日本|  ||明治9年|上野公園の開園式/掛け茶屋が取り払われて精養軒･八百善ができ､不忍
  池畔が整備され桜が植えられた
1876年5月10日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第65号｢控訴上告手続第十八条ﾍ但書追加｣
1876年5月10日-09:00|日本|熊本県宇土市|明治9年|<死去>細川行芬(67歳)元肥後宇土藩主
1876年5月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾙｰﾏﾆｱ閣僚会議議長(首相)｢ｴﾏﾉｲﾙ･ｺｽﾀｯｼｭ･ｴﾌﾟﾚｱﾇ｣(2回目~8.6)
1876年5月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<開催>｢ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ万国博覧会｣(~11.10)[会場]ﾌｪｱﾓﾝﾄ公園(ｱﾒﾘｶ)[入場者]11,6
  50,000人●｢ﾀｲﾌﾟﾗｲﾀｰ､ｸﾞﾗﾊﾑ･ﾍﾞﾙの電話･ｵﾙｶﾞﾝ､ｱｲｽｸﾘｰﾑ､ｿｰﾀﾞ｣､ｱﾒﾘｶで成功した初の万国博
1876年5月11日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||1872年のｲｷﾞﾘｽの法令に倣ったﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ炭鉱規制法が成立/より厳格な
  換気装置､安全規制､8時間ｼﾌﾄを課したのに加え､炭鉱夫がおいおいの､切り出した石炭の量をﾁｪｯｸ
1876年5月12日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第66号｢社寺朱黒印地等ﾉ内売買又ﾊ質地ﾄﾅﾙ
  者処分方｣;明治9年太政官布告第67号｢隠田切開地添地等処分方更定｣;明治9年太政官布告第68号｢地租改正調
  査ﾆ臨ﾐ承服ｾｻﾙ者処分方｣;明治9年太政官布告第69号｢各地方違式ｶｲ違条例中改正追加｣
1876年5月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾐｭｰﾃﾙｼﾑ･ﾘｭｼｭﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(4期目~12.19)
1876年5月15日-09:00|日本|静岡県|明治9年|<公布>明治9年太政官布告第70号｢静岡県下伊豆国田方郡玉沢ｦ君沢
  郡ﾍ編入改称｣
1876年5月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､出版法違反に対する刑罰が廃止
1876年5月16日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年地租改正事務局甲布達第1号｢代替並水火盗難及荒地其
  他無代価地券書換証印税ｦ定ﾑ｣;明治9年地租改正事務局甲布達第2号｢地租改正施行規則中廃除改正｣
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1876年5月17日-09:00|日本|日本郵政|明治9年|<発行>(小判)小判切手(1876年)額面:1銭､2銭､5厘
1876年5月18日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第72号｢開港場県令ﾉ勅任ｦ廃ｼ奏任ﾄﾅｽ｣;明治
  9年内務省甲布達第16号｢天然痘予防規則｣(種痘の接種年齢を生後70日より1歳までの幼児として､強制接種を
  することを決め､これに違反する者に対しては罰金を科す);明治9年大蔵省甲布達第12号｢贋造金銀銅貨紙幣取
  扱規則第一条心得方｣
1876年5月19日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第74号｢改定律例中私借官物律例ｦ廃ｼ雇人盗
  家長財物律例改正｣
1876年5月20日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年文部省布達第3号｢明治六年第二十一号(小学教則中休業
  日改正)布達廃止｣
1876年5月22日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第76号｢華族ﾉ輩金穀貸借証文其他契約書自
  今本人ﾉ名印ｦ用ヰｼﾑ｣
1876年5月22日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢政府評議会:ﾄﾏｽ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ/ﾙｲｽ･
  ｶﾙﾛｽ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞ/ﾐｹﾞﾙ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ(1回目)/ｱﾝﾄﾆｵ･ﾄﾞ･ﾅｼﾒﾝﾄ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ｻﾝﾊﾟｲｵ｣(~6.5)
1876年5月24日-09:00|日本|  ||明治9年|<死去>華頂宮博経親王(26歳)皇族､議定､海軍少将
1876年5月24日-09:00|日本|佐賀県|明治9年|<公布>明治9年太政官布告第77号｢三瀦県下肥前国杵島郡並ﾆ松浦郡
  ﾉ内村々長崎県ﾍ管轄｣
1876年5月25日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年海軍省甲布達第3号｢主船寮定雇職工規則中改定追加｣
1876年5月25日-09:00|日本|岩手県|明治9年|<分離編入>青森県二戸郡､宮城県気仙郡を移管→岩手県
1876年5月30日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第33代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾗﾄ5世｣先代の甥.31代ｱﾌﾞﾃﾞｭﾙﾒｼﾞﾄ1世の長男(~8.3
  1廃位~19040829死去)
1876年5月30日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>ｵｽﾏﾝ帝国第32代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾃﾞｭﾙｱｽﾞｨｽﾞ｣ﾐﾄﾞﾊﾄﾞ･ﾊﾟｼｬなど｢新ｵｽﾏﾝ人｣を中心
  とした勢力により(~同年死去)
1876年5月31日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第81号｢出版条例第三十一条追加｣
1876年5月31日-09:00|日本|長崎大学|明治9年|<改称>｢小学校教師養成所｣⇒｢長崎公立師範学校｣
1876年6月-09:00|日本|名古屋大学|明治9年|<改称>｢公立医学講習場｣⇒｢公立医学所｣
1876年6月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kartalli Mehmed Emin Pasha｣(~1878.2)
1876年6月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾛｰｽﾞﾊﾞｯﾄﾞの戦い､ｽｰ族とｼｬｲｱﾝ族がｸﾙｯｸ軍を撃退
1876年6月1日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治9年|<開業>｢彰真社｣[長野]
1876年6月2日-09:00|日本|広島県広島市|明治9年|広島船入西懲役揚より出火し,西本川筋の民家をほとんど全
  焼
1876年6月3日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年司法省甲布達第9号｢代言人規則第九条刪除｣
1876年6月3日-09:00|日本|大阪府和泉市|明治9年|<死去>渡辺潔綱(63歳)元和泉伯太藩主
1876年6月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ植民地政府首相｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｿｰﾝ｣
1876年6月5日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｶｴﾀｰﾉ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ｲ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ｣
  (~18780701)
1876年6月5日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞで最高裁が初めて開廷
1876年6月6日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾙﾄﾝ｣(~18771026)
1876年6月6日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第82号｢西洋形商船船長運転手機関手試験規
  則｣;明治9年太政官布告第83号｢第六十六号社寺朱黒印地処分布告中更正｣
1876年6月7日-09:00|日本|  ||明治9年|<死去>年寄阿武松(雷電)
1876年6月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<結成>ﾄﾞｲﾂ保守党
1876年6月8日-09:00|日本|  ||明治9年|<死去>梅宮薫子内親王(2歳)明治天皇の皇女
1876年6月8日-09:00|日本|  ||明治9年|全国の道路を国道､県道､里道の3道に分け､1から3の等級をつける
1876年6月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの女流作家ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ｻﾝﾄﾞ(1804ｰ､71歳)
1876年6月8日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国暫定大統領｢ﾏﾙｾﾘｰﾉ･ﾒﾋｱ･ｾﾗｰﾉ｣(~13日)
1876年6月9日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国に対するﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの反乱が鎮圧される
1876年6月10日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第86号｢改定律例第三百十八条改正｣
1876年6月12日-09:00|日本|JR東日本東海道本線|明治9年|<開業>官設鉄道[品川-川崎]間に大森駅
1876年6月13日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第88号｢地所名称区別中改正｣
1876年6月13日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｸｰ県知事｢ｳﾞｧﾚﾘｰ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾎﾟｰｾﾞﾝ｣(~1881年)
1876年6月13日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国暫定大統領｢ｸﾚｾﾝｼｵ･ｺﾞﾒｽ･ｻﾝﾄｽ･ﾊﾞﾘｬﾀﾞﾚｽ｣(~8.12)
1876年6月15日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第89号｢第七十二号布告開港場ｱﾙ県令ﾉ上ﾆ追
  加｣
1876年6月15日-09:00|日本|  ||明治9年|<創刊>｢問答新聞｣
1876年6月17日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第90号｢写真条例｣(写真の版権保護)
1876年6月17日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｱﾙｾﾆｵ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾌｨｰﾙｽﾞ･ｲ･ｱ
  ﾝｿﾆｰ｣(1回目~18790205)
1876年6月18日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾙｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｴｽﾌﾟﾘ･ｶﾞｽﾄﾝ･ﾌﾞﾘｴｰﾙ･ﾄﾞ･ｱｲｱｲﾙ｣(
  ~1880年4月)
1876年6月21日-09:00|日本|  ||明治9年|<竣工>日本海軍一等砲艦｢清輝｣(897t)横須賀海軍工廠
1876年6月21日-09:00|日本|佐賀県|明治9年|<公布>明治9年太政官布告第91号｢三潴県下肥前国藤津郡ｦ長崎県ﾍ
  管轄｣
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1876年6月21日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ･ﾊﾞﾛﾝ･ｲﾝﾄﾞﾚﾆｳｽ｣(8回目~8.17)
1876年6月23日-09:00|日本|  ||明治9年|<開設>内務省｢農事修学場｣[勧業寮内藤新宿出張所内]
1876年6月23日-09:00|日本|日本郵政|明治9年|<発行>(小判)小判切手(1876年)額面:4銭､5銭
1876年6月23日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ﾏｸﾞﾀﾞﾗのﾈｲﾋﾟｱ卿ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾈｲﾋﾟｱ｣(~1883
  0103)
1876年6月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶｽﾀｰ中佐の騎兵第7連隊の264人がﾘﾄｩﾙ･ﾋﾞｯｸﾞ･ﾎｰﾝで､ｼｯﾃｨﾝｸﾞ･ﾌﾞﾙの率いる約2
  500名のｽｳ族ｲﾝﾃﾞｨｱﾝに襲われて全滅
1876年6月26日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第93号｢明治九年郵便規則中改正｣
1876年6月27日-09:00|日本|  ||明治9年|鉄道桟橋初めて神戸港に竣工し､港湾と汽車運輸の連結成る
1876年6月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｺﾞｯﾄﾌﾘｰﾄ･ｴｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ､博物学者･科学者(生年1795年)
1876年6月28日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第04号｢西洋形商船船長運転手機関手試験規
  則追加｣
1876年6月28日-09:00|日本|岐阜県大垣市|明治9年|<死去>戸田氏正(64歳)元美濃大垣藩主
1876年6月29日-09:00|日本|広島大学|明治9年|福山の元小田県師範学校を広島県公立師範学校分校とする
1876年6月30日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第97号｢徴兵令中徴兵編成並ﾆ概則中増加改
  正｣
1876年6月30日-09:00|日本|長野県|明治9年|<火災焼失>｢筑摩県庁｣[松本市]
1876年6月30日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱがｵｽﾏﾝ帝国に宣戦布告
1876年6月30日-08:00|中国|  ||清･光緒2年閏5月9日|上海と呉淞の間を結ぶ鉄道がｲｷﾞﾘｽ人によって一部開通
1876年7月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Rashid Nashid Pasha｣(1期目~12月)
1876年7月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｺｰﾈﾘｱｽ･ﾍﾝﾄﾞﾘｸｿﾝ･ｺｰﾄﾗｲﾄ｣(2回目~18
  77年3月)
1876年7月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺ大統領選挙.ﾚﾙﾄﾞが再選される.ﾃﾞｨｱｽはｵｱﾊｶで蜂起開始
1876年7月1日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治9年|三井ﾊﾞﾝｸをもとに三井銀行開業/私立銀行の始まり
1876年7月1日-09:00|日本|三井物産|明治9年|<創立>三井物産株式会社(東京,井上馨の政界復帰に伴い解散した
  先収会社の人員･事業を引き継ぐ)
1876年7月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸは同君連合となったﾌﾟﾛｲｾﾝ王国に併合される
1876年7月1日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾐﾊｲﾙ･ﾊﾞｸｰﾆﾝ､哲学者･無政府主義者 (生年1814年)
1876年7月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||第三次ｶﾙﾘｽﾀ戦争終結
1876年7月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝで､1876年憲法が制定される
1876年7月2日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ﾄﾙｺ|  |||ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛがｵｽﾏﾝ帝国に宣戦布告
1876年7月3日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｲﾝﾀｰｺﾛﾆｱﾙ鉄道のｹﾍﾞｯｸ-ﾊﾘﾌｧｸｽ間が完成
1876年7月5日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第98号｢新聞紙雑誌雑報ﾉ国安ｦ妨害ｽﾄ認ﾑﾙﾓﾉﾊ
  発行禁止停止｣(出版統制の最初)
1876年7月6日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第99号｢金穀等借用証書譲渡ﾉ節ﾊ書換ﾍｼﾑ｣;明
  治9年司法省甲布達第10号｢代言人規則第十六条追加｣
1876年7月8日-09:00|日本|  ||明治9年|<発行>同人社､総合的啓蒙雑誌｢同人社文学雑誌｣
1876年7月8日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦6月26日|ｵｰｽﾄﾘｱとﾛｼｱが､ﾗｲﾋｼｭﾀｯﾄ協定を結ぶ
1876年7月9日-09:00|日本|  ||明治9年|<開園>川本友吉｢四時皆宜園｣(野毛老松町)日本で最初の巨大迷路
1876年7月11日-09:00|日本|大分県佐伯市|明治9年|<死去>毛利高謙(37歳)元豊後佐伯藩主･知藩事
1876年7月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ=ﾊｰﾄﾌｪﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾌﾟ=ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣
1876年7月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ=ﾊｰﾄﾌｪﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾎｰﾌﾟ=ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣(~19121226死去)
1876年7月12日-08:00|中国|  ||清･光緒2年閏5月22日|建平で､住民とｷﾘｽﾄ教徒が衝突する
1876年7月13日-09:00|日本|  ||明治9年|警視庁に初めて電信を設け､これより報道の急に備える
1876年7月15日-09:00|日本|  ||明治9年|東京･両国の川開きが催され､鍵屋､玉屋がとくに趣向をこらした花火
  を揚げて人気を呼ぶ
1876年7月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱで,第1ｲﾝﾀｰのｱﾒﾘｶ支部を母体に労働者党結成
1876年7月17日-09:00|日本|岐阜県山県市|明治9年|<死去>本庄道美(57歳)元美濃高富藩主･知藩事
1876年7月18日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第101号｢改定律例中加除並ﾆ監守盗常人盗条
  例改正｣
1876年7月18日-09:00|日本|  ||明治9年|政府､海面の官有を廃止し､漁業に対して府県税を課すことを決定
1876年7月19日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾃｵﾏ･ﾎﾞｱﾛﾝ=ｷｬﾅﾙ｣(1回目~18790717)
1876年7月20日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ﾄｰﾏｽ･ﾗｲﾋﾞｰ｣(~18770809)
1876年7月21日-09:00|日本|  ||明治9年|<創刊>岩手日報社｢岩手日報｣
1876年7月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ級砲艦｢ｱﾀﾞﾑｽ｣(1375t)ﾁｬｰﾙｽﾞﾀﾝ海軍工廠
1876年7月22日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第104号｢再犯加等罪例条例｣
1876年7月22日-09:00|日本|  ||明治9年|<竣工>日本海軍木造帆式練習船｢石川｣(253排水t)石川島造船所
1876年7月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<結成>｢労働者党｣(ｱﾒﾘｶ初の社会主義政党)
1876年7月26日-09:00|日本|群馬県館林市|明治9年|<死去>秋元志朝(57歳)元上野館林藩主
1876年7月26日-09:00|日本|JR西日本東海道本線|明治9年|<延伸>官設鉄道[向日町-高槻-大阪]36.54km仮開業→
  [向日町-神戸]開通
1876年7月26日-09:00|日本|福岡教育大学|明治9年|<改称>｢教員伝習所｣⇒｢福岡師範学校｣
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1876年7月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾈﾙｼﾞｰがｶﾙｶｯﾀでｲﾝﾄﾞ人協会を設立
1876年7月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ科学会議がｶﾙｶｯﾀで創設･開催される
1876年7月30日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ﾏｸﾞﾀﾞﾗのﾈｲﾋﾟｱ男爵Robert Cornelis 
  Napier｣(~18821226)
1876年7月30日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島暫定司令官｢Auguste Victor Arno
  ux Tranchevent｣(~18770528)
1876年7月30日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ共和国大統領代行｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾒﾙｾﾃﾞｽ･ｴﾚｰﾗ･ｾﾞﾚﾄﾞﾝ｣(~1877092
  3)
1876年8月-09:00|日本|  ||明治9年|<創刊>弘令社｢官令全報｣
1876年8月-09:00|日本|  ||明治9年|蓬莱社,127万円余の負債をかかえて解散
1876年8月-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾛｰｼﾞ王国摂政｢ﾓﾜ･ﾏﾐﾘ｣(~10月)
1876年8月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｱﾘﾔｰﾅｸ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1878年7月)
1876年8月1日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第105号｢米商会所条例｣;明治9年太政官布告
  第106号｢国立銀行条例改正｣(不換紙幣の発行を認可)
1876年8月1日-09:00|日本|  ||明治9年|<廃業>堂島米会所
1876年8月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>ｺﾛﾗﾄﾞ準州⇒ｱﾒﾘｶ合衆国ｺﾛﾗﾄﾞ州(38番目)
1876年8月2日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾚﾅｽ･ﾒﾘﾉ｣(1回目~26日)
1876年8月2日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ﾏﾘｱｰﾉ･ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾌﾟﾗﾄﾞ･ｵﾁｮｱ｣(2回目~18791223)
1876年8月3日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第107号｢証人等旅費支給方規則第二項但書増
  補｣
1876年8月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｼｴﾝﾌｴｺﾞｽで独立派の反乱/ﾋﾞｾﾝﾃ･ｶﾞﾙｼｱの軍,念願のﾗｽﾄｩﾅｽ攻略に成功.
  その後ｽﾍﾟｲﾝ軍の反撃にあい,退却
1876年8月5日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第108号｢金禄公債証書発行条例｣(俸禄支給を
  廃止する代わりに金禄公債を士族に与える);明治9年太政官布告第109号｢金禄公債証書ﾊ書入質入並ﾆ売買約定
  禁止｣
1876年8月5日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<創刊>ｶｲﾛで｢ｱﾌﾗｰﾑ｣紙
1876年8月6日-09:00|日本|香川大学|明治8年|<開校>｢香川県師範学校｣
1876年8月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾙｰﾏﾆｱ閣僚会議議長(首相)｢ｲｵﾝ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾌﾞﾗ･ｱ･ﾃｨｱﾇ｣(1回目~18810422
  )
1876年8月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｴｼﾞｿﾝ､謄写版の特許を取得
1876年8月9日-09:00|日本|JR西日本東海道本線|明治9年|<駅開業>官設鉄道[向日町-高槻]間に山崎､[高槻-大阪
  ]間に茨木､吹田
1876年8月10日-09:00|日本|  ||明治9年|<設置>内務省｢授産局｣
1876年8月10日-09:00|日本|愛知教育大学|明治9年|<改称>｢愛知県養成学校｣⇒｢愛知県師範学校｣
1876年8月11日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第110号｢内国製造ﾉ西洋紙及土ﾃｲ無税輸出差
  許｣
1876年8月11日-08:00|中国|  ||清･光緒2年6月22日|劉錦棠が､新彊古牧で陝西ｲｽﾗﾑ教徒の白彦虎を破る
1876年8月12日-09:00|日本|  ||明治9年|<設置>外薬監視のため横浜･長崎に司薬場;<廃止>京都司薬場
1876年8月12日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国大統領代行｢閣僚評議会:ﾏﾙｾﾘｰﾉ･ﾒﾋｱ･ｾﾗｰﾉ/ﾏﾇｴﾙ･ｺﾘﾝﾄ
  ﾞﾚｽ･ｸﾞﾗﾃﾞｨｽ｣⇒暫定大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾒﾃﾞｨﾅ｣(4回目~27日)
1876年8月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾘﾋｬﾙﾄ･ﾜｰｸﾞﾅｰ《歌劇｢ﾆｭｰﾙﾝﾍﾞﾙｸの指輪｣序夜｢ﾗｲﾝの黄金｣》(~0
  817,ﾊﾞｲﾛｲﾄ祝祭劇場)
1876年8月14日-09:00|日本|北海道大学|明治9年|開拓使,札幌中に開設の農業専門<札幌学校>を札幌農学校と改
  称して開校
1876年8月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1876年8月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~18980331死去)
1876年8月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾛﾝｽﾞﾃﾞｰﾙ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾗｳｻﾞｰ｣
1876年8月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾛﾝｽﾞﾃﾞｰﾙ伯｢ｾﾝﾄ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾗｳｻﾞｰ｣(~18820208死去)
1876年8月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾘﾋｬﾙﾄ･ﾜｰｸﾞﾅｰ《歌劇｢ﾆｭｰﾙﾝﾍﾞﾙｸの指輪｣第2日｢ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ｣》
1876年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾘﾋｬﾙﾄ･ﾜｰｸﾞﾅｰ《歌劇｢ﾆｭｰﾙﾝﾍﾞﾙｸの指輪｣第3日｢神々の黄昏｣》
1876年8月17日-08:00|中国|  ||清･光緒2年6月28日|劉錦棠らが､古牧を攻めて再び白彦虎を破る
1876年8月18日-08:00|中国|  ||清･光緒2年6月29日|劉錦棠らが､ｳﾙﾑﾁを攻略して新彊北路をほぼ平定
1876年8月19日-09:00|日本|  ||明治9年|水夫の名称を改め水兵とする
1876年8月20日-08:00|中国|  |||<設立>真宗東派本山本願寺別院(上海)
1876年8月21日-09:00|日本|石川県|明治9年|<分割編入>敦賀県越前国[坂井･吉田･足羽･大野･丹生･今立･南条]
  郡を分割編入→石川県
1876年8月21日-09:00|日本|愛媛県|明治9年|<合併>愛媛県､(第2次)香川県が合併→愛媛県
1876年8月21日-09:00|日本|大分県|明治9年|<分離編入>福岡県[下毛･宇佐]2郡を編入→大分県
1876年8月21日-09:00|日本|香川県|明治9年|<合併>愛媛県､(第2次)香川県が合併→愛媛県
1876年8月21日-09:00|日本|岐阜県|明治9年|<分割編入>筑摩県の旧飛騨国域を分割編入→岐阜県
1876年8月21日-09:00|日本|京都府|明治9年|<分割編入>豊岡県丹波国天田郡､丹後国[加佐･中･与謝･竹野･熊野]
  5郡を分割編入→京都府
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1876年8月21日-09:00|日本|群馬県|明治9年|<分離>熊谷県旧上野国分立､栃木県旧上野国[新田･邑楽･山田]3郡
  を分離編入→(第2次)群馬県(県庁を群馬郡高崎町に移転)
1876年8月21日-09:00|日本|埼玉県|明治9年|<分割>熊谷県旧武蔵国が分立､千葉県のうち下総国葛飾郡の一部を
  編入→埼玉県
1876年8月21日-09:00|日本|佐賀県|明治9年|<分離編入>三瀦県旧肥前国[基肄郡,養父郡,三根郡,神埼郡,佐賀郡
  ,小城郡]6郡を編入→長崎県
1876年8月21日-09:00|日本|静岡県|明治9年|<合併>静岡県､浜松県が合併→静岡県
1876年8月21日-09:00|日本|島根県|明治9年|<合併>島根県､(第1次)鳥取県が合併→島根県
1876年8月21日-09:00|日本|徳島県|明治9年|<分割編入>名東県旧阿波国を分割編入→高知県
1876年8月21日-09:00|日本|鳥取県|明治9年|<合併>島根県､(第1次)鳥取県が合併→島根県
1876年8月21日-09:00|日本|長野県|明治9年|<分割編入>筑摩県信濃国部分(中信･南信･大北地域)を分割編入→
  長野県
1876年8月21日-09:00|日本|新潟県|明治9年|<分離編入>若松県蒲原郡が福島県に移管
1876年8月21日-09:00|日本|兵庫県|明治9年|<合併>兵庫県･飾磨県が統合,豊岡県[但島国､丹波国氷上･多紀2郡]
  ､名東県旧淡路国を分割編入→兵庫県
1876年8月21日-09:00|日本|福井県|明治9年|<分割編入>敦賀県[越前国敦賀郡､若狭県三方･遠敷･大飯3郡]を編
  入→滋賀県;敦賀県越前国[坂井郡･足羽郡･吉田郡･大野郡･丹生郡･今立郡･南条郡]7郡を移管→金沢県
1876年8月21日-09:00|日本|福岡県|明治9年|<分離編入>三潴県旧筑後国を編入→福岡県
1876年8月21日-09:00|日本|福島県|明治9年|<合併>(第1次)福島県､若松県､磐前県[宇多郡･行方郡･標葉郡･磐城
  郡･磐前郡･菊多郡･田村郡･石川郡･白川郡]⇒(第2次)福島県
1876年8月21日-09:00|日本|宮城県|明治9年|<分離編入>磐前県[刈田郡･伊具郡･亘理郡]を移管→宮城県
1876年8月21日-09:00|日本|宮崎県|明治9年|<合併>(第1次)宮崎県を合併→鹿児島県
1876年8月21日-09:00|日本|山形県|明治9年|<合併>(第2次)山形県･置賜県･(第2次)酒田県･鶴岡県が合併→山形
  県
1876年8月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾋﾞｰｺﾝｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾃﾞｨｽﾞﾚｰﾘ｣(~18810419死去)
1876年8月22日-09:00|日本|滋賀県|明治9年|<分離編入>敦賀県[敦賀郡･三方郡･遠敷郡･大飯郡]を滋賀県に移管
1876年8月24日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||朝鮮･光緒2年7月6日|日朝修好条規付録及び通商章程に調印
1876年8月25日-09:00|日本|岩手大学|明治9年|<開校>盛岡師範学校
1876年8月26日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾃｵﾄﾞﾛ･ﾗ･ﾛｻ｣(~18770601)
1876年8月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳｼﾞｪｰﾇ･ﾌﾛﾏﾝﾀﾝ､小説家･画家(生年1820年)
1876年8月27日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<解任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国暫定大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾒﾃﾞｨﾅ｣ﾊﾞﾘｵｽが権力から最終的に
  放逐
1876年8月27日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国大統領｢ﾏﾙｺ･ｱｳﾚﾘｵ･ｿﾄ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ｣(18770530まで暫定~18
  831019)
1876年8月29日-09:00|日本|  ||明治9年|<死去>南桃作(58歳)発明家/米搗粉挽車,水車機織器,板挽割および煙
  草刻器,樟脳大釜焚製造器,人力水汲車,河掘器械車船,糸引器,紙漉器,紐打器などを発明改良
1876年8月29日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|明治9年|<死去>伊達宗敬(26歳)元伊予吉田藩主･知藩事
1876年8月31日-09:00|日本|  ||明治9年|<改組･改称>｢海軍兵学寮｣⇒｢海軍兵学校｣
1876年8月31日-09:00|日本|  ||明治9年|<廃止>海軍総督府⇒<設置>東海､西海の2鎮守府;<復置>軍務局
1876年8月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第34代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾃﾞｭﾙﾊﾐﾄ2世｣先代の弟.31代ｱﾌﾞﾃﾞｭﾙﾒｼﾞﾄ1世の子
  (~19090427廃位~19180210死去)
1876年8月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>ｵｽﾏﾝ帝国第33代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾗﾄ5世｣(~19040829死去)
1876年9月-09:00|日本|  ||明治9年|<完成>臥雲辰致｢ｶﾞﾗ紡機｣
1876年9月-09:00|日本|  ||明治9年|<設立>清水誠,わが国最初のﾏｯﾁ工場[本所区柳原町(東京都)]
1876年9月-09:00|日本|鹿児島大学|明治9年|<改称>｢小学校授業講習所｣⇒｢鹿児島師範学校｣
1876年9月-09:00|日本|北海道|明治9年|<分割>全道を30の大区に分かち大区の下に166の小区を設けた
1876年9月1日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ﾊﾘｰ･ｱﾄｷﾝｿﾝ｣(1回目~18771013)
1876年9月1日-09:00|日本|JR西日本東海道本線|明治9年|<延伸>官設鉄道[大宮通仮停車場-向日町]間5.77km→[
  大宮通仮停車場-神戸]開業
1876年9月1日-09:00|日本|北海道|明治9年|開拓使雇のｳｲﾘｱﾑ･ﾎｨﾗｰが石狩国札幌区東創成通り教師舘内で気象観
  測を開始
1876年9月1日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱとｵｽﾏﾝ帝国の戦いで､ｾﾙﾋﾞｱが完敗
1876年9月6日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢政府評議会｣(~11.1)
1876年9月7日-09:00|日本|愛媛大学|明治9年|<開校>愛媛県師範学校
1876年9月7日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<結成>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ､進歩党
1876年9月8日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年内務省警視庁乙布達第16号｢娼妓黴毒検査規則中削除追
  加｣
1876年9月8日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国最高長官(⇒18780421大統領⇒18820326最高長官)｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾃﾞ
  ･ｳﾞｪｲﾝﾃﾐﾗ ｣自由党の反乱が勝利(~18830110)
1876年9月9日-09:00|日本|  ||明治9年|高橋お伝､強盗殺人容疑で逮捕
1876年9月9日-09:00|日本|北海道大学|明治9年|<改称>｢札幌学校｣⇒｢札幌農学校｣ｸﾗｰｸが教頭と農場長を兼ねる
1876年9月11日-09:00|日本|  ||明治9年|<創刊>愛媛新聞社｢愛媛新聞｣
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1876年9月12日-09:00|日本|同志社女子大学|明治9年|京都のｱﾒﾘｶ人ﾃﾞｰﾋﾞｽが自宅で数名の女性に女学教育を行
  う(同志社女学校の母体)
1876年9月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾅｲ国ﾗｼﾞｬ(ﾗｼﾞｬ･ｲﾝﾄﾞﾗ･ﾃﾞｵ)｢ｲﾝﾄﾞﾗ･ﾃﾞｵ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ｣(~18981103没)
1876年9月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<創設>ﾍﾞﾙｷﾞｰ王ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ2世｢国際ｱﾌﾘｶ協会｣
1876年9月13日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第114号｢府県裁判所ｦ改ﾒ地方裁判所ｦ置ｷ分
  轄ｦ定ﾑ｣;明治9年太政官布告第115号｢上等裁判所分轄ｦ定ﾑ｣
1876年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  ||清･光緒2年7月26日|清朝とｲｷﾞﾘｽがﾁｰﾌｰ協定を結ぶ
1876年9月14日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第117号｢東京並ﾆ地方違式ｶｲ違条例第三条改
  正｣
1876年9月14日-09:00|日本|東京都葛飾区|明治9年|<編入>東京府,埼玉県武蔵国葛飾郡中寄牧村飛地を編入
1876年9月16日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Janus August Garde｣(2期目~18810323
  )
1876年9月18日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第120号｢火薬庫圏線規則｣
1876年9月18日-09:00|日本|  ||明治9年|<創建>開成山大神宮(福島県郡山市)
1876年9月18日-09:00|日本|同志社大学|明治9年|<移転開校>同志社英学校､今出川校地(相国寺門前の薩摩藩邸
  跡)に校舎2棟と食堂1棟を建て寺町から
1876年9月18日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ｱﾆﾊﾞﾙ･ﾋﾟﾝﾄ･ｶﾞﾙﾒﾝﾃﾞｨｱ｣(~18810918)
1876年9月20日-09:00|日本|群馬大学|明治9年|<改称>｢暢発学校｣⇒｢群馬県師範学校｣
1876年9月20日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治9年|<設立>弁達会社(甲府;11.15開業)
1876年9月21日-09:00|日本|東京都千代田区|明治9年|<死去>徳川慶頼(59歳)田安徳川家5･8代当主
1876年9月23日-09:00|日本|ｻｯﾎﾟﾛﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治9年|<設立>札幌に始めての麦酒(ﾋﾞｰﾙ)醸造所｢開拓使麦酒醸
  造所｣(→札幌麦酒(株)→大日本麦酒(株)→日本麦酒(株)→ｻｯﾎﾟﾛﾋﾞｰﾙ)/日本初の営業用ﾋﾞｰﾙ｢天沼ﾋﾞﾔざけ｣醸
  造
1876年9月25日-09:00|日本|  ||明治9年|<開設>堂島米市場｢米穀取引所｣[大阪堂島](堂島米相場会所に代わっ
  て)
1876年9月25日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱがｵｽﾏﾝ帝国に対して再び戦闘を開始
1876年9月27日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第123号｢禄高ﾆ関ｽﾙ出願禄制改定後ﾊ一切採
  用ｾｽ｣;明治9年内務省甲布達第36号｢羊毛買上規則｣
1876年9月28日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第124号｢株式取引条例中改正｣
1876年9月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝｸﾞﾘ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾋﾗ･ｼﾝ｣(~18870725)
1876年10月-09:00|日本|石川県羽咋郡志賀町|明治9年|<点灯>旧福浦灯台(石川県富来町,1950年(昭和25)まで使
  用､石川県の史跡)
1876年10月-09:00|日本|鹿児島大学|明治9年|<改称>｢小学正則講習所｣⇒｢鹿児島女子師範学校｣
1876年10月-09:00|日本|島根大学|明治9年|<分離>｢島根県小学教員伝習所｣⇒｢松江師範学校｣､｢浜田師範学校｣
1876年10月-09:00|日本|千葉大学|明治9年|<改称>｢共立病院｣⇒｢公立千葉病院｣/医学教場が付設された
1876年10月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾂﾅ(ﾄﾞﾅｳ)･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊﾘﾙ･ﾘﾌｧﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1877年2月)
1876年10月-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾛｰｼﾞ王国統治者(ﾑﾌﾞﾑ･ﾜ･ﾘﾄｩﾝｶﾞ)｢ﾑﾜﾅｳｨﾅ2世｣(~1878年5月)
1876年10月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍総司令官となったﾏﾙﾃｨﾈｽ･ｶﾝﾎﾟｽ将軍,ﾗｽﾋﾞﾘｬｽを攻略
1876年10月1日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｽｰﾙｰ総督代理｢Eduardo Fernandez Bremon｣(1期目~12.
  31)
1876年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｾﾌﾟﾃｨﾐｳｽ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾐｹｰﾚ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1876年10月2日-09:00|日本|東京都中央区|明治9年|<開設>東京兜町に米商会所
1876年10月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第16回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏｰﾃｨﾝ(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/176)
1876年10月3日-09:00|日本|秋田県大仙市|明治9年|<払い下げ>荒川鉱山(銅山;秋田県仙北郡荒川村)⇒瀬川安五
  郎
1876年10月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ級砲艦｢ｴｾｯｸｽ｣(1375t,ﾎﾟｰﾂﾏｽ海軍工廠)ﾁｬｰﾙｽﾞﾀｳﾝ
  海軍工廠にて
1876年10月5日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国上級理事会｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾟﾌﾞﾛ･ﾛﾍﾟｽ･ﾋﾞﾘｬﾇｴﾊﾞ/ﾎｾ･ｶﾐﾈﾛ･
  ﾏﾃｨｱｽ/ﾌｱﾝ･ｴｽﾃﾊﾞﾝ･ｱﾘｰｻﾞ･ﾏﾄｽ/ﾌｨﾃﾞﾙ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ｳﾙﾀﾞﾈﾀ/ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾍｽｽ･ｴﾄﾞｩｱﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ/ﾌｧﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ｻﾞﾌ
  ﾗ･ｲ･ﾐﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾄｰﾏｽ･ｶﾞﾘｰﾄﾞ･ﾏﾄｽ｣(~11.11)
1876年10月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<創始>ｺﾛﾝﾋﾞｱ大学のﾒﾙｳﾞｨﾙ･ﾃﾞｭｰｲ教授｢図書の十進分類法｣;<設立>米国図書館
  協会
1876年10月9日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｸｨｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞのｸﾞﾘﾌｨｽ首相､慣習法と衡平法の法廷を統一する法律をｵｰｽﾄﾗﾘｱ
  で初めて施行
1876年10月9日-09:00|日本|大日本印刷|明治9年|<開業>｢秀英舎｣
1876年10月10日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>一里塚廃毀令
1876年10月10日-09:00|日本|  ||明治9年|日本で初めて缶詰製造/内容はｲﾜｼの油漬け
1876年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲ｣
1876年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｱｰｻｰ･ﾍｲ｣(~18781229死去)
1876年10月11日-09:00|日本|高知大学|明治9年|<改称>｢陶冶学校｣⇒｢高知県師範学校｣
1876年10月12日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第125号｢皇族大礼服制改正｣
1876年10月12日-09:00|日本|  ||明治9年|<設置>太政官正院に賞勲事務局
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1876年10月13日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第126号｢再犯加等罪例条例改正｣
1876年10月13日-09:00|日本|横浜銀行|明治9年|<設立>誠資社(資本金3万円)[長者町]
1876年10月14日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第127号｢朝鮮国ﾄ修好条規附録並ﾆ貿易規則
  ｣;明治9年太政官布告第128号｢朝鮮国貿易ｦ一般人民ﾆ許ｽ｣;明治9年太政官布告第129号｢朝鮮国貿易品輸出入手
  順｣
1876年10月17日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第130号｢各区町村金穀公借共有物取扱土木
  起功規則｣
1876年10月17日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第131号｢栃木裁判所ｦ茨城ﾆ移ｼ水戸裁判所ﾄ
  称ｽ｣
1876年10月17日-09:00|日本|  ||明治9年|<死去>後藤一乗(86歳)装剣金工
1876年10月17日-09:00|日本|  ||明治9年|政府､小笠原諸島を日本政府が直接統治する旨各国に通達
1876年10月20日-09:00|日本|  ||明治9年|<竣工>長生橋(初代;新潟県長岡市の信濃川)
1876年10月20日-09:00|日本|青森県下北郡東通村|明治9年|<初点灯>尻屋埼灯台(東北初の灯台/青森県東通村,3
  2.82m,日本で最も高い煉瓦建築)
1876年10月23日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第132号｢罪囚証人並ﾆ無罪解放ﾉ者無罪ﾆ帰ｽ
  ﾙ者旅費支給方布告中改正｣
1876年10月23日-09:00|日本|熊本県|明治9年|<死去>細川韶邦(42歳)元肥後熊本藩主･知藩事
1876年10月23日-02:00|ﾏﾗｳｲ|  |||<設立>ﾌﾞﾗﾝﾀｲﾔ(ｲｷﾞﾘｽの宣教師により)
1876年10月24日 14:00|日本|熊本県熊本市|明治9年|<神風連の乱>深夜､旧肥後藩の士族太田黒伴雄､加屋霽堅､
  斎藤求三郎ら｢敬神党｣が廃刀令に反対して反乱/熊本鎮台司令官種田政明宅､熊本県令安岡良亮宅を襲撃し､種
  田･安岡ほか県庁役人4名を殺害/その後､全員で政府軍の熊本鎮台(熊本城内)を襲撃し､城内にいた兵士らを次
  々と殺害し､砲兵営を制圧
1876年10月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  ||清の光緒2年9月8日|清が､ｲｷﾞﾘｽ人建設の淞滬鉄道を28万5000両で買収
  する
1876年10月25日-02:00|日本|  ||明治9年|<開始>米国南北戦争の幻灯興業
1876年10月25日-02:00|日本|熊本県熊本市|明治9年|<神風連の乱>朝､政府軍側では児玉源太郎ら将校が駆けつ
  け､その指揮下で態勢を立て直し､本格的な反撃を開始/加屋･斎藤らは銃撃を受け死亡し､首謀者の太田黒も銃
  撃を受けて重傷を負い､付近の民家に避難したのち自刃/指導者を失ったことで､他の者も退却し､多くが自刃/
  敬神党側の死者･自刃者は､計124名.残りの約50名は捕縛され､一部は斬首された/政府軍側の死者は約60名
1876年10月26日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第134号｢勧業上ﾆ係ﾙ通報等郵便逓送規則｣
1876年10月27日-09:00|日本|福岡県朝倉市|明治9年|<秋月の乱>福岡県秋月で旧秋月藩の士族宮崎車之助､磯淳､
  戸原安浦､磯平八､戸波半九郎､宮崎哲之助､土岐清､益田静方､今村百八郎ら約400名｢秋月党｣が挙兵､福岡県警
  察官穂波半太郎を殺害(日本初の警察官の殉職)
1876年10月27日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙのｾﾝﾄﾏﾘｰ島はﾚﾕﾆｵﾝに従属
1876年10月28日-09:00|日本|山口県萩市|明治9年|<萩の乱>前参議前原一誠を指導者とする｢殉国軍｣が挙兵
1876年10月28日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国暫定大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｲｸﾞﾚｼｱｽ･ｲﾝｻﾞｳﾗｶﾞ｣(~18770117)
1876年10月29日-09:00|日本|千葉県千葉市|明治9年|<思案橋事件>永岡久茂ら数人が千葉県庁襲撃を企てるが露
  見して捕らえられる
1876年10月29日-09:00|日本|福岡県朝倉市|明治9年|<秋月の乱>乃木希典率いる小倉鎮台が秋月党を攻撃/秋月
  側は死者17名を出し(政府軍の死者2名)江川村栗河内へ退却
1876年10月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<創立>ｽﾍﾟｲﾝで､自由教育学院
1876年10月30日-09:00|日本|IHI|明治9年|<払い下げ>海軍省所管｢石川島造船所｣⇒平野富二｢平野造船所｣設立
1876年10月31日-09:00|日本|  ||明治9年|兵部省所管｢雲揚艦｣紀州阿田浦で座礁(18770514売却)
1876年10月31日-09:00|日本|福岡県朝倉市|明治9年|<秋月の乱>秋月党は解散し､磯､宮崎､土岐ら七士は自刃/抗
  戦派の今村は他26名とともに秋月へ戻り､秋月小学校に置かれていた秋月党討伐本部を襲撃し県高官2名を殺
  害､反乱に加わった士族を拘留していた酒屋倉庫を焼き払ったのち､分かれて逃亡
1876年10月31日-09:00|日本|山口県萩市|明治9年|<萩の乱>萩･越ｹ浜より明倫館に戻ったが備蓄弾薬が池に破棄
  されており､待ち伏せていた政府軍と市街戦が発生/これを退けるも橋本町辺に68軒の焼失被害を出す
1876年10月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｻｲｸﾛﾝがﾍﾞﾝｶﾞﾙ地方を襲う(20万名死亡)
1876年11月-09:00|日本|慶應義塾|明治9年|<閉校>徳島慶應義塾分校
1876年11月-09:00|日本|東京学芸大学|明治9年|<改称>東京府小学師範学校⇒東京府師範学校
1876年11月-09:00|日本|東京大学|明治9年|<完成>東京医学校本館(→東京大学総合研究博物館小石川分館)
1876年11月1日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相ﾎﾞｰｹﾞﾙが各州議会を廃止
1876年11月1日-09:00|日本|宮城県石巻市|明治9年|<初点灯>金華山灯台(宮城県牡鹿町,石造,初期のものが現存
  )<設計ﾌﾞﾗﾝﾄﾝ>
1876年11月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<開通>北海運河(ｵﾗﾝﾀﾞ中西部の海洋運河で北海に臨むｱｲﾓｲﾃﾞﾝとｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑを
  結ぶ)
1876年11月1日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Estanislau Xavier de Assumpcao
   e Almeida｣(3期目~18790926)
1876年11月2日-09:00|日本|大阪府大阪市北区|明治9年|<開業>堂島米商会所
1876年11月2日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｼｱの干渉によりｾﾙﾋﾞｱ､ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛとｵｽﾏﾝ朝が休戦決定
1876年11月4日-09:00|日本|  ||明治9年|<変更>日本海軍軍艦｢摂津｣⇒貯蓄船
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1876年11月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《交響曲第1番ﾊ短調Op.68》
1876年11月5日-09:00|日本|島根県出雲市|明治9年|<萩の乱>前原･奥平ら幹部と従者白井林蔵､馬来木工の7名は
  東京へ向かうべく船舶にて萩越ｹ浜を出港したが､悪天候のため宇竜港に停泊中水先案内人に通報されたこと
  で島根県令佐藤信寛らに包囲され､弁明の機会を与えることを条件に投降し逮捕された
1876年11月5日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ36《ｽﾗｳﾞ行進曲》
1876年11月6日-09:00|日本|東京藝術大学|明治9年|<創立>工部省付属美術学校
1876年11月6日-09:00|日本|山口県萩市|明治9年|<萩の乱>小倉らは萩で三浦梧楼少将率いる広島鎮台と軍艦孟
  春の攻撃を受け､政府軍により鎮圧された
1876年11月7日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾎｱｷﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ﾌｪﾗｰｵ｣(~1878011
  8)
1876年11月7日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<初演>ﾍﾞﾄﾞｼﾞﾌ･ｽﾒﾀﾅ《歌劇｢口づけ｣》
1876年11月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ大統領選挙､結果をめぐって紛糾(翌年3月2日ﾗｻﾞﾌｫｰﾄﾞ･ﾍｲｽﾞの当選が確定
  )
1876年11月8日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第137号｢再犯加等罪例条例｣
1876年11月8日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第138号｢岩国裁判所ｦ広島ﾆ移ｼ広島裁判所ﾄ
  称ｼ浦和裁判所ｦ熊谷ﾆ移ｼ熊谷裁判所ﾄ称ｽ｣
1876年11月10日-09:00|日本|愛媛大学|明治9年|<改称>愛媛県師範学校⇒愛媛県伊予師範学校
1876年11月10日-09:00|日本|香川大学|明治9年|<改称>香川県師範学校⇒愛媛県讃岐師範学校
1876年11月11日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領(最高責任者)｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾏﾘｱ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ｲ･ｻﾝﾃｨﾝ
  ｣(3回目~12.9)
1876年11月14日-09:00|日本|お茶の水女子大学|明治9年|東京女子師範学校に付属幼稚園が開設される(初の近
  代幼稚園)
1876年11月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｳﾞｨｸﾄｰﾙ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ﾗﾛ《歌劇｢ｲｽの王｣序曲》
1876年11月15日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第141号｢自今賞牌ｦ勲章従軍牌ｦ従軍記章ﾄ
  改称｣
1876年11月16日-09:00|日本|お茶の水女子大学|明治9年|東京女子師範学校附属幼稚園(現･お茶の水女子大学附
  属幼稚園)開園(日本初の幼稚園)
1876年11月18日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄが財政破綻で英仏の二重管理体制下におかれる
1876年11月21日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾏﾇｴﾙ･ｺﾞﾝｻﾚｽの率いる反乱軍が,ﾄﾗｽｶﾗ州ﾃｺｱｸで政府軍を撃破.ﾚﾙﾄﾞは米国亡命
  .米国はこれに介入しﾆｭｰﾒｷｼｺに侵入
1876年11月23日-09:00|日本|  ||明治9年|<死去>山村登久(不明)日本舞踊家
1876年11月23日-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||北ｲｴﾒﾝ(ｻﾅ)はｵｽﾏﾝ帝国に併合された(~1905年)
1876年11月24日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第145号｢一ﾉ関裁判所ｦ仙台ﾆ移ｼ仙台裁判所
  ﾄ称ｽ｣
1876年11月24日-09:00|日本|福岡県朝倉市|明治9年|<秋月の乱>乱の首謀者の一人の今村百八郎が逮捕された
1876年11月25日-09:00|日本|  ||明治9年|<出版>福沢諭吉｢学問のすすめ｣完結17編
1876年11月27日-09:00|日本|茨城県筑西市|明治9年|<真壁一揆>茨城県真壁郡吉間村に約300人の農民が結集､副
  区長に強訴する事件が発生
1876年11月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｱﾗｰﾄ級砲艦PG-23｢ﾅﾝﾀｹｯﾄ｣(1020t,Harlan & Hollingsworth C
  o.で建造⇒1920,哨戒砲艦PG-23に艦種変更);｢ﾚﾝｼﾞｬｰ｣(1020t,Harlan & Hollingsworth Co.)ﾘｰｸﾞ･ｱｲﾗﾝﾄﾞ海軍
  工廠にて
1876年11月28日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第146号｢新聞紙条例第二条削除｣
1876年11月28日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸﾙｽ･ﾎﾟﾙﾌｨﾘｵ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾓﾘ｣(1回目､18770505
  まで行政権担当立憲軍総司令官､その後暫定大統領~18801130/18841201まで事実上の支配者)
1876年11月29日 14:20|日本|東京都中央区|明治9年|<東京日本橋明治9年｢数寄屋町の大火｣>23時20分ごろ､東京
  日本橋区数寄屋町2番地の外濠寄りに土地を借りていた､秣(牛馬の飼料)業･鈴木禎蔵方の火の気のない秣置場
  から出火,炎は同家2階の瓦屋根をまたたく間に吹き抜け､たちまちのうちに数寄屋町を全焼させた/続いて勢
  いづいた炎は､桧物町､上槙町､北槙町などを灰にするなど､東南の方向へ急速に燃え広がった｡さらに炎は力を
  得､風に乗り東は箔屋町から榑正町､下槙町､本材木町二丁目へと進み､出火から40分ほどで､8か町1050戸を全
  焼させた/翌日午前0時頃になると､炎は京橋方面へと燃え移り､南側は南伝馬町一丁目から三丁目､桶町､南大
  工町､南鍛冶町､五郎兵衛町へと次々と灰にし､畳町を経て北紺屋町の川岸に達した/残った東側の炎は､中橋広
  小路町から大鋸町､南鞘町､松川町へと進み､鈴木町､具足町をから岸町､本材木町三丁目の両河岸までの22か町
  3600戸を全焼させた/更に南へ進んだ炎の道は､京橋竹河町の通りから木挽町一丁目へと飛び､大富町､新富町
  一丁目から七丁目､入舟町一丁目から八丁目､新栄町一丁目から七丁目､南八丁堀一丁目から三丁目及び墨田川
  川岸の新湊町二丁目から七丁目までと32か町1750戸を灰にした/一方､本材木町三丁目方面からの炎は､西風に
  あおられて川岸を越え､本八丁堀へと飛び火しそこから周辺の高代町､元島町､長沢町､松屋町一丁目から二丁
  目､三丁目へと､次から次へと炎はなめ尽くし､本八丁堀一丁目から五丁目までと日比谷町､幸町､八丁堀中町な
  ど17か町2506戸を焼き尽くした/午前6時頃までにはほとんど消しとめられ､7時になると､最後に入舟町八丁目
  や新湊七丁目方面が消し止められた/類焼した主な建物は､入舟町のｵｰｽﾄﾘｱ公使館及び築地の外国人居留地の
  各館､新富町の新富座､中橋座など劇場､警視庁第一方面第四分署など
1876年11月30日-09:00|日本|  ||明治9年|府県職制および職務章程制定(県治条例廃止)
1876年11月30日-09:00|日本|茨城県|明治9年|<真壁一揆>茨城県､真壁･那珂･久慈･茨城諸郡の農民数千人が､地
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  租改正反対の一揆を起こす/政府･県は軍隊を出動させて鎮圧
1876年11月30日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官｢ｻﾝﾌｫｰﾄﾞ･ﾌﾘ
  ｰﾘﾝｸﾞ｣(18770605まで代行~18780513)
1876年12月-09:00|日本|  ||明治9年|木製汽船｢貴保丸｣(151G/T)進水(→1881年,渋谷庄三郎(大阪)の所有)
1876年12月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾁｪﾙｹｽ･ｱﾌﾞﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~1877年4月)
1876年12月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｼｭﾘｰﾏﾝがﾐｹｰﾈを発掘
1876年12月1日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第149号｢露西亜国領樺太島貿易出入港手数
  料及輸出入物品税免除｣
1876年12月1日-09:00|日本|JR東日本東海道本線|明治9年|<開業>官設鉄道[新橋-品川]間に田町仮停車場
1876年12月1日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治9年|<設立>第三国立銀(日本橋小舟町3丁目10番地､西掘
  留川沿;12.5開業)
1876年12月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾝﾀ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝﾂｨﾑｼﾞ･ﾊﾘｼﾑｼﾞ｣(~1908年没)
1876年12月1日-08:00|中国|  ||清･光緒2年10月16日|<開通>淞滬鉄道全線
1876年12月2日-09:00|日本|日本経済新聞|明治9年|<創刊>中外物価新報局(三井物産会社内に創業→日本経済新
  聞社)｢中外物価新報｣(→｢日本経済新聞｣)
1876年12月3日-09:00|日本|福岡県福岡市|明治9年|<秋月の乱>福岡臨時裁判所で関係者の判決が言い渡され､首
  謀者とされた今村と益田は即日斬首､約150名に懲役､除族などの懲罰が下された
1876年12月3日-09:00|日本|山口県萩市|明治9年|<萩の乱>山口裁判所･萩臨時裁判所にて弁明の機会を与えられ
  ぬまま関係者の判決が言い渡され､首謀者とされた前原と奥平および横山俊彦､佐世一清(前原実弟)､山田頴太
  郎(前原実弟)､有福旬允､小倉信一､河野義一は即日斬首された
1876年12月6日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ《歌劇｢鍛冶屋のﾜｸｰﾗ｣》
1876年12月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰで､銀の自由鋳造禁止
1876年12月6日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾈﾎﾟﾑｾﾉ･ﾒﾝﾃﾞｽ｣(~18770215)
1876年12月7日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第150号｢米沢裁判所ｦ福島ﾆ移ｼ福島裁判所ﾄ
  称ｽ｣
1876年12月8日-09:00|日本|茨城県|明治9年|<小瀬一揆>(~10日)茨城県那珂郡小舟村や上小瀬村の村人を中心に
  一揆が勃発(死刑3名を含む1,091名の処罰者を出した)
1876年12月8日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<制定>ｲｷﾞﾘｽ保護領ｶﾗｯﾄ(条約により)
1876年12月8日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｴﾊﾟﾒｲﾉﾝﾀﾞｽ･ﾃﾞｨﾐﾃｨﾙｰ･ﾃﾞﾘｹﾞｵﾙｷﾞｽ｣(5回目~13日
  )
1876年12月8日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ｼﾞｮﾝ･ｽｺｯﾄ･ﾌﾞｯｼｭ｣(3期目~1877020
  3)
1876年12月9日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第151号｢罪囚証人及無罪解放ﾉ者旅費支給方
  布告中増補｣
1876年12月9日-09:00|日本|  ||明治9年|各戸の門戸に姓名､番地などを記した標札をつけることが義務づけら
  れる
1876年12月9日-04:00|ﾛｼｱ/日本|日本郵船|明治8年|<開始>郵便汽船三菱会社:小笠原航路
1876年12月10日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領(暫定統治委員会議長)｢ﾏﾙｺｽ･ｴｾﾞｷｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ
  ･ｶﾌﾞﾗﾙ･ﾌｨｹﾞﾚｵ｣(~26日)
1876年12月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾏｰﾙﾎﾞﾛ公爵ｼﾞｮﾝ･ｳｨﾝｽﾄﾝ･ｽﾍﾟﾝｻｰ･ﾁｬｰﾁﾙ｣(~1880
  0505)
1876年12月12日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第153号｢西洋形商船船長及運転手機関手試
  験規則中改正｣
1876年12月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第29代首相｢ｼﾞｭｰﾙ･ｼﾓﾝ｣共和左派(第1次~18770517)
1876年12月13日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|明治9年|<死去>池田徳澄(23歳)元因幡鹿奴藩主
1876年12月13日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ｽﾋﾟﾘﾄﾞﾉｽ･ｺｳﾓﾝﾄﾞｩﾛｽ｣(6回目~18770
  310)
1876年12月15日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第154号｢西洋形船水先免状規則｣
1876年12月16日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第155号｢府県製造ﾉ旧証券界紙廃止｣;明治9
  年太政官布告第156号｢僧尼ﾄ公認ｽﾙ者ﾊ諸宗教導職試補以上ﾆ限ﾙ｣
1876年12月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾗｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｲｼｭﾘ･ｼﾝ｣(~19110918没)
1876年12月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼﾒｵｰﾆ｣(~18780305)
1876年12月19日-09:00|日本|  ||明治9年|<公布>明治9年太政官布告第158号｢明治十年郵便規則及罰則｣
1876年12月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ｼｪﾌｨｸ･ﾐﾀﾞｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~18770205)
1876年12月19日 03:00|日本|三重県松阪市|明治9年|<伊勢暴動>租税取り立ての延期を現在の三重県松阪市に相
  当する地域の農民が戸長らに申し入れ､松阪の農民は北と南に分かれ集団で行進を始め､各地で新政府に関係
  する施設の破壊･放火を行った/午後12時に納税の窓口であった三井銀行を焼き討ちにし､三井銀行の取締宅や
  垣鼻村の戸長宅も破壊
1876年12月19日 07:00|日本|三重県|明治9年|<伊勢暴動>夕方より一志郡三渡村を中心に農民が結集､一志郡の
  ほか安濃郡の農民を巻き込み県庁所在地の津を目指して進んだ､津方面への一揆の拡大を食い止めるために県
  の役人が一志郡久居付近に来て対策を検討している最中であったため､久居の町は農民に制圧された/一揆隊
  側は津に入ることはできず､農民は敗退､久居へ引き返し､更に南下して権現野に集結
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1876年12月20日-09:00|日本|三重県|明治9年|<伊勢暴動>一揆隊は鈴鹿郡亀山へ入り､鈴鹿郡庄野村で学校を破
  壊､備品や書籍を焼却/鈴鹿郡石薬師村では役場を破壊
1876年12月20日-03:00|日本|三重県|明治9年|<伊勢暴動>一揆隊は午前6時に三重郡采女村へ達し､日永の区扱所
  を打ちこわし,7時に三重郡四日市に入った
1876年12月20日-01:00|日本|三重県|明治9年|<伊勢暴動>午前8時,一揆隊が伊賀名張郡梁瀬に入り､学校と区扱
  所を焼き払った/梁瀬経由の部隊は太郎生峠を超えた部隊と合流､さらに直接上野に向かった部隊とも再合流
  したが､午後大内川で上野支庁が派遣した士族と戦い敗走/伊賀での一揆は鎮圧された
1876年12月20日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督兼最高司令官｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Cumine Straha
  n｣(~1880.5)
1876年12月20日 04:00|日本|三重県|明治9年|<伊勢暴動>午後,県庁派遣の士族が到着､農民側は敗北/一揆隊は
  県令宛ての嘆願書を渡し､解散
1876年12月20日 09:00|日本|愛知県|明治9年|(夜から~21日)愛知県海東郡や海西郡で暴動が展開
1876年12月21日-07:00|日本|三重県|明治9年|<伊勢暴動>午前2時頃､約2000人の伊勢の一揆隊は小川町から山田
  に突入､八日市場町の農社に放火したのを皮切りに､山田師範学校･三重県山田支庁･小学校･三井銀行の支店･
  病院などの新政府と関係のある施設を襲った/特権を有する商人であった地主の家も焼き討ちに遭った/中島･
  浦口･常盤･大世古で町が炎上し､外宮別宮の月夜見宮の類焼が懸念されたため､神体を安全な風宮へ移した/火
  災は午前11時に収束
1876年12月21日 10:00|日本|三重県|明治9年|<伊勢暴動>神戸付近の一揆隊は,夜に到着した名古屋鎮台の前に
  敗れ去った
1876年12月22日 00:00|日本|三重県松阪市|明治9年|<伊勢暴動>午前,一揆隊側は垣鼻村の海会寺野で士族と戦
  い､敗れた
1876年12月22日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｳﾞｧｽｺ･ｹﾞﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ･ｴ･ﾒﾈｾｽ｣(~18
  790613)
1876年12月23日-09:00|日本|  ||明治9年|近畿地方の一揆は､軍の出動で鎮圧
1876年12月23日-09:00|日本|岐阜県|明治9年|岐阜県内の一揆はすべて鎮静化
1876年12月23日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<公布施行>ｵｽﾏﾝ帝国憲法(18780213廃止､19080724復元)第1次立憲政が始まる
1876年12月24日-09:00|日本|岐阜県|明治9年|<伊勢暴動>伊勢の一揆隊は鎮台兵が派遣され､抑え込まれた
1876年12月25日-09:00|日本|広島県|明治9年|<焼失>広島県庁[国泰寺境内]
1876年12月25日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ財務総監｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾞﾍﾞｯﾄ･ﾛﾒｲﾝ(ｲｷﾞﾘｽ)/ﾏﾗﾚ男爵ｼﾞ
  ｮｾﾌ･ｱﾙﾌｫﾝｽ ﾎﾟｰﾙ･ﾏｰﾃｨﾝ･ｴｸﾞｼｳﾞｨｰｳﾞｽ(ﾌﾗﾝｽ)｣(~18780828)
1876年12月26日-09:00|日本|広島県|明治9年|<仮設>広島県庁[寺町仏護寺]
1876年12月27日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ﾌﾞｴﾅ･ﾍﾞﾝﾁｭﾗ･ﾊﾞｴｽﾞ･ﾒﾝﾃﾞｽ｣(5回目､187703
  21まで暫定~18780302)
1876年12月29日-09:00|日本|  ||明治9年|三条実美､岩倉具視を各勲一等に叙し､旭日大綬章を賜う(臣下勲章拝
  受の始まり)
1876年12月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国ｵﾊｲｵ州ｱｼｭﾀﾋﾞｭｰﾗで列車の通過中に鉄橋が崩壊.92名死亡
1876年12月31日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｽｰﾙｰ総督｢Jose Paulin｣(1期目~18770928)
1877年-09:00|日本|ｾﾌﾞﾝ&ｱｲ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治10年|二代目十合伊兵衛が大阪心斎橋筋に大和屋を移転､十合呉服
  店と名づける
1877年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾝﾅｰ･ｼｬﾑ高等弁務官｢ﾃｰﾌﾟ･ﾌﾟﾗﾁｭﾝ｣(2期目~1880年)
1877年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｼﾞｸﾞﾐ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(2回目~1878年)
1877年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾀﾞﾝ国ｶﾞﾄﾞｳﾞｨのﾗｼﾞｬ｢ﾌｪﾄｼﾝ｣
1877年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗﾀﾝﾏﾙ統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｱﾍﾞｲ･ｼﾝ｣
1877年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾝ国ｶﾞﾄﾞｳﾞｨのﾗｼﾞｬ｢ﾅﾄｩｼﾝ｣(~不明)
1877年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞｨﾅﾊﾞﾝﾄﾞｩ･ﾏﾍﾝﾄﾞﾗ｣(~1885年没)
1877年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾘｻﾜﾝ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~18840302没)
1877年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾅﾊﾞﾀﾞﾙ国支配者(ｶｰﾝ)｢ｶﾏﾙ･ｱﾄﾞﾃﾞｨﾝ･ｶｰﾝ･ｶﾞｻﾞﾌｧﾙ･ｶｰﾝ｣(~不明)⇒｢ｿﾞﾗﾜﾙ･ｶｰﾝ･ｶ
  ﾏﾙ･ｱﾄﾞﾃﾞｨﾝ･ｶｰﾝ｣(~18820612没)
1877年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾐﾗｼﾞ･ｼﾞｭﾆｱ国統治者(ﾗｵ)｢ﾗｸｼｭﾏﾝ･ﾗｵ2世ｱﾌﾞﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣(~18990207没)
1877年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾞﾝﾌﾟｰﾙ国をｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞが経営(~1906年)
1877年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｽﾜｯﾄ宗教指導者(ｱｸﾎﾝﾄﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ･ｶﾞﾌﾙ･ｻｲﾄﾞｩ･ﾊﾞﾊﾞ｣
1877年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｽﾜｯﾄ宗教指導者(ｱｸﾎﾝﾄﾞ)｢ﾐﾔﾝｺﾞﾙ･ｱﾌﾞﾄﾞｩ･ｱﾙ･ﾊﾅﾝ｣(~1887年没)
1877年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ﾅｶﾞﾙ国､ﾌﾝｻﾞ国はｼﾞｬﾝﾑｰ･ｶｼﾐｰﾙの宗主権(準国家)下(~1947年)
1877年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｴﾘｻﾞｳﾞｪﾄﾎﾟﾘ県総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾌﾘｽﾄﾌｫﾛｳﾞｨﾁ･ﾏﾏﾂｪﾌ｣(~1880年)
1877年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｱｸﾃｨ汗国､ｶｲﾀｸﾞ汗国､ｶｼﾞ=ｸﾑｸ汗国､ｷｭﾗ汗国は短期間反乱を宣言
1877年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾅﾊｲﾄ総督｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾊｯｾﾝ･ﾍﾞｲ｣(~1879年)
1877年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾏｯｻﾜ総督｢ｳｽﾏﾝ･ﾘﾌｨｸ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ｱﾗ･ｱﾙﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ･ｼﾃﾞｨｸ｣(2回目~18
  82年)
1877年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ｳﾞｪﾘｸ･ﾌｪﾘｯｸ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾐｭﾆﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1879年9月)
1877年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾙｶ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾀﾋﾞﾝﾜ7世ﾅﾌﾞﾜﾅ･ｲﾝﾍﾝｼｺ2世｣(~1920年没)
1877年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾄﾛ王国国王｢Kyebambe3世 Rububi｣(2期目~1879年)
1877年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ地区総督｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾍﾞｯｼﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1878年)
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1877年-02:00|ﾚｿﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹｰﾌﾟ植民地政府ﾊﾞｽﾄﾗﾝﾄﾞ代理人代行｢ｴﾐｰﾙ･ｻﾐｭｴﾙ･ﾛﾗﾝ｣(1回目~12.9)
1877年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾃﾞﾘｿﾞｰﾙ地区受託者｢Ali Pasha al-Sharif｣(~1879年)
1877年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<即位>ｱﾝｺﾞｼｪ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾚｲﾏﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾗｰｼﾞｬ｣(~1884年)
1877年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Juan Garcia Torres｣(~同年死去)⇒｢V
  ictoriano Lopez Pinto｣(~1878年)
1877年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾅﾁﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~18770518)
1877年-01:00|ｺｿﾎﾞ|  |||ｺｿﾎﾞはｺｿﾎﾞ･ｳﾞｨﾗｲｪﾃｨの一部(ﾉｳﾞｨ･ﾊﾟｻﾞｰﾙのｻﾝｼﾞｬｸ､ﾆｼｭのｻﾝｼﾞｬｸ[~1878年]､ﾌﾟﾗﾌとｸﾞｼ
  ﾆｪ周辺地域､ﾃﾞｨﾌﾞﾗ地域で構成~1912年)
1877年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱｸﾞﾊﾞﾅﾝｷﾝ統治者(ﾎｳｿｳ)｢ﾔﾝﾑﾘﾏｰｼﾞｮ｣(~1880年)
1877年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ｶﾌﾞﾗﾙ･ﾋﾞｴｲﾗ｣(~1879年)
1877年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ主任判事｢Richard Mahoney Hickson｣(~同年)
1877年1月-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|  ||明治10年|英人ﾌﾞﾗｯｼｰ男爵､ﾖｯﾄ｢日光号｣で太平洋横断し横浜に到着
1877年1月-09:00|日本|青山学院|明治10年|<改称>救世学校⇒海岸女学校(築地明石町に移転)
1877年1月-09:00|日本|神戸大学|明治10年|<改称>兵庫県師範伝習所⇒神戸師範学校
1877年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Abdulhamid Ziyaeddin Pasha｣(~6月)
1877年1月1日-09:00|日本|  ||明治10年|ﾀﾊﾞｺ課税の実施
1877年1月1日-09:00|日本|愛媛県|明治9年|<開業>道後松ヶ枝町遊廓
1877年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<操業開始>ｴﾝﾌﾞﾚｽ綿紡績工場[ｲﾝﾄﾞのﾅｰｸﾞﾌﾟｰﾙ]
1877年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国ｻﾜｲ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝｼﾞｮｰ･ｼﾝ｣(~19190607)
1877年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ皇帝｢ｲｷﾞﾘｽのｳﾞｨｸﾄﾘｱ女王｣58(~19010122)､ｲﾝﾄﾞ帝国が成立/
  以降､連合王国国王はｲﾝﾄﾞ帝国皇帝を兼任
1877年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<開業>ﾄﾞｲﾂ｢ﾗｲﾋｽﾊﾞﾝｸ｣
1877年1月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<開始>ｲﾀﾘｱ､郵便貯金制度
1877年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾖｱｷﾑ･ﾋﾔｰ｣Lib(~12.31)
1877年1月1日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島副知事｢Theophilus George Groebe｣(1期目~1885年)
1877年1月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾍﾞｲﾝ｣発明家(生年1811年)世界で初めてﾌｧｸｼﾐﾘを発明
1877年1月3日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾖﾊﾝ･ｼｭﾄﾗｳｽ2世《喜歌劇｢ﾒﾄｩｻﾞﾚﾑの王子｣》
1877年1月4日-09:00|日本|  ||明治10年|地租を地価の3%から2.5%に引き下げ
1877年1月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>｢ｺｰﾈﾘｱｽ･ｳﾞｧﾝﾀﾞｰﾋﾞﾙﾄ｣実業家(生年1794年)鉄道王
1877年1月8日-09:00|日本|福島県福島市|明治10年|<死去>板倉勝顕(64歳)元陸奥福島藩主
1877年1月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ級砲艦｢ｱﾗｲｱﾝｽ｣(1375t,海軍工廠ﾉｰﾌｫｰｸ)
1877年1月9日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｶﾞﾝﾋﾞｱ管理者代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾐﾙﾄﾝ･ﾊﾞｰｸﾚｰ･ｼ
  ﾞｭﾆｱ｣(~3.30)
1877年1月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで帝国議会選挙が行われ､社会主義労働者党が12議席を獲得して第4党に
  なる
1877年1月11日-09:00|日本|東京大学|明治10年|<改称>工学校⇒工部大学校
1877年1月11日-09:00|日本|東京都千代田区|明治10年|内務省警保局を廃止し警視局を設置､警察権力を内務省
  に掌握させ東京警視庁を警視局東京警視本署とする;教部省廃止(事務は内務省へ)､内務省社寺局設置;工部省
  :鉄道寮⇒鉄道局､電信寮⇒電信局/改称;大蔵省:造幣寮⇒造幣局､駅逓寮⇒駅逓局/改称
1877年1月12日-09:00|日本|東京都千代田区|明治10年|<死去>永岡久茂(永岡敬次郎)(38歳)会津藩士.思案橋事
  件で捕縛され､その時の負傷が元で鍛冶橋監獄で獄死
1877年1月14日-09:00|日本|  ||明治10年|<大相撲>明治10年1月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(西
  前1)梅ヶ谷,8勝0敗2休/前場所初日から58連勝始まる
1877年1月15日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｶﾝﾎﾞｼﾞｱのﾉﾛﾄﾞﾑ王が近代化等に関する王令を発布
1877年1月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾛｼｱ|  |||ﾌﾞﾀﾞﾍﾟｽﾄでﾛｼｱとｵｰｽﾄﾘｱの間の秘密協定が成立する(ﾌﾞﾀﾞﾍﾟｽﾄ条
  約)
1877年1月17日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第5号｢裁判所ﾉ呼出ｦ受ｹ無届ﾆﾃ遅参不参ｽﾙ
  者ﾆ罰金ｦ科ｽ｣;明治10年太政官布告第6号｢建物書入質規則第二条ﾍ但書追加｣
1877年1月18日-09:00|日本|  ||明治10年|<廃止>正院､修史局
1877年1月19日-09:00|日本|  ||明治10年|<新設>内務省｢警視局｣
1877年1月19日-09:00|日本|神戸大学|明治10年|<統合>豊岡県､飾磨県､兵庫県の各師範学校⇒<創設>神戸師範学
  校
1877年1月22日-09:00|日本|  ||明治10年|<廃止>｢太政官日誌｣⇒｢東京日日新聞｣(太政官記事及公報)欄を設け
  て代行
1877年1月26日-09:00|日本|  ||明治10年|<設置>太政官内｢修史館｣;<改称>｢東京博物館｣⇒｢教育博物館｣
1877年1月29日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第12号｢預ｹ金穀ﾉ訴訟二十年以前ﾆ係ﾙﾓﾉﾊ
  裁判ｾｽ｣;明治10年太政官布告第13号｢府県庁布達ﾉ条規ﾆ違犯ｽﾙ者ﾆ罰金ｦ科ｽ｣
1877年1月29日-09:00|日本|高知大学|明治10年|<改称>｢高知県師範学校｣⇒｢高知県高知師範学校｣
1877年1月30日-09:00|韓国/日本|  ||明治10年|政府､朝鮮と釜山港居留地借入約書の調印
1877年1月30日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|西郷隆盛が設立した私学校の生徒が､政府側の陸軍火
  薬庫を襲撃して兵器弾薬を奪う(西南戦争の発端)
1877年1月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのﾍﾞﾙ､受話機の特許を受く
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1877年1月31日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|鹿児島私学校生が海軍造船所襲撃
1877年2月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ政府天文学者､H.C.ﾗｯｾﾙが新聞に毎日天気図を発行し始めた
1877年2月-09:00|日本|  ||明治10年|<就任>14代横綱｢境川浪右衛門｣(~明治14年1月)
1877年2月-09:00|日本|奈良県奈良市|明治10年|<開催>｢第3回奈良博覧会｣(~5月)[開催地]奈良県[会場]東大寺
  大仏殿[主催]奈良博覧会社
1877年2月-09:00|日本|新潟大学|明治10年|<改称>｢官立新潟師範学校｣⇒｢新潟学校師範科｣
1877年2月-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第六国立銀行(福島;3.15,開業)
1877年2月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾂﾅ(ﾄﾞﾅｳ)･ﾜﾘｽ(総督)｢ｶﾗｳﾞｪｼﾞﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｻﾃﾞｨｸ･ﾊﾟｼｬ｣(~5月)
1877年2月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍ｼﾞｬﾜ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾃﾞﾗｳｪｱ｣(3954t)ﾆｭｰ･ﾖｰｸにて波止場で沈没(引き揚げられ､
  解体のため売却)
1877年2月1日-09:00|日本|  ||明治10年|<創刊>真報社(広島塩屋町)｢広島新聞(第2)｣(~3月､第12号で終刊)
1877年2月1日-09:00|日本|東京都|明治10年|<焼失>外務省(江戸時代に建てられた大名屋敷の福岡藩黒田邸)
1877年2月1日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治10年|<設立>第十国立銀行(山梨｢興益社｣を元に;4.15開業)
1877年2月2日-09:00|日本|東京都台東区|明治10年|<改称>文部省所管｢東京博物館｣⇒｢教育博物館｣(8月公開)
1877年2月3日-09:00|日本|金沢大学|明治10年|<廃止>福井･武生･大野の小学授業伝習所;<設立>福井に石川県第
  三師範学校と石川県第三女子師範学校
1877年2月3日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第八国立銀行(豊橋;3.20開業)
1877年2月3日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ﾎﾞｳｽﾞ｣(~1878020
  2)
1877年2月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｽﾏﾘｸ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾍﾝﾄﾞﾗ･ﾃﾞｵ･ｻﾏﾝﾄ｣(~19011102没)
1877年2月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ=ｼﾞｭﾆｱ部統治者(ﾗｵ)｢ﾊﾘﾊﾗｵ･ｳﾞｨﾅｰﾔｸﾗｵ･ﾀﾞｼﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣(
  ~1911年)
1877年2月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<交替>ｵｽﾏﾝ帝国第246代大宰相｢ﾐﾄﾞﾊﾄ･ﾊﾟｼｬ｣ｽﾙﾀﾝのｱﾌﾞﾃﾞｭﾙ･ﾊﾐﾄ2世により罷免⇒
  ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｴﾃﾞﾑ･ﾊﾟｼｬ｣就任(~18780111)
1877年2月5日-01:00|ｺｿﾎﾞ/ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｺｿﾎﾞのﾜﾘｽ(総督)｢ﾊﾘﾙ･ﾘﾌｧｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1878年6月)
1877年2月6日-09:00|日本|JR西日本東海道本線|明治10年|<延伸>官設鉄道[京都-大宮通仮停車場]間0.81km,大
  宮通仮停車場廃止→[京都-神戸]開業
1877年2月7日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第15号｢煙草税則第一則第一条但書中削除｣
1877年2月7日-09:00|日本|東京都|明治10年|思案橋事件犯の高津仲三郎､竹村俊秀､井口慎次郎に斬罪
1877年2月8日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾞｰｷｴ･ﾌｨﾘﾓｱ｣(~18781212)
1877年2月9日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第17号｢保釈条例｣
1877年2月9日-09:00|日本|  ||明治10年|東京府下の警察事務を管轄している内務省警視局東京警視本署の大警
  視川路利良の名で､｢出火消防現場心得｣を府下各署､各分署に通達した/全部で12条あり､火災現場での持ち場(
  第1､2)､消火活動上の注意事項(第3､9)､指揮命令系統(第4､5､6､7)､他管内出張中の自管内での火災の際の進退
  (第8)､火災現場での注意事項と役割分担(第10､11)､隣接地での火災の際の役割(第12)などを具体的に述べた
  もので､これにより組織的に統制のとれた消防活動が行われるようになった
1877年2月10日-09:00|日本|  ||明治10年|紙鳶(ﾀｺ)あげ､羽根つき､独楽(ｺﾏ)あそび､交通妨害の理由で禁止に
1877年2月10日-09:00|日本|有斐閣|明治10年|<創業>有史閣(のちの有斐閣)､はじめ古書籍店(まもなく有斐閣と
  改称,明治17年,法律書出版開始,昭和19年戦時企業整備のため5書店を合同し<書肆有斐閣>と改称)
1877年2月13日-09:00|日本|  ||明治10年|東京警視本署､風紀悪化の傾向防止のため､楊弓店取締規則制定
1877年2月13日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ｱﾚﾊﾝﾄﾞﾛ･ｱﾘｱｽ･ｻﾙｶﾞﾄﾞ･ｲ･ﾄﾚﾚｽ｣(~18790201
  )
1877年2月14日-09:00|日本|  ||明治10年|<領収>北海道開拓使｢雷電丸｣⇒日本海軍
1877年2月14日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾎﾟﾙﾌｨｰﾘｴｳﾞｨﾁ･ﾎﾞﾛﾃﾞｨﾝ《交響曲第2番ﾛ短調Op.5》
1877年2月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾄﾚﾝﾄﾝ｣(3900t,ﾌﾞﾙｯｸﾘﾝ海軍工廠)
1877年2月15日-09:00|日本|  ||明治10年|<交付>日本海軍木造汽船｢冲鷹丸｣⇒北海道開拓使(雷電丸との交換)
1877年2月15日-09:00|日本|  ||明治10年|<創立>偕行社(陸軍将校組織)
1877年2月15日-09:00|日本|  ||明治10年|<閉館>文部省所管｢東京書籍館｣
1877年2月15日-09:00|日本|鹿児島県|明治10年|西郷隆盛が1万3000の兵を率いて鹿児島を出発し､西南戦争が勃
  発
1877年2月17日-09:00|日本|  ||明治10年|<改称>日本政府｢雷電丸｣⇒軍艦｢雷電｣(練習艦)
1877年2月18日-09:00|日本|東京都|明治10年|<解散>東京府｢東京会議所｣
1877年2月19日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第19号｢大審院諸裁判所職制章程及控訴上
  告手続改正巡迴裁判規則判事職制通則刪除｣;明治10年太政官布告第20号｢毒薬劇薬取扱規則｣施行;明治10年太
  政官布告第21号｢鹿児島県下暴徒征討ﾆ関ｾﾙ無根ﾉ伝説等新聞紙ﾆ掲載ｦ許ｻｽ｣
1877年2月19日-09:00|日本|  ||明治10年|<廃止>5官立英語学校(愛知･広島･長崎･新潟･宮城)ならびに3官立師
  範学校(愛知･広島･新潟)
1877年2月19日-09:00|日本/世界|  ||明治10年|万国郵便連合に日本加盟
1877年2月19日-09:00|日本|  ||明治10年|ｺﾚﾗ治療の医師沼野玄昌､肝取りと流言され､漁民数十人に惨殺される
1877年2月19日-09:00|日本|お茶の水女子大学|明治10年|<廃止>｢官立東京女学校｣､<設置>東京女子師範学校｢英
  学科｣生徒を編入
1877年2月19日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<創立>第九国立銀行(熊本;12.15開業)
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1877年2月19日 02:40|日本|熊本県熊本市|明治10年|午前11時40分から午後3時まで原因不明の出火で熊本城大
  小天守などの建物(同時に30日間の米､城下の民家約千軒)を焼失
1877年2月20日-09:00|日本|四国銀行|明治10年|<設立>第七国立銀行(高知;3.15開業)
1877年2月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<創設>ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ｱｿｼｴｰｼｮﾝ(最古のﾏｲﾅｰﾘｰｸﾞ)
1877年2月20日 14:00|日本|熊本県熊本市|明治10年|<西南の役>別府晋介率いる加治木の諸隊が川尻に到着/深
  更､鎮台参謀長の樺山資紀中佐の発案で派遣された偵察隊が独立大隊に発砲し､西南戦争の実戦が始まった
1877年2月21日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第22号｢変死ﾉ屍ｦ警察官吏検査ｽﾙﾆ其致命ﾉ
  原由ｦ確知ｼ難ｷ時ﾊ解剖ｽﾙｦ得｣
1877年2月21日-09:00|日本|熊本県|明治10年|熊本県士族池辺吉十郎ら西郷軍に呼応して挙兵
1877年2月21日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連邦大統領代理｢Jacinto Gutierrez y Martinez de Aleman
  ｣PL(1期目~3.2)
1877年2月22日-09:00|日本|日本郵船|明治10年|<売却>日本政府｢天草丸｣(1854年,The Peninsular And Orienta
  l Steam Navigation Co.,London｢Candia｣C.J. Mare & Co.,London建造進水→1874年､James Howden,Londonに
  売却→1875年､西南の役のため日本政府に用船され｢天草丸｣と改名)⇒郵便汽船三菱会社(東京)､｢和歌浦丸｣と
  改名
1877年2月22日-04:00|日本|熊本県熊本市|明治10年|<熊本城攻防戦>夜明け前､薩軍の熊本城攻撃は池上隊への
  鎮台側の砲撃から始まった.池上隊2000名は千葉城の堡塁や京町口の埋門を攻撃したが鎮台側の激しい砲撃で
  堡塁の一塁も抜けず､県庁付近に肉薄した桐野隊800名も撃退された.城の西端藤崎台の西の段山は城内へ突入
  する際の有力な橋頭保となりえた為､薩軍は篠原､村田､別府の各隊計3000名が殺到したが､鎮台側も精鋭の歩
  兵第13連隊第三大隊(大隊長:小川又次大尉)など強固な防御態勢を敷いて応戦
1877年2月22日 01:00|日本|熊本県熊本市|明治10年|<熊本城攻防戦>段山の戦いは10時ごろに薩軍が多大な犠牲
  を出しながら占領に成功.薩軍は段山の山頂から猛射を浴びせ鎮台側に多くの損害がでてしまい､11時頃には
  同地で指揮をしていた歩兵第13連隊長の与倉知実中佐が狙撃され､翌23日に死亡.それでも鎮台側は薩軍の猛
  攻に耐え､こうして熊本城攻撃の初日は薩軍は鎮台側の予想外の奮闘で城郭の一角にも取り付くことが出来な
  いまま攻撃を終えた
1877年2月22日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞ総選挙で保守党が勝利
1877年2月22日 10:00|日本|熊本県熊本市北区|明治10年|<植木の戦い>午後7時､先行してきた村田隊が乃木率い
  る200名と交戦し撃退される.しかし後続の伊東隊が加わると薩軍の兵力は乃木らの倍近くとなり形勢が逆転.
  更に一部が乃木らの後方に回り込もうとしたことで退路が断たれる恐れが出たので､乃木は後方の千本桜まで
  後退する事を決断.しかし夜間の撤退戦は混乱を生み､この間伊東隊の岩切正九郎が歩兵第14連隊の軍旗を分
  捕る事態が起こる.こうして勝利を収めた薩軍だが､村田隊･伊東隊双方とも疲弊しており､乃木らを追撃する
  ことなく引き上げた
1877年2月23日-09:00|日本|  ||明治10年|舶来麦酒等へ貼付之銘紙贋造禁止(内達)を達す
1877年2月23日-09:00|日本|熊本県熊本市北区|明治10年|<西南の役>西郷軍は一部が北上､小倉第14連隊は敗北
  して後退
1877年2月23日-09:00|日本|熊本県玉名郡玉東町|明治10年|<木葉の戦い>6個小隊が小倉へ向けて出発.総勢1800
  名は2手に分かれて植木方面に進出するが､対する乃木の歩兵第14連隊は未だ兵力は完全に集結しておらず､手
  元には700名ほどしかなかった｡木葉で展開する歩兵第14連隊は8時30分頃より優勢な薩軍と交戦を開始し午後
  1時頃までは互角に戦っていたが､薩軍右翼の1隊が遠く南回りに回り込んで第14連隊の右翼を脅かした事で連
  隊は劣勢となる.それでも夕刻まで持ちこたえた第14連隊は夜陰に乗じての撤退を開始するが､木葉山を大き
  く迂回してきた薩軍が側面を襲ったことで部隊は総崩れとなり､第14連隊は木葉川を越えて寺田山へと退却.
  この戦いで乃木は第三大隊長であった吉松秀枝少佐など多くの部下を失う/篠原や別府らの隊は､引き続き熊
  本城攻撃を続行
1877年2月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ｶﾐｰﾕ･ｻﾝ=ｻｰﾝｽ《歌劇｢銀の音色｣》
1877年2月24日-09:00|日本|熊本県玉名郡玉東町|明治10年|<木葉の戦い>砲隊も加わり攻撃を続行するが戦果は
  はかばかしくなく､結局包囲を池上隊3000名で実施しつつ､桐野隊が山鹿方面､篠原隊が田原方面､村田隊別府
  隊が木留方面に進出し､南下してくる政府軍主力を待ち構える事となり､小倉への電撃作戦は失敗
1877年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<開催>ｲｷﾞﾘｽで初のｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ
1877年2月25日-09:00|日本|日本郵船|明治10年|<改名>郵便汽船三菱会社｢快順丸｣⇒｢浦門丸｣
1877年2月25日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ《幻想曲｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｶ･ﾀﾞ･ﾘﾐﾆ》
1877年2月26日-04:00|日本|熊本県玉名市|明治10年|<高瀬の戦い>午前5時､前衛の乃木隊は石貫を発ち､菊池川
  を渡河して薩軍右翼の越山隊を強襲.これに後衛の知識大尉指揮の1個中隊も加わった事で正午には越山隊は
  植木方面に敗走.乃木の第14連隊はこれを猛追し木葉を経て田原坂上まで進出､乃木は第2旅団長の三好に田原
  坂の確保を具申するが､三好はこれを認めず後退を指示｡この判断が､後々征討軍に苦戦を強いることになる
1877年2月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<刊行>ｴﾐｰﾙ･ｿﾞﾗ｢居酒屋｣
1877年2月27日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第24号｢御国内西洋形船舶普通信号等ﾉ事
  務内務省管理ﾄ為ｽ｣
1877年2月27日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ王国首相｢ﾗﾉﾃﾞｨｰﾌﾟ･ｼﾝ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ﾗﾅ卿｣(~18851122)
1877年2月27日-04:00|日本|熊本県玉名市|明治10年|<高瀬の戦い>未明､薩軍の右翼隊は山鹿から菊池川に沿っ
  て南下し､玉名付近の征討軍左翼を攻撃.中央隊は田原坂を越え､木葉で征討軍捜索隊と遭遇戦になり､左翼隊
  は吉次峠･原倉と進み､ここから右縦隊は高瀬橋に､左縦隊は伊倉･大浜を経て岩崎原に進出.第2旅団は捜索隊
  の報告と各地からの急報で初めて薩軍の大挙来襲を知り､各地に増援隊を派遣するとともに三好旅団長自ら迫
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  間に進出.両軍の戦いは激しく､三好少将が銃創を負ったほどの銃砲撃戦･接戦が行われた
1877年2月27日 01:00|日本|熊本県玉名市|明治10年|<高瀬の戦い>午前10時頃､桐野率いる右翼隊は迂回して石
  貫にある征討軍の背後連絡線を攻撃.この時に第2旅団本営にたまたま居合わせた野津道貫大佐(第1旅団長の
  野津鎮雄少将の実弟)は旅団幹部と謀って増援を送るとともに､稲荷山の確保を命じた.この山を占領した征討
  軍は何度も奪取を試みる薩軍右翼隊を瞰射して退けた｡稲荷山は低丘陵であるが､この地域の要衝であったの
  で､ここをめぐる争奪戦は西南戦争の天王山ともいわれている.薩軍左翼隊は菊池川下流より攻勢を強め､中央
  隊に属する西郷小兵衛の隊らと共同して邀撃してきた歩兵第8連隊と交戦し､これを退却させた
1877年2月27日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾘﾅﾚｽ･ｱﾙｶﾝﾀﾗ｣(~18781130)
1877年2月27日 05:00|日本|熊本県玉名市|明治10年|<高瀬の戦い>午後2時頃､薩軍中央隊が弾薬の欠乏を受け､
  左右の隊に断りもなく突然撤退を開始.援軍を得た征討軍中央諸隊はこの機を逃さず反撃.西郷小兵衛･浅江直
  之進･相良吉之助三小隊も敵前渡河を強行したりして高瀬奪回を試みたが征討軍の増援に押され､西郷小兵衛
  は繁根木の堤防の上で胸に被弾し戦死
1877年2月27日 07:00|日本|熊本県玉名市|明治10年|<高瀬の戦い>午後4時ごろ､左翼隊は伊倉に退却､戦場に取
  り残された右翼隊は3方から攻撃を受ける羽目になり､更に南下してきた野津鎮雄少将の兵が右翼隊の右側面
  を衝いたので､桐野の率いる右翼隊も敵わず､江田方面に退いた｡征討軍側も疲労で追撃する余裕は無かった
1877年2月28日-09:00|日本|熊本県阿蘇郡小国町|明治10年|西南戦争がきっかけで熊本の阿蘇郡小国郷で農民30
  00人の一揆が起こる
1877年2月28日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾓﾘｵﾈｽ｣(~18800320)
1877年2月28日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱが､ｵｽﾏﾝ朝との講和条約に調印
1877年2月28日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱがﾛｼｱの支援でｵｽﾏﾝ帝国の大公国として自治権を獲得/しかしﾓ
  ﾝﾃﾈｸﾞﾛとﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ問題は進展せず
1877年3月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<完成>ﾎﾊﾞｰﾄ=ｴｳﾞｧﾝﾃﾞｲﾙ間の鉄道
1877年3月-09:00|日本|愛媛県|明治9年|<創立>｢私立浩然病院｣[愛媛県宇和郡平城村(御荘町)]
1877年3月-09:00|日本|新潟大学|明治9年|<合併>官立英語学校･官立師範学校･新潟県師範講習所･県立新潟学校
  ⇒新潟学校/講習･百工化学･英語学科･師範学科の4学科
1877年3月-09:00|日本|古河機械金属|明治10年|古河市兵衛が足尾銅山(栃木県)を譲り受る
1877年3月-09:00|日本|北海道教育大学|明治10年|<設立>札幌に小学科授業伝習生徒教場
1877年3月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ﾎﾚｲｼｮ･ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊｷﾞﾝｽﾞ｣(~18770
  902)
1877年3月1日-09:00|日本|長野県飯山市|明治10年|<死去>本多助実(59歳)元信濃飯山藩主･知藩事
1877年3月2日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第25号｢懲役人又犯罪条例外律例共改正｣
1877年3月2日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連邦大統領｢Francisco de Paula Linares Alcantara｣(~1878
  1130死去)PL
1877年3月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ｱﾒﾘｶ海軍ｶﾝﾄｩｰｸｯｸ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ｾｳﾞｧｰﾝ｣(3300t)
1877年3月3日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第26号｢内国製ﾉ摺附木当分無税輸出ｦ許ｽ｣
1877年3月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ=ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣
1877年3月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣(~18970911死去)
1877年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで荒地法制定
1877年3月4日-09:00|日本|熊本県玉名郡玉東町|明治10年|<西南の役/田原坂･吉次峠の戦い>征討軍は田原方面
  を主攻､吉次方面を助攻とする全面攻勢を開始.田原方面は近衛歩兵第1連隊第一大隊(大隊長:山口素臣少佐)
  基幹の本隊が平原･大平を､歩兵第14連隊の1部からなる右翼隊が田原坂を攻めたが強固な薩軍の陣地に突破は
  失敗し､野津少将自ら樽木まで出向いて督戦するも､遊軍が二俣台地(田原丘陵と谷を隔てて向かい合っていた
  )を占領したに留まった/同じ頃､征討軍と薩軍は吉次峠でも交戦を開始.第2旅団参謀長の野津道貫大佐が自ら
  率いる支隊が払暁からの濃霧を利用して吉次峠北隣の半高山を占領しようとした｡これを見た篠原､村田の両
  隊長は反撃に出て､両軍は激戦となった｡この際近衛第1連隊第二大隊長の江田国道少佐は外套に銀装の太刀を
  帯びて指揮する篠原を視認し部下に狙撃させる｡被弾した篠原は戦死するが､激怒した薩軍の猛攻で江田少佐
  は戦死し､野津支隊は原倉まで後退
1877年3月4日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ37《ﾊﾞﾚｴ｢白鳥の湖｣Op.20》ﾓｽｸﾜ､ﾎﾞﾘｼｮｲ劇場
1877年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国第19代大統領｢ﾗｻﾞﾌｫｰﾄﾞ･ﾊﾞｰﾁｬｰﾄﾞ･ﾍｲｽﾞ｣共和党(~18810303)
1877年3月5日-09:00|日本|東京都文京区|明治10年|<開催>東京･湯島聖堂地内で内国勧業博覧会/日本初の博覧
  会
1877年3月5日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第33代首相｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾗ｣(3期目~18780129)
1877年3月6日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第27号｢外国人傭入ﾉ節心得方｣
1877年3月6日-09:00|日本|  ||明治10年|四国と本州を通じる海底電信､讃岐･備前間に開通
1877年3月8日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ植民地政府首相｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1877年3月8日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第28号｢船舶ｦ売買書入質ﾄﾅｻﾝﾄｽﾙ時ﾊ戸長ﾉ
  公証ｦ受ｹｼﾑ｣
1877年3月8日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>綾瀬川山左ｴ門､大相撲の力士(生年:1835年)
1877年3月8日-09:00|日本|広島大学|明治10年|<開校>広島県師範学校(廃止された官立広島師範学校をひきつぎ
  公立師範学校と合併)
1877年3月8日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｱﾅ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾔﾝｸﾞ｣(1回目~8.3
  )
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1877年3月9日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年海軍省甲布達第2号｢造船所定雇職工規則中第二十一条
  取消｣
1877年3月9日-09:00|日本|熊本県玉名郡玉東町|明治10年|<田原坂の戦い>官軍は田原坂防衛線突破のため､横平
  山の攻略にとりかかったが攻撃は地形を存分に利用した薩軍の激しい銃撃と抜刀白兵戦に手も足も出ず､征討
  軍は薩軍の抜刀白兵戦への早急な対処を迫られることになった
1877年3月9日-09:00|日本|国立科学博物館|明治10年|<移転>｢教育博物館｣[上野]
1877年3月10日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第29号｢内国難破船及漂流物取扱規則第三
  十七条改正｣
1877年3月10日-09:00|日本|  ||明治10年|<発行>製紙分社､投書雑誌｢穎才新誌｣
1877年3月10日-09:00|日本|京都府京都市|明治10年|<開催>｢第6回京都博覧会｣(~6.22)[開催地]京都府[会場]仙
  洞旧院,大宮御所[主催]京都博覧会社[入場者]63,782人
1877年3月10日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｴﾊﾟﾒｲﾉﾝﾀﾞｽ･ﾃﾞｨﾐﾃｨﾙｰ･ﾃﾞﾘｹﾞｵﾙｷﾞｽ｣(6回目~5.31
  )
1877年3月10日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｴｳﾞｧｰﾄﾞ･ﾗｯｼｭﾜｰｽ｣(~8.10没)
1877年3月11日-09:00|日本|神奈川県横浜市中区|明治10年|孫右衛門が横浜元町で輸入自転車の貸自転車業をは
  じめる/1時間25銭という高い賃料にもかかわらず､在庫の自転車が不足するほど繁盛
1877年3月11日-09:00|日本|国立国会図書館|明治10年|<廃止>東京書籍館
1877年3月12日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第30号｢明治十年郵便規則中第百六十一節
  改正｣
1877年3月12日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>国沢新九郎.結核のため(31歳)土佐藩士､画家
1877年3月12日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞ西州管理者代行｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾀﾞｰｸ･ﾊﾞﾘｰ｣(~6月)
1877年3月12日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ副総督(ｼﾞｬﾏｲｶ総督に従属)｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾊﾟﾙｸﾞﾚｲﾌ
  ﾞ･ﾊﾞｰﾘｰ｣(6.11まで代行~1882年)
1877年3月13日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第31号｢控訴上告手続改正ﾆ付八年第百号
  民事上告者預ｹ金ﾉ布告ﾊ消滅ﾄｽ｣
1877年3月13日-09:00|日本|熊本県熊本市中央区|明治10年|<西南の役>(12日~)段山をめぐる両軍の争奪戦/霧の
  中､砲撃･銃撃を混じえた激戦は､霧が晴れたときには双方の距離10数歩という接近戦であった/段山の背後に
  出た鎮台側が薩軍を敗走させた
1877年3月14日-09:00|日本|熊本県熊本市北区|明治10年|<田原坂の戦い>征討軍は田原坂攻撃を開始し抜刀隊も
  投入される.抜刀隊はたちまち3つの堡塁を奪うが後続が続かなかったので薩軍の反撃を受け後退
1877年3月14日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<死去>ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾛｻｽ､ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝの指導者(生年1793年)
1877年3月15日-09:00|日本|熊本県熊本市北区|明治10年|<田原坂の戦い>征討軍は横平山攻撃に抜刀隊50名を加
  え猛攻をかける.彼らは薩軍の守備を破り､ついに横平山(那智山)を占領
1877年3月15日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治10年|<開催>勧業博覧会
1877年3月15日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治10年|<設立>海軍仮病院(大浦外人居留地)
1877年3月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱで､農業調査委員会設置法が制定される
1877年3月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ級砲艦｢ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ｣(1375t,ﾎﾟｰﾂﾏｽ海軍工廠)
1877年3月17日-09:00|日本|岡山県新見市|明治10年|<死去>関長克(38歳)元備中新見藩主･知藩事
1877年3月17日-09:00|日本|神奈川県横浜市中区|明治10年|横浜元町5丁目から出火し約200戸焼失
1877年3月17日-09:00|日本|熊本県熊本市北区|明治10年|<田原坂の戦い>官軍は西側からと正面からの攻撃を開
  始.地形を生かした薩軍にあと一歩及ばず､田原坂の防衛線を破ることはできなかった/この間､3月4日からの
  征討軍の戦死者は約2,000名､負傷者も2,000名に上った
1877年3月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾊﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾊﾟﾀﾞﾑ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1898年11月没)
1877年3月18日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦3月6日|ｵｰｽﾄﾘｱとﾛｼｱが､ﾌﾞﾀﾍﾟｽﾄ協定追加条項を締結し､ﾛｼｱはﾊﾞﾙｶﾝ
  に大ｽﾗﾌﾞ国家の建設を断念
1877年3月19日-09:00|日本|熊本県八代市|明治10年|<西南の役>高島鞆之助大佐(後に少将)率いる別働第2旅団(
  後に別働第1旅団に改称)が艦砲射撃に援護されて日奈久南方の州口および八代の背後に上陸し､薩軍を二面か
  ら攻撃して八代の占領に成功
1877年3月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝で上院･下院からなる議会が開会
1877年3月20日-03:00|日本|熊本県熊本市北区|明治10年|<田原坂の戦い>早朝､征討軍は開戦以来､最大の兵力を
  投入.攻撃主力隊(19個中隊)は豪雨と霧に紛れながら､二俣から谷を越え､田原坂付近に接近.そして雨の中､二
  俣の横平山の砲兵陣地から田原坂一帯に未だかつてない砲撃を開始.砲撃が止むと同時に薩軍の出張本営七本
  のみに攻撃目標を絞り､一斉に突撃.薩軍は征討軍の猛砲撃と､断続的に降り注ぐ雨のため応戦が遅れ､七本で
  は状況が把握できないまま攻撃を受けざるを得なかった/薩軍は防衛線を築いていながらも､突然の攻撃のた
  め徐々に応戦できなくなった｡また七本には昨夜ついたばかりの高鍋隊が守っており状況把握が出来ないまま
  征討軍の猛攻を受け敗走.これに貴島､佐土原､熊本の諸隊も連鎖反応を起こして潰走､植木方面に敗走した｡こ
  うして征討軍は激闘17日､田原坂を抜くことに成功/薩軍では副司令格であった一番大隊指揮長篠原国幹をは
  じめ､勇猛の士が次々と戦死/征討軍も3月20日の田原での戦死者だけで495名､4日からの田原方面での戦死者
  総数は2401名に上った.薩軍の戦死者数は不明ながら参加した30小隊(党薩隊除く)の小隊長のうち11名が命を
  落とした.こうして多大な戦死者を出しながらも､官軍は田原坂の戦いで薩軍の防衛線を破り､熊本鎮台救援の
  第一歩を着実に踏み出した
1877年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ･ﾊﾞｰﾃｨ｣
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1877年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ･ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(~18990127死去)
1877年3月22日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｸｽ｣無所属(~8.16)
1877年3月22日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第33号｢伊豆七島裁判事務東京裁判所ﾍ属ｽ
  ｣
1877年3月24日-09:00|日本|  ||明治10年|<創刊>団団社､週刊の滑稽諷刺雑誌｢団々珍聞｣
1877年3月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾙﾀｰ･ﾊﾞｼﾞｮｯﾄ､評論家･ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ(生年1826年)
1877年3月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで自転車による1時間25.6Km走破世界記録を樹立/自転車がｽﾎﾟｰﾂとして
  注目され始める
1877年3月26日-09:00|日本|熊本県|明治10年|<西南の役>植木方面で銃声を聞くが征討軍が現れないので､後方
  攪乱部隊を3隊に分け､京町口･井芹村･本妙寺に出撃させた/これらの部隊は一時薩軍を走らせたものの､逆襲
  に遭い､撤退
1877年3月26日-09:00|日本|熊本県宇城市|明治10年|<小川の戦い>黒田参軍の指揮のもと､衝背軍は左翼に別働
  第1旅団､中央に同第2旅団､右翼に同第3旅団に展開し進撃を開始､海上からは海軍艦船が援護.激戦の末､薩軍
  を撃退して小川を占領
1877年3月28日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾛﾊﾞｰﾄ･ｻｳﾞｪｼﾞとﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｳﾙｽﾞﾘが羊の毛刈機の特許を取得
1877年3月28日-09:00|日本|福岡県福岡市中央区|明治10年|福岡県士族越智彦四郎ら福岡城を襲撃するも城兵に
  敗北する
1877年3月29日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第35号｢青森裁判所ｦ弘前ﾆ移ｼ弘前裁判所ﾄ
  称ｽ｣
1877年3月29日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>稲妻雷五郎(76歳､生年1802年)第7代横綱
1877年3月29日-09:00|日本|神奈川県小田原市|明治10年|<死去>大久保忠良.西南戦争で戦死(21歳)元相模小田
  原藩主･知藩事
1877年3月29日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治10年|<設置>第1分遣長崎軍団病院(大音寺)
1877年3月29日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾌｪﾙｶﾞﾅ州ﾛｼｱ総督｢Aleksandr Konstantinovich Abramov｣(~18
  831116)
1877年3月30日-09:00|日本|熊本県宇城市|明治10年|<松橋の戦い>衝背軍は3個旅団の並進を崩さず松橋へ進撃
  を開始.黒田は別働第3旅団に松橋東方の豊野村を占領させ､残り2個旅団で松橋を包囲.しかし薩軍は頑強に抵
  抗し､折からの大雨と､薩軍が故意に御船新田の水門を破壊して一帯に海水を流入させた事で攻め手は泥まみ
  れとなり疲労は極限に達していた｡それでも高島少将(昇進)は攻撃続行を主張､各隊は前進地点で露営
1877年3月30日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾍﾟﾗ摂政｢ﾄｩｱﾝｸ･ﾕｽﾌ1世･ｼｬﾘﾌﾃﾞｨﾝ･ﾑﾌｻﾞﾙ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄ
  ﾞﾗ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~18860511)
1877年3月30日-04:00|日本|熊本県菊池市|明治10年|<西南の役>明け方に近衛鎮台の2隊が二手に分かれて隈府
  に攻め入ってきたが薩軍はどうにか官軍を敗退させることができた
1877年3月30日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｶﾞﾝﾋﾞｱ管理者｢ｳﾞｧﾚｼｳｽ･ｽｷｯﾌﾟﾄﾝ･ｺﾞｰﾙｽﾞﾍ
  ﾞﾘｰ｣(~18840303)
1877年3月31日-09:00|日本|  ||明治10年|大分県中津で西郷軍に呼応した士族が反乱(失敗して西郷軍に合流)
1877年3月31日-09:00|日本|熊本県宇城市|明治10年|<松橋の戦い>引き潮に乗じて別働第1旅団は進撃を再開し
  山背と本道の両面から松橋を攻撃､別働第1旅団は北豊崎から御船に進み､薩軍の右側を攻撃.これに耐えきれ
  ず､薩軍は川尻に後退し正午には松橋を制圧
1877年3月31日-09:00|日本|山口大学|明治10年|<改称>｢山口県教員養成所｣⇒｢山口県師範学校｣
1877年3月31日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾞｰﾄﾙ ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾚｰﾙ卿｣(~18800
  915)
1877年3月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｵｰｷﾞｭｽﾀﾝ･ｸｰﾙﾉｰ､哲学者､数学者､経済学者(生年1801年)
1877年3月31日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||英･独･仏･米･露･伊･ｵｰｽﾄﾘｱがｵｽﾏﾝ朝に関
  するﾛﾝﾄﾞﾝ議定書に調印
1877年4月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ｱﾙﾅﾌﾞﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱｷﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1878年2月)
1877年4月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱｻﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1879年3月)
1877年4月1日-09:00|日本|  ||明治7年|<開業>静岡～江尻間乗合馬車
1877年4月1日-09:00|日本|大分県大分市|明治10年|増田ら蜂起軍､大分県庁を襲撃するも失敗に終わる
1877年4月1日-09:00|日本|熊本県宇城市|明治10年|<松橋の戦い>部隊は攻勢を続け宇土を占領､緑川を挟んで両
  軍は対峙
1877年4月1日-09:00|日本|熊本県下益城郡美里町|明治10年|<西南の役>別働第3旅団は甲佐に退却した薩軍を追
  撃して堅志田を占領
1877年4月1日-09:00|日本|熊本県玉名郡玉東町|明治10年|<西南の役>官軍主力は半高山､吉次峠を占領
1877年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾊﾞﾙﾋﾞｴﾘ｣
1877年4月1日-08:00|中国|  ||清･光緒3年2月18日|宜昌･蕪湖･温州･北海の4港が開市になる
1877年4月2日-09:00|日本|熊本県熊本市北区|明治10年|<西南の役>官軍は木留をも占領し､薩軍は辺田野に後退
  し､辺田野･木留の集落は炎上
1877年4月3日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領海峡植民地総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾊｰﾊ
  ﾞｰﾄﾞ･ｱﾝｿﾝ｣(3度目~10.29)
1877年4月3日-04:00|日本|熊本県上益城郡甲佐町|明治10年|<西南の役>早朝の霧に乗じた薩軍の急襲を別働第3
  旅団は激闘5時間の末､これを退け､追撃して緑川を越えて薩軍の側背を衝き､進んで甲佐を占領/薩軍は悉く御



1880迄(3454件)

  船に退却
1877年4月4日-09:00|日本|熊本県八代市|明治10年|<西南の役>人吉から球磨川に沿い､或いは舟で下って八代南
  郊に出た薩軍は､まず坂本村の官軍を攻撃して敗走させた
1877年4月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||世界初の電話:ｱﾒﾘｶﾎﾞｽﾄﾝの大富豪ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ宅に設置
1877年4月5日-09:00|日本|熊本県合志市|明治10年|<西南の役>第3旅団(三浦梧楼少将)は鳥巣に攻撃をしかけ､
  薩軍の平野隊と神宮司隊が守備している真ん中に攻め入った/虚を衝かれた両隊はたちまち敗走
1877年4月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｸﾞﾉｰ《歌劇｢ｻﾝ=ﾏｰﾙ(5人の軍神)｣》
1877年4月6日-09:00|日本|熊本県八代市|明治10年|<西南の役>(5~)薩軍は勝利を収め､八代に迫った
1877年4月6日-09:00|日本|広島県福山市|明治10年|<改称>｢勇鷹神社｣(福山)⇒｢阿部神社｣(県社に列格)
1877年4月6日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｿｺﾄ帝国ｽﾙﾀﾝ｢Mu'azu｣(~18810926)
1877年4月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第17回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ｼﾞｪﾐｰ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/160)
1877年4月6日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ｱｰｻｰ･ｴﾘﾊﾞﾝｸ･ﾊﾌﾞﾛｯｸ｣(~1879年)
1877年4月7日-09:00|日本|  ||明治10年|<創刊>隆文社｢新潟新聞｣
1877年4月7日-09:00|日本|熊本県熊本市|明治10年|<西南の役>緑川左岸に進出している薩軍を別働第2旅団が別
  働第1および第4旅団の援護を得て右岸に押し返した/第2および第4旅団は木原山急襲の薩軍を挟撃して川尻に
  敗走させた
1877年4月8日-09:00|日本|熊本県熊本市北区|明治10年|<西南の役>辺田野方面は激戦となり､官軍は荻迫の柿木
  台場を占領
1877年4月8日-09:00|日本|熊本県八代市|明治10年|<西南の役>(7~)薩軍は官軍の反撃によって八代に至ること
  ができず､再び坂本付近まで押し戻された
1877年4月9日-09:00|日本|熊本県菊池市|明治10年|<西南の役>薩軍は再び隈府に攻め入った官軍を撃退したが､
  弾丸･武器の不足によりこれ以上の戦闘を不可能と考え､赤星坂へ撤退
1877年4月10日-09:00|日本|愛媛県松山市|明治10年|<開催>｢愛媛博覧会｣(~5.29)[開催地]愛媛県[会場]松山公
  園
1877年4月10日-09:00|日本|大阪府堺市|明治10年|<開催>｢堺博覧会｣(~6.8)[開催地]大阪府[会場]南宗寺[主催]
  堺博物館
1877年4月10日-09:00|日本|福井県福井市|明治10年|<仮設>｢第三女子師範学校｣[佐佳枝町]
1877年4月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ再建の終了､連邦軍が南部からひきあげる
1877年4月11日-09:00|日本|熊本県八代市|明治10年|<西南の役>再び薩軍は八代を攻撃/疲労もあって官軍が一
  時敗退
1877年4月12日-09:00|日本|熊本県宇土市|明治10年|<西南の役>別働第2旅団は新川堤で薩軍の猛射に阻まれ､第
  4旅団も進撃を阻止された
1877年4月12日-09:00|日本|熊本県上益城郡御船町|明治10年|<西南の役/御船の戦い>別働第1旅団は宮地を発し
  て緑川を渡り､薩軍を攻撃/薩軍は敗戦続きに気勢揚がらず､民家に放火して退却/負傷を推して二本木本営か
  ら人力車で駆けつけた永山弥一郎は酒樽に腰掛け､敗走する薩軍兵士を叱咤激励していたが､挽回不能と見て､
  民家を買い取り､火を放ち､従容として切腹/御船は官軍に占領された
1877年4月12日-09:00|日本|東京大学|明治10年|<合併>｢開成学校｣｢東京医学校｣⇒｢東京大学｣;<併合改称>｢東京
  英語学校｣｢東京開成学校普通科｣⇒｢東京大学予備門｣
1877年4月12日-09:00|日本|長崎大学|明治10年|<改称>長崎公立師範学校(長崎市勝山小学校内)⇒崎陽師範学校
  ;<設立>佐賀師範学校
1877年4月12日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||南ｱﾌﾘｶ､1852年のｻﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｧｰ協定に違反して､ｲｷﾞﾘｽがﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ共和
  国を併合⇒ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ準州(公式にはﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ州とも呼ばれている)､南ｱﾌﾘｶ共和国はｲｷﾞﾘｽの領土
  と宣言される
1877年4月12日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ共和国大統領代行｢ﾎｾ･ｲﾋﾆｵ･ｳﾘｱﾙﾃ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞﾘｵ｣(~18781
  125)
1877年4月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||野球のｷｬｯﾁｬｰﾏｽｸが初めて使用された(ｱﾒﾘｶ)
1877年4月13日-09:00|日本|熊本県熊本市|明治10年|<西南の役>別働第2旅団と別働第4旅団は連繋しながら川尻
  を目指して進撃した｡別働第4旅団の一部が学科新田を攻撃して薩軍を牽制している間に､主力が緑川を渡り､
  薩軍と激戦しながら川尻へと進んだ｡川尻に向かった別働第4旅団と第2旅団は両面から薩軍を攻撃して退け､
  遂に川尻を占領
1877年4月13日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾁｪﾁｪﾝでｱﾘﾍﾞｯｸ･ﾊｼﾞ･ｱﾙﾀﾞﾓﾌ･ｻﾞﾝﾀﾞｸｽｷｰの下での反乱(~11.27)
1877年4月14日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第36号｢明治十年郵便規則中外国郵便税表
  改正｣
1877年4月14日-09:00|日本|熊本県熊本市|明治10年|<西南の役>征討衝背軍が川尻を占領､熊本城下に入る/薩軍
  ,熊本城包囲を解き撤退
1877年4月15日-09:00|日本|三重県津市|明治10年|<開園>｢三重県公園｣[津の藤堂家山荘跡](→偕楽公園)
1877年4月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦4月4日|ﾌﾞｶﾚｽﾄ協定が結ばれ､ﾛｼｱ軍のﾙｰﾏﾆｱ領内通過をめぐる交渉が
  妥結
1877年4月17日-09:00|日本|熊本県上益城郡御船町|明治10年|<西南の役>別働第3旅団は熊本から引き返して来
  て御船を攻めた/坂元の諸隊はこの攻撃は退けたが､それに続く別働第1･第2･第3旅団の西･南･東からの包囲攻
  撃には堪えきれず､御船から敗れ去った
1877年4月19日-09:00|日本|熊本県熊本市東区|明治10年|<城東会戦>熊本鎮台･別働第5旅団･別働第2旅団は連繋
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  して健軍地区の延岡隊を攻めた｡延岡隊は京塚を守って健闘したが､弾薬が尽きたので後線に退き､替わって河
  野主一郎の中隊が逆襲して征討軍を撃破.征討軍は別働第1旅団からの援軍を得たが､苦戦をいかんともしがた
  かった.征討軍はさらに援軍を得てやっとのことで薩軍の2塁を奪ったが､薩軍優位のまま日没になった
1877年4月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｬﾝ･ﾛﾍﾞｰﾙ･ﾌﾟﾗﾝｹｯﾄ《歌劇｢ｺﾙﾇｳﾞｨﾕの鐘｣》
1877年4月20日-09:00|日本|あいちﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第十一国立銀行(名古屋;7.18開業)
1877年4月20日-09:00|日本|熊本県菊池郡大津町|明治10年|<城東会戦>黎明､第1･第2･第3旅団は連繋して大津街
  道に進撃したが､野村の諸隊は奮戦してこれを防ぎ､そのまま日没に及んだ
1877年4月20日-09:00|日本|熊本県熊本市東区|明治10年|<城東会戦>別働第5旅団の主力は保田窪地区の薩軍を
  攻め､午後3時には猛烈な火力を集中して薩軍の先陣を突破して後陣に迫ったが､中島が指揮する薩軍の逆襲で
  左翼部隊が総崩れとなった.腹背に攻撃を受けた征討軍は漸く包囲を脱して後退
1877年4月21日-09:00|日本|同志社女子大学|明治10年|<開設>｢同志社分校女紅場｣
1877年4月22日-08:00|中国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>香港第8代総督｢ｻｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟｰﾌﾟ･ﾍﾈｼｰ｣(~18830330)
1877年4月23日-09:00|日本|佐賀県唐津市|明治10年|<死去>小笠原長国(66歳)元肥前唐津藩主･知藩事
1877年4月24日-09:00|日本|  ||明治10年|<交付>日本海軍運輸船｢千早号｣⇒工部省
1877年4月24日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦4月12日|ﾛｼｱがｵｽﾏﾝ帝国に宣戦を布告し､第3次露土戦争が勃発
1877年4月25日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第37号｢生糸取締規則ｦ廃ｼ向後製造ﾉ生糸
  繭真綿出穀山繭等ﾊ捺印ｾｼﾑ｣;明治10年太政官布告第38号｢建物売買譲渡規則中第一条ﾍ但書追加｣;明治10年太
  政官布告第39号｢蚕種原紙規則第二条中改正｣
1877年4月26日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第40号｢謀殺祖父母父母律第二項中改正｣
1877年4月26日-08:00|中国|  ||清･光緒3年3月13日|西征の清軍が､ﾄﾙﾌｧﾝ､ﾄｸｽﾝを攻略
1877年4月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｭｰﾙ･ｴﾐｰﾙ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾏｽﾈ《歌劇｢ﾗｵｰﾙの王｣》
1877年4月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｴｼﾞｿﾝは炭素送話器の特許をとり､生産を開始
1877年4月28日-09:00|日本|  ||明治10年|<改題>｢愛媛新聞｣⇒｢海南新聞｣
1877年4月30日-09:00|日本|  ||明治10年|<廃止>｢生糸取締規則｣生糸売買鑑札撤廃;<公布>明治10年太政官布告
  第41号｢明治八年第百四十六号僧尼ﾄﾅﾙ者管庁ﾍ可届出ﾉ布告廃止｣
1877年5月-09:00|日本|東京都新宿区|明治10年|この頃､内藤新宿の勧農局で､ｼﾞｬﾑ･桃李の砂糖漬けを製造販売
1877年5月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾂﾅ(ﾄﾞﾅｳ)･ﾜﾘｽ(総督)｢ｶｲｻﾞｰﾘ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1878年)
1877年5月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｯｷｭｰｴﾝ｣(3回目)⇒副総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾘｱﾑ･
  ﾊｰﾚｰ｣(1回目~1878年8月)
1877年5月1日-09:00|日本|熊本県人吉市|明治10年|<人吉攻防戦>別働第2旅団は7つの街道から球磨盆地に攻め
  入る作戦を遂行.まず前衛隊は球磨川北岸沿いを通る球磨川道､南岸沿いを通る佐敷道から攻めたが､街道は大
  部隊が通るには困難な地形であったために官軍は各地で薩軍に敗退.しかし､人員･物資の不足により､薩軍は
  当初の勢いがなくなった
1877年5月1日-09:00|日本|NIPPON EXPRESSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治10年|<就航>内国通運,隅田川に蒸気船｢通運丸｣(深
  川扇橋-栃木県生井村間)
1877年5月1日-09:00|日本|日本赤十字|明治10年|<創立>佐野常民｢博愛社｣/政府軍･西郷軍の別なく西南戦争の
  負傷者を看護
1877年5月1日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｷｭﾗｿｰ/BES諸島|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Hendrik Bernardus Kip｣(
  ~18801001)
1877年5月1日-08:00|中国|  ||清の光緒3年3月18日|<死去>ﾔｰｸｰﾌﾞ･ﾍﾞｸが､ｺﾙﾗで自殺(脳溢血との記述もある)/5
  8歳(誕生1820年)東ﾄﾙｷｽﾀﾝの支配者でｲｽﾗﾑ教徒反乱の指導者
1877年5月3日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第42号｢春蚕同時ﾆ飼立ﾉ夏蚕種製造ﾉ者最寄
  組合ﾍ附属ｾｼﾑ｣
1877年5月4日-09:00|日本|熊本県宇城市|明治10年|<大口の戦い>征討軍は別働第3旅団の3個大隊を水俣から大
  口攻略のため派遣.この部隊は途中､小河内･山野などで少数の薩軍を撃退しながら大口の北西･山野まで進攻
1877年5月5日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<鹿児島､西南戦争の兵火>(~7日)西郷軍が鹿児島奪還を
  目指し進軍､市街戦が起き上町を中心に大火となり3日間燃え続けた/西口線でおよそ1352戸､西南口でおよそ1
  019戸､北口でおよそ3470戸､合計およそ5846戸が焼失
1877年5月5日-09:00|日本|熊本県宇城市|明治10年|<大口の戦い>雷撃隊と征討軍は牛尾川付近で交戦したが､雷
  撃隊は敗れ､征討軍は大口に迫った
1877年5月5日-09:00|日本|国立国会図書館|明治10年|<開館>東京府｢東京府書籍館｣(文部省所管｢東京書籍館｣を
  受継ぎ)
1877年5月6日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<紫原の戦い>薩軍は西方に迂回して甲突川を越えて急
  襲しようとしたが､渡河中に猛烈な射撃を受けて大敗し､伊敷へ後退
1877年5月6日-09:00|日本|熊本県葦北郡芦北町|明治10年|<西南の役>官軍が材木村の鵬翼隊四番中隊を攻めた
  ので､薩軍はこれを迎え撃ち､いったんは佐敷に退却させることに成功
1877年5月7日-09:00|日本|熊本県人吉市|明治10年|<人吉攻防戦>(3日~)宮藤の戦いで､征討軍は中村中佐の活躍
  によりこれらを敗走させることに成功
1877年5月8日-09:00|日本|熊本県水俣市|明治10年|<西南の役>辺見は雷撃隊を中心に正義隊･干城隊･熊本隊･協
  同隊などの諸隊を加えて朝から久木野本道に大挙して攻撃を加え､官軍を撃退/押されて官軍は深渡瀬まで下
  がった
1877年5月8日-09:00|日本|東京大学|明治10年|<開館>東京大学大学院理学系研究科附属植物園(小石川植物園/
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  東京都)【日本最古】
1877年5月8日-09:00|日本|福井県|明治10年|<開院>｢公立福井病院｣隣接の旧女学校校舎を病舎にあて(1878.8新
  築再開院)
1877年5月9日-09:00|日本|熊本県葦北郡芦北町|明治10年|<西南の役>一ﾉ瀬の鵬翼隊三番中隊は官軍の襲来に苦
  戦しつつも材木村まで到達し､材木村の薩軍と共に塁の奪還に成功/官軍は再び材木村の鵬翼隊六番中隊を攻
  め激戦が行われたが､薩軍は敗れ､長園村に退いた/このとき淵辺が本営より干城隊八番中隊左半隊を応援に寄
  越したので､官軍を挟み撃ち攻撃で翻弄し､塁を取り戻した
1877年5月9日-09:00|日本|熊本県葦北郡芦北町|明治10年|<西南の役>鵬翼隊二･五番中隊､干城隊四番中隊､その
  他諸隊は佐敷方面湯ﾉ浦の官軍を攻めたが失敗し大野に退却
1877年5月9日-09:00|日本|熊本県水俣市|明治10年|<西南の役>久木野･山野を手に入れた辺見は自ら隊を率いて
  官軍に激しい攻撃を加えて撃退し､肥薩境を越えて追撃
1877年5月9日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾙｰﾏﾆｱ､ｵｽﾏﾝ帝国から独立宣言
1877年5月9日 25:05|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ北部沖､ｲｷｹ地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.6)死者2000人.日本･三陸に遠地津波の記録(房総
  半島で死者を含む被害)
1877年5月10日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾛｰﾘｰ･ﾓﾘｿﾝ｣(~8.10)
1877年5月11日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>塩川文麟(70歳)画家
1877年5月11日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治10年|｢西海新聞｣主筆の西道仙が独立し､酒屋町に新たに西海社
  を創立.｢長崎自由新聞｣を発刊/1部1銭5厘(1か月40銭)
1877年5月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾁｪｯﾄｳｨﾝﾄﾞ=ﾀﾙﾎﾞｯ
  ﾄ｣
1877年5月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾁｪｯﾄｳｨﾝﾄﾞ=
  ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の息子(~19210507死去)
1877年5月12日-09:00|日本|大分県佐伯市|明治10年|<西南の役>先発の4個中隊が延岡を出発して重岡に入って
  占領
1877年5月13日-09:00|日本|大分県竹田市|明治10年|<茶屋の辻の戦い､竹田の戦い>西郷軍の野村忍介が率いる
  奇兵隊2000名は､大分への進撃を図り､竹田の町を占領/竹田には1800人の西郷軍が集結し､新たに竹田の士族
  からなる堀田政一以下の報国隊600人も加わった.西郷軍は､竹田を拠点に鶴崎方面へも出没/これを知った政
  府軍は､熊本から阿蘇山の外輪山を越える100kmの道に兵を送り､壮絶な白兵戦となった.主戦場となったのは､
  岡城の支城であった鬼ヶ城､茶屋の辻と呼ばれた辺りになる
1877年5月14日-09:00|日本|熊本県球磨郡五木村|明治10年|<西南戦争>(10日~)平瀬の戦いで､征討軍は中村中佐
  の活躍によりこれらを敗走させることに成功
1877年5月14日-01:00|日本|  ||明治10年|<死去>8:00,参議兼内務卿大久保利通が暗殺される/47歳/元加賀藩出
  身者6名が滅多斬り/自首し斬罪
1877年5月15日-09:00|日本|東京都|明治10年|<開校>東京府｢府立産婆教授所｣
1877年5月16日-09:00|日本|大分県佐伯市|明治10年|<西南の役>官軍が一ﾉ瀬の鵬翼隊五番中隊を攻撃/薩軍は苦
  戦したが､大野からきた干城隊三番中隊の参戦により官軍を退ける
1877年5月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<解任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第29代首相｢ｼﾞｭｰﾙ･ｼﾓﾝ｣/ﾏｸﾏｵﾝ大統領(69)が辞任強要(ﾌ
  ﾗﾝｽ､5月16日の政変)
1877年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｵｰｸﾆｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌｨｯﾂﾓｰﾘｽ｣
1877年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｵｰｸﾆｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨｯﾂﾓｰﾘｽ｣(~18891021死去)
1877年5月17日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<西南戦争>(14日~)征討軍によって薩軍の硝石製造所･
  糧秣倉庫等が焼却された
1877年5月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第30代首相｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛｲ｣王党派(第3次~18771123)
1877年5月18日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第44号｢明治四年六月商人買販品代金滞云
  々並六年第二百三十九号人民相互ﾉ証書ﾆ実印ｦ用ﾕ可ｷﾉ布告廃止｣
1877年5月18日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｽﾌﾑ(ｽﾌﾐ)がｵｽﾏﾝ帝国に占領された(~9.2)
1877年5月18日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1879
  年12月)
1877年5月18日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾏｻﾞｰﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~18780712)
1877年5月19日-09:00|日本|熊本県|明治10年|<西南の役>別働第2旅団(山田少将)は人吉に通じる諸道の一つ万
  江越道の要衝水無･大河内の薩軍を攻撃/迎え撃った薩軍の常山隊七番中隊はいったん鹿沢村に退く
1877年5月19日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｼｱ軍がｵｽﾏﾝ軍のｱﾙﾀﾞﾊﾝを占領
1877年5月20日-09:00|日本|熊本県阿蘇郡南阿蘇村|明治10年|<西南の役>別働第3旅団が久木野に進入/大野本営
  にいた淵辺は干城隊番三･四･八番中隊に命令して久木野の官軍を襲撃させ､退却させることに成功/この戦い
  は薩軍の圧勝となり､銃器や弾薬､その他の物品を多く得た
1877年5月20日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第十五国立銀行(東京,21日開業)
1877年5月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾛｯｸ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｷﾀﾞｰﾙ･ｼﾝ｣(~19020713没)
1877年5月21日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｸﾞﾗﾊﾑ･ﾍﾞﾘｰ｣(~18800305)
1877年5月21日-09:00|日本|  ||明治10年|築地の陸軍省で気球の放揚試験を実施､馬場新八が搭乗し､100mほど
  浮揚
1877年5月21日-09:00|日本|熊本県|明治10年|<西南の役>薩軍の常山隊七番中隊は水無･大河内の官軍に反撃し
  たが､勝敗を決することができず､再び鹿沢村に引き揚げた
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1877年5月21日-09:00|日本|熊本県山鹿市|明治10年|<西南の役>中村中佐は横野方面の薩軍を襲撃し､岩野村に
  敗走させた
1877年5月21日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<開業>第十三国立銀行(大阪)
1877年5月21日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾙｰﾏﾆｱがｵｽﾏﾝ帝国に宣戦布告し独立を宣言､露土戦争に参加
1877年5月22日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|明治10年|<西南の役>川村参軍は第4旅団1個大隊半･別働第3旅団2
  個中隊を右翼､別働第1旅団2個大隊半を左翼として軍艦4隻と小舟に分乗させ､艦砲で援護しながら重富に上陸
  させて薩軍の後方を攻撃させた/また､軍艦龍驤を加治木沖に回航して薩軍の増援を阻止させた/左右翼隊の健
  闘でさしもの薩軍も遂に重富から撃退され､次いで磯付近で包囲攻撃を受け､北方に敗走
1877年5月22日-09:00|日本|熊本県阿蘇郡南阿蘇村|明治10年|<西南の役>淵辺群平は干城隊八番中隊を久木野に
  寄越し干城隊三･四番中隊と合流し､官軍を退けた
1877年5月22日-09:00|日本|宮崎県児湯郡西米良村|明治10年|<西南の役>干城隊二番中隊は前面の官軍を襲撃し
  敗走させた/さらに追撃しようとしたが弾薬が不足していたこともあり､米良の西八重に退却
1877年5月23日-09:00|日本|大分県豊後大野市|明治10年|<西南の役>別働第三旅団が倉谷･高平･大野方面の薩軍
  を次々と破り､大野に進入/鵬翼隊五番中隊左小隊､干城隊二番中隊は防戦したが､敗れて石河内に退却/淵辺群
  平は､塁を奪還するため夜襲を命じたが､官軍の反撃で退却/一ﾉ瀬の鵬翼隊三番中隊の塁にも官軍が襲来し三
  番中隊は左小隊を鎌瀬､右小隊を植柘に分けて退いた.その後舞床に退いた/鵬翼隊二番中隊は岩棚より程角道
  三方堺に退却
1877年5月23日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<西南の役>中島･貴島･相良は官軍に反撃し､行進隊8個
  中隊と奇兵隊2箇中隊で雀宮･桂山を襲撃し､多数の銃器･弾薬を獲得
1877年5月23日-09:00|日本|熊本県水俣市|明治10年|<西南の役>官軍は矢筈岳へ進攻し､圧倒的物量と兵力で薩
  軍を攻撃/熊本隊は奮戦したが､支えきれずに撤退
1877年5月24日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<西南の役>薩軍に包囲されて市街の一画を占領してい
  る状態の別働第1旅団は武村を攻撃したが敗退
1877年5月24日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<西南の役>別働第1旅団と別働第3旅団は大挙攻勢に出
  ､涙橋付近で交戦する一方､軍艦に分乗した兵が背後を衝き､薩軍を敗走させた｡逆襲した薩軍と壮烈な白兵戦
  が展開されたが､夕方､暴風雨になり､これに乗じた官軍の猛攻に弾薬乏しくなった薩軍は耐えきれず､吉野に
  退却/紫原方面の戦闘は鹿児島方面で行われた最大の激戦で､官軍211名､薩軍66名の死傷者を出した
1877年5月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍ﾎﾟﾄﾏｯｸ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾎﾟﾄﾏｯｸ｣(1726t)E.Stannard&Co.に
1877年5月25日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<西南の役>第4旅団は下田街道を南下し､坂元･催馬楽･
  桂山から別府隊･振武隊十番中隊の背後を攻撃し､吉野へ追い落とした
1877年5月25日-09:00|日本|熊本県球磨郡五木村|明治10年|<西南の役>(12日~)別働第2旅団は五木荘道の頭治･
  竹の原､球磨川道の神瀬､種山道､仰烏帽子岳など多くの要地を陥落させた
1877年5月25日-09:00|日本|宮崎県西臼杵郡高千穂町|明治10年|<西南の役>第1旅団は折原を攻撃し､遂に三田井
  を占領
1877年5月26日-09:00|日本|鹿児島県出水市|明治10年|<西南の役>未明､佐々友房･深野一三らが指揮する約60名
  の攻撃隊が矢筈岳の官軍を急襲したが､官軍の銃撃の前に後退し､熊本隊はやむなく大口へと後退
1877年5月26日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<西南の役>第4旅団が鳥越道と桂山の二方から前進攻
  撃したところ､薩軍は抵抗することなく川上地方へ退却
1877年5月26日-09:00|日本|京都府京都市|明治10年|<死去>木戸孝允(桂小五郎).脳病および胃病のため(45歳､
  天保4(1833)0626生)長州藩士､参議･文部卿･内務卿
1877年5月26日-09:00|日本|福井大学|明治10年|<改称>｢小浜小学授業法伝習所｣⇒｢小浜伝習学校｣
1877年5月26日-08:00|台湾|  ||清･光緒3年4月14日|丁日昌の要請で､台湾に電線が設置される
1877年5月28日-09:00|日本|熊本県球磨郡山江村|明治10年|<西南の役>今度は官軍が鹿沢村の常山隊七番中隊を
  攻撃/常山隊は必死に防戦したが､弾薬が尽きたために内山田に退く
1877年5月28日-04:00|日本|大分県豊後大野市|明治10年|<西南の役>明け方､官軍が舞床の鵬翼隊三番中隊を襲
  ったが防戦に成功
1877年5月28日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島司令官｢Antoine Etienne Guien｣(
  ~18791125)
1877年5月29日-09:00|日本|大分県竹田市|明治10年|<西南の役>政府軍は総攻撃を行った｡要害堅固な山城に立
  て籠もった西郷軍であったが､装備に勝る政府軍に押されて臼杵方面に敗走､ここでも田原坂の戦いと同じ様
  に政府軍の勝利となった/死者の数は1,000名､焼失した家屋は1,500軒とも言われる大きな犠牲を出した/竹田
  の町は､武家屋敷通りなどは残ったものの､城下町の大部分が焼失
1877年5月29日-09:00|日本|大分県豊後大野市|明治10年|<西南の役>官軍は再び鵬翼隊三番中隊右半隊を攻撃/
  薩軍は塁を捨てて後退したが､鵬翼隊三番中隊左小隊の活躍により塁を取り返し､銃器･弾薬を得た/夜､三方堺
  の鵬翼隊二番中隊も襲われ､弾薬不足のため背進/舞床の薩軍は鵯越に退いた
1877年5月29日-09:00|日本|大分県豊後高田市|明治10年|<西南の役>西郷軍､豊後竹田から敗走
1877年5月29日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<西南の役>第4旅団が薩軍の不意を衝いて花倉山と鳥
  越坂から突入したが､これも撃退された
1877年5月30日-09:00|日本|熊本県人吉市|明治10年|<人吉攻防戦>山田少将が指揮する別働第2旅団の主力部隊
  は､五家荘道･照岳道などから人吉に向かって進撃.これと戦った薩軍は各地で敗退し､五家荘道の要地である
  江代も陥落.また神瀬口の河野主一郎､大野口の淵辺は共に人吉にいたが､薩軍が敗績し､人吉が危機に陥った
  ことを聞き､球摩川に架かる鳳凰橋に向かったが､官軍の勢いは止められず､橋を燃やしてこれを防ごうとした
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  淵辺は銃撃を受けて重傷を負い､吉田に後送されたが亡くなった
1877年5月30日-04:00|日本|大分県豊後大野市|明治10年|<西南の役>夜明け頃､官軍が程角左翼の塁を攻撃し､薩
  軍は敗北/官軍は勢いに乗じて干城隊八番中隊･振武隊十六番小隊を攻めた/薩軍各隊は大いに苦戦し､次々と
  兵を原田村に引き揚げた
1877年5月31日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ｽﾋﾟﾘﾄﾞﾉｽ･ｺｳﾓﾝﾄﾞｩﾛｽ｣(7回目~6.7)
1877年6月-09:00|日本|福井大学|明治10年|小浜伝習学校が在学生徒を大津師範学校に移し,現職の教員40余人
  を入学させて伝習学科とする
1877年6月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Kucuk Omer Fevzi Pasha｣(~1878.2)
1877年6月1日-09:00|日本|  ||明治10年|ﾄﾞｲﾂの紹介により<万国郵便聯合創立に係る条約>に加入(6月19日公布
  .これにより日本領土における郵便権を確保).
1877年6月1日-09:00|日本|大分県臼杵市|明治10年|<西南の役>奇兵隊は臼杵を占領
1877年6月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|明治10年|<開設>｢南地五花街女紅場｣[大阪]
1877年6月1日-09:00|日本|熊本県人吉市|明治10年|<西南の役>三洲盤踞の根拠地となっていた人吉が陥落し､薩
  軍本隊は大畑へ退いた
1877年6月1日-09:00|日本|広島県|明治10年|<開院>県立広島病院
1877年6月1日-09:00|日本|宮崎県西臼杵郡高千穂町|明治10年|<西南の役>薩軍は日影川の線を占領し､官軍進撃
  を阻止
1877年6月1日-09:00|日本|山口県|明治10年|山口県士族町田梅之進､挙兵計画が発覚して県官巡査と戦い破れる
1877年6月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<設立>ｱﾒﾘｶ芸術家協会
1877年6月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍｲｽﾞ大統領､ﾒｷｼｺとﾃｷｻｽの境界周辺の山賊に対して軍を派遣
1877年6月2日-09:00|日本|  ||明治10年|<大相撲>明治10年6月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(西小
  結)梅ヶ谷,7勝0敗1分2休/18連勝
1877年6月3日-09:00|日本|熊本県葦北郡芦北町|明治10年|<西南の役>官軍の二方面からの大関山への総攻撃が
  始まった/官軍の正面隊は原生林に放火しながら進撃/球磨川方面からは別働隊が攻撃/雷撃隊はこれらを激し
  く邀撃したが､二面攻撃に耐え切れず､大口方面へ後退/これを追って官軍は久木野前線の数火点および大関山
  ･国見山を占領
1877年6月3日-09:00|日本|熊本県人吉市|明治10年|<人吉攻防戦>戦いは三日間続き薩軍本隊は大畑などで大口
  方面の雷撃隊と組んで戦線を構築し､征討軍のさらなる南下を防ごうとしたが失敗し､堀切峠を越えて､飯野へ
  と退却.人吉は征討軍の占領するところとなった
1877年6月3日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｿﾞﾌｨｰ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ､ｵﾗﾝﾀﾞ王ｳﾞｨﾚﾑ3世の妃(生年1818年)
1877年6月3日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾌｫﾝ･ｹｯﾍﾙ/77歳(誕生:18000114)｡ｵｰｽﾄﾘｱの音楽学者で､ﾓｰﾂｧﾙﾄ
  の作品目録を作成した
1877年6月4日-09:00|日本|熊本県人吉市|明治10年|<西南の役>薩軍人吉隊隊長犬童治成らが部下と共に別働第2
  旅団本部に降伏し､その後も本隊に残された部隊が官軍の勧告を受け入れ次々と降伏
1877年6月4日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾌｱﾝ･ﾌﾞｴﾝﾃﾞｨｱ･ｲ･ﾉﾘｴｶﾞ｣(~18780618)
1877年6月6日-09:00|日本|愛媛県|明治10年|<仮移転>愛媛県庁[大林寺]松山城三の丸に丸亀連隊松山分営設置
  のため
1877年6月6日-09:00|日本|大阪府大阪市北区|明治10年|<移転>｢集成学校･進級学校･師範学校｣[中之島3丁目に
  新築]
1877年6月7日-09:00|日本|熊本県水俣市|明治10年|<西南の役>久木野が陥落し､薩軍は小河内方面に退却
1877年6月7日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ･ﾐﾊｲﾙ･ｶﾅﾘｽ｣(5回目~9.14)
1877年6月8日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|明治10年|<西南の役>官軍は薩軍を追撃して小河内を占領
1877年6月9日-09:00|日本|東京都中央区|明治10年|新橋から京橋までの銀座煉瓦街完成.欧米都市風となり,世
  間では銀座といわず<ﾚﾝｶﾞ>と呼んだという
1877年6月10日-09:00|日本|大分県臼杵市|明治10年|<西南の役>野津道貫大佐の指揮する4個大隊の攻撃と軍艦3
  隻による艦砲射撃により奇兵隊は敗退
1877年6月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦4月4日|ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬをﾛｼｱが占領(~18781008)
1877年6月13日-09:00|日本|  ||明治10年|<創刊>桜水舎､日本初の工業雑誌｢中外工業新報｣6月13日号
1877年6月13日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|明治10年|<西南の役>山野が陥落/官軍は大口へ迫り､人吉を占領し
  た別働第2旅団は飯野･加久藤･吉田越地区進出のため､大畑の薩軍本隊に攻撃を加えた/結果､雷撃隊と薩軍本
  隊との連絡が絶たれた
1877年6月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ大公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世｣(生年1806年)
1877年6月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾍｯｾﾝ大公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世の甥(~18920313死去)
1877年6月16日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>初代真清水蔵六(56歳)陶工
1877年6月16日-09:00|日本|兵庫県姫路市|明治10年|<死去>建部政世(24歳)元播磨林田藩主･知藩事
1877年6月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾌﾞﾗｯｸﾋﾙｽﾞ戦争>ﾛｰｽﾞﾊﾞｯﾄﾞの戦いで米陸軍が金鉱占領のためｽｰ族らｲﾝﾃﾞｨｱﾝ襲
  撃するも敗退
1877年6月18日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|明治10年|<西南の役>官軍の山野への進撃に対し､雷撃隊を率いる
  辺見は砲弾の雨の中､必死に官軍を食い止めていた/北東の人吉からの別働第2旅団の攻撃､北西の山野からの
  別働第3旅団の攻撃により､郡山･坊主石山が別働第2旅団の手に落ちた/高熊山に籠もっていた熊本隊は完全に
  包囲された
1877年6月19日-09:00|日本|  ||明治10年|ｱﾒﾘｶの動物学者ﾓｰｽ博士が列車の中から大森貝塚(東京都)を発見
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1877年6月20日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|明治10年|<大口の戦い>征討軍は高熊山の熊本隊と雷撃隊が占領す
  る大口に攻撃を加えた｡この時の戦闘では塹壕に拠る白兵戦が繰り広げられた｡しかし､人吉･郡山･坊主石山か
  らの三方攻撃の中､寄せ集め兵士の士気の激減と敵軍の圧倒的な物量で､さしもの辺見指揮下の部隊も敗れ､遂
  に大口は陥落
1877年6月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<竣工>ﾌﾗﾝｽ海軍装甲艦｢ﾌﾘｰﾄﾞﾗﾝﾄﾞ｣(ﾛﾘｱﾝ造船所)
1877年6月21日-09:00|日本|宮崎県えびの市|明治10年|<西南戦争>(19日~)河野主一郎は破竹隊を率いて別働第2
  旅団が守る飯野を猛撃して奪取をはかったが､官軍は善戦し､陥とすことはできなかった
1877年6月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍｲｽﾞ､大統領令で連邦職員の政治活動への関与を禁止
1877年6月23日-09:00|日本|鹿児島県薩摩郡さつま町|明治10年|大口南部の薩軍を退けた川路少将率いる別働第
  3旅団は宮之城に入り川内川の対岸および下流の薩軍を攻撃/一斉突撃を受けた薩軍は激戦の末､遂に鹿児島街
  道に向かって退却
1877年6月24日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<西南戦争>別働第3旅団の部隊は催馬楽に至り､次々に
  薩軍の堡塁を落として､夕方には悉く鹿児島に入り､鹿児島周辺の薩軍を撃退
1877年6月24日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総督兼総司令官｢ｲﾙﾝ候Manuel de la Serna y Hernandez｣(~
  18780426死去)
1877年6月25日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|明治10年|<大口の戦い>雷撃隊は大口の南に布陣し､曽木､菱刈にて
  官軍と戦ったが､覆水盆に返ることなく､相良率いる行進隊と中島率いる振武隊と合流し､南へと後退していっ
  た
1877年6月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､ﾏｸﾏｵﾝ大統領が下院を解散
1877年6月26日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>山田方谷､病没(73歳)儒学者､陽明学者
1877年6月26日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1877年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|日本郵船|明治10年|<売却>D.R.McGregor,Leith｢Duna｣(1871年,Aitken&Manse
  l&Co.,Glasgow建造進水)⇒郵便三菱会社(東京)､｢住ﾉ江丸｣と改名
1877年6月26日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙでｺﾄﾊﾟｸｼ山が噴火(死者千名)
1877年6月27日-09:00|日本|  ||明治10年|神奈川芝生村山田与七がｸﾛﾓｼﾞから香水･香油等採取法を発明
1877年6月29日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<鹿児島､西南戦争の兵火>呉服町も兵火で焼け､つごう
  9778戸が灰となり､鹿児島は壊滅
1877年6月29日-09:00|日本|日本郵政|明治10年|<発行>(小判)小判切手(1877年)額面:6銭､10銭､12銭､15銭
1877年6月29日 00:00|世界/日本|  ||明治10年|日本が万国郵便連合に加盟
1877年6月30日-09:00|日本|  ||明治10年|鎌倉郡鍛冶ｹ谷村小岩井善六郎が生蝋の晒方を発明
1877年6月30日-09:00|日本|  ||明治10年|初の交通規制が制定され､泥酔者の馬車運転が禁止される
1877年7月-09:00|日本|  ||明治10年|<設立>第十四国立銀行(松本;8.5開業)
1877年7月-09:00|日本|  ||明治10年|滝沢安之助､愛国石油削井を設立し､新潟県萩平で機械掘開始
1877年7月1日-09:00|日本|  ||明治10年|<施行>明治10年太政官布告第1号｢地租減額ﾉ詔書｣(地租3%から2.5%に
  軽減)､明治10年太政官布告第2号｢地租減額ﾆ付民費賦課定限｣(各1.4公布)
1877年7月1日-09:00|日本|広島大学|明治10年|<移転>｢広島県師範学校｣[広島竹屋町(元官立広島師範学校新築
  校舎)]
1877年7月2日-09:00|日本|  ||明治10年|渋沢栄一第一国立銀行頭取ら､択善会を組織(東京銀行典会所の前身)
1877年7月2日-09:00|日本|ほくほくﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第十二国立銀行(金沢;8.26開業)
1877年7月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱでｺｯﾋﾟｰﾉ法制定,義務教育がはじまる
1877年7月4日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第48号｢西洋形船船長運転手機関手ﾉ免状並
  海技卒業免状ｱﾙ者等陸軍徴兵免除｣
1877年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|日本郵船|明治10年|<売却>G.Bell,London｢Gadshill｣(1875年,C.mitchell&Co.
  ,Newcastle Upon Tyne建造進水)⇒郵便汽船三菱会社(東京)､｢熊本丸｣と改名
1877年7月6日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|明治10年|<西南戦争>官軍は国分に進入して背後より踊の薩軍を攻
  撃し､薩軍は大窪に退却/薩軍は襲山の桂坂･妻屋坂を守備すべく､干城隊七番中隊などを向かわせ､その他の諸
  隊に築塁の準備をさせたが､踊街道から官軍が進出しているとの情報を受け､正義隊四番･雷撃隊十三番･干城
  隊一番隊･雷撃隊八番隊がこれを防いだ/官軍は襲山街道からも攻めてきたため､干城隊三･七番隊､雷撃隊六番
  隊がこれを防いだが､決着はつかず両軍は兵を退いた
1877年7月7日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第50号｢諸証書ﾉ姓名ﾊ自書ｼ実印ｦ押ｻｼﾑ｣公
  布;明治10年太政官布告第51号｢硝石輸出禁止｣
1877年7月7日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ配備軍ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ総司令官｢ｳﾞｪﾘｷｰ･ｸﾆｬｰｽﾞ･ﾆｺﾗｲ･ﾆｺﾗｴｳﾞｨﾁ･ﾛﾏﾉﾌ
  ｣(~18780521)
1877年7月7日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱをﾛｼｱが占領(~18790808)
1877年7月8日-09:00|日本|鹿児島県鹿屋市|明治10年|<西南戦争>振武隊は百引に到着し三方面から官軍を抜刀
  戦術で襲撃/官軍は二川･高隈方面まで敗走(薩軍の死傷者が8名ほどであったのに対し､官軍の死傷者は95名ほ
  どで､その上大砲2門･小銃48挺･弾薬など多数の軍需品を奪われた)
1877年7月8日-09:00|日本|広島大学|明治10年|<開学>｢広島県医学校｣[広島水主町]/同所に広島県仮病院を設置
1877年7月9日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第52号｢外国ﾍ渡航ﾉ日本形商船ﾊ国旗ｦ掲揚ｾ
  ｼﾑ｣
1877年7月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<開催>ﾃﾆｽの世界選手権･ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ大会の第1回大会(~7.19)
1877年7月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<設立>ﾍﾞﾙ電話会社
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1877年7月10日-09:00|日本|鹿児島県薩摩川内市|明治10年|第3旅団が敷根･清水の両方面から永迫に進撃し､行
  進隊十二番中隊を攻撃したので､行進隊は通山へ退却/一方､敷根･上段を守備していた行進隊八番中隊は､官軍
  の攻撃を受け､福原山へと退却/行進隊八･十二番中隊は上段を奪回しようと官軍を攻撃するが､破ることがで
  きず､通山へ退却
1877年7月11日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>11代千宗室(68歳)茶道家､裏千家家元
1877年7月11日-09:00|日本|鹿児島県志布志市|明治10年|<西南戦争>大崎に屯集しているとの情報を得た先発の
  奇兵隊は官軍を奇襲したが､二番隊長が戦死するほどの苦戦をし､勝敗が決しないうちに蓬原･井俣村に退却/
  後発の振武隊は進路を誤り､荒佐の官軍と遭遇し､半日に渡り交戦したが､結局大崎付近まで退却
1877年7月11日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第二十国立銀行(東京;8.10開業)
1877年7月11日-09:00|日本|宮崎県小林市|明治10年|破竹隊は小林を守備していたが､官軍第2旅団によって占領
  された
1877年7月11日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾌｾｲﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~18800315)
1877年7月11日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞｱﾌﾗ湾･ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事代理｢ﾍﾝﾘｰ･Chaster Tait｣(~1878年)
1877年7月12日-09:00|日本|鹿児島県曽於郡大崎町|明治10年|蓬原･井俣村の奇兵隊は大崎に進撃したが､荒佐野
  の官軍はこの動きを察知し､大崎にて両軍が激突/当初､戦況は薩軍にとって不利な方向に傾いていたが､大崎
  の振武隊と合流し､官軍に快勝
1877年7月12日-09:00|日本|鹿児島県曽於市|明治10年|<西南戦争>辺見は赤坂の官軍の牙城を攻撃するため､雷
  撃隊を率いて財部の大河内に進撃/薩軍は左右翼に分かれて山道から官軍を奇襲し優位に立ったが､雨が降り
  進退の自由を失い､あと一歩のところで兵を引き揚げた
1877年7月13日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ配備軍ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ司令官付民政長官｢ｸﾆｬｰｽﾞｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳ
  ﾞｨﾁ･ﾁｪﾙｶｽｷｰ｣(~18780303)
1877年7月15日-04:00|日本|鹿児島県霧島市|明治10年|<西南戦争>早朝､行進隊･奇兵隊は嘉例川街道を攻撃した
  が､官軍の守りは堅く､加治木隊指揮長越山休蔵が重傷を受けたため､攻撃を中止し通山へ退却
1877年7月15日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督代理｢Alexandre Eugene Bouet｣(1期目~9.29)
1877年7月16日-09:00|日本|  ||明治10年|烏森の温泉でｼｬﾜｰを始める
1877年7月17日-09:00|日本|  ||明治10年|東大教授E.S.ﾓｰｽが臨海実験所を江の島(神奈川県)に創設(~8月29日)
1877年7月17日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|明治10年|<西南戦争>薩軍は堀与八郎を全軍指揮長とし雷撃隊･鵬
  翼隊･破竹隊などの9個中隊を正面･左右翼･霞権現攻撃軍(鵬翼三番隊)の4つに分け､深夜に植松を発ち､正面･
  左右翼軍は暁霧に乗じて高原の官軍を奇襲し､あと一歩のところで奪還するところであったが､官軍の増援と
  弾薬の不足により兵を引き揚げた/一方､霞権現へ向かった鵬翼三番隊は奇襲に成功し､銃器･弾薬等の軍需品
  を得た
1877年7月17日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|明治10年|<西南戦争>辺見は奇兵隊を率いてきた別府九郎と本営の
  伝令使としてやってきた河野主一郎らと合流し､荒磯野の官軍を攻撃するため兵を本道･左右翼に分け､夜明け
  に高野を出発/辺見らの諸隊は官軍に対し善戦するが､河野が本営に帰還するよう命じられたことによる右翼
  の指揮官の不在と官軍の援軍の参戦､弾薬の不足により､雷撃隊は高野へ､奇兵隊は庄内へとそれぞれ退却
1877年7月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾝﾄﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬﾅﾙﾀﾞﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ｼﾞｬｶﾞﾃﾞﾌﾞ｣(~19060210没)
1877年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾃﾆｽ>第1回ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ選手権男子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝｢ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｺﾞｱ｣
1877年7月20日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｱｰｻｰ･ｹﾈﾃﾞｨ｣(~18830502)
1877年7月21日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|明治10年|<西南戦争>薩軍は再び高原を攻撃するため官軍を攻撃す
  るが､官軍の強固な守備と援隊の投入により､高原奪還は果たせず､庄内へと退却
1877年7月21日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<就任>ﾌｻｲﾝ朝大法官｢ﾓﾊﾒﾄﾞ･ﾊｽﾞﾅﾀﾞﾙ｣無所属(1期目~18780824)
1877年7月22日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<西南戦争>別働第2旅団が野尻を占領
1877年7月23日-09:00|日本|鹿児島県曽於市|明治10年|干城隊指揮長阿多荘五郎は高山天包に進撃するも敗れ､
  越の尾に退却/官軍が岩川に進出したとの報を受け､高野から雷撃隊八･七番隊･干城隊七番隊を率いてきた辺
  見と合流し､辺見･相良を指揮長として岩川へ進撃し､官軍と交戦し16時間にも及ぶ砲撃･銃撃戦であったが､結
  局､薩軍は官軍を破れず､末吉へと退却
1877年7月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾓﾃｨ･ｼﾝ｣(~18771012)
1877年7月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｻﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺで中国人排斥暴動発生
1877年7月24日-09:00|日本|  ||明治10年|小児の種痘､どこの医者でも自由
1877年7月24日-09:00|日本|宮崎県都城市|明治10年|<宮崎の戦い>第3旅団は河野主一郎らの破竹隊を攻撃し､庄
  内を陥落させ､別働第1旅団は末吉を攻撃し､別働第2旅団は財部を攻撃/ついに第3旅団･別働第3旅団･第4旅団
  が都城を陥落させた
1877年7月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督代行｢統治評議会:ｴｱｰｽﾞ･ﾃﾞ･ｵﾙﾈﾗｽ･ｴ･ｳﾞｧｽｺ
  ﾝｾﾛｽ(1回目)/ｼﾞｮｱﾝ･ｶｴﾀｰﾉ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ｶﾝﾎﾟｽ(1回目)/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ｿｱﾚｽ･ﾀﾞ･ｳﾞｪｲｶﾞ(1回目)/ｴﾄﾞｩｱﾙﾄﾞ･ｱｳｸﾞｽﾄ･
  ﾋﾟﾝﾄ･ﾊﾞﾙｾﾏﾝ(1回目)｣(~11.12)
1877年7月25日-09:00|日本|宮崎県都城市|明治10年|薩軍の中島や貴島らの振武隊､行進隊､熊本隊が山之口で防
  戦したが､第3旅団に敗北
1877年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|日本郵船|明治10年|<売却>The Peninsular And Oriental Steam Navigation
   Co.,London｢Massilia｣(1860年,Samuda Bros.,London建造進水)⇒郵便汽船三菱会社(東京)､｢愛宕丸｣と改名､
  庫船として使用(1896年､Butterfield And Swire,に売却､芝罘で庫船として使用)
1877年7月27日-09:00|日本|宮崎県日南市|明治10年|<宮崎の戦い>別働第3旅団が飫肥を攻めて陥落させ､多くの
  飫肥隊員､薩兵が投降
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1877年7月28日-09:00|日本|宮崎県小林市|明治10年|<宮崎の戦い>今別府に集まった第2旅団は別働第2旅団と協
  力して紙屋に攻撃を仕掛け,辺見･中島･河野主一郎･相良長良らの防戦により官軍は苦しい戦いになったが､や
  っとの思いでこれを抜いた
1877年7月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|日本郵船|明治10年|<売却>H.F.Swan,London｢Lotus｣(1873年,C.mitchell & C
  o.,Newcastle Upon Tyne建造進水)⇒郵便汽船三菱会社(東京)､｢高千穂丸｣と改名
1877年7月29日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|明治10年|<宮崎の戦い>官軍は兵を返して高岡に向かう途中で赤坂の
  険を破り､高岡を占領/干城隊指揮長阿多荘五郎は越の尾を攻めてきた官軍にまたも敗退
1877年7月29日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Florentino Meliton Catalan 
  Lopez de Prado｣(~18780124死去)
1877年7月30日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|明治10年|<宮崎の戦い>第3旅団･第4旅団･別働第3旅団は宮崎市の大
  淀河畔に迫った/同時に穆佐･宮鶴･倉岡を占領
1877年7月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｴｼﾞｿﾝが蓄音機の特許を取得
1877年7月31日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|明治10年|<宮崎の戦い>第3旅団･第4旅団･別働第3旅団は大雨で水嵩
  の増した大淀川を一気に渡って宮崎市街へ攻め込んだ｡薩軍は増水のため官軍による渡河はないと油断してい
  たので､抵抗できず､宮崎から撤退､官軍は宮崎を占領/次いで第2旅団により佐土原も占領
1877年8月-09:00|日本|  ||明治10年|ｺﾚﾗ､上海より長崎や横浜に伝播､10月にかけて各地に蔓延/この年の死亡
  者8027人
1877年8月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾒﾌﾒﾄ･ﾁｪﾗﾚｯﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)
1877年8月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾗｽﾋﾞﾘｬｽ軍は大量の脱走者を出し事実上崩壊/ｵﾙｷﾞﾝではﾘﾝﾊﾞﾉ･ｻﾝﾁｪｽに率い
  られる黒人兵が独立軍政府に対し反乱
1877年8月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾏﾏﾄﾞｩ･ｱﾏﾄﾞｩ･ﾘｰ｣(~10月)
1877年8月1日-09:00|日本|NIPPON EXPRESSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治10年|<開設>内国通運[木下-銚子]間航路
1877年8月2日-09:00|日本|鳥取県|明治10年|<死去>池田慶徳(41歳)元因幡鳥取藩主･知藩事
1877年8月2日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|明治10年|<宮崎の戦い>新撰旅団が他の旅団と共に高鍋を攻め､
  陥落させた
1877年8月3日-09:00|日本|  ||明治10年|<創刊>｢大阪新聞｣(編集宇田川文海)
1877年8月3日-09:00|日本|  ||明治10年|巡査へ暑気払い薬代として10銭ずつ下付(ﾎﾞｰﾅｽの初め)
1877年8月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|日本郵船|明治10年|<売却>Jenkins & Co.Ltd,,London｢Montgomeryshire｣(187
  3年,London & Glasgow Engineering and Iron Shipbuilding Co Ltd.,Glasgow建造進水)⇒郵便汽船三菱会社
  (東京)､｢秋津洲丸｣と改名
1877年8月3日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｱﾅ総督｢ｺｰﾈﾘｱｽ･ﾍﾝﾄﾞﾘｸｾﾝ･ｶｰﾄﾗｲﾄ｣(1回目~18790406)
1877年8月4日-09:00|日本|宮崎県東臼杵郡美郷町|明治10年|<美々津の戦い>別働第2旅団は鬼神野本道坪屋付近
  に迂回して間道を通り､渡川を守備していた宮崎新募隊の背後を攻撃/薩軍は渡川､鬼神野から退く
1877年8月5日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Marie Bruno Ferdinand Grasset｣(~1879年)
1877年8月7日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>3代桜田治助(76歳)歌舞伎作者
1877年8月7日-09:00|日本|宮崎県日向市|明治10年|<西南戦争>奇兵隊三･六･十四番隊は別働第2旅団の攻撃を受
  け､山蔭から敗退/官軍はそのまま薩軍を追撃し､富高新町に突入/薩軍はこれを抑えきれず､美々津から退いて
  門川に向かった
1877年8月8日-09:00|日本|十六銀行|明治10年|<設立>第十六国立銀行(岐阜松屋町11番地,10.1開業)
1877年8月9日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾌｨｯｼｭ｣(~18780305)
1877年8月9日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞが金本位制採用
1877年8月10日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏｲｹﾙ･ﾗﾌｧﾝ卿｣(1期目~18
  800610)
1877年8月10日 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝはｾﾝﾄ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ島をﾌﾗﾝｽに売却することに同意
1877年8月10日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏﾝ｣(~23日)
1877年8月11日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第56号｢北海道諸産物出港税則並各港船改
  所規則改正｣
1877年8月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶの天文学者ｱｻﾌ･ﾎｰﾙが､火星の衛星を発見/後に｢ﾀﾞｲﾓｽ｣と名付けた
1877年8月14日-09:00|日本|宮崎県延岡市|明治10年|<西南戦争>官軍別働第2旅団が延岡に突入し､薩軍は延岡市
  街の中瀬川の橋を取り除き抵抗したが､やがて第3･4旅団､新撰旅団も突入してきたため敗退
1877年8月15日-09:00|日本|宮崎県延岡市|明治10年|<和田越の戦い>和田越の戦闘が行われる/薩軍は長尾山か
  ら熊田に敗退
1877年8月16日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第58号｢禄制廃止ﾆ付律例中収禄並功俸賞
  禄追奪ﾊ廃ｾﾗﾚﾀﾙﾓﾉﾄｽ｣
1877年8月16日-09:00|日本|鹿児島県|明治10年|<西南戦争>西郷軍に解散令が出され､半数が降伏する
1877年8月16日-09:00|日本|群馬県富岡市|明治10年|<死去>前田利豁(55歳)元上野七日市藩主･知藩事
1877年8月17日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ｼﾞｮﾝ･ﾛﾊﾞｰﾄｿﾝ｣無所属(~18771217)
1877年8月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶの天文学者ｱｻﾌ･ﾎｰﾙ､火星の衛星｢ﾌｫﾎﾞｽ｣発見
1877年8月18日-09:00|日本|東京都台東区|明治10年|<開館>教育博物館(→東京教育博物館→東京科学博物館→
  国立科学博物館)
1877年8月18日-09:00|日本|日本郵政|明治10年|<発行>(小判)小判切手(1877年)額面:20銭､30銭､45銭
1877年8月18日-04:00|日本|宮崎県延岡市|明治10年|<西南戦争>早朝､西郷軍は可愛岳の頂上に到着/西郷軍は辺
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  見を先鋒に一斉に下山攻撃を開始/官軍の第1･第2旅団は総崩れとなり､退却/西郷軍は､その地にあった官軍の
  食糧､弾薬3万発､砲一門を奪うことに成功/可愛岳を突破した西郷軍は鹿川分遺隊を粉砕
1877年8月19日-09:00|日本|宮崎県延岡市|明治10年|<西南戦争>西郷軍は祝子川の包囲第2線を破る
1877年8月21日-09:00|日本|東京都台東区|明治10年|<開催>｢第1回内国勧業博覧会｣(~11.30)[開催地]東京都[会
  場]上野公園[主催]日本政府[入場者]454,168人/人工池に日本初の噴水が造られた
1877年8月24日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾏｽｸﾞﾚｲﾌﾞ卿｣(1回目~18830420)
1877年8月25日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ司令官兼ｿｼｴﾃ諸島共和国弁務官｢Joseph Henri Bru
  net-Millet｣(~9.15)
1877年8月26日-09:00|日本|広島県|明治10年|御調･沼隈･山県･佐伯･沼田の各郡に強風の被害続出し,堤防･道路
  ･橋梁損壊,福山では234戸焼失
1877年8月27日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>｢ｺﾚﾗ病予防法心得｣わが国で初めての消毒法も別冊で規定/実
  際は不完全ではあるが規則の形をとっている/第1条において､検疫委員の選定､外国領事との協議､第2条で船
  舶検疫の方法や権限を決めている.次の第3条では､臨時の避病院(現在の感染症病棟･同専門病院)の設置､第4
  条で避病院の条件を定め､第15条では流行状況によっての同病専用の仮病院の設置を地方長官(現･道府県知事
  )に命じている.患者の隔離と表示は第4条の避病院の条件の中で決めているが､第5条で快癒患者の外出､全快
  患者への退院の許可制､第6条の死亡患者の埋葬許可規定など厳しい.また第16条では､家屋や船舶の入口への"
  ｺﾚﾗ伝染病あり"の表示義務があり､第12条で患者家族の他家への避難と外出禁止など､家族がらみの隔離対策
  もあり相当厳しい内容である.また消毒については､第18条でその方法を定め､環境整備としては､第14条で流
  行時の祭礼など人々の集合の禁止､第17条で吐瀉物の処置方法の徹底､第19条で流行時及びそのおそれのある
  ときの便所､芥溜(ｺﾞﾐ捨て場)､下水､溝渠(下水溝)の清潔保持､第20条で病菌に汚染された物品の授与などの禁
  止､第21条で患者､汚染物､第22条で死体のむやみな移動禁止､第23条で内国船舶での患者発生の場合の措置な
  ど､すべて具体的でわかりやすい内容となっている.ちなみに第7条から第11条までは､医師や関係行政機関に
  対する指示で､報告(第7条)､届け出(第8条)､統計(第9条)､死亡数告示(第10条)､集団発生時の措置(第11条)
1877年8月27日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第三十八国立銀行(姫路;18781120開業)
1877年8月28日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>8代都太夫一中(30歳)浄瑠璃太夫
1877年8月28日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<西南戦争>薩軍は小林平地からの加治木進出を図るが
  ､西郷軍の南進を阻止すべく鹿児島湾､重富に上陸した第2旅団にこれを阻まれ､失敗に終わった
1877年8月29日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第60号｢建物売買譲渡規則第二条中刪除｣
1877年8月29日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀﾞｹﾞｽﾀﾝとﾁｪﾁｪﾝのｲﾏｰﾑ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｼﾞ･ｱｽ=ｽｸﾞﾘ｣(ﾀﾞｹﾞｽﾀﾝのみ~11.3没)
1877年8月29日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｱｳﾞｧｰﾙ地方ﾀﾞｹﾞｽﾀﾝで反乱(~11.3)
1877年8月31日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第61号｢美濃飛騨両国裁判事務ｦ名古屋裁
  判所ﾍ属ｽ｣
1877年9月-09:00|日本|  ||明治10年|<改称>｢井筒屋｣⇒｢中北商会｣
1877年9月-09:00|日本|  ||明治10年|木製外輪汽船｢明凌丸｣(126G/T)坂本忠五郎(攝津･兵庫)が建造進水(→188
  1年,偕行会社(兵庫)の所有)
1877年9月-09:00|日本|  ||明治10年|木製汽船｢太安丸｣(103G/T)兵庫で建造進水(→1881年,撫養会社(徳島)の
  所有)
1877年9月-09:00|日本|同志社女子大学|明治10年|<改称>｢同志社分校女紅場｣⇒｢同志社女学校｣
1877年9月-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第十七国立銀行(福岡;11.1開業)
1877年9月-09:00|日本|明治学院大学|明治10年|<設立>日本基督一致教会が教育機関として｢東京一致神学校｣[
  東京築地明石町]
1877年9月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<設立>｢ｱﾒﾘｶ電話会社｣(ｳｪｽﾀﾝﾕﾆｵﾝ電信会社が電話事業に参入)
1877年9月1日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第62号｢凶歳租税延納規則｣
1877年9月1日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<城山籠城戦>西郷軍は官軍の守備隊を撃破して鹿児島
  に潜入/鹿児島入りすると､辺見は私学校を守っていた200名の官軍を排除して私学校を占領し､突囲軍の主力
  は城山を中心に布陣/西郷軍は鹿児島市街をほぼ制圧し､官軍は米倉の本営を守るだけとなった
1877年9月1日-09:00|日本|JR東日本東海道本線|明治10年|<廃止>官設鉄道:田町仮停車場
1877年9月2日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|明治10年|<死去>｢和宮親子内親王(静寛院宮)｣箱根塔ﾉ沢元
  湯中田屋で病没(32歳､弘化3(1846)閏0510生)仁孝天皇の皇女､徳川家茂の正室
1877年9月2日-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第十八国立銀行(長崎;12.20開業)
1877年9月2日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾛｳ｣(2回目~18800504)
1877年9月3日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<城山籠城戦>官軍が形勢を逆転し､城山周辺の薩軍前方
  部隊を駆逐
1877年9月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾃｨｴｰﾙ､ﾌﾗﾝｽ大統領/80歳(誕生:17970416)
1877年9月4日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<城山籠城戦>反撃に出た西郷軍では貴島率いる決死隊
  が米倉を急襲したが､急遽米倉へ駆けつけた三好少将率いる第2旅団に阻まれ､貴島以下決死隊は一掃された
1877年9月4日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ第15代総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾛﾝｸﾞﾃﾞﾝ卿｣(~18830710)
1877年9月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾊﾟｯﾁ族のｼﾞｪﾛﾆﾓ､ｽｹﾙﾄﾝ峡谷(ｱﾘｿﾞﾅとﾒｷｼｺの境)でﾏｲﾙｽﾞ将軍に追いつめられ降
  伏(ｲﾝﾃﾞｨｱﾝの白人への抵抗終焉)
1877年9月5日-09:00|日本|  ||明治10年|ｺﾚﾗが対外窓口の横浜で､米国三番館の日本人雇い人2人発病､東京を始
  め関東一円と福島､静岡､山梨､長野､新潟､愛知から三重へと拡がる.ついで長崎で､同港に入港した外国軍艦か
  ら流行が始まり九州西部､四国の高知､近畿の兵庫､大阪､和歌山の諸県に侵入､岡山､島根､石川各県から遠く北
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  海道もこの系統と考えられている
1877年9月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾌﾟﾙﾀﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬｲ･ﾗｼﾞｶﾞﾝ)｢ｼﾞｬｶﾞｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~19111212)
1877年9月6日-09:00|日本|  ||明治10年|<設置>宮内省侍補
1877年9月7日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第64号｢諸証書ﾉ姓名自書押印ﾉ布告ﾍ但書追
  加｣
1877年9月8日-09:00|日本|  ||明治10年|<完成>日本初の西洋式噴水/東京･上野公園で開催された第1回内国勧
  業博覧会の会場中央の美術館前の人工池
1877年9月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|日本郵船|明治10年|<売却>J.Carlton,Liverpool｢King Richard｣(1875年,J.Re
  ad-head & Son.,South Shields England建造進水)⇒郵便汽船三菱会社(東京)､｢九重丸｣と改名
1877年9月11日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第66号｢利息制限法｣
1877年9月14日-09:00|日本|  ||明治10年|ｺﾚﾗ発生により深川他2ヵ所に避難病院設立
1877年9月14日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長代行｢閣僚会議:ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ｽﾋﾟﾘﾄﾞﾉｽ･ｺｳﾓﾝﾄﾞｩﾛｽ/
  ｶﾘﾗｵｽ ｽﾋﾟﾘﾄﾞﾉｽ ﾄﾘｸｰﾋﾟｽ/ｴﾊﾟﾒｲﾉﾝﾀﾞｽ･ﾃﾞｨﾐﾃｨﾛｳ･ﾃﾞﾘｹﾞｵﾙｷﾞｽ/ﾄﾗｼｰｳﾞｫﾛｽ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｻﾞｲﾐｽ/ﾃｵﾄﾞﾛｽ･ﾊﾟﾝｶﾞｲ･ﾃﾞﾘｼﾞｬ
  ﾝﾆｽ/ﾁｬﾗﾗﾝﾎﾟｽ･ｼﾞﾝｳﾞﾗｶｰｷｽ｣(~18780123)
1877年9月15日-09:00|日本|大阪府堺市|明治10年|<点灯>旧堺灯台(1968年(昭和43年)廃灯､国指定史跡)
1877年9月15日-09:00|日本|東京都|明治10年|東京府,区務所合併
1877年9月15日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ司令官兼ｿｼｴﾃ諸島共和国暫定弁務官｢Paul Serre｣(
  ~12.1)
1877年9月16日-09:00|日本|東京都|明治10年|大森貝塚発見/東京･大森(品川区大井6丁目と大田区山王1丁目)で
  ｱﾒﾘｶの科学者ﾓｰｽが貝塚を調査
1877年9月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾝﾘｰ･ﾌｫｯｸｽ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ､発明家･写真家/77歳(誕生:18000211)
1877年9月17日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ｿｼｴﾃ諸島統治者｢`Aimata Pomare4世 Vahine｣
1877年9月17日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ｿｼｴﾃ諸島統治者｢Ari`i aue Pomare5世｣(~18801230)
1877年9月22日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年内務省甲布達第19号｢内国勧業博覧会規則第二十五条
  改正｣
1877年9月22日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞが､ﾌﾞﾗｯｸﾌｯﾄ族の酋長ｸﾛｳﾌｯﾄとの間の第7号条約を調印
1877年9月23日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<城山籠城戦>川村は西郷陣営に無条件降伏を要求し､
  また西郷を差し出すなら命は助けるが､午後5時までに返答がなければ陣地を攻撃することを予告.結果返答は
  なく､砲撃が開始され､激しい砲撃に西郷陣営は壊滅的な打撃を受けた.西郷は､ｽﾅｲﾄﾞﾙ銃などの限られた装備
  で応戦しようとするが､決定的に弾薬が不足しており､金属製の像を溶かして弾丸を作り､大工用ののこぎりで
  修繕するなどの手段を取らざるを得ないほどであった
1877年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾕﾙﾊﾞﾝ･ﾙｳﾞｪﾘｴ､天文学者(18110311～)海王星の存在を予言
1877年9月23日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ共和国大統領｢ﾄｰﾏｽ･ﾐｹﾞﾙ･ｸﾞｱﾙﾃﾞｨｱ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ｣(2回目､18800508ま
  で暫定~18820706)
1877年9月24日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年海軍省甲布達第6号｢造船所定雇職工規則中第七条第
  九条等改正第十三条削除｣
1877年9月24日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<死去>西郷隆盛.西南戦争に敗れ､自刃(51歳､文政10(1
  827)1207生)薩摩藩士､陸軍大将､参議
1877年9月24日-05:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治10年|<城山籠城戦>夜通し砲撃を行った後､山縣陣営は午前4
  時､陣に攻め込んだ.西郷陣営は激しい銃撃を受けながら､近接戦闘の訓練を受けていない陸軍の隊列に突進し
  ていった.結果､わずか数分で､一時組織だった隊列は乱れ､高度な剣術が､訓練をほとんど受けていない陸軍戦
  力を打ち負かした/練度の差はあれど戦力差が圧倒的に劣っていた西郷陣営は､最終的に撤退することとなっ
  た.西郷は大腿動脈と腹部に重傷を負い､別府晋介に担がれ､切腹を行う場所を探しながら下山.別府は介錯と
  して西郷の首を切り落とし､敵に見つからないように隠した/西郷の死後､別府は指揮を執っていたが自決し､
  弾薬が不足している中残りの侍たちも刀を抜いて下山し討ち死にし西南戦争は終結
1877年9月26日-09:00|日本|  ||明治10年|<設置>大阪府､南長柄村に避病院
1877年9月28日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｽｰﾙｰ総督｢Carlos Martinez y Romero｣(~18800203)
1877年9月29日-09:00|日本|  ||明治10年|東京体育倶楽部(ﾒﾝﾊﾞｰは外人)､陸上競技会を海軍兵学寮向側のｸﾞﾗｳﾝ
  ﾄﾞで挙行
1877年9月29日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Marie Alfred-Armand Huart｣(1期目~18790803)
1877年9月30日-09:00|日本|  ||明治10年|<設立>内務省､海外新作物の栽培基地(三田育種場)
1877年9月30日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治10年|大山綱良(53歳)､長崎桜町の獄舎で斬首
1877年10月-09:00|日本|群馬県吾妻郡草津町|明治10年|<開業>草津温泉｢奈良屋｣
1877年10月-09:00|日本|東京大学|明治10年|<設立>農学校
1877年10月-09:00|日本|長野県飯山市|明治10年|<設立>第二十四国立銀行(長野県飯山;11.1開業)
1877年10月-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第二十二国立銀行(岡山;11.15開業)
1877年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾚｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1879年6月)
1877年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||｢Moray｣Atken&Mansel,Glasgowで建造進水(→1894年､John Warwick& Co.の所有)
1877年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞのﾏﾆﾄﾊﾞからｲｷﾞﾘｽに小麦輸出
1877年10月1日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>梅本敏鎌(39歳)歌人
1877年10月1日-09:00|日本|  ||明治10年|この年のｺﾚﾗ感染三つ目が西南戦争勝利を得て鹿児島港から帰還する
  軍隊を乗せた複数の軍艦が､一斉に神戸港に入港したとき､爆発的に発生.京都､滋賀､岐阜､愛媛､広島､山口の
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  各府県で流行したが､陸路も含め帰還する将兵を介して流行が起こっているので､第二の系統の鹿児島県から
  の延長/11月には病勢はおとろえた/この年の患者数は1万3816人､8027人が死亡
1877年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｳｺﾞﾘｰﾆ｣
1877年10月1日 12:15|日本|JR西日本東海道本線|明治10年|21時13分､東海道線･神戸駅～西ﾉ宮駅間で上り旅客
  列車と下り回送列車が正面衝突し､乗務員3人が死亡/日本最初の鉄道死亡事故
1877年10月2日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｬｰｳﾞｫｲｽ｣(~18830109)
1877年10月2日-09:00|日本|  ||明治10年|<創業>其中堂(名古屋市)(三浦兼助)
1877年10月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｶｰﾙ･ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾟﾌｧｲﾌｧｰ､医師･植物学者･貝類学者(生年1805年)
1877年10月3日-08:00|中国|  |||<創設>開平鉱務局
1877年10月4日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第70号｢田畑ﾉ称地租改正後ﾓ併用｣
1877年10月4日-09:00|日本|  ||明治10年|内務省警視本署､ｺﾚﾗ大流行に対応し､初の感染症専門病院｢避病院｣設
  置
1877年10月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱｲﾀﾞﾎ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝとの戦闘終結
1877年10月6日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第71号｢明治六年第四百五号勅奏任官華族
  其外有位ﾉ輩訴訟関係ﾉ節呼出布告廃止｣
1877年10月7日-08:00|中国|  ||清･光緒3年9月1日|西征の清軍が､ｶﾗｼｬｰﾙを奪回
1877年10月8日-09:00|日本|明治学院大学|明治10年|<開校>｢東京一致神学校｣[東京･築地]
1877年10月9日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年内務省甲布達第21号｢土石掘取規則｣
1877年10月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<創立>米国人道協会
1877年10月9日-08:00|中国|  ||清･光緒3年9月3日|西征の清軍が､ｺﾙﾗを奪回
1877年10月10日-09:00|日本|十六銀行|明治10年|<開業>第十六国立銀行[岐阜]
1877年10月10日-09:00|日本|二松学舎大学|明治10年|<設立>三島中洲｢漢学塾･二松学舎｣[東京麹町]
1877年10月10日-09:00|日本|八十二銀行|明治10年|<設立>上田第十九国立銀行(11.8開業)
1877年10月10日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>｢京町貸金会社｣[福岡]
1877年10月11日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢ｳﾞｨﾗ･ﾀﾞ･ﾌﾟﾗｲｱ･ﾀﾞ･ﾋﾞﾄﾘｱ伯,
  ﾌﾞﾙｰｼﾞｭ子爵Jacome de Ornelas Bruges de Avila PP Paim da Camara｣(2期目~18780131)
1877年10月11日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾙﾀ民政知事｢Julio de Castilho｣(~18780131)
1877年10月11日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾀﾃﾞﾙｶﾞﾀﾞ民政知事｢Antonio da Fonseca Carvao Pai
  m da Camara｣(~18780131)
1877年10月12日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第72号｢明治六年第三百二十四号家禄賞
  典米等渡方布告中取消｣
1877年10月12日-09:00|日本|  ||明治10年|<創刊>｢東京毎夕新聞｣(夕刊紙の始まり)
1877年10月12日-09:00|日本|大分銀行|明治10年|<設立>第二十三国立銀行(大分市茶屋町;11.11開業)
1877年10月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞｨﾔﾝ･ｼﾝ｣(~19040412没)
1877年10月13日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾞﾚｲ卿｣(~18791008)
1877年10月13日-09:00|日本|  ||明治10年|<死去>5代坂東彦三郎(46歳)歌舞伎役者
1877年10月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで下院選挙が行われ､共和党が勝利
1877年10月17日-09:00|日本|学習院|明治10年|東京･神田錦町の私立華族学校の開業式が行われ､天皇から｢学習
  院｣の称号が与えられた
1877年10月18日-09:00|日本|静岡銀行|明治10年|<設立>第二十八国立銀行(静岡県浜松;18780110開業)
1877年10月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||戦線に復帰したﾏｾｵ,ﾋﾟﾛｰﾄの闘いでｽﾍﾟｲﾝ軍を撃破
1877年10月18日-08:00|中国|  ||清･光緒3年9月12日|西征の清軍が､ｸﾁｬを奪回し､ｲｽﾗﾑ教徒の馬由布を殺す/馬
  彦虎は西に逃亡
1877年10月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||<交替>>ｷｭｰﾊﾞ共和国大統領｢ﾄﾏｽ･ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ･ﾊﾟﾙﾏ｣罷免⇒暫定大統領｢ﾌﾗ
  ﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ﾍｽｽ･ﾃﾞ･ｾｽﾍﾟﾃﾞｽ･ｲ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｰﾖ｣就任(~12.13)
1877年10月21日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽで工場法が制定される
1877年10月24日-08:00|中国|  ||清･光緒3年9月18日|清軍が､ｱｸｽのｲｽﾗﾑ教徒を降伏させる
1877年10月24日-08:00|中国|  ||清･光緒3年9月20日|清軍が､ｳｼを奪回
1877年10月25日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第四十一国立銀行(栃木;18780904開業)
1877年10月26日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞｳｺｰﾄ｣(3期目~18780927)
1877年10月29日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領海峡植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾘｰﾊﾞｰ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾛﾋﾞ
  ﾝｿﾝ卿｣(~18790210)
1877年11月-09:00|日本|愛媛大学|明治10年|<改称>｢愛媛県伊予師範学校｣⇒｢愛媛県師範学校｣
1877年11月-09:00|日本|滋賀銀行|明治10年|<設立>第二十一国立銀行(滋賀県長浜;12.15開業)
1877年11月-09:00|日本|日本郵船|明治10年|<売却>日本政府郵便汽船｢櫻島丸｣⇒三菱会社(東京)(1880年,庫船､
  以後不詳)
1877年11月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<開通>ﾎﾊﾞｰﾄとﾛﾝｾｽﾄﾝ間鉄道
1877年11月1日-09:00|日本|JR|明治10年|横浜･新橋間に往復切手(往復乗車券)登場
1877年11月1日-09:00|日本|八十二銀行|明治10年|<開業>第六十三国立銀行が[長野県松代町]
1877年11月1日-02:00|ﾄﾙｺ/ﾛｼｱ|  |||ｶﾙｽ地区をﾛｼｱが占領
1877年11月2日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第75号｢徴兵令第六章第一条中削去｣;明治
  10年太政官布告第76号｢改定律例中閏刑律並逃亡律例老少廃疾収贖条例等刪除改正｣
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1877年11月3日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ﾖﾊﾈｽ･ｶｯﾍﾟｲﾝ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞ･ｺｯﾍﾟｯﾛ｣(~18790820)
1877年11月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾏｯｸｽ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌﾞﾙｯﾌ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝ協奏曲2》
1877年11月7日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|明治10年|<死去>森川俊方(28歳)元下総生実藩主･知藩事
1877年11月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||独,専売特許条例発布
1877年11月11日-09:00|日本|大分銀行|明治10年|<創業>第二十三国立銀行[大分]
1877年11月12日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>西ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地総督｢ﾊﾘｰ･ｵｰﾄﾞ｣(~18800409)
1877年11月12日-09:00|日本|  ||明治10年|<創刊>東京毎夕新聞(夕刊紙の始め)(高畠藍泉主宰.半年後経営者が
  代り｢真砂新聞｣と改題,朝刊となり,のち｢東京真砂新聞｣と改題)
1877年11月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｾﾙｼﾞｵ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃﾞ･ﾃﾞ･ｾﾙｼﾞ
  ｵ･ﾃﾞ･ｿｳｻ｣(~18780503)
1877年11月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/中国/ｷｭｰﾊﾞ|  ||清･光緒3年10月13日|清が北京で､ｽﾍﾟｲﾝ･ｷｭｰﾊﾞと中国人労働者に
  関する協定を妥結
1877年11月18日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月6日|ﾛｼｱ軍が､ｱﾙﾒﾆｱのｶﾙｽを占領
1877年11月20日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第77号｢硝石輸出ｦ許ｽ｣
1877年11月20日-09:00|日本|JR|明治10年|京都~大阪に貨物営業開始
1877年11月20日-09:00|日本|日本郵政|明治10年|<発行>(小判)小判切手(1877年)額面:8銭
1877年11月20日-09:00|日本|日本郵政|明治10年|<発行>郵便はかき三銭五銭六銭ﾉ三種
1877年11月21日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第79号｢租税未納ﾉ者身代限ｦ廃ｼ更ﾆ処分ｦ
  定ﾑ｣
1877年11月22日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第80号｢地租金田方半額当分代米納ｦ許ｽ｣
1877年11月22日-09:00|日本|  ||明治10年|<創刊>興風社(広島平田屋町)｢広島新聞(第3)｣
1877年11月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<辞任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第30代首相｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛｲ｣
1877年11月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第31代首相｢ｶﾞｴﾀﾝ･ﾄﾞ･ﾛｼｭﾌﾞｴ｣保守系(王党派)(第1次~
  12.13)
1877年11月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ下院で､ﾛｼｭﾌﾞｰｴ内閣の不信任を決議
1877年11月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢Afonso de Castro｣(2期目~18790609)
1877年11月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍ｱﾗｰﾄ級砲艦｢ﾋｭｰﾛﾝ｣(1020t)Nag's Head近海にて荒天により難破
1877年11月27日-09:00|日本|  ||明治10年|六郷川(多摩川)の木橋を鉄橋に改築する(日本最初の鉄橋)
1877年11月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｱﾚｸｼ=ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｼｬﾌﾞﾘｴ《喜歌劇｢ｴﾄﾜｰﾙ(星)｣》
1877年11月30日-09:00|日本|  ||明治10年|<開校>出島神学校(→出島資料館､長崎市)
1877年12月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾊﾟｰｽ=ｱﾃﾞﾚｲﾄﾞ間の電信線の完成
1877年12月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｿｲﾙﾒｿﾞｸﾞﾙ･ｱﾘ･ｹﾏﾘ｣(~1878年2月)
1877年12月1日-09:00|日本|JR西日本東海道本線|明治8年|<廃止>官設鉄道安治川支線[大阪-安治川]間
1877年12月1日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ州総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ｣(~18800116)
1877年12月1日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ司令官兼ｿｼｴﾃ諸島共和国弁務官(暫定)｢Auguste Ma
  rie Edouard d'Oncieu de la Batie｣(~18780205)
1877年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ｶﾐｰﾕ･ｻﾝ=ｻｰﾝｽ《歌劇｢ｻﾑｿﾝとﾃﾞﾘﾗ｣》ｺﾛﾝﾇ管弦楽団*創立
1877年12月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの化学者ｶｲｴﾃは､酸素の液化に成功､友人を通じてﾊﾟﾘ科学ｱｶﾃﾞﾐｰに報告
1877年12月5日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第81号｢酒類税則中改正追加｣
1877年12月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<創刊>ﾜｼﾝﾄﾝ･ﾎﾟｽﾄ
1877年12月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国で､ﾄｰﾏｽ･ｴｼﾞｿﾝが蓄音機を発明/ﾚｺｰﾄﾞの再生に成功
1877年12月7日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第82号｢旧藩主ﾍ下賜賞典禄ﾉ内ﾖﾘ士民ﾍ分
  与ｾｼ分ﾊ旧藩主適宜処分ｾｼﾑ｣
1877年12月7日-09:00|日本|  ||明治10年|<設立>第二十七国立銀行(東京･八王子;12.28開業)
1877年12月7日-09:00|日本|  ||明治10年|原田千之介が企画し､島津源蔵が製作した､日本国産初の有人水素気
  球が京都仙洞御所で36ﾒｰﾄﾙの高さまで飛揚
1877年12月9日-02:00|ﾚｿﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹｰﾌﾟ植民地政府ﾊﾞｽﾄﾗﾝﾄﾞ職員｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞﾝｶﾝ･ｸﾞﾘﾌｨｽ｣(2回目~1878
  年)
1877年12月10日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月28日|ﾛｼｱが､ﾙｰﾏﾆｱの援軍を得て､ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱのﾌﾟﾚｳﾞﾈの戦いでｵ
  ｽﾏﾝ帝国軍を破る
1877年12月11日-09:00|日本|  ||明治10年|<大相撲>明治10年12月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(
  西関脇)梅ヶ谷,9勝0敗1休/27連勝
1877年12月12日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第83号｢国立銀行条例ﾍ追加｣(国立銀行の
  乱立を抑制)
1877年12月12日-09:00|日本|  ||明治10年|最初の欧州回航船｢清輝艦｣(国産の軍艦)発航
1877年12月13日-09:00|日本|岩手銀行|明治11年|<開業>第八十八国立銀行(岩手)
1877年12月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第32代首相｢ｼﾞｭｰﾙ･ﾃﾞｭﾌｫｰﾙ｣無所属(王党派)(第5次~18
  790204)
1877年12月13日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||<就任>ｷｭｰﾊﾞ共和国大統領｢ｳﾞｨﾝｾﾝﾄ･ｶﾞﾙｼｱ･ｲ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ｣(~18780210)
1877年12月14日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第84号｢明治十一年郵便規則及罰則｣
1877年12月14日-09:00|日本|大阪府|明治10年|<改称>大阪府､｢女紅場｣⇒｢女子手芸学校｣
1877年12月14日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱがｵｽﾏﾝ朝に再び宣戦布告
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1877年12月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾏｸﾏｵﾝ大統領が､共和派の主張を承認し､議会共和政が確立
1877年12月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾖｰｾﾞﾌ･ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾞﾙｯｸﾅｰ《交響曲第3番ﾆ短調｢ﾜｰｸﾞﾅｰ｣》
1877年12月17日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第85号｢鳥獣猟規則第九条ﾍ但書同第十八
  条追加｣
1877年12月17日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<設立>第二十五国立銀行(福井県小名浜;187801
  04開業)
1877年12月17日-08:00|中国|  ||清･光緒3年11月13日|清軍がｶｼｭｶﾞﾙを攻略
1877年12月18日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌｧｰﾈﾙ｣無所属(~18781220)
1877年12月18日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第86号｢内国製木綿ﾒﾘﾔｽ襦袢股引無税輸
  出ｦ許ｽ｣
1877年12月18日-09:00|日本|  ||明治10年|<創刊>｢大阪新報｣
1877年12月18日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ大統領代行｢ｱﾝﾄﾝ･ｼｪｯﾌﾟﾙ･ﾘｯﾀｰ･ﾌｫﾝ･ｿﾞﾝｳﾞｧﾙ
  ﾃﾞﾝ｣(1度目~18780423)
1877年12月19日-08:00|中国|  ||清･光緒3年11月15日|清軍が陝西ｲｽﾗﾑ教徒の余青虎を捕らえる/白彦虎はﾀｼｹﾝﾄ
  に逃亡
1877年12月20日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｸﾚﾀ島でｷﾞﾘｼｱ人が蜂起
1877年12月20日-08:00|中国|  ||清･光緒3年11月16日|清軍が､ｲｽﾗﾑ教徒の馬元を捕らえ､白彦竜を殺す
1877年12月21日-09:00|日本|  ||明治10年|東京工部省電信局より宮内省間に電話開通(実用電話最初の記録)
1877年12月21日-08:00|中国|  |||ﾁﾍﾞｯﾄで､ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ13世が選出される
1877年12月21日-08:00|中国|  ||清･光緒3年11月17日|清軍がﾔﾙｶﾝﾄﾞを攻略
1877年12月22日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono7世｣(~19210129)
1877年12月24日-09:00|日本|静岡銀行|明治10年|<設立>第三十五国立銀行(静岡県有渡郡静岡本通2丁目8番地;1
  8780515開業)
1877年12月25日-09:00|日本|  ||明治10年|<設置>刑法草案審査局(伊藤博文を総裁とする)
1877年12月25日-09:00|日本|大阪府|明治10年|<焼却>大阪府｢避病院｣
1877年12月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで社会主義労働党が結成される
1877年12月27日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年地租改正事務局甲布達第3号｢地租改正施行規則第十
  二則ﾍ但書追加｣
1877年12月27日-09:00|日本|  ||明治10年|<設立>第四十六国立銀行(多治見;18790214開業)
1877年12月28日-09:00|日本|  ||明治10年|<公布>明治10年太政官布告第89号｢売薬規則第一条第五条第十四条
  改正｣
1877年12月28日-09:00|日本|  ||明治10年|<発行>一円紙幣(不換紙幣)
1877年12月28日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治10年|<開業>第三十国立銀行(東京)
1877年12月28日-08:00|中国|  ||清･光緒3年11月24日|ｶｼｭｶﾞﾘｱは清帝国に再編入された(ｳﾙﾑﾁは1876年に占領さ
  れた)
1877年12月29日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾊﾞ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ兼ｶﾞﾔ･ｻﾝﾀﾞｶﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ﾃﾞﾝﾄ｣(~18810826)
1877年12月30日-09:00|日本|香川県高松市|明治10年|<死去>松平頼胤(68歳)元讃岐高松藩主
1877年12月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《交響曲第2番ﾆ長調Op.73》
1877年12月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>市民生活や身近なところに主題を求めた､ﾌﾗﾝｽの代表的｢写実主義｣絵
  画の画家ｷﾞｭｽﾀｰｳﾞ･ｸｰﾙﾍﾞがｽｲｽで(1819-､58歳)/ﾊﾟﾘ･ｺﾐｭｰﾝに参加､のちｽｲｽに亡命(1873年)/代表作の｢石割り｣
  は第2次大戦中にﾄﾞｲﾂで焼失
1877年12月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾊﾐﾙﾄﾝ山に｢ﾘｯｸ天文台｣を設置(口径91cm望遠鏡)
1878年-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ|  |||<就任>ｱﾍﾞﾏﾏ首長(UEA)｢ﾋﾞﾉｶ｣(~18911110没)
1878年-09:00|日本|  ||明治11年|平岡煕が最初の野球ﾁｰﾑ｢新橋ｱｽﾚﾁｯｸ倶楽部｣を組織
1878年-09:00|日本|東急百貨店|明治8年|白木屋本館新装開店
1878年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟｸ･ｱﾗﾏﾝ君主｢Pakualam5世｣(~1900年)
1878年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｷﾂｪｯﾌﾟ･ﾄﾞﾙｼﾞ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(2回目~1879年)
1878年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾟﾄﾅ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣
1878年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾀﾙﾌﾟｰﾙ国摂政｢ﾑﾝｼ･ﾁｭﾝﾃﾞｨ･ﾍﾟﾙｼｬﾄﾞ｣(~18860401)
1878年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾀﾝﾏﾙ統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾃﾞｨﾗｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1899年没)
1878年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾗﾝｶﾞﾙ国をｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞが統治(~1889年)
1878年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ(ｶｰﾌﾞﾙ)首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ﾐﾙｻﾞ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊｯｻﾝ･ｶｰﾝ｣(~1880年)
1878年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾃﾞﾝ理事官｢ﾌﾗﾝｼｽ･Adam Ellis Loch｣(~1882年)
1878年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾊﾗﾙ総督｢ﾗﾄﾞｩｱﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1880年)
1878年-03:00|ｶﾀｰﾙ|  |||<即位>ｶﾀｰﾙのｱﾐｰﾙ(首長)｢ｼﾞｬｰｼﾑ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱｰﾙ=ｻｰﾆｰ｣(~19130717)
1878年-03:00|ｿﾏﾘｱ|  |||<即位>ｹﾞﾚﾃﾞｨ･ｽﾙﾀﾝ｢Osman Ahmed｣(~1910年)
1878年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<即位>ﾑﾜﾘ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾃﾞﾚﾏﾈ･ﾍﾞﾝ･ｻｲﾃﾞｨ･ﾊﾏﾃﾞｨ･ﾏｶﾀﾞﾗ｣(~1885年没)
1878年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾉｼﾍﾞ島はﾌﾗﾝｽの単独植民地となる
1878年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ地区総督｢ｻｰﾐ･ﾊﾟｼｬ｣
1878年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｷﾀﾝｺﾞﾆｱ首長｢ｱﾌﾏﾃﾞｨｰ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣(~1884年)
1878年-02:00|ﾚｿﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹｰﾌﾟ植民地政府ﾊﾞｽﾄﾗﾝﾄﾞ職員代行｢ｴﾐｰﾙ･ｻﾐｭｴﾙ･ﾛﾗﾝ｣(2回目~10.10)
1878年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞで新徴兵法が制定
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1878年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Jose Maria Velasco Postigo｣(~1879
  年)
1878年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾏﾗﾃﾞｨ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ｶﾂｨﾅ)｢ﾏｻﾞﾜｼﾞｪ･ﾀﾞ･ﾀﾞﾝ･ｶｻﾜ｣(~1880年)
1878年-01:00|中央ｱﾌﾘｶ|  |||<即位>ﾊﾞﾝｶﾞｽｰ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾞﾝｶﾞｽｰ｣(~19070608没)
1878年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾎﾞﾝﾍﾞﾗ王国国王｢ﾃﾞｲﾄﾞ3世ｴﾍﾟｴ･ｴｸｱﾗ･ｼﾞﾑ･ﾃﾞｲﾄﾞ｣(~1903年)
1878年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<死去>ｸﾊﾟｱ･ﾒﾝﾃﾞ統治者｢ｸﾞﾊﾞｰﾆｬ･ﾗﾝｺﾞ｣
1878年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｸﾊﾟｱ･ﾒﾝﾃﾞ統治者｢ﾖｰｺ｣(~1906年8月没)
1878年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾝ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｼﾝ)｢ｾﾑ･ﾏｸ･ｼﾞｭﾌ｣(~1881年)
1878年 00:00|ｷﾞﾆｱ|  |||ｷﾞﾆｱ高原でｻﾓﾘ帝国が成立
1878年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾏﾙﾀﾝ島市長｢Pierre Auguste Beauperthuy｣
1878年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾏﾙﾀﾝ島市長代理｢Charles Becker｣(1期目~1879年)
1878年 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島弁務官｢Edward Noel Walker｣(~1879年)
1878年1月-09:00|日本|  ||明治11年|<結成>横浜ｼﾞｮｯｷｰｸﾗﾌ(YJC)
1878年1月-09:00|日本|  ||明治11年|<就役>日本海軍中央砲郭装甲艦｢扶桑｣(18770417ｲｷﾞﾘｽ､ﾛﾝﾄﾞﾝﾃｰﾑｽﾞ川沿い
  のｻﾐｭｰﾀﾞ社造船所にて進水)
1878年1月-09:00|日本|  ||明治11年|<竣工>日本海軍鉄骨木皮装甲ｺﾙｳﾞｪｯﾄ｢金剛｣(2250ﾄﾝ)英国､ﾊﾙ･ｱｰﾙｽ社で
1878年1月-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第二十六国立銀行(大阪;4.25開業)
1878年1月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||自治を求めるｸﾚﾀ島の反乱(~10月)
1878年1月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞｱﾌﾗ湾･ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･Hopkins｣(~18790913)
1878年1月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで反ﾕﾀﾞﾔ的ｷﾘｽﾄ教社会労働者党が創設
1878年1月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<竣工>鉄製蒸気船｢Orduna｣(729総t)ｲｷﾞﾘｽ･ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞのW.F.Piles&Co.で
1878年1月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<設立>ｴｼﾞｿﾝ､｢ｴｼﾞｿﾝ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ･ﾌｫﾉｸﾞﾗﾌ社｣
1878年1月1日-09:00|日本|静岡銀行|明治11年|<設立>隆栄会社(静岡県敷知郡和地村)
1878年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾖﾊﾝ･ｶｰﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｼｪﾝｸ｣Rad(4期目~12.31)
1878年1月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ﾎﾞﾅﾍﾞﾝﾁｬｰ･ﾚｻﾞｰﾘｰ｣(2回目~12.28)
1878年1月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<設立>｢労働騎士団｣全国組織として
1878年1月1日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島主任判事｢James Russell McCoy｣(2期目
  ~18791231)
1878年1月2日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>新島襄ら｢日本基督教伝道会社｣
1878年1月2日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ司令官代行｢ｼﾞｬﾝ･ﾛﾌﾞﾗﾝ｣(~12.9)
1878年1月2日-08:00|中国|  ||清･光緒3年11月29日|新彊のｲｽﾗﾑ教徒の反乱が､清朝の左宗棠により平定される
1878年1月5日-09:00|日本|  ||明治11年|<改題>英字週刊新聞｢ﾗｲｼﾞﾝｸﾞｻﾝ･ｱﾝﾄﾞ･ｴｷｽﾌﾟﾚｽ｣⇒｢ｷｭｰｼｭｰﾀｲﾑ｣
1878年1月5日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)｢ｼﾆﾝﾌﾞｰ子爵ｼﾞｮｱﾝ･ﾘﾝｽ･ｳﾞｨｴｲﾗ･ｶﾝｻｻ
  ﾝ･ﾃﾞ･ｼﾆﾝﾌﾞｰ｣(~18800328)
1878年1月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ侯･8代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ=ﾌﾞﾙｰ
  ｽ｣
1878年1月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ侯･9代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ｱｰﾈｽﾄ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ=ﾌﾞﾙｰ
  ｽ｣先代の弟(~18861018死去)
1878年1月7日-09:00|日本|  ||明治11年|<創刊>北溟社｢函館新聞｣道初
1878年1月7日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾘﾍﾞﾘｱ共和国大統領｢ｱﾝｿﾆｰ･ｳｨﾘｱﾑ･ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ｣(~18830120)
1878年1月8日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝで最初の電話線の敷設
1878年1月8日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢ﾎｾ･ｱﾙﾍﾞｽ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ｣(~7.3)
1878年1月9日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ軍が､ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱのｼﾌﾟｶ峠で降伏し､ﾛｼｱに休戦を要請
1878年1月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王｢ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｴﾏﾇｴｰﾚ2世｣57歳(誕生18200314)
1878年1月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ｳﾝﾍﾞﾙﾄ1世｣ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王太子.ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｴﾏﾇｴｰﾚ2世の長男､ｽﾍﾟｲﾝ王ｱ
  ﾏﾃﾞｵの兄(~19000729死去)
1878年1月11日-09:00|日本|東京都|明治11年|<移管>静岡県伊豆七島→東京府
1878年1月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国総理大臣｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾑﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~2.4)
1878年1月11日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ﾆｯｼｭはｾﾙﾋﾞｱに占領される(~7.13)
1878年1月12日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第四十国立銀行(群馬県館林;11.5開業)
1878年1月16日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ|  |||東ﾙﾒﾘｱをﾛｼｱが占領(~18790530)
1878年1月17日-09:00|日本|  ||明治11年|<公布>明治11年内務省甲布達第1号｢紅茶製方伝習規則｣
1878年1月17日 11:00|米領ｻﾓｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶがｻﾓｱと通商条約､ﾊﾟｺﾞﾊﾟｺﾞに海軍補給基地を建設
1878年1月19日-09:00|日本|  ||明治11年|<公布>明治11年太政官布告第2号｢通用貨幣ｦ鎔解ｼ又ﾊ其体面ｦ毀傷ｽﾙ
  等ｦ禁ｽ｣
1878年1月20日-09:00|日本|東京都|明治11年|<開場>常設の商品陳列場｢東京府第一勧工場｣(東京麹町永楽町,辰
  ﾉ口評定所跡)
1878年1月20日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月8日|ﾛｼｱ軍が､ｱｿﾘｱﾉｰﾌﾟﾙを占領
1878年1月22日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが北ﾎﾞﾙﾈｵ一帯を獲得
1878年1月23日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|明治11年|<死去>阿部正静(30歳)元陸奥棚倉藩主
1878年1月23日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ｽﾋﾟﾘﾄﾞﾉｽ･ｺｳﾓﾝﾄﾞｩﾛｽ｣(8回目~11.2)
1878年1月24日-09:00|日本|東京大学|明治11年|<開校>駒場農学校(新宿農事修学場より移転改称)
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1878年1月24日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Florentino Meliton Catalan 
  Lopez de Prado｣
1878年1月27日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<初演>ｱﾝﾄﾆﾝ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄ･ﾄﾞｳﾞｫﾙｻﾞｰｸ《歌劇｢いたずら農夫｣》
1878年1月28日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾃｯｻﾘｱでｷﾞﾘｼｱ人が反ﾄﾙｺ蜂起
1878年1月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||世界最初の電話機､米国ｺﾈﾁｶｯﾄ州ﾆｭｰﾍｲﾌﾞﾝに架設される
1878年1月29日-09:00|日本|伊予銀行|明治11年|<設立>第二十九国立銀行(愛媛県川之石浦;3.15開業)
1878年1月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾏｾｵ､ｼｴﾗﾏｴｽﾄﾗ山中のﾗ･ｼﾞｬﾅｰﾀﾞ･ﾃﾞﾙ･ﾑﾗｰﾄ渓谷で､ｽﾍﾟｲﾝ部隊を待ち伏せ
  攻撃､部隊を撃退するとともに大量の武器･弾薬を鹵獲
1878年1月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第34代首相｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾌｫﾝﾃｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(3期目~
  18790601)
1878年1月30日 11:00|米領ｻﾓｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ上院､ｻﾓｱとの条約を批准
1878年1月31日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦1月19日|ｴﾙｽﾞﾑｽﾞがﾛｼｱに降伏､休戦条約に調印
1878年1月31日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｼｱ軍がｴﾃﾞｨﾙﾈを占領し､ｲｽﾀﾝﾌﾞﾙを閉鎖
1878年1月31日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Antonio da Fonseca Carvao 
  Paim da Camara｣(2期目~18790603)
1878年1月31日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾙﾀ民政知事｢Antonio Maria de Oliveira｣PR(~18790602
  )
1878年2月-09:00|日本|  ||明治11年|<改称>表記社⇒ｽﾀﾁｽﾁｯｸ社
1878年2月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ｻﾅﾆ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶﾄﾞﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~11月)
1878年2月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kibrizli Mehemet Kamil Pasha｣(~1879.3)
1878年2月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Ahmed Cevdet Pasha｣(~11月)
1878年2月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾒﾌﾒﾄ･ｻﾌﾞﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1879年7月没)
1878年2月1日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第三十三国立銀行(東京)
1878年2月1日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第三十二国立銀行(大阪)
1878年2月2日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｷﾞﾘｼｱがｵｽﾏﾝ朝に宣戦布告
1878年2月2日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾍﾝﾘｰ･ﾀｰﾅｰ･ｱｰｳﾞｨﾝｸﾞ｣(2期目~18800727)
1878年2月4日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西太平洋領土高等弁務官｢ﾌｨｼﾞｰ総督｣(~19520703)
1878年2月4日-09:00|日本|  ||明治11年|<創業>春陽堂(文芸書出版､春陽堂文庫などを刊行)
1878年2月4日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国総理大臣｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ｳﾞｪﾌｨｸ･ﾊﾟｼｬ｣(~4.18)
1878年2月4日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏｾｵ,ｻﾝ･ｳﾙﾋﾟｱｰﾉで敵有力部隊に包囲される/38人の手兵を率い､3時間の
  激戦の末､8倍の敵を撃退
1878年2月5日-09:00|日本|  ||明治11年|<公布>明治11年内務省警視局甲布達第11号｢角觝并行司取締規則及興
  業場取締規則｣(東京相撲統合一本化/興行場の清潔､観客の賭博行為の取締など)
1878年2月5日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ司令官兼ｿｼｴﾃ諸島共和国弁務官｢Jacques Ferdinand
   Planche｣(~18800224)
1878年2月6日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地首相｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ･ｽﾌﾟﾘｯｸﾞ｣無党派(1期目~1
  8810508)
1878年2月7日-09:00|日本|  ||明治11年|<公布>明治11年司法省甲布達第1号｢代言人規則中第十七条増補｣
1878年2月7日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第五十二国立銀行(松山;9.25開業)
1878年2月7日-09:00|日本|  ||明治11年|<変更>日本海軍軍艦｢浅間｣⇒練習艦
1878年2月7日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>255代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ9世｣85歳(誕生17920513)
1878年2月7日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾀﾃﾞﾙｶﾞﾀﾞ民政知事｢Julio de Castilho｣(~9.30)
1878年2月9日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏｾｵ軍､ｻﾝ･ｸｴﾝﾃｨﾝ軍団を撃滅
1878年2月10日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝとｷｭｰﾊﾞ反乱軍がｻﾝﾎﾝ協定を結ぶ/第1次ｷｭｰﾊﾞ独立戦争(ｷｭｰﾊﾞ10
  年戦争)が終結
1878年2月11日-09:00|日本|  ||明治11年|<創業>文盛堂(榊原友吉).はじめ取次,のち文部省発行《小学読本》
  などの翻刻,教科書出版
1878年2月11日-09:00|日本|  ||明治11年|<創業>良明堂(山本良助).薬品と新聞雑誌書籍販売(明治25年,売薬業
  を中井真三に譲り,取次専業)
1878年2月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾄﾞｩﾙｸﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ｳﾞｨｬﾝｶﾄﾗｵ･ﾖｰｸﾞﾗｵ･ﾊﾞｰﾍﾞ｣(~19070430没)､摂政｢
  ｺﾞﾋﾞﾝﾄﾞ･ｱﾄﾏﾗﾑ･ﾎﾟﾄﾆｽ｣(1回目~18961103)
1878年2月12日-08:00|中国|  |||<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢13世ﾄｩﾌﾟﾃﾝ･ｷﾞｬﾂｫ｣(19040730~1909年12月､ﾓﾝｺﾞﾙ､後に中国亡
  命⇒19100225~1912年6月､ｲﾝﾄﾞ亡命~19331217)
1878年2月13日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝のﾊﾐﾄﾞ2世が憲法を停止し議会を解散､独裁が始まる
1878年2月14日-09:00|日本|  ||明治11年|<廃止>官立長崎師範学校･宮城師範学校･大阪師範学校⇒官立は東京
  師範､東京女子師範のみとなる
1878年2月14日-09:00|日本|  ||明治11年|堺紡績所､浜崎太平次･肥後孫左衛門に払下
1878年2月14日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Valeriano Weyler i Nicolau｣
  (~1883年)
1878年2月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで女性弁護士に最高裁弁護資格をみとめる
1878年2月16日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第三十六国立銀行(八王子;4.23開業)
1878年2月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾙ=ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞｰﾋﾞﾆｰ､画家(生年1817年)
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1878年2月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｴｼﾞｿﾝ発明の蓄音機､ﾆｭｰﾖｰｸにて世界最初の特許権を獲得
1878年2月19日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  ||ﾛｼｱ暦4月4日|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱがﾏﾝｶﾞﾘｱ地方を割譲される(~7.1)
1878年2月20日-09:00|日本|  ||明治11年|<公布>明治11年外務省布達第1号｢海外旅券規則｣(海外行免状を海外
  旅券と改称)
1878年2月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第256代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ13世｣(~19030720死去)
1878年2月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国､銀貨鋳造法成立(金銀複本位制に復帰)
1878年2月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米ｺﾈﾁｶｯﾄ州ﾆｭｰﾍｲﾌﾞﾝで初の電話帳発行(加入者50人ほど電話局関係者のみ)
1878年2月22日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ《交響曲第4番ﾍ短調》ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ
1878年2月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのｸﾞﾘｰﾝﾊﾞｯｸ党と労働党が合同してｸﾞﾘｰﾝﾊﾞｯｸ労働党が結成される
1878年2月22日-08:00|中国|  ||清の光緒4年1月21日|清で駐仏公使が設置される
1878年2月23日-09:00|日本|  ||明治11年|守田勘弥(12世),西南戦争の実況や逸話を福地源一郎(桜痴)などから
  聞き,河竹新七に執筆させた<西南雲晴朝東風>を新富座で上演し,80余日間の大入りを記録
1878年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾊﾞｻｰｽﾄ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚﾉｯｸｽ･ﾊﾞｻｰｽﾄ｣
1878年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾊﾞｻｰｽﾄ伯｢ｱﾚﾝ･ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾊﾞｻｰｽﾄ｣先代の甥(~18920801死去)
1878年2月25日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治11年|<死去>ｱﾒﾘｶ初代駐日総領事･公使ﾊﾘｽ(生年:1804年)
1878年2月25日-09:00|日本|  ||明治11年|<就役>日本海軍巡洋艦｢比叡｣(340t;18770611ｲｷﾞﾘｽ､ﾍﾟﾝﾌﾞﾛｰｸのﾐﾙﾌｫｰ
  ﾄﾞ･ﾍｳﾞﾝ造船会社で進水)
1878年2月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱの天文学者｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｾｯｷ｣(18180629～)恒星の分光観測をし､4つのｽﾍ
  ﾟｸﾄﾙ型を提案した
1878年2月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ･ｱﾘｿﾝ法が議会で可決される/ﾄﾞﾙ銀貨が法定通貨になる
1878年3月-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第六十国立銀行(東京;9.2開業)
1878年3月-09:00|日本|静岡銀行|明治11年|<設立>整品会社(静岡県君沢郡三島宿)
1878年3月-09:00|日本|商船三井|明治11年|<設立>尼崎伊三郎｢共同組｣(大阪)､沿岸航路の海運業開始(1904年､
  尼崎汽船大阪共同組(大阪)に改組)
1878年3月-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第五十六国立銀行(明石;8.4開業)
1878年3月-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第三十一国立銀行(福島県若松；6.9開業)
1878年3月-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第三十四国立銀行(大阪;4.13開業)
1878年3月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|商船三井|明治11年|<売却>ｲｷﾞﾘｽ蒸気船｢Orduna｣⇒三井養之助(長崎)､｢秀吉丸｣と
  改名(1896年,谷與三右門(神戸)に売却→1900年,谷三郎(神戸)に移籍→1909年,西川豊四郎(神戸)に売却→191
  0年,尼崎伊三郎(大阪)に売却→1920年,尼崎船舶合名会社(大阪)に移籍)
1878年3月1日-09:00|日本|  ||明治11年|<開通>昌平橋鉄橋(日本初のｱｽﾌｧﾙﾄ舗装)
1878年3月1日-09:00|日本|  ||明治11年|福沢諭吉主宰の雑誌《民間雑誌》,日刊新聞となる(ただし5月終刊)
1878年3月1日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ管理者代行｢ﾄｰﾏｽ･H･ﾃﾞｨｯｸｽ｣(2度目~6.18)
1878年3月1日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領(国民運動臨時政府議長)｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾏﾘｱ･ｺﾞﾝｻﾚｽ
  ･ｲ･ｻﾝﾃｨﾝ｣(4回目~4.13)
1878年3月2日-09:00|日本|  ||明治11年|<公布>明治11年太政官布告第5号｢国立銀行条例第十八条改正十年第八
  十三号布告同条例追加取消｣(設立資本金･紙幣発行に関する大蔵卿の権限を強化)
1878年3月2日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国国務大臣評議会｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｶﾌﾞﾗﾙ･ｲ･ﾃﾞ･ﾙﾅ/ﾎｱｷﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ
  ･ﾓﾝﾄﾘｵ･ﾓﾗﾚｽ｣(~5日)
1878年3月3日-09:00|日本|長崎県|明治11年|<移管>文部省｢長崎英語学校｣⇒長崎県,県の所轄として存続(3.22
  長崎県立長崎中学校と改称)
1878年3月3日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ/ﾛｼｱ|  |||ｻﾝｽﾃﾌｧﾉ条約でﾊﾞﾄｩﾑ州(ｱﾙﾄｳﾞｨﾝを含む)地域がｵｽﾏﾝ帝国からﾛｼｱに
  割譲された(7月13日確定､1878年ﾍﾞﾙﾘﾝ条約により18780803に批准)
1878年3月3日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ配備軍ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ司令官付民政長官｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｶﾞｳﾞﾘﾛｳﾞｨｯﾁ･ｱﾇｰﾁﾝ
  ｣(~5.21)
1878年3月3日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｾﾙﾋﾞｱ/ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がﾛｼｱに敗れる/ｱﾔｽﾃﾌｧﾉ条約が締結/ｱﾙﾒﾆｱ
  ､ﾄﾞﾌﾞﾛｼﾞｬ､ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ､およびｱﾅﾄﾘｱ東部ﾊﾞﾄｩﾐ､ｶﾙｽ､ｱﾙﾀﾞﾊﾝ､ﾊﾞﾔｼﾞﾄ地方のﾛｼｱへの割譲/ﾙｰﾏﾆｱ､ｾﾙﾋﾞｱ､ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛの
  独立の承認/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱへの自治権の付与(ﾏｹﾄﾞﾆｱを含む大ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ公国が成立)/ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞｳﾞｨﾅへの自治権付
  与
1878年3月4日-09:00|日本|愛媛県|明治11年|県立松山病院収養館に医学所を再興し､薬学教授所を併設
1878年3月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷﾞﾌﾞﾘﾝ｣(~12.20)
1878年3月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾌﾗﾝｷ｣(~7.31)
1878年3月5日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領(臨時政府議長)｢ﾁｪｻﾞﾚｵ･ｷﾞﾚﾙﾓ･ｲ･ﾊﾞｽﾀﾙﾄﾞ｣(1
  回目~7.6)
1878年3月11日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第百五銀行(津市)
1878年3月11日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第百十五銀行(三重亀山)
1878年3月11日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第百二十二銀行(三重県桑名)
1878年3月11日-09:00|日本|JR|明治11年|鉄道局､下等客車内での広告掲示を許可
1878年3月11日-09:00|日本|百五銀行|明治11年|<設立>第八十三銀行(三重県上野)
1878年3月12日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>東京商法会議所
1878年3月12日-09:00|日本|ﾌﾟﾛｸﾚｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治11年|<設立>第五十九国立銀行(青森県弘前;18790120開業)
1878年3月12日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｫﾙﾋﾞｽ湾がｲｷﾞﾘｽに併合される(ｳｫﾙﾋﾞｽﾍﾞｲ保護領､併合は18781214に確
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  認)
1878年3月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞで現地語出版規制法が成立
1878年3月14日-09:00|日本|  ||明治11年|<公布>明治11年内務省甲布達第4号｢部分木仕付条例｣
1878年3月15日-09:00|日本|  ||明治11年|<開催>｢第7回京都博覧会｣(~6.22)[開催地]京都府[会場]仙洞御所,大
  宮御所[主催]京都博覧会社[入場者]167,287人
1878年3月16日 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｾﾝﾄ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ島をｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟの一部としてﾌﾗﾝｽが所有(ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ
  )
1878年3月16日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||<就任>ｷｭｰﾊﾞ共和国大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾍｽｽ･ｶﾙﾊﾞｰ･ｲ･ｵﾄﾞｱﾙﾄﾞ(臨時政府)｣(~5.28
  )
1878年3月17日-09:00|日本|  ||明治11年|<竣工>｢第一回漕丸｣東京川崎造船所で(1886年,七等艦に定め､航海練
  習艦とされた)
1878年3月17日 12:30|日本|  ||明治11年|<東京神田明治11年黒門町の大火>21時半ごろ､神田黒門町五番地の浅
  井勝五郎方から出火､神田一帯に燃え広がった.炎は北側に隣接する鍋町､東松下町､通新石町を焼き､平永町と
  小柳町から柳原本町三丁目と四丁目の河岸まで達した.また南側は松田町から富山町､紺屋町へと焼き広げ､北
  乗物町､鍛冶町､東紺屋町と､炎は扇形に広がって燃え､その先の西福田町へ出たところで東へ転じ､南乗物町､
  美倉町､東福田町､神田材木町と大通りに沿って帯状に延焼.また炎の一部は日本橋まで延び､大伝馬町､小伝馬
  町､鉄砲町などへも伸びた.翌日午前4時鎮火.被害は2人死亡,町数で32か町､5120戸を全焼
1878年3月18日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||ｹｰﾌﾟ植民地がｳｫﾙｳﾞｨｽ湾を併合
1878年3月20日-09:00|日本|  ||明治11年|<開催>｢松山全国物産博覧会｣(~5.8)[開催地]愛媛県[会場]松山城公
  園[主催]松山博覧会社
1878年3月21日-09:00|日本|  ||明治11年|<公布>明治11年内務省甲布達第6号｢浅草文庫書籍借覧人心得方規則
  中追加｣
1878年3月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾒｷｼｺ|  |||ｱﾒﾘｶがﾒｷｼｺのﾃﾞｨｱｽ政権を承認
1878年3月24日-09:00|日本|  ||明治11年|『団々珍聞』､黒田清隆の醜聞を風刺して発行停止
1878年3月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ王国首相(閣僚評議会議長)｢ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ｶｲﾛｰﾘ｣(1回目~12.19)
1878年3月25日-09:00|日本|  ||明治11年|軍艦｢高雄丸｣長崎の佐野弥平に売却
1878年3月25日-09:00|日本|  ||明治11年|東京･木挽町十丁目に工部省電信中央局が開業/全国主要都市および
  国際電報の受け付けを開始
1878年3月25日-09:00|日本|  ||明治11年|日本初の電灯/東京･虎ﾉ門の工部大学校(東大工学部)で50個のﾌﾗﾝｽ製
  ｱｰｸ灯が15分間点灯した
1878年3月28日-09:00|日本|群馬県高崎市|明治11年|<高崎大火>住吉町より出火,700戸あまりが焼失
1878年3月29日-09:00|日本|広島大学|明治11年|<改称>｢広島県医学校｣病院へ合併⇒｢広島県病院附属学校｣
1878年3月30日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領下ﾋﾞﾙﾏ主席弁務官｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｱﾝﾌｧｰｽﾄﾝ･ｱｲﾁｿﾝ｣(~18800702)
1878年3月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾀｳﾃﾞｨ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾓﾑﾀｽﾞ･ﾎｻｲﾝ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~1898年没)
1878年4月-09:00|日本|  ||明治11年|｢第4回奈良博覧会｣開催(～7月)[開催地]奈良県[会場]東大寺大仏殿[主催
  ]奈良博覧会社
1878年4月-09:00|日本|青山学院|明治11年|東京築地に耕教学舎が設立される
1878年4月-09:00|日本|愛媛県喜多郡内子町|明治11年|<設立>私立病院普衛館[愛媛県喜多郡大洲本町]
1878年4月-09:00|日本|川崎重工|明治11年|<創業>川崎正蔵｢川崎築地造船所｣(東京築地南飯田町の官有地を借
  受け)
1878年4月-09:00|日本|名古屋大学|明治11年|公立医学所を公立医学校と改称
1878年4月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾝｼﾞｪｲ･ｴﾘ･ﾊﾞﾛ｣(2回目~1879年7月)
1878年4月1日-09:00|日本|  ||明治11年|｢郵便報知｣(新聞)に初めて棋譜(中川亀三郎･古橋杵三郎の3月29日対
  局)が掲載される
1878年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾌｧｯﾄｰﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾊﾞｯﾎﾞｰﾆ｣
1878年4月1日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ合衆国大統領｢ｼﾞｭﾘｱﾝ･ﾄﾙﾋｰﾖ･ﾗﾙｶﾞﾁｬ｣(18800
  401から代行~18800408)
1878年4月2日-09:00|日本|北越銀行|明治11年|<設立>第六十九国立銀行(長岡;12.20開業)
1878年4月4日-09:00|日本|  ||明治11年|大日本帝国海軍の木製巡洋艦｢天城｣(920ﾄﾝ)横須賀造船所で竣工
1878年4月7日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾁｪｺｽﾗﾌﾞ社会民主党が創立
1878年4月10日-09:00|日本|愛媛県松山市|明治11年|<開催>聚楽園(旧松山城跡公園)で物産博覧会(~5.29)
1878年4月11日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ知事｢Jean-Baptiste Leon Olry｣(~18800808)
1878年4月12日-09:00|日本|秋田大学|明治11年|太平学校を秋田師範学校と改称
1878年4月15日-09:00|日本|東京大学|明治11年|工部大学校開校
1878年4月16日-09:00|日本|広島県|明治11年|<移転>｢広島県庁｣[広島水主町]新築
1878年4月17日-09:00|日本|千葉県館山市|明治11年|<死去>平岡道弘(81歳)元安房船形藩主､若年寄
1878年4月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国総理大臣｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｻﾄﾞｩｸ･ﾊﾟｼｬ｣(~5.28)
1878年4月19日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国政府書記代行｢ｵﾛﾌ･ﾖﾊﾈｽ･ﾄｩﾙｰﾀｰ｣(~5.20)
1878年4月19日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｺﾄﾇｰのﾌﾗﾝｽ総領事｢ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｱﾙﾀﾞﾝ･ﾃﾞﾙﾃｲﾕ｣(~1881年)
1878年4月20日-09:00|日本/ﾛｼｱ|北海道|明治11年|前年11月19日に北海道瀬棚海岸沖にて暴風に煽られ座礁し地
  元住民により救助されたﾛｼｱ軍艦｢ｱﾚｳﾄ｣乗組員60人を迎えに来た軍艦｢ｴﾙﾏｯｸ｣へ｢ｱﾚｳﾄ｣乗組員がﾎﾞｰﾄで向かう
  途中高波により転覆､12人が犠牲になった
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1878年4月21日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰで非有権者党が結成
1878年4月23日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ大統領｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｯﾀｰ･ｶﾘｰﾅ･ﾌｫﾝ･ｳﾙﾊﾞﾉｳ｣(~18800
  408)
1878年4月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾝﾅ･ｼｭｳｴﾙ､作家(生年1820年)
1878年4月26日-09:00|日本|日本化学会|明治11年|各方面の化学者の集団として化学会創立(翌年,東京化学会と
  改称,のち日本化学会と改称)
1878年4月26日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||<死去>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総督兼総司令官｢ｲﾙﾝ候Manuel de la Serna y Hernandez｣
1878年4月26日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総督兼総司令官代理｢Jose Gamir Maladen｣(1期目~6.24)
1878年4月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾙｶｯﾀ大学に最初の女子学生が入学
1878年4月28日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｷｴﾌ=ﾎﾟｼﾞｰﾘｬ=ｳﾞｫﾙｨｰﾆ総督｢Mikhail Ivanovich Chertkov｣(~18810
  125)
1878年4月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸに初めて高架鉄道開通
1878年5月-09:00|日本|  ||明治11年|<創建>兜神社(東京都日本橋兜町)
1878年5月-09:00|日本|  ||明治11年|八馬兼介は経営する八馬商店に船舶部を設け､西宮浜久保町で風帆船西尾
  丸(442G/T)を購入して海運業を開始
1878年5月-09:00|日本|熊本大学|明治11年|熊本県立仮熊本師範学校を熊本師範学校と改称
1878年5月-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第四十九国立銀行(京都;6.1開業)
1878年5月1日-09:00|日本|  ||明治11年|<移転開館>｢書籍館｣[大阪市北区常安町](教育博物館併設)
1878年5月1日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年大蔵省甲布達第013号｢起業公債証書発行条例｣公布
1878年5月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾊﾞﾔﾓ,ﾏﾝｻﾆｰﾘｮに続きﾍﾞﾘｻﾘｵ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾗﾙﾀ大佐の率いるｵﾙｷﾞﾝも陥落
1878年5月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾜｯｼｭﾊﾞｰﾝ製粉所大爆発>ﾐﾈｿﾀ州･ﾐﾈｱﾎﾟﾘｽにあるﾜｯｼｭﾊﾞｰﾝ製粉所で粉塵爆発.18
  人が死亡
1878年5月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾞｩﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾏﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｳﾞｨｯﾀﾗ･ﾗｵ｣(~18921203没)
1878年5月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督代行｢統治評議会:ｱｲﾚｽ･ﾃﾞ･ｵﾙﾈﾗｽ･ｴ･ｳﾞｧｽｺﾝｾ
  ﾛｽ(2回目)/ｼﾞｮｱﾝ･ｶｴﾀｰﾉ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ｶﾝﾎﾟｽ(2回目)/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ｿｱﾚｽ･ﾀﾞ･ｳﾞｪｲｶﾞ(2回目)/ﾄﾏｽ･ﾇﾈｽ･ﾀﾞ･ｾﾙｳﾞｧ･ｴ
  ･ﾓｳﾗ/ｱﾝﾄﾆｵ･ｾﾙﾋｵ･ﾃﾞ･ｿｳｻ･ｼﾞｭﾆｱ/ｴﾄﾞｩｱﾙﾄﾞ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾋﾟﾝﾄ･ﾊﾞﾙｾﾏﾝ(2度目)｣(~12.3)
1878年5月4日-09:00|日本|  ||明治11年|日本海軍の軍艦｢金剛｣(18770417ｲｷﾞﾘｽ･ﾊﾙのｱｰﾙｽ社で進水)就役
1878年5月4日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第008号｢株式取引所条例制定株式取引条例廃止｣
  公布;明治11年太政官布告第009号｢海外行印鑑免状渡方廃止外務省布達海外旅券規則ﾆ照準｣公布;明治11年太
  政官布告第010号｢蚕種原紙規則蚕種製造組合条例並会議局規則夏蚕製造方布告廃止｣公布
1878年5月13日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･
  ｷｬﾒﾛﾝ･ﾘｰｽﾞ｣(3回目~18790630)
1878年5月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶの物理学者ｼﾞｮｾﾌ･ﾍﾝﾘｰ没(17971217～)電磁誘導を発見
1878年5月14日-09:00|日本|東京都千代田区|明治11年|<死去>大久保利通.紀尾井坂にて西郷心酔者の石川県士
  族島田一郎ら5人に暗殺される(49歳､文政13(1830)0810生)
1878年5月15日-09:00|日本|  ||明治11年|朝野新聞,7日間の発行停止(日刊紙の発行停止の初め)
1878年5月15日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督代理｢ｱｰｻｰ･Bailey｣(~12.20)
1878年5月19日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾄﾇｰはﾌﾗﾝｽの保護領(ｶﾞﾎﾞﾝに付属)となる(1883年にﾎﾟﾙﾄﾉﾎﾞ保護領と合
  併)
1878年5月20日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国政府書記｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｼﾞｪﾚﾐｱｽ･ﾌﾞﾘﾆｮｰ｣(~19020531)
1878年5月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾊﾟﾘ万国博覧会｣開催(～11月10日)[会場]ｼｬﾝ･ﾄﾞ･ﾏﾙｽ庭園[主催]政府･民間(日
  本参加)[入場者]16,032,725人●｢ｴｼﾞｿﾝの初期蓄音器､馬車用ｺﾞﾑ､ﾀｲﾔ､自動車､500人乗り係留<開館>ﾄﾛｶﾃﾞﾛ水
  族館
1878年5月21日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ駐在ﾛｼｱ帝国弁務官｢ｸﾆｬｰｽﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾄﾞﾝﾄﾞ
  ｩｺﾌｺﾙｻｺﾌ｣(~18790709)
1878年5月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｶﾙﾊﾞｰﾙ大統領,ｽﾍﾟｲﾝとの和平を受け入れ､ﾛﾏ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾗｰﾀﾞでｽﾍﾟｲﾝに対し
  降服
1878年5月23日-09:00|日本|  ||明治11年|文部省､学制に基づき制定された小学教則等を一括廃止
1878年5月24日-09:00|日本|  ||明治11年|<死去>初代鶴澤清六(55歳)文楽義太夫節三味線方
1878年5月24日-09:00|日本|京都府立聾学校||日本初の盲唖学校の｢京都盲唖院｣が京都市上京区に開校/生徒は
  盲児20名､聾児29名で､生徒の通学には人力車十数両が用いられる
1878年5月25日-09:00|日本|  ||明治11年|札幌農学校でｸﾗｰｸ博士が提唱していた第1回運動会が開催される(学
  校運動会の初め)
1878年5月25日-09:00|日本|  ||明治11年|有害鳥の排除規則施行(17日布達)
1878年5月27日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第012号｢貿易銀貨一般通用｣公布;明治11年太政
  官布告第013号｢貨幣条例中貨幣通用制限第五節並造幣規則中改正｣公布;明治11年太政官布告第014号｢違式ｶｲ
  違条例第三条中増加｣公布
1878年5月28日-09:00|日本|  ||明治11年|新富座新築落成
1878年5月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国総理大臣｢ﾐｭｰﾃﾙｼﾑ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾘｭｼｭﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(5期目~6.4)
1878年5月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾗｯｾﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｯｾﾙ｣元ｲｷﾞﾘｽ首相(生年1792年)
1878年5月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾗｯｾﾙ伯｢ﾌﾗﾝｸ･ﾗｯｾﾙ｣(~19310303死去)
1878年5月28日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾗﾎﾞﾙﾄﾞ｣(~18
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  790321)
1878年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1878/5/18|ﾛｼｱがｲｷﾞﾘｽと秘密協定を結び､ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ大公国の領土を
  縮小することに合意
1878年5月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞｯｸ紙幣回収禁止法制定
1878年6月-09:00|日本|  ||明治11年|加賀大聖寺から丸岡町にいたる新道が完成
1878年6月-09:00|日本|広島修道大学|明治11年|修道館を母体に私立浅野学校設立
1878年6月-01:00|ｺｿﾎﾞ/ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｺｿﾎﾞのﾜﾘｽ(総督)｢ﾒﾌﾒﾄ･ﾅｼﾞﾌ･ﾊﾟｼｬ･ﾏﾅｽﾃｨﾙﾘ｣(~1879年12月)
1878年6月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||鉄製快速船ﾛｯｸ･ｱｰﾄﾞ号がｳﾞｨｸﾄﾘｱの南海岸で難破し､45人が死亡し､2人が生
  き残った
1878年6月1日-09:00|日本|東京証券取引所|明治11年|小松彰･渋沢喜作(栄一)ら,東京兜町に東京株式取引所を
  開業
1878年6月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||日本がﾊﾟﾘで万国郵便連合条約に調印
1878年6月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ皇帝ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世が狙撃され重傷
1878年6月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､樹木伐採法と樹木及び石材法制定
1878年6月4日-09:00|日本|  ||明治11年|海軍兵学校横須賀分校を海軍兵学校附属海軍機関学校と改称
1878年6月4日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国総理大臣｢ｻﾌｪｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~12.4)
1878年6月4日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ｱｰｻｰ･Borton卿｣(~18840408)
1878年6月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ帝国摂政｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｫﾝ･ﾌﾟﾛｾｲﾝ｣(~18781205/無能力のｳﾞｨﾙﾍ
  ﾙﾑのために代行)
1878年6月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||ｲｷﾞﾘｽとｵｽﾏﾝ帝国の間に秘密同盟が結ばれる/ｲｷﾞﾘｽはｷﾌﾟﾛｽ島の支
  配権を獲得
1878年6月5日-09:00|日本|  ||明治11年|春季皇霊祭(春分日)･秋季皇霊祭(秋分日)制定
1878年6月6日-09:00|日本|  ||明治10年|<大相撲>明治11年6月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(西幕
  内格別席)響矢,6勝1敗1分2休/梅ヶ谷31連勝
1878年6月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとｵｰｽﾄﾘｱが秘密協定を結び､ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ領土の削減とﾛｼｱの南下政策
  を阻止することで合意
1878年6月7日-09:00|日本|  ||明治11年|<開館>新富座(東京市京橋区新富町6丁目,新築)舞台内外にｶﾞｽ灯を設
  置するなど近代的な装置を施す
1878年6月9日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ･ｼｬﾙﾙ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾃﾞｭﾓﾙﾃｨｴ､政治家･植物学者(生年1797年)
1878年6月10日-09:00|日本|  ||明治11年|東京･市谷に陸軍士官学校が新築､開校式
1878年6月10日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第015号｢外国勲章佩用免許願手続改正｣公布
1878年6月10日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾀ総督｢ｱｰｻｰ･ﾎﾞｰﾄﾝ｣(~1884.4)
1878年6月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾉｰﾌｧｰ王ｴﾙﾝｽﾄ･ｵｳｶﾞｽﾄ2世(~19231114)
1878年6月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ=ﾃｳﾞｨｵｯﾄﾃﾞｲﾙ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ｣
1878年6月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ=ﾃｳﾞｨｵｯﾄﾃﾞｲﾙ公｢ｱｰﾈｽﾄ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ｣(~19190328､公位剥奪)
1878年6月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国のﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾘｯﾁｪﾙの開発した人力飛行船がﾏｰｸ･ｷﾝﾗﾝの操縦で､ｺﾈﾁｶｯﾄ
  州のﾊｰﾄﾌｫｰﾄﾞで飛行
1878年6月14日-09:00|日本|  ||明治11年|青山の大宮御所内に能楽堂開設
1878年6月15日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱの一部であるｲﾙｽﾞ･ﾁｪｽﾀｰﾌｨｰﾙﾄﾞをﾙｲ･ｱﾄﾞﾙﾌ･ｶﾞｲﾖﾝ中尉が
  ﾌﾗﾝｽに併合
1878年6月16日-09:00|日本|  ||明治11年|<死去>菊池容斎(91歳､生年1788年)絵師/｢前賢故実｣作者
1878年6月16日-09:00|日本|長崎県|明治11年|<改称>崎陽師範学校(新町)⇒長崎県立師範学校;<廃止>佐賀師範
  学校
1878年6月19日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ内閣長官｢ﾕﾍﾞｰﾙ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｳﾞｧﾙﾃｰﾙ･ﾌﾚｰﾙ=ｵﾙﾊﾞﾝ｣(2回目~1884061
  6)
1878年6月19日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ管理者｢ｱｰｻｰ･ｴﾘﾊﾞﾝｸ･ﾊﾌﾞﾛｯｸ｣(~18790829)
1878年6月20日-09:00|日本|  ||明治11年|福井の九十九橋修復,すべて板橋となる
1878年6月21日-09:00|日本|三重県亀山市|明治11年|<死去>石川成之(24歳)元伊勢亀山藩主･知藩事
1878年6月21日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治11年|<設立>貸付商会(山梨;のち富士銀行)
1878年6月22日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|明治11年|<死去>松平直春(69歳)元越後糸魚川藩主
1878年6月24日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総督兼総司令官｢ｶｽﾍﾟ伯Eulogio Despujol y Dussay｣(~1881
  0706)
1878年6月25日-09:00|日本|  ||明治11年|<創刊>興風社｢広島雑誌｣
1878年6月26日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西太平洋高等弁務官代行｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾞﾘｰ｣(~18790910)
1878年6月26日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｨｼﾞｰ総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ｳﾞｰ｣(1回目~18790910)
1878年6月27日-09:00|日本|お茶の水女子大学|明治11年|東京女子師範学校に幼稚園保姆練習科を設置
1878年6月28日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||ﾎﾞｽﾆｱで反乱(~8.19)
1878年6月29日-09:00|日本|  ||明治11年|医師の薬商兼業を禁止
1878年6月29日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年内務省甲布達第020号｢部分木仕付条例第四条中加除｣公布
1878年7月-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第六十四国立銀行(大津;7.20開業)
1878年7月-09:00|日本|  ||明治11年|横浜市､婦女弄鞠社に山手公園の地を貸与してﾃﾆｽｺｰﾄを設置
1878年7月-09:00|日本|  ||明治11年|木製貨客船｢運輸丸｣(128G/T)大阪･安治川で建造進水
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1878年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝｸﾞﾘ国統治者(ﾗｵ)｢ｳｫｰﾗｰ｣(~1880年8月)
1878年7月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||ｽｰﾀﾞﾝのﾊﾞﾌﾙ･ｱﾙ･ｶﾞｻﾞｰﾙ州で反乱
1878年7月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾋｭｰｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)
1878年7月1日-09:00|日本|  ||明治11年|<設置>我が国初の地方測候所｢内務省地理局長崎測候所｣(長崎県肥前
  国西彼杵郡下長崎村十善寺郷中ﾉ平361番地)/電信回線が開通している兵庫､仙台､新潟､青森にもそれぞれ設置
  /気象観測は毎日3回行なわれ､内務省地理局測量課へ電信で報告
1878年7月1日-09:00|日本|  ||明治11年|<創刊>愛善社｢芳譚雑誌｣家庭常備薬｢宝丹｣の本舗がｽﾎﾟﾝｻｰのPR誌
1878年7月1日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾊﾞｽｺｹﾞﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ･ｴ･ﾒﾈｾｽ｣(~1880
  0708)
1878年7月2日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第016号｢銀行紙幣五円札発行｣公布
1878年7月3日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾋｭｰｺﾞ･ｸﾞﾃﾞｱ･ﾃﾞ･ﾗｾﾙﾀﾞ･ｶｽﾃﾛ･ﾌﾞﾗﾝｺ｣(2
  期目~18800901)
1878年7月4日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年大蔵省甲布達第023号｢起業公債証書発行条例中追加削除｣公
  布
1878年7月6日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾏﾘｱ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ｲ･ｻﾝﾃｨﾝ｣(5回目~9.2)
1878年7月7日-09:00|日本|  ||明治11年|<死去>3代澤村田之助(34歳)歌舞伎役者(女形名人)
1878年7月9日-09:00|日本|京都府京都市|明治11年|<死去>鷹司輔熙(72歳)元関白､右大臣
1878年7月10日-09:00|日本|東京都|明治11年|政府が東京神田神保町に､府立脚気病院設立
1878年7月12日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領ｷﾌﾟﾛｽ行政官｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲ卿｣(~22日)
1878年7月12日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ﾊﾌｨｽﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~8.19)
1878年7月13日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||ｲｽﾏｲﾙ郡､ﾁｬﾌﾙ郡､ﾎﾞﾙｸﾞﾗｰﾄﾞ郡がﾛｼｱに返還される
1878年7月13日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｾﾙﾋﾞｱ/ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||ﾍﾞﾙﾘﾝ会議で､ｾﾙﾋﾞｱ･ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ･ﾙｰﾏﾆｱ独立承認
1878年7月13日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ﾆｯｼｭをｾﾙﾋﾞｱが併合
1878年7月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾙﾘﾝ会議で､露土戦争調停のｻﾝ･ｽﾃﾌｧﾉ条約が破棄され､ﾍﾞﾙﾘﾝ条約が
  締結される/ｻﾝ･ｽﾃﾌｧﾉ条約で定められたｾﾙﾋﾞｱ､ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ､ﾙｰﾏﾆｱの三国の独立は認められた/ｾﾙﾋﾞｱとﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛの領
  土は戦争前と比べて拡大したものの､ｻﾝ･ｽﾃﾌｧﾉ条約で得た領土の大部分はｵｽﾏﾝ帝国に返還/ｻﾝ･ｽﾃﾌｧﾉ条約で成
  立した､広汎な自治権を持つ大ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ公国は三分割/ﾏｹﾄﾞﾆｱはｵｽﾏﾝ帝国に返還､残る地域のうち､ﾊﾞﾙｶﾝ山脈以
  北がｵｽﾏﾝ帝国主権下の自治国であるﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ自治公国となり､ﾊﾞﾙｶﾝ山脈以南はｵｽﾏﾝ帝国の自治州である東ﾙﾒﾘ
  自治州となった/ｻﾝ･ｽﾃﾌｧﾉ条約では自治権が付与されることになっていたﾎﾞｽﾆｱとﾍﾙﾂｪｺﾞｳﾞｨﾅは､ｵｰｽﾄﾘｱ･ﾊﾝｶﾞﾘ
  ｰ帝国が占領することとなった(ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ併合)/ｻﾝ･ｽﾃﾌｧﾉ条約では黒海南岸のﾊﾞﾄｩﾐとｱﾅﾄﾘｱ東部のｶﾙｽ､
  ｱﾙﾀﾞﾊﾝ､ﾄﾞｩﾊﾞﾔｼﾞﾄがﾛｼｱに割譲されることになっていたが､このうちﾄﾞｩﾊﾞﾔｼﾞﾄはｵｽﾏﾝ帝国に返還
1878年7月15日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>外人専用ﾎﾃﾙ｢富士屋ﾎﾃﾙ｣(箱根町宮ﾉ下359/温泉村底倉359,藤
  屋旅館を買収→1906年西洋館1号･2号開業)
1878年7月15日-09:00|日本|  ||明治11年|工部大学校開校式挙行
1878年7月19日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>大阪株式取引所
1878年7月19日-09:00|日本|横浜銀行|明治11年|<創立>横浜第七十四国立銀行(横浜･南仲通;7.30開業)
1878年7月19日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾎｾ･ﾎﾙﾍ･ﾛｱｲｻﾞ･ｲ･ｺｼｵ｣(2回目~12.16)
1878年7月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾃﾆｽ>第2回ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ選手権男子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ﾌﾗﾝｸ･ﾊﾄﾞｰ
1878年7月22日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第017号｢郡区町村編制法｣公布;明治11年太政官
  布告第018号｢府県会規則｣公布;明治11年太政官布告第019号｢府県税及民費ﾉ名ｦ以ﾃ徴収ｾﾙ府県費区費ｦ地方税ﾄ
  改ﾒ規則ｦ定ﾑ｣公布
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての阿賀郡発足,郡役所は新見村;下
  道郡発足,郡役所は川辺村;賀陽郡発足,郡役所は八部村;窪屋郡発足,郡役所は倉敷村;御野郡､岡山区発足､郡
  役所は巌井村;児島郡発足,郡役所は味野村;勝南郡発足,郡役所は勝間田村;上房郡発足,郡役所は高梁本町;真
  島郡発足,郡役所は高田村;赤坂郡発足､郡役所は町刈田村;川上郡発足,郡役所は下原(東成羽)村;津高郡発足､
  郡役所は金川村;都宇郡発足,郡役所は下撫川村;磐梨郡発足､郡役所は吉原村;邑久郡発足,郡役所は尾張村;和
  気郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県英田郡|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての英田郡発足;行政区画と
  しての吉野郡発足,郡役所は下庄(下町)村
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県浅口郡|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての浅口郡発足,郡役所は玉
  島村
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県井原市|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての下道郡発足,郡役所は井
  原村
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県岡山市|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての岡山区･上道郡発足,郡役
  所は藤井村
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県小田郡|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての小田郡発足,郡役所が笠
  岡町
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県勝田郡|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての勝北郡発足,郡役所は勝
  加茂西村
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県久米郡|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての久米南条郡･久米北条郡
  発足
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県津山市|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての東南条郡･東北条郡発足
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1878年7月22日-09:00|日本|岡山県苫田郡|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての西西条郡･西北条郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県新見市|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての阿賀郡発足,郡役所は新
  見村
1878年7月22日-09:00|日本|岡山県真庭市|明治11年|<発足>岡山県で行政区画としての大庭郡発足,郡役所は久
  世村
1878年7月22日-09:00|日本|香川県|明治11年|<発足>愛媛県香川郡が行政区画として発足､郡役所を高松に設置;
  鵜足郡が行政区画として発足｢阿野鵜足郡役所｣が阿野郡坂出村に設置され阿野郡とともに管轄;寒川郡が行政
  区画として発足､｢大内寒川郡役所｣が津田村に設置され大内郡とともに管轄;豊田郡が行政区画として発足｢豊
  田三野郡役所｣が観音寺村に設置され三野郡とともに管轄
1878年7月22日-09:00|日本|香川県綾歌郡|明治11年|<発足>愛媛県阿野郡が行政区画として発足｢阿野鵜足郡役
  所｣が坂出村に設置され鵜足郡とともに管轄
1878年7月22日-09:00|日本|香川県木田郡|明治11年|<発足>愛媛県三木郡が行政区画として発足｢三木山田郡役
  所｣が三木郡池戸村に設置され山田郡とともに管轄
1878年7月22日-09:00|日本|香川県小豆郡|明治11年|<発足>愛媛県小豆郡が行政区画として発足､郡役所を土庄
  町に設置
1878年7月22日-09:00|日本|香川県高松市|明治11年|<発足>愛媛県山田郡が行政区画として発足｢三木山田郡役
  所｣が三木郡池戸村に設置され三木郡とともに管轄
1878年7月22日-09:00|日本|香川県仲多度郡|明治11年|<発足>愛媛県[多度郡･那珂郡]が行政区画として発足｢那
  珂多度郡役所｣が那珂郡丸亀に設置されともに管轄
1878年7月22日-09:00|日本|香川県東かがわ市|明治11年|<発足>愛媛県大内郡が行政区画として発足｢大内寒川
  郡役所｣が寒川郡津田村に設置され寒川郡とともに管轄
1878年7月22日-09:00|日本|香川県三豊市|明治11年|<発足>愛媛県三野郡が行政区画として発足｢豊田三野郡役
  所｣が豊田郡観音寺村に設置され豊田郡とともに管轄
1878年7月22日-09:00|日本|岐阜県|明治11年|<発足>岐阜県で益田郡･下石津郡･海西郡･各務郡･吉城郡･恵那郡･
  山県郡･席田郡･大野郡･中島郡･土岐郡･武儀郡･本巣郡･郡上郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|岐阜県安八郡|明治11年|<発足>岐阜県で安八郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|岐阜県揖斐郡|明治11年|<発足>岐阜県で大野郡･池田郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|岐阜県可児郡|明治11年|<発足>岐阜県で可児郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|岐阜県加茂郡|明治11年|<発足>岐阜県で加茂郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|明治11年|<発足>岐阜県で厚見郡･方県郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|岐阜県羽島郡|明治11年|<発足>岐阜県で羽栗郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|岐阜県不破郡|明治11年|<発足>岐阜県で上石津郡･多芸郡･不破郡が行政区画として
  発足
1878年7月22日-09:00|日本|高知県|明治11年|<発足>高知県で行政区画としての土佐郡･幡多郡･高岡郡･吾川郡･
  長岡郡･香美郡･安芸郡補足
1878年7月22日-09:00|日本|佐賀県|明治11年|<発足>佐賀県で行政区画としての佐賀郡･神埼郡･養父郡･基肄郡･
  小城郡･杵島郡･藤津郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|佐賀県西松浦郡|明治11年|<発足>長崎県松浦郡を分割し行政区画としての西松浦郡
  発足
1878年7月22日-09:00|日本|佐賀県東松浦郡|明治11年|<発足>長崎県松浦郡を分割し行政区画としての東松浦郡
  発足
1878年7月22日-09:00|日本|佐賀県三養基郡|明治11年|<発足>佐賀県で行政区画としての三根郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|島根県|明治11年|<発足>島根県で行政区画としての秋鹿郡･仁多郡･邇摩郡･安濃郡･
  邑智郡･那賀郡･鹿足郡･神門郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|島根県飯石郡|明治11年|<発足>島根県で行政区画としての飯石郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|島根県出雲市|明治11年|<発足>島根県で行政区画としての出雲郡･楯縫郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|島根県雲南市|明治11年|<発足>島根県で行政区画としての大原郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|島根県隠岐郡|明治11年|<発足>島根県で行政区画として周吉郡･穏地郡･知夫郡･海
  士郡が発足
1878年7月22日-09:00|日本|島根県益田市|明治11年|<発足>島根県で行政区画としての美濃郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|島根県松江市|明治11年|<発足>島根県で行政区画としての島根郡･意宇郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|島根県安来市|明治11年|<発足>島根県で行政区画としての能義郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|千葉県|明治11年|<発足>千葉県で行政区画として長柄郡･海上郡･匝瑳郡･上埴生郡
  発足;行政区画としての望陀郡･周准郡が発足､郡役所は天羽郡とともに望陀郡木更津村に置かれた;行政区画
  としての千葉郡発足､市原郡とともに千葉町に｢千葉市原郡役所｣設置管轄;下総国葛飾郡のうち千葉県に属す
  る部分が分立して東葛飾郡となる;埴生郡の区域に行政区画としての下埴生郡を設立;相馬郡のうち千葉県に
  属する部分に南相馬郡を設置､印旛郡佐倉新町に設けられた郡役所が印旛郡､下埴生郡および南相馬郡の3郡を
  管轄
1878年7月22日-09:00|日本|千葉県市原市|明治11年|<発足>千葉県で行政区画としての市原郡発足､千葉郡とと
  もに千葉町に｢千葉市原郡役所｣設置管轄
1878年7月22日-09:00|日本|千葉県印旛郡|明治11年|<発足>千葉県で行政区画として印旛郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|千葉県香取郡|明治11年|<発足>千葉県で行政区画として香取郡発足
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1878年7月22日-09:00|日本|千葉県山武郡|明治11年|<発足>千葉県で行政区画として武射郡･山辺郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|千葉県富津市|明治11年|<発足>千葉県で行政区画としての天羽郡が発足､郡役所は
  望陀郡･周淮郡とともに望陀郡木更津村に置かれた
1878年7月22日-09:00|日本|徳島県|明治11年|<発足>徳島県で行政区画としての麻植郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|徳島県阿波市|明治11年|<発足>徳島県で行政区画としての阿波郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|徳島県板野郡|明治11年|<発足>徳島県で行政区画としての板野郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|徳島県海部郡|明治11年|<発足>徳島県で行政区画としての海部郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|徳島県勝浦郡|明治11年|<発足>徳島県で行政区画としての勝浦郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|徳島県那賀郡|明治11年|<発足>徳島県で行政区画としての那賀郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|徳島県美馬郡|明治11年|<発足>徳島県で行政区画としての美馬郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|徳島県名西郡|明治11年|<発足>徳島県で行政区画としての名西郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|徳島県名東郡|明治11年|<発足>徳島県で行政区画としての名東郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|徳島県三好郡|明治11年|<発足>徳島県で行政区画としての三好郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|鳥取県岩美郡|明治11年|<発足>鳥取県で行政区画としての岩井郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|鳥取県西伯郡|明治11年|<発足>鳥取県で行政区画としての会見郡･汗入郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|鳥取県東伯郡|明治11年|<発足>鳥取県で行政区画としての河村郡･八橋郡･久米郡発
  足
1878年7月22日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|明治11年|<発足>鳥取県で行政区画としての気多郡･高草郡･法美郡･
  邑美郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|鳥取県日野郡|明治11年|<発足>鳥取県で行政区画としての日野郡発足
1878年7月22日-09:00|日本|鳥取県八頭郡|明治11年|<発足>鳥取県で行政区画としての智頭郡･八上郡･八東郡発
  足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県|明治11年|<発足>三重県[伊賀郡･鈴鹿郡･奄芸郡･一志郡･答志郡]が行政区画
  として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県伊賀市|明治11年|<発足>三重県[阿拝郡･山田郡]が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県員弁郡|明治11年|<発足>三重県員弁郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県桑名郡|明治11年|<発足>三重県桑名郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県志摩市|明治11年|<発足>三重県河曲郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|明治11年|<発足>三重県英虞郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県多気郡|明治11年|<発足>三重県多気郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県津市|明治11年|<発足>三重県安濃郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県名張市|明治11年|<発足>三重県名張郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県松阪市|明治11年|<発足>三重県[飯高郡･飯野郡]が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県三重郡|明治11年|<発足>三重県[三重郡･朝明郡]が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|三重県度会郡|明治11年|<発足>三重県度会郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|山口県|明治11年|<発足>山口県[厚狭郡･豊浦郡･都濃郡･佐波郡･吉敷郡]が行政区画
  として発足
1878年7月22日-09:00|日本|山口県阿武郡|明治11年|<発足>山口県阿武郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|山口県大島郡|明治11年|<発足>山口県大島郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|山口県玖珂郡|明治11年|<発足>山口県玖珂郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|山口県熊毛郡|明治11年|<編入>山口県熊毛郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|山口県下関市|明治11年|<発足>山口県赤間関区が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|山口県長門市|明治11年|<編入>山口県大津郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|山口県萩市|明治11年|<分割>山口県見島郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|山口県美祢市|明治11年|<発足>山口県美祢郡が行政区画として発足
1878年7月22日-09:00|日本|山梨県|明治11年|<発足>山梨県巨摩郡のうち44村の区域をもって北巨摩郡が発足,
  郡役所を河原部村に設置;巨摩郡のうち25村の区域をもって南巨摩郡が発足,郡役所を鰍沢村に設置;都留郡の
  うち18村の区域をもって北都留郡が発足,郡役所を大原村に設置;山梨郡のうち31村の区域をもって東山梨郡
  が発足,郡役所を日下部村に設置;八代郡のうち42村の区域をもって東八代郡が発足,郡役所を鵜飼村に設置
1878年7月22日-09:00|日本|山梨県甲府市|明治11年|<発足>山梨県山梨郡のうち1町15村の区域をもって西山梨
  郡が発足,郡役所を甲府常盤町に設置
1878年7月22日-09:00|日本|山梨県中巨摩郡|明治11年|<発足>山梨県巨摩郡のうち52村の区域をもって中巨摩郡
  が発足,郡役所を竜王村に設置
1878年7月22日-09:00|日本|山梨県西八代郡|明治11年|<発足>山梨県八代郡のうち35村の区域をもって西八代郡
  が発足,郡役所を市川大門村に設置
1878年7月22日-09:00|日本|山梨県南都留郡|明治11年|<発足>山梨県都留郡のうち21村の区域をもって南都留郡
  が発足,郡役所を谷村に設置
1878年7月22日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領ｷﾌﾟﾛｽ高等弁務官･最高司令官｢ｶﾞｰﾈｯﾄ･ｼﾞｮｾﾌ･ｳｫﾙｽﾞ
  ﾘｰ卿｣(~18790623)
1878年7月24日-08:00|中国|  ||清･光緒4年6月25日|李鴻章が､招商局の石炭を自給するため､中国初の近代的炭
  坑の開平鉱務局を設立
1878年7月25日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治11年|日米修好通商条約中,関税改定約書調印(翌年7月1日布告,但し



1880迄(3454件)

  発効せず)
1878年7月25日-09:00|日本|  ||明治11年|府県官職制制定(府県職制並事務章程廃止)
1878年7月26日-09:00|日本|  ||明治11年|<死去>建宮敬仁親王(2歳)明治天皇の皇子
1878年7月27日-09:00|日本|東京都新宿区|明治11年|大久保利通暗殺犯6名斬罪
1878年7月28日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治11年|高島炭鉱坑夫賃上げ要求し暴動､100余人逮捕
1878年7月29日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ﾙﾑﾀﾜｷﾙ･ｱﾙﾑｰｼﾝ･ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣
1878年7月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰ軍がﾎﾞｽﾆｱに出兵
1878年8月-09:00|日本|  ||明治11年|｢第2回秋田博覧会｣開催(～9月)[開催地]秋田県[会場]八橋植物園[入場者
  ]30,000人
1878年8月-09:00|日本|常陽銀行|明治11年|<設立>第五十国立銀行(土浦;9.9開業)
1878年8月-09:00|日本|山形銀行|明治11年|<設立>第八十一国立銀行(山形;12.16開業)
1878年8月-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾛｰｼﾞ王国統治者(ﾑﾌﾞﾑ･ﾜ･ﾘﾄｩﾝｶﾞ)｢ﾙﾎﾞｼ1世｣(1回目~1884年8月)
1878年8月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾐｯﾁｪﾙ｣
1878年8月1日-09:00|日本|  ||明治11年|渋沢栄一らによる東京商法会議所設立(のち,大阪･長崎･横浜に設立)
1878年8月1日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第四十四国立銀行(東京)
1878年8月3日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第020号｢常備兵役ｦ竟ﾍｻﾙ前分家ｽﾙｦ禁ｽ｣公布
1878年8月3日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾊﾊﾞﾅでｷｭｰﾊﾞ地区委員会を母体に自由党創設
1878年8月7日-09:00|日本|茨城県下妻市|明治11年|<死去>井上正兼(56歳)元常陸下妻藩主
1878年8月8日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督｢ﾄｰﾏｽ･ｶｰ｣(~18790402)
1878年8月9日-09:00|日本|  ||明治11年|新富座｢舞台明治世夜劇｣と題し歌舞伎最初の夜芝居興行
1878年8月9日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第021号｢薬用阿片売買並製造規則制定阿片取扱規
  則廃止｣公布
1878年8月9日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾆｰﾅ｣(~18801216)
1878年8月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺが､ｷﾌﾟﾛｽ島の統治権をｲｷﾞﾘｽに譲渡
1878年8月15日-09:00|日本|東京証券取引所|明治10年|大阪株式取引所開業
1878年8月15日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第百国立銀行(東京;9.4開業)
1878年8月16日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾎﾞﾙﾝﾀﾘｵの流れをくむ親ｽﾍﾟｲﾝ派,自由党に対抗して立憲連合党を結成
1878年8月18日-09:00|日本|日本郵政|明治10年|(小判)小判切手(1877年)額面:20銭,30銭,45銭発行
1878年8月19日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰ軍ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ司令官｢ﾖ
  ｰｾﾞﾌ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｨﾘﾎﾟｳﾞｨｯﾁ･ﾌｫﾝ･ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ｣(~11.18)
1878年8月21日-09:00|日本|  ||明治11年|<死去>林玄仲､医師･役人(生年1795年)
1878年8月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国弁護士協会設立
1878年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾌｧｳﾞｪﾙ･ﾘｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ､児童文学作家(生年1802年)
1878年8月23日-09:00|日本|東京都千代田区|明治11年|近衛砲兵隊が､減給などに反発して反乱を起こすが､翌日
  鎮圧される(竹橋騒動)
1878年8月24日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<就任>ﾌｻｲﾝ朝大法官｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾍﾞﾝ･ｲｽﾏｲﾙ･ｲｽﾏｲﾙ｣無所属(~18810912)
1878年8月27日-09:00|日本|  ||明治11年|大阪商法会議所設立
1878年8月27日-09:00|日本|東京証券取引所|明治11年|五代友厚ら,大阪北浜に大阪株式取引所を開業
1878年8月28日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第022号｢新旧公債証書発行条例並家禄引換公債
  利息渡方改正｣公布
1878年8月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｿﾞﾌﾞﾀﾞｯﾄ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ･ｼﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1910年)
1878年8月28日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ首相｢ﾎﾞｺﾞｽ･ﾇﾊﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~18790223)
1878年8月30日-09:00|日本|  ||明治11年|<竣工>亀甲橋(山梨市)
1878年8月30日-09:00|日本|群馬県|明治11年|<完成>群馬県衛生所兼医学校(→移築･相生村役場→桐生明治館)
1878年8月30日-08:00|中国|  ||清･光緒4年8月3日|福州の烏石山で､ｲｷﾞﾘｽ人司祭の住宅が焼き打ちされる
1878年9月-09:00|日本|日本郵船|明治11年|<開設>郵便汽船三菱会社[函館-根室]間定期航路
1878年9月-09:00|日本|ﾌｨﾃﾞｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治11年|<設立>第六十七国立銀行(鶴岡;12.1開業)
1878年9月-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第四十国立銀行(館林)
1878年9月1日-09:00|日本|新潟県長岡市|明治11年|<死去>牧野忠恭(55歳)元越後長岡藩主
1878年9月2日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢革命運動最高責任者:ﾕﾘｼｰｽﾞ･ｲﾗﾘｵﾝ･ﾋｭｰﾛｰ･ﾙ
  ﾍﾞｰﾙ/ﾁｪｻﾞﾚｵ･ｷﾞﾚﾙﾓ･ｲ･ﾊﾞｽﾀﾙﾄﾞ｣(~6日)
1878年9月3日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ政府が､ｳﾞｨｸﾄﾘｱからﾘｳﾞｪﾘｰﾅの交易を奪おうとして､ｸﾞﾚｲﾄ･ｻｻﾞ
  ﾝ鉄道をｳｫｶﾞｳｫｶﾞまで伸ばした
1878年9月3日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第023号｢札幌裁判所ｦ置ｷ宮城上等裁判所所轄ﾄｽ｣
  公布
1878年9月4日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第四十一国立銀行(栃木)
1878年9月5日-09:00|日本|  ||明治11年|新潟～東京間の電信開通
1878年9月6日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領代行｢ﾊｼﾝﾄ･ﾃﾞﾙ･ﾛｻﾘｵ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~30日)
1878年9月7日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第024号｢内国製ﾌﾗﾈﾙ紋羽綾木綿無税輸出差許ｽ｣公
  布
1878年9月9日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第025号｢金禄公債証書書入質入並売買解禁｣公布
1878年9月12日-09:00|日本|  ||明治11年|大阪に愛国社再興
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1878年9月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝでｴｼﾞﾌﾟﾄの ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾘｱからｲｷﾞﾘｽのﾃﾑｽﾞ河畔に運ばれてきた古代ｴｼﾞﾌﾟﾄ
  のｵﾍﾞﾘｽｸであるｸﾚｵﾊﾟﾄﾗの針をﾃﾑｽﾞ河畔の台座の上に設置
1878年9月13日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第026号｢金禄公債証書発行条例第二条但書追加｣
  公布
1878年9月14日-09:00|日本|伊予銀行|明治11年|<設立>第五十二国立銀行(愛媛県温泉郡紙屋町;9.25開業)
1878年9月15日-09:00|日本|  ||明治11年|<創刊>｢和光雑誌｣(河野一郎)
1878年9月15日-09:00|日本|  ||明治11年|<創設>名古屋博物館(名古屋区門前町総見寺境内,→1881年公立名古
  屋博物館)
1878年9月15日-09:00|日本|  ||明治11年|｢愛知県博覧会｣開催(～11月3日)[開催地]愛知県[会場]総見寺境内[
  主催]名古屋博物館
1878年9月16日-08:00|中国|  ||清の光緒4年8月20日|ﾛｼｱに逃亡していた陝西ｲｽﾗﾑ教徒の白彦虎､馬良会らが新
  彊のｳｼに侵入する
1878年9月17日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞ総選挙で保守党が勝利
1878年9月18日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<初演>ﾍﾞﾄﾞｼﾞﾌ･ｽﾒﾀﾅ《歌劇｢秘密｣》
1878年9月19日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第027号｢売薬規則中改正｣公布
1878年9月19日-09:00|日本|ﾌｨﾃﾞｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治11年|<設立>第六十七国立銀行(山形;12.1開業)
1878年9月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<創刊>｢ｻﾞ･ﾋﾝｽﾞｰ｣紙(ﾏﾄﾞﾗｽ)
1878年9月21日-09:00|日本|長崎県|明治11年|長崎県下にｺﾚﾗが流行､患者1854､死亡511
1878年9月25日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第七十二国立銀行(山形)
1878年9月27日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾓｰｶﾞﾝ｣(~18810624)
1878年9月27日-09:00|日本|静岡銀行|明治11年|<設立>第五十四国立銀行(駿東郡沼津宿;10.11開業)
1878年9月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｹｱﾝｽﾞ伯｢ﾋｭｰ･ﾏｯｶﾙﾓﾝﾄ･ｹｱﾝｽﾞ｣(~18850402死去)
1878年9月28日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第028号｢酒類税則中改正追加｣公布
1878年9月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･光緒4年9月3日|釜山･豆毛浦に税関を設置､日本製品に関税をかける
1878年9月30日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾀﾃﾞﾙｶﾞﾀﾞ民政知事｢Gualdino Alfredo Lobo de Gouve
  ia｣(1期目~18790619)
1878年9月30日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢国務大臣評議会:ﾁｪｻﾞﾚｵ･ｷﾞﾚﾙﾓ･ｲ･ﾊﾞｽﾀﾙﾄﾞ/
  ｱﾚﾊﾝﾄﾞﾛ･ｱﾝｸﾞﾛ･ｸﾞﾘﾃﾞｨ/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾗﾓﾝ･ﾏﾘｱ･ｱﾘｽﾃｨ･ﾃﾞｨｱｽ｣(~18790227)
1878年9月30日 10:00|ﾊﾜｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||最初のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人移民がﾌﾝｼｬﾙからﾊﾜｲ王国へ到着
1878年10月-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第七十八国立銀行(中津町)
1878年10月-09:00|日本|  ||明治11年|木製貨客船｢廣嶋丸｣(121G/T)大阪･湊屋新田で建造進水
1878年10月-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢al-Hadi Sharaf ad-Din｣(~18900608死去)
1878年10月1日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第031号｢国立銀行条例第五十七条改正｣公布
1878年10月1日-09:00|日本|JR|明治11年|新橋～横浜間および京都～神戸間,上･中等旅客に割引往復切手(割引
  往復乗車券)を発売
1878年10月1日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾐﾝﾄﾞﾝ･ﾐﾝ｣
1878年10月1日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾃｨﾎﾞｰ･ﾐﾝ｣(~18851129)
1878年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1878年10月1日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副知事｢Lothian Nicholson｣(~18830930)
1878年10月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｽﾜﾀﾗ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ｸｨﾈﾎﾞｰｸﾞ｣(1900t,ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ海軍工廠)
1878年10月3日-09:00|日本|ほくほくﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第九十一国立銀行(福井;12.9開業)
1878年10月3日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第三十八国立銀行(姫路;11.20開業)
1878年10月3日-08:00|中国|  ||清･光緒4年9月8日|清軍がｲｽﾗﾑ教徒の馬良会らを殺す
1878年10月4日-09:00|日本|長野県松本市|明治11年|<死去>松平光庸(81歳)元信濃松本藩主
1878年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第18回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ｼﾞｪﾐｰ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ(2回目)(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/157)
1878年10月5日-09:00|日本|ほくほくﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第五十七国立銀行(福井県武生;10.28開業
  )
1878年10月7日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第百八国立銀行(福島)
1878年10月7日-09:00|日本|  ||明治11年|<創建>出水神社(熊本市水前寺公園)
1878年10月7日-09:00|日本|第四銀行|明治11年|<設立>第七十一国立銀行(村上;11.15開業)
1878年10月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｸﾞﾉｰ《歌劇｢ﾎﾟﾘｭｸﾄ｣》
1878年10月8日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第百十二国立銀行(東京)
1878年10月8日-09:00|日本|岩手銀行|明治11年|<設立>第九十国立銀行(岩手;12.2開業)
1878年10月8日-09:00|日本|四国銀行|明治11年|<設立>第八十国立銀行(高知県土佐郡下知村農民町11番邸;10.2
  8開業)
1878年10月8日-09:00|日本|南都銀行|明治12年|<設立>｢第六十八国立銀行｣(奈良県大和郡山;18790111開業)
1878年10月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬはﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ南部の3つの地区と引き換えに､ﾛｼｱからﾙｰﾏﾆｱに割譲
  される
1878年10月9日-09:00|日本|  ||明治11年|<創刊>団団社､大衆雑誌｢驥尾団子｣(｢団団珍聞｣の附録小説欄を拡大
  独立)
1878年10月10日-09:00|日本|長野県諏訪市|明治11年|<死去>諏訪忠礼(26歳)元信濃諏訪藩主･知藩事
1878年10月10日-02:00|ﾚｿﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹｰﾌﾟ植民地政府ﾊﾞｽﾄﾗﾝﾄﾞ職員｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞﾝｶﾝ･ｸﾞﾘﾌｨｽ｣(3回目~188
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  10825)
1878年10月11日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第九十二国立銀行(福井;12.2開業)
1878年10月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ級砲艦｢ﾆﾌﾟｼｯｸ｣(1375t,ﾜｼﾝﾄﾝ海軍工廠)
1878年10月12日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第七十九国立銀行(松江;11.23開業)
1878年10月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  ||ﾛｼｱ暦9月30日|ﾛｼｱを牽制する目的で､ｲｷﾞﾘｽ軍がｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝへの
  侵攻を開始
1878年10月13日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国閣僚評議会議長｢ﾖｳﾞｧﾝ･ﾘｽﾃｨ｣(3度目~18801102)
1878年10月14日-09:00|日本|  ||明治11年|兵庫商法会議所設立
1878年10月14日-09:00|日本|常陽銀行|明治11年|<設立>第六十二国立銀行(水戸;10.25開業)
1878年10月15日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第百七国立銀行(福島)
1878年10月15日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第032号｢内国船難破及漂流物取扱規則中第三十
  八条増加｣公布
1878年10月15日-09:00|日本|東京都|明治11年|竹橋事件首謀者53名銃殺刑
1878年10月15日-09:00|日本|りそなﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治11年|<設立>第八十五国立銀行(川越町百七十七番地;12.17
  開業)
1878年10月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶでｴｼﾞｿﾝが電灯会社を設立(後のｾﾞﾈﾗﾙ･ｴﾚｸﾄﾘｯｸ)
1878年10月16日-09:00|日本|  ||明治11年|札幌農学校演武場(北海道)完成(→時計台)
1878年10月17日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第九十五国立銀行(東京)
1878年10月17日-09:00|日本|四国銀行|明治11年|<設立>第三十七国立銀行(高知;12.8開業)
1878年10月17日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||<就任>ｶﾅﾀﾞ総理大臣｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ卿｣(2回目~18910606)
1878年10月18日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第七十八国立銀行(大分;11.20開業)
1878年10月18日-09:00|日本|ほくほくﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第四十七国立銀行(千葉県市原郡八幡宿
  浜本町;11.15開業)
1878年10月18日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第四十二国立銀行(大阪)
1878年10月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾋﾞｽﾏﾙｸが｢社会主義者鎮圧法｣を制定(1890年廃止)
1878年10月19日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶﾅﾀﾞ総督代行｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾚﾅｰﾄﾞ･ﾏｸﾄﾞｩｰｶﾞﾙ卿｣(~11.25)
1878年10月20日-09:00|日本|東京大学|明治11年|東京大学に生物学会創立
1878年10月20日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰ軍がﾎﾞｽﾆｱ占領完了
1878年10月21日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第033号｢違式ｶｲ違条例中贖金ｦ科料ﾄ改ﾒ第三条
  改正｣公布;明治11年太政官布告第034号｢明治十年第七十九号布告租税未納者処分第五条第六条追加｣公布
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県|明治11年|<発足>宮城県桃生郡が行政区画として発足､郡役所を広淵村に置
  く;名取郡が行政区画として発足,郡役所を長町村に設置;志田郡が行政区画として発足,玉造郡と共に志田･玉
  造郡役所の所轄となり郡役所を古川村に設置;栗原郡が行政区画として発足,郡役所を築館村に置く;亘理郡が
  行政区画として発足,伊具郡と共に伊具･亘理郡役所の所轄となり,郡役所は伊具郡角田本郷に設置
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県伊具郡|明治11年|<発足>宮城県伊具郡が行政区画として亘理郡と共に伊具･
  亘理郡役所の所轄となり,郡役所を角田本郷に置く
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県大崎市|明治11年|<発足>宮城県玉造郡が行政区画として発足,志田郡と共に
  志田･玉造郡役所の所轄となり,郡役所は志田郡古川村に設置
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県牡鹿郡|明治11年|<発足>宮城県牡鹿郡が行政区画として発足,郡役所を石巻
  村に設置
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県刈田郡|明治11年|<発足>宮城県刈田郡が行政区画として発足,柴田郡と共に
  柴田･刈田郡役所の所轄,郡役所は柴田郡大河原村に設置
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県加美郡|明治11年|<発足>宮城県加美郡が行政区画として発足,黒川郡と共に
  黒川･加美郡役所の所轄,郡役所は黒川郡今村に設置
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県黒川郡|明治11年|<発足>宮城県黒川郡が行政区画として発足,加美郡と共に
  黒川･加美郡役所の所轄となり郡役所を今村に設置
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県柴田郡|明治11年|<発足>宮城県柴田郡が行政区画として発足,刈田郡と共に
  柴田･刈田郡役所の所轄となり郡役所を大河原村に置く
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県仙台市|明治11年|<発足>宮城県､仙台城下町が宮城郡から分立し行政区画と
  して仙台区が発足､小田原村の一部(小田原車通･小田原山本丁･小田原金剛院丁･小田原広丁･小田原大行院･小
  田原清水沼通･小田原牛小屋･小田原蜂屋敷)を編入
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県遠田郡|明治11年|<発足>宮城県遠田郡が行政区画として発足,郡役所を馬場
  谷地村に設置
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県登米市|明治11年|<発足>宮城県登米郡が行政区画として発足,郡役所を北方
  村の佐沼城下町に設置
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県宮城郡|明治11年|<発足>宮城県宮城郡が行政区画として発足,郡役所を南目
  村に設置
1878年10月21日-09:00|日本|宮城県本吉郡|明治11年|<発足>宮城県本吉郡が行政区画として発足,郡役所を本吉
  村(志津川宿)に設置
1878年10月22日-09:00|日本|常陽銀行|明治11年|<開業>第百四国立銀行(茨城)
1878年10月22日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治11年|<設立>盛産社(山梨;のち盛産合資会社;12.15開業)
1878年10月23日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第百三国立銀行(岩国;12.2開業)
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1878年10月24日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年文部省布達第005号｢東京府下ﾆ体操伝習所開設｣公布
1878年10月24日-09:00|日本|  ||明治11年|ｱﾒﾘｶ人ﾘ-ﾗﾝﾄﾞを招き､東京神田一橋に文部省直轄の体操伝習所を開
  設
1878年10月25日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第四十五国立銀行(東京)
1878年10月25日-09:00|日本|大垣共立銀行|明治11年|<設立>第七十六国立銀行(海津郡高須村;18790106開業)
1878年10月25日-09:00|日本|九州ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第百三十五国立銀行(熊本県宇土;18790415開
  業)
1878年10月26日-09:00|日本|  ||明治11年|<創刊>熊本毎日新聞
1878年10月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ暫定総督｢ﾙｲ･ﾃﾞﾒﾄﾘｳｽ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾈｽﾃｨ｣(2度目~18790223
  )
1878年10月28日-09:00|日本|長崎県|明治11年|<発足>長崎県松浦郡を分割し行政区画としての南松浦郡･北松浦
  郡発足;高来郡を分割し行政区画として島原半島部分の南高来郡､島原半島以外の北高来郡発足
1878年10月28日-09:00|日本|長崎県対馬市|明治11年|<発足>長崎県で行政区画としての下県郡･上県郡発足
1878年10月28日-09:00|日本|長崎県長崎市|明治11年|<発足>長崎県で行政区画としての長崎区発足
1878年10月28日-09:00|日本|長崎県西彼杵郡|明治11年|<発足>長崎線彼杵郡を分割し行政区画としての西彼杵
  郡成立
1878年10月28日-09:00|日本|長崎県東彼杵郡|明治11年|<発足>長崎線彼杵郡を分割し行政区画としての東彼杵
  郡成立
1878年10月28日-09:00|日本|八十二銀行|明治11年|<設立>第六十三国立銀行(松代;12.1開業)
1878年10月30日-09:00|日本|青森県上北郡|明治11年|<発足>青森県で北郡の一部(旧第7大区)をもって行政区画
  としての上北郡が発足･郡役所を七戸村に設置
1878年10月30日-09:00|日本|青森県北津軽郡|明治11年|<発足>青森県で津軽郡の一部をもって行政区画として
  の北津軽郡が発足･郡役所を五所川原村に設置
1878年10月30日-09:00|日本|青森県三戸郡|明治11年|<発足>青森県で行政区画としての三戸郡が発足･郡役所を
  八戸鳥屋部町に設置
1878年10月30日-09:00|日本|青森県下北郡|明治11年|<発足>青森県で北郡の一部(旧第6大区)をもって行政区画
  としての下北郡が発足･郡役所を田名部村に設置
1878年10月30日-09:00|日本|青森県中津軽郡|明治11年|<発足>青森県で津軽郡の一部をもって行政区画として
  の中津軽郡が発足･郡役所を弘前に設置
1878年10月30日-09:00|日本|青森県西津軽郡|明治11年|<発足>青森県で津軽郡の一部をもって行政区画として
  の西津軽郡が発足･郡役所を鯵ヶ沢町に設置
1878年10月30日-09:00|日本|青森県東津軽郡|明治11年|<発足>青森県で津軽郡の一部をもって行政区画として
  の東津軽郡が発足･郡役所を青森町に設置
1878年10月30日-09:00|日本|青森県南津軽郡|明治11年|<発足>青森県で津軽郡の一部をもって行政区画として
  の南津軽郡が発足･郡役所を黒石に設置
1878年11月-09:00|日本|  ||明治11年|<開通>弾正橋(東京京橋区)
1878年11月-09:00|日本|  ||明治11年|水府流太田派､東京浜町河岸に教場を開設
1878年11月-09:00|日本|  ||明治11年|木鉄混合汽船｢Flora Mcdonald｣(131G/T)英国で建造進水(→1883年,偕行
  会社(兵庫)の所有｢速凌丸｣と命名)
1878年11月-09:00|日本|大分県|明治11年|<発足>大分県で国東郡を分割し行政区画としての西国東郡･東国東郡
  発足;海部郡を分割し行政区画としての北海部郡発足;行政区画としての速見郡･大分郡･大野郡･直入郡発足
1878年11月-09:00|日本|大分県玖珠郡|明治11年|<発足>大分県で行政区画としての玖珠郡発足
1878年11月-09:00|日本|大分県佐伯市|明治11年|<発足>大分県で海部郡を分割し行政区画としての南海部郡発
  足
1878年11月-09:00|日本|大分県日田市|明治11年|<発足>大分県で行政区画としての日田郡発足
1878年11月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｶﾄﾞﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1879年)
1878年11月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｱﾘﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1879年11月)
1878年11月1日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第百二十国立銀行(茨城)
1878年11月1日-09:00|日本|百十四銀行|明治11年|<設立>第百十四国立銀行(香川県高松;百十四銀行の前身:11.
  6開業)
1878年11月1日-09:00|日本|広島県|明治11年|<発足>広島県[高田郡･佐伯郡･賀茂郡･御調郡･沼隈郡(郡役所は深
  津郡福山町)･芦田郡･甲奴郡]が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|広島県安芸郡|明治11年|<発足>広島県安芸郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|広島県庄原市|明治11年|<発足>広島県[恵蘇郡･三上郡･奴可郡]が行政区画として発
  足
1878年11月1日-09:00|日本|広島県神石郡|明治11年|<発足>広島県神石郡が行政区画として発足,郡役所は小畠
  村
1878年11月1日-09:00|日本|広島県世羅郡|明治11年|<発足>広島県世羅郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|広島県豊田郡|明治11年|<発足>広島県豊田郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|広島県広島市|明治11年|<発足>広島県[広島区･高宮郡･沼田郡]が行政区画として発
  足
1878年11月1日-09:00|日本|広島県福山市|明治11年|<発足>広島県[安那郡･深津郡･品治郡]が行政区画として発
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  足
1878年11月1日-09:00|日本|広島県三次市|明治11年|<発足>広島県[三谿郡･三次郡]が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|広島県山県郡|明治11年|<発足>広島県山県郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県|明治11年|<発足>福岡県[生葉郡･怡土郡･御笠郡･三池郡･嘉麻郡･竹野郡･山
  門郡･志摩郡･宗像郡]が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県朝倉郡|明治11年|<発足>福岡県[上座郡･夜須郡]が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県朝倉市|明治11年|<発足>福岡県下座郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県遠賀郡|明治11年|<発足>福岡県遠賀郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県糟屋郡|明治11年|<発足>福岡県糟屋郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県嘉穂郡|明治11年|<発足>福岡県穂波郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県北九州市|明治11年|<発足>福岡県企救郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県鞍手郡|明治11年|<発足>福岡県鞍手郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県久留米市|明治11年|<発足>福岡県山本郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県田川郡|明治11年|<発足>福岡県田川郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県筑後市|明治11年|<発足>福岡県下妻郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県筑紫郡|明治11年|<発足>福岡県那珂郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県築上郡|明治11年|<発足>福岡県[上毛郡･築城郡]が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県福岡市|明治11年|<発足>福岡県[福岡区･早良郡･席田郡]が行政区画として発
  足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県三井郡|明治11年|<発足>福岡県[御原郡･御井郡]が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県三潴郡|明治11年|<発足>福岡県三潴郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県京都郡|明治11年|<発足>福岡県[京都郡･仲津郡]が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|福岡県八女市|明治11年|<発足>福岡県上妻郡が行政区画として発足
1878年11月1日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第五十五国立銀行(兵庫)
1878年11月1日-09:00|日本|山形県|明治11年|<発足>山形県で村山郡のうち7町84村に行政区画としての南村山
  郡が発足,郡役所を山形旅籠町に設置;山形県で田川郡のうち鶴岡ほか1町114村に行政区画としての西田川郡
  が発足,郡役所を鶴岡馬場町に設置;山形県で置賜郡のうち1町63村に行政区画としての南置賜郡が発足,郡役
  所を米沢屋代町に設置
1878年11月1日-09:00|日本|山形県飽海郡|明治11年|<発足>山形県で行政区画としての飽海郡が発足,郡役所を
  酒田秋田町に設置
1878年11月1日-09:00|日本|山形県北村山郡|明治11年|<発足>山形県で村山郡のうち2町104村に行政区画として
  の北村山郡が発足,郡役所を楯岡村に設置
1878年11月1日-09:00|日本|山形県西置賜郡|明治11年|<発足>山形県で置賜郡のうち116村に行政区画としての
  西置賜郡が発足,郡役所を宮村に設置
1878年11月1日-09:00|日本|山形県西村山郡|明治11年|<発足>山形県で村山郡のうち118村に行政区画としての
  西村山郡が発足,郡役所を楯南村に設置
1878年11月1日-09:00|日本|山形県東置賜郡|明治11年|<発足>山形県で置賜郡のうち111村に行政区画としての
  東置賜郡が発足,郡役所を高畠村に設置
1878年11月1日-09:00|日本|山形県東田川郡|明治11年|<発足>山形県で田川郡のうち藤島村ほか197村に行政区
  画としての東田川郡が発足,郡役所を藤島村に設置
1878年11月1日-09:00|日本|山形県東村山郡|明治11年|<発足>山形県で村山郡のうち1町97村に行政区画として
  の東村山郡が発足,郡役所を天童村に設置
1878年11月1日-09:00|日本|山形県最上郡|明治11年|<発足>山形県で行政区画としての最上郡が発足,郡役所を
  新庄小田島町に設置
1878年11月2日-09:00|日本|第四銀行|明治11年|<設立>第百三十九国立銀行(高田;18790703開業)
1878年11月2日-09:00|日本|東京都|明治11年|<区制>東京府で豊島郡のうち12町25村の区域をもって行政区画と
  しての南豊島郡,13町65村の区域をもって行政区画としての北豊島郡が発足･郡役所を下板橋宿に設置;多摩郡
  に属する区域をもって行政区画としての東多摩郡が発足･郡役所を中野村に設置;葛飾郡に属する区域をもっ
  て行政区画としての南葛飾郡が発足･郡役所を小松川村大字逆井に設置;足立郡に属する区域をもって行政区
  画としての南足立郡が発足･郡役所を千住一丁目に設置;行政区画としての荏原郡が発足･郡役所を北品川宿(
  要津橋北岸)に設置
1878年11月2日-09:00|日本|東京都江東区|明治11年|<区制>東京府で深川95町村･南葛飾郡[深川本村の一部･猿
  江村の一部･深川毛利新田･大島村の一部･亀戸村の一部･八右衛門新田の一部･永代新田の一部･海辺新田･久左
  衛門新田の一部･平井新田の一部･石小田新田･千田新田]が合併区制施行→東京市深川区
1878年11月2日-09:00|日本|東京都新宿区|明治11年|<区制>東京府で四谷31町･鮫河橋谷2町･元鮫河橋町･元鮫河
  橋南町･麹町十一丁目･麹町十二丁目･麹町十三丁目･南豊島郡千駄ヶ谷村の一部･内藤新宿一丁目の一部･内藤
  新宿添地町の一部が合併区制施行→東京市四谷区;市ヶ谷22町･神楽3町･牛込47町･新小川3町･大久保余丁町･
  南豊島郡[牛込早稲田村･牛込改代町･牛込水道町]が合併区制施行→東京市牛込区
1878年11月2日-09:00|日本|東京都墨田区|明治11年|<区制>東京府で本所37町･南本所2町･柳島町･新小梅町･小
  梅瓦町･中ノ郷6町･小梅業平町･柳島横川町･南葛飾郡[須崎村･北本所出村の一部･南本所出村の一部･押上村･
  請地村の一部･中ノ郷村･亀戸村の一部･小梅村･柳島村の一部･深川本村の一部･八右衛門新田の一部･六軒堀出
  村]の一部が合併区制施行→東京市本所区
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1878年11月2日-09:00|日本|東京都台東区|明治11年|<区制>東京府で下谷27町･練塀町･上野公園地･上野11町･五
  條町･池ノ端2町･谷中10町･北豊島郡[日暮里村の一部･谷中村･金杉村の一部･下駒込村の一部･下谷竜泉町･千
  束村の一部･竜泉寺村･三ノ輪村の一部]が合併区制施行→東京市下谷区;浅草83町･向柳原･浅草公園地･新吉原
  5町･北豊島郡[地方山谷町･地方今戸町･地方橋場町の一部･千束村･坂本村の一部]が合併区制施行→東京市浅
  草区
1878年11月2日-09:00|日本|東京都中央区|明治11年|<区制>東京府で南槇町･北槇町･桶町･南大工町･南鍛冶町･
  五郎兵衛町･畳町･南紺屋町･西紺屋町･北紺屋町･中橋広小路町･南伝馬町･中橋和泉町･大鋸町･南鞘町･松川町･
  鈴木町･常盤町･具足町･因幡町･柳町･本材木町･炭町･元数寄屋町･山下町･山城町･南佐柄木町･加賀町･八官町･
  丸屋町･弓町･新肴町･弥左衛門町･鎗屋町･南鍋町･滝山町･惣十郎町･日吉町･金六町･京橋水谷町･銀座･尾張町･
  尾張町新地･竹川町･出雲町･南金六町･三十間堀･木挽町･采女町･南八丁堀･新富町･入船町･新栄町･新湊町･本
  湊町･船松町･明石町･築地･南小田原町･南飯田町･上柳原町･南本郷町･松屋町･高代町･岡崎町･元島町･水谷町･
  八丁堀仲町･永島町･長沢町･幸町･日比谷町･本八丁堀･富島町･南新堀･霊巌島5町･大川端町･長崎町･越前堀･川
  口町･東湊町･新船松町･佃島･石川島が合併区制施行→東京市京橋区;本銀町･本石町･本石町十軒店･本町･室町
  ･岩附町･金吹町･本革屋町･本両替町･駿河町･瀬戸物町･伊勢町･北鞘町･品川町･品川町裏河岸･本船町･長浜町･
  安針町･本小田原町･箱崎町･北新堀町･通･西河岸町･元四日市町･万町･青物町･呉服町･平松町･佐内町･元大工
  町･新右衛門町･川瀬石町･数寄屋町･箔屋町･檜物町･榑正町･上槇町･下槇町･本材木町･兜町･南茅場町･坂本町･
  三代町･北島町･亀島町･大伝馬塩町･小伝馬町･鉄砲町･大伝馬･通旅籠町･通油町･堀留町･田所町･堀江町･小船
  町･小網町･新大坂町･元浜町･彌生町･新材木町･新乗物町･長谷川町･富沢町･葺屋町･堺町･岩代町･新和泉町･高
  砂町･芳町･新葭町･住吉町･浪花町･小網町仲町･元大坂町･蠣殻町･松島町･小伝馬上町･亀井町･馬喰町･通塩町･
  横山町･吉川町･元柳町･新柳町･橘町･薬研堀町･米沢町･村松町･久松町･若松町･矢ノ倉町･浜町･中洲町が合併
  区制施行→東京市日本橋区
1878年11月2日-09:00|日本|東京都千代田区|明治11年|<区制>東京府で神田41町･通新石町･須田町･松田町･東福
  田町･西福田町･南乗物町･北乗物町･美倉町･東今川町･元岩井町･東紺屋町･東松下町･岩本町･東龍閑町･豊島町
  ･江川町･橋本町･金沢町･田代町･神田3町･松住町･一ツ橋通町･今川小路･南神保町･北神保町･表神保町･裏神保
  町･西小川町･三崎町･小川町･猿楽町･中猿楽町･裏猿楽町･美土代町･三河町･駿河台6町･連雀町･神田錦町･淡路
  町･雉子町･神田松下町･皆川町･神田関口町･神田蝋燭町･永富町･旭町･神田新銀町･神田佐柄木町･千代田町･新
  石町･神田竪大工町･神田多町･西今川町･神田塗師町･神田上白壁町が合併区制施行→東京市神田区;代官町･祝
  田町･宝田町･元千代田町･大手町･元衛町･竹平町･道三町･銭瓶町･永楽町･八重洲町･有楽町･西日比谷町･内山
  下町･霞ヶ関･裏霞ヶ関･外桜田町･三年町･永田町･飯田町･内幸町･麹町･麹町山元町･麹町紀尾井町･麹町隼町･
  麹町元園町･麹町平河町･平河町･富士見町･一番町･上二番町･下二番町･三番町･土手三番町･四番町･五番町･上
  六番町･中六番町･下六番町が合併区制施行→東京市麹町区
1878年11月2日-09:00|日本|東京都文京区|明治11年|<区制>東京府で小石川37町･西江戸川町･小日向12町･桜木
  町･音羽･東青柳町･西青柳町･関口4町･高田2町･雑司ヶ谷町･巣鴨3町･北豊島郡[小石川村･雑司ヶ谷村の一部･
  巣鴨村の一部･高田村の一部]が合併区制施行→東京市小石川区;本郷14町･湯島9町･妻恋町･駒込15町･丸山2町
  ･根津7町･向ヶ丘弥生町･北豊島郡[下駒込村･日暮里村の一部]が合併区制施行→東京市本郷区
1878年11月2日-09:00|日本|東京都港区|明治11年|<区制>東京府で元赤坂町･赤坂27町･溜池2町･霊南坂町･青山1
  7町･南豊島郡原宿村の一部が合併区制施行→東京市赤坂区;芝3町･源助町･露月町･柴井町･汐留2町･今入町･新
  幸町･二葉町･琴平町･南佐久間2町･新桜田町･桜田8町･兼房町･烏森町･日蔭2町･西久保6町･神谷町･葺手町･田
  村町･宇田川町･宇田川横町･神明町･芝公園地･芝54町･本芝7町･下高輪町･高輪4町･三田17町･白金5町･荏原郡
  白金村が合併区制施行→東京市芝区;飯倉8町･麻布39町･芝森元3町･芝北門前町･南豊島郡[下渋谷村の一部･原
  宿村の一部]が合併区制施行→東京市麻布区
1878年11月2日-09:00|日本|北越銀行|明治11年|<設立>第六十九国立銀行(長岡;12.20開業)
1878年11月2日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ﾁｬﾘﾗｵｽ･ｽﾊﾟｲﾙ･ｲ･ﾄﾞﾉｽ･ﾄﾘｺｳﾋﾟｽ｣(2回目~7日)
1878年11月3日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第百一国立銀行(福島)
1878年11月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾃｨ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｽﾙｼﾝｼﾞ3世･ﾀｸﾂｨﾝｼﾞ｣(~1900年没)
1878年11月5日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第八十二国立銀行(鳥取;11.24開業)
1878年11月6日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第七十五国立銀行認可(金沢;18790126開業)
1878年11月7日-09:00|日本|七十七銀行|明治11年|<設立>第七十七国立銀行(仙台;12.9開業)
1878年11月7日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ｽﾋﾟﾘﾄﾞﾉｽ･ｺｳﾓﾝﾄﾞｩﾛｽ｣(9回目~188003
  22)
1878年11月8日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第百十一国立銀行(京都;12.10開業)
1878年11月8日-09:00|日本|栃木県|明治11年|<発足>栃木県で都賀郡のうち2町97村の区域に行政区画としての
  上都賀郡が発足･鹿沼町に郡役所を設置;行政区画としての足利郡が発足､足利町に｢足利梁田郡役所｣が設置さ
  れ梁田郡とともに管轄;行政区画としての那須郡が発足･郡役所を大田原宿に設置;行政区画としての安蘇郡が
  発足､佐野町に郡役所を設置;行政区画としての塩谷郡が発足･郡役所を矢板村に設置
1878年11月8日-09:00|日本|栃木県足利市|明治11年|<発足>栃木県で行政区画としての梁田郡が発足､足利郡足
  利町に｢足利梁田郡役所｣が設置され足利郡とともに管轄
1878年11月8日-09:00|日本|栃木県河内郡|明治11年|<発足>栃木県で行政区画としての河内郡が発足､宇都宮江
  野町に郡役所を設置
1878年11月8日-09:00|日本|栃木県下都賀郡|明治11年|<発足>栃木県で都賀郡のうち7町2宿220村の区域に行政
  区画としての下都賀郡が発足･栃木町に｢下都賀寒川郡役所｣が設置され寒川郡とともに管轄
1878年11月8日-09:00|日本|栃木県芳賀郡|明治11年|<発足>栃木県で行政区画としての芳賀郡が発足･真岡町に
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  郡役所を設置
1878年11月10日-09:00|日本|  ||明治11年|<開場>｢広島博物館｣(24日まで毎日,平常は日曜日ごとに一般縦覧を
  許す)
1878年11月11日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治11年|<設立>興商社
1878年11月12日-09:00|日本|群馬銀行|明治11年|<開業>第三十九国立銀行(前橋)
1878年11月12日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第百三十四銀行(名古屋;18790108開業)
1878年11月13日-09:00|日本|八十二銀行|明治11年|<設立>協力社(長野)
1878年11月13日-09:00|日本|北海道銀行|明治11年|<設立>第百十三国立銀行(本店函館;18790106開業)
1878年11月13日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Ali Haydar Midhat Pasha｣(~1879.6)
1878年11月15日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第六十五国立銀行(鳥取;18790104開業)
1878年11月16日-09:00|日本|  ||明治11年|東京漕艇倶楽部(ﾒﾝﾊﾞｰは外人)､秋季競漕会を東京の大橋と永代橋間
  で挙行
1878年11月16日-09:00|日本|大分銀行|明治11年|<設立>第百九国立銀行(大分;18790113開業)
1878年11月16日-09:00|日本|千葉銀行|明治11年|<設立>第九十八国立銀行(千葉郡千葉町;12.7開業)
1878年11月16日-09:00|日本|北海道函館市|明治11年|<函館明治11年こう澗町の大火｢ﾔﾏｼｮｳ火事｣>2時20分頃､こ
  う澗町一番地の大工職小針由松の細工小屋から出火､火元の町を焼き払い､そこから二手に分かれ函館山の山
  裾を東へと街並みに沿って延び､上の方は鍛冶町まで焼け上がり､下の方は鰭横町から神明町､仲町などを残ら
  ず灰にした.そこより弁天町に延焼､ここも15､6戸ほどを残して丸焼けにし､幸町から大黒町も残らず焼き､宮
  岡町も大半が灰となり､そこから炎は大町に延び､ここも大方灰にした後､西浜町に移り中浜町をほとんどき尽
  くして11時半ごろ､大町で鎮火/焼失数は住家954戸､土蔵10棟､板庫41棟､神社2か所､実行寺内の鐘撞き堂など､
  同寺と称名寺の寺門など
1878年11月17日-09:00|日本|四国銀行|明治11年|<設立>第百二十七国立銀行(香川県丸亀;18790201開業)
1878年11月18日-09:00|日本|  ||明治11年|<創刊>桂林舎｢桂林一枝｣11月号
1878年11月18日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年海軍省甲布達第003号｢海軍兵器局定雇職工規則｣公布
1878年11月18日-09:00|日本|神奈川県|明治11年|<発足>神奈川県で行政区画としての三浦郡が発足,郡役所は横
  須賀町;行政区画としての鎌倉郡が発足,郡役所は戸塚駅吉田町;行政区画としての高座郡が発足,郡役所は藤
  沢駅;行政区画としての大住郡･淘綾郡が発足,淘綾郡大磯町に｢淘綾大住郡役所｣が設置されともに管轄;行政
  区画としての足柄上郡が発足,郡役所は関本村;行政区画としての足柄下郡が発足,郡役所は小田原駅;行政区
  画としての愛甲郡が発足,郡役所は厚木村;行政区画としての久良岐郡が発足､郡役所は笹下村東樹院;行政区
  画としての橘樹郡が発足､郡役所は神奈川町;行政区画としての都筑郡が発足
1878年11月18日-09:00|日本|神奈川県相模原市緑区|明治11年|<発足>神奈川県で行政区画としての津久井郡が
  発足･郡役所は中野村に設置
1878年11月18日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治11年|<発足>神奈川県で行政区画としての横浜区が発足
1878年11月18日-09:00|日本|東京都|明治11年|<発足>神奈川県多摩郡を分割､府中番場宿(府中宿のうち)ほか1
  町131村の区域をもって行政区画としての北多摩郡が発足･府中宿番場宿に郡役所を設置､青梅町ほか1町93村
  の区域をもって行政区画としての西多摩郡が発足･郡役所を青梅町に設置､八王子横山宿ほか126村の区域をも
  って行政区画としての南多摩郡が発足､郡役所を八王子横山宿に設置
1878年11月18日-09:00|日本|百五銀行|明治11年|<開業>第八十三国立銀行(三重)
1878年11月18日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>大聖寺第八十四国立銀行(石川;18790104
  開業)
1878年11月19日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰ帝国ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総司
  令官･州政府長官｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾆｺﾗｳｽ･ﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣(~18810406)
1878年11月20日-09:00|日本|日本郵政|明治10年|(小判)小判切手(1877年)額面:8銭発行
1878年11月20日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第六十一国立銀行(福岡)
1878年11月21日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾟｼｬﾜｰﾙ野戦軍がｶｲﾊﾞﾙ峠に置かれたｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝの国境警備隊を蹴散
  らす/第2次ｱﾌｶﾞﾝ戦争が始まる
1878年11月22日-09:00|日本|  ||明治11年|早大･大隈重信総長が戸塚球場で日本初の始球式
1878年11月22日-09:00|日本|東邦銀行|明治11年|<開業>第九十三国立銀行(福島)
1878年11月22日-06:30|ｺｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｺｽ(ｷｰﾘﾝｸﾞ)諸島知事｢ｾｲﾛﾝ総督｣(~18860318)
1878年11月23日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第七十九国立銀行(島根)
1878年11月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾀﾞ･ｻﾝｶﾞﾆ国統治者(ﾀｺﾙ)｢ﾑﾙｳﾞｧｰｼﾞ｣(~1913年没)
1878年11月25日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第四十三国立銀行(和歌山)
1878年11月25日-09:00|日本|山口ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第百十国立銀行(赤間関;18790310開業)
1878年11月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾄﾅ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ2世｣(~1895年没)
1878年11月25日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ共和国大統領｢ｶﾝﾃﾞｨﾄﾞ･ﾊﾟｽﾄｰﾙ･ﾊﾞﾚｲﾛ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ｣(~18800904
  没)
1878年11月25日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶﾅﾀﾞ総督｢ﾛｰﾝ侯爵ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ=ｷｬﾝﾍﾞﾙ ｣(~18831023)
1878年11月26日-09:00|日本|岩手県|明治11年|<発足>岩手県で行政区画としての岩手郡･磐井郡･閉伊郡･九戸郡
  が発足;行政区画としての気仙郡が発足､郡役所は盛村;行政区画としての二戸郡が発足､郡役所は福岡村
1878年11月28日-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第九十六国立銀行(福岡;18790104開業)
1878年11月28日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第五十八国立銀行(大阪)
1878年11月29日-09:00|日本|広島銀行|明治11年|<設立>第六十六国立銀行(尾道;18790420開業)
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1878年11月30日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連邦大統領｢Francisco de Paula Linares Alcantara｣
1878年11月30日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連邦大統領代理｢Jacinto Gutierrez y Martinez de Alema
  n｣PL(2期目~18790101)
1878年12月-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第百二十五国立銀行(米沢;18790211開業)
1878年12月-09:00|韓国|  |||<創建>東本願寺釜山別院(→大覚寺)
1878年12月-09:00|日本|  ||明治11年|木製汽船｢凌波丸｣(131G/T)鈴木吉蔵(攝津･兵庫)が建造進水(→1881年,
  偕行会社(兵庫)の所有→1884年,｢第二凌波丸｣と改名)
1878年12月-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第百三十国立銀行(大阪;18790215開業)
1878年12月-08:00|中国|  |||新彊省を新設
1878年12月1日-09:00|日本|愛媛県松山市|明治11年|<移転開庁>愛媛県庁[一番町(松山市)の旧松山藩家老奥平
  家跡]新築
1878年12月1日-09:00|日本|山陰合同銀行|明治12年|<設立>第五十三国立銀行(津和野;18790201開業)
1878年12月1日-09:00|日本|第四銀行|明治11年|<設立>第百十六国立銀行(新発田;18790205開業)
1878年12月2日-09:00|日本|茨城県|明治11年|<発足>茨城県で茨城郡を分割し笠間町ほか1町104村の区域に西茨
  城郡､水戸上市ほか1町179村の区域に東茨城郡を行政区画として発足;行政区画としての久慈郡が発足･郡役所
  は太田村に設置;行政区画としての行方郡が発足･郡役所は麻生村に設置;行政区画としての鹿島郡が発足･郡
  役所は鉾田村に設置;行政区画としての新治郡が発足･郡役所は土浦町に設置;行政区画としての真壁郡が発足
  ･郡役所は下館城下に設置;行政区画としての多賀郡が発足･郡役所は高萩村に設置;行政区画としての筑波郡
  が発足･郡役所は谷田部町に設置;行政区画としての那珂郡が発足･郡役所は菅谷村に設置;下総国相馬郡の区
  域をもって行政区画としての北相馬郡が発足･郡役所を取手村に設置;行政区画としての信太郡･河内郡が発足
  ･郡役所は信太郡江戸崎町に設置され管轄;行政区画としての猿島郡･西葛飾郡が発足･境町に｢猿島西葛飾郡役
  所｣が設置され管轄;行政区画としての岡田郡･豊田郡･結城郡が発足､豊田郡本宗道村に設置された｢結城豊田
  岡田郡役所｣が管轄
1878年12月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｶｴﾀｰﾉ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ｴ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ｣(~
  18820410)
1878年12月4日-09:00|日本|百五銀行|明治11年|<設立>第百五国立銀行(三重県津沢ﾉ上町1番地;18790311開業)
1878年12月4日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第百十九国立銀行(東京京橋区;18790111
  開業)
1878年12月4日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国総理大臣｢ﾄｩﾇｽﾙ･ﾍｲﾚﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~18790729)
1878年12月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾌｧｰﾈﾙ政権が崩壊
1878年12月5日-09:00|日本|  ||明治11年|<創刊>馬耳念仏社｢溺濘叢談｣12月号
1878年12月5日-09:00|日本|  ||明治11年|参謀本部条例を制定し､陸軍省参謀局を廃止､参謀本部設置/これによ
  り統帥権が政府の手から離れ､独走を始めることになる
1878年12月5日-09:00|日本|京都府京都市|明治11年|<死去>二条斉敬(63歳)元関白､左大臣
1878年12月5日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第八十七国立銀行(福岡)
1878年12月5日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第五十一国立銀行(大阪)
1878年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ﾉｰｾｽｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎｰﾌﾟﾀｳﾝ･ｶｰﾈｷﾞｰ｣
1878年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾉｰｾｽｸ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼﾞｮﾝ･ｶｰﾈｷﾞｰ｣(~18910909死去)
1878年12月6日-09:00|日本|  ||明治11年|｢東京曙新聞｣に､黒枠付きの死亡広告が初めて掲載される
1878年12月7日-09:00|日本|群馬県|明治11年|<発足>群馬県で行政区画としての東群馬郡(群馬郡のうち利根川
  以東の1町22村の区域)･南勢多郡(勢多郡のうち赤城山南麓の1町157村の区域)が発足､前橋曲輪町に｢東群馬南
  勢多郡役所｣が設置され管轄;西群馬郡(群馬郡のうち利根川以西の2町1駅140村)･片岡郡が発足､西群馬郡高崎
  連雀町に｢西群馬片岡郡役所｣が設置され管轄;緑野郡･多胡郡･南甘楽郡(甘楽郡のうち25村の区域)が発足､緑
  野郡藤岡町に｢緑野多胡南甘楽郡役所｣が設置され管轄;利根郡･北勢多郡(勢多郡のうち赤城山北麓の13村の区
  域)が発足､沼田町に｢利根北勢多郡役所｣が設置され北勢多郡とともに管轄;佐位郡･那波郡が発足､佐位郡伊勢
  崎町に｢佐位那波郡役所｣が設置され管轄;北甘楽郡(甘楽郡のうち5町92村の区域)が発足､富岡町に郡役所を設
  置;碓氷郡が発足､安中駅に郡役所を設置;吾妻郡が発足､中之条町に郡役所を設置;新田郡が発足､太田町に郡
  役所を設置;山田郡が発足､桐生新町に郡役所を設置;邑楽郡が発足､館林町に郡役所を設置
1878年12月9日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第百二十八国立銀行
1878年12月9日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第037号｢西洋形船水先免状規則改正｣公布
1878年12月9日-09:00|日本|石川県|明治11年|<発足>石川県で行政区画としての江沼郡･能美郡･石川郡発足;河
  北郡発足･郡役所が森本村に置かれた;羽咋郡発足･郡役所が羽咋村に置かれた;鹿島郡発足･郡役所が七尾町に
  置かれた;鳳至郡発足･郡役所が輪島町に置かれた;珠洲郡発足･郡役所が飯田町に置かれた
1878年12月9日-09:00|日本|石川県金沢市|明治11年|<発足>石川県で行政区画としての金沢区発足
1878年12月9日-09:00|日本|中国銀行|明治11年|<設立>第八十六国立銀行(岡山;19790501開業)
1878年12月9日-09:00|日本|富山県|明治11年|<発足>石川県新川郡の一部の区域をもって行政区画としての上新
  川郡が発足､石川県婦負郡が発足､｢上新川婦負郡役所｣が富山に設置され上新川郡とともに管轄;新川郡の一部
  の区域をもって行政区画としての下新川郡が発足､郡役所を魚津町に設置;富山県射水郡が行政区画として発
  足･郡役所を高岡城鍛冶丸跡に設置;礪波郡が行政区画として発足･郡役所を今石動町に設置
1878年12月9日-09:00|日本|福井県|明治11年|<発足>石川県で行政区画としての[坂井郡･大野郡･吉田郡]発足;
  滋賀県で行政区画としての[遠敷郡]発足
1878年12月9日-09:00|日本|福井県今立郡|明治11年|<発足>石川県で行政区画としての今立郡発足
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1878年12月9日-09:00|日本|福井県南条郡|明治11年|<発足>石川県で行政区画としての南条郡発足
1878年12月9日-09:00|日本|福井県丹生郡|明治11年|<発足>石川県で行政区画としての丹生郡発足
1878年12月9日-09:00|日本|福井県福井市|明治11年|<発足>石川県で行政区画としての[南条郡･足羽郡]発足
1878年12月9日-09:00|日本|福井県三方郡|明治11年|<発足>石川県で行政区画としての三方郡発足
1878年12月9日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第百十八国立銀行(東京)
1878年12月9日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ司令官代行｢ｼｬﾙﾙ･ｵﾉﾚｳﾞｧｯｻﾙ｣(~18790907)
1878年12月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾋﾟｭｰﾘﾂｧｰが｢ｾﾝﾄﾙｲｽ･ﾃﾞｨｽﾊﾟｯﾁ｣を再建
1878年12月10日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第百十六国立銀行(新発田;18790205開業)
1878年12月10日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第百二十六国立銀行(大阪;18790116開業)
1878年12月10日-09:00|日本|  ||明治11年|大蔵省:紙幣寮活版局→印刷局/改称
1878年12月10日-09:00|日本|広島大学|明治11年|<改称>｢広島県公立師範学校分校｣⇒｢広島県福山師範学校｣
1878年12月10日-09:00|日本|ﾌﾟﾛｸﾚｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治11年|<設立>第五十九国立銀行(青森県弘前;18790120開業)
1878年12月11日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾊﾟｰｸｽ=ﾛﾊﾞｰﾄｿﾝ連立内閣が成立
1878年12月12日-09:00|日本|東京海上ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治11年|東京海上保険会社設立
1878年12月12日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｱｰｻｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄｿﾝ･ﾛｰ｣(~18820910)
1878年12月13日-09:00|日本|  ||明治11年|教育総監部の前身となる監軍本部創設(中部は野津鎮雄､東部は谷干
  城､西部に三浦梧桜)
1878年12月13日-09:00|日本|  ||明治11年|日本海軍貯蓄船｢摂津｣を兵学校練習船とする
1878年12月13日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<開業>第九十四国立銀行(兵庫)
1878年12月15日-09:00|日本|  ||明治11年|鉄道局が京浜間鉄道の各駅で公衆電報の取り扱いを開始
1878年12月16日-09:00|日本|愛媛県|明治11年|<発足>愛媛県で行政区画としての伊予郡･宇摩郡･越智郡･喜多郡
  ･久米郡･周布郡･新居郡･野間郡発足;浮穴郡を分割し行政区画としての下浮穴郡･上浮穴郡発足;宇和郡を分割
  し行政区画としての東宇和郡発足
1878年12月16日-09:00|日本|愛媛県北宇和郡|明治11年|<発足>愛媛県宇和郡を分割し行政区画としての北宇和
  郡発足
1878年12月16日-09:00|日本|愛媛県西条市|明治11年|<発足>愛媛県で行政区画としての桑村郡発足
1878年12月16日-09:00|日本|愛媛県西宇和郡|明治11年|<発足>愛媛県宇和郡を分割し行政区画としての西宇和
  郡発足
1878年12月16日-09:00|日本|愛媛県松山市|明治11年|<発足>愛媛県で行政区画としての温泉郡･風早郡･和気郡
  発足
1878年12月16日-09:00|日本|愛媛県南宇和郡|明治11年|<発足>愛媛県宇和郡を分割し行政区画としての南宇和
  郡発足
1878年12月17日-09:00|日本|  ||明治11年|<設立>第百二十七国立銀行(愛媛県讃岐郡丸亀通町18番地;18790201
  開業)
1878年12月17日-09:00|日本|  ||明治11年|<創刊>東京新聞
1878年12月17日-09:00|日本|秋田銀行|明治11年|<設立>第四十八国立銀行(秋田県;18790104開業)
1878年12月17日-09:00|日本|大垣共立銀行|明治11年|<設立>第百二十九国立銀行(大垣;18790410開業)
1878年12月17日-09:00|日本|ほくほくﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治11年|<設立>第百二十三国立銀行(富山中町68番邸､頭
  取前田則邦)(18790201開業)
1878年12月17日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾏﾇｴﾙ･ｲﾘｺﾞｲｴﾝ ｱﾘｱｽ･ｲ･ﾗﾚｱ｣(1回目~
  18790519)
1878年12月18日-09:00|日本|  ||明治11年|杉亨二･小幡篤次郎ら,製表社を設立(のちの東京統計協会)
1878年12月18日-03:00|ｶﾀｰﾙ|  |||<死去>ｶﾀｰﾙ･ﾊｰｷﾑ｢ｼｬｲﾌ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｻｰﾆｰ｣
1878年12月18日-03:00|ｶﾀｰﾙ|  |||<就任>ｶﾀｰﾙ統治者｢ｼｪｲｸ･ｶｼﾑ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ｻｰﾆｰ｣(~19130717没)
1878年12月18日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾖﾊﾝ･ｼｭﾄﾗｳｽ2世《喜歌劇｢目隠し鬼｣》
1878年12月19日-09:00|日本|  ||明治11年|文部省､東京大学に学位授与権を与える｡学位の種類は法学士･医学
  士･理学士･文学士･製薬士の5種類
1878年12月19日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第038号｢明治十二年郵便規則及罰則｣公布
1878年12月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ王国首相(閣僚評議会議長)｢ｱｺﾞｽﾃｨｰﾉ･ﾃﾞﾌﾟﾚﾃｨｽ｣(2回目~18790714
  )
1878年12月19日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･光緒4年11月26日|釜山税関を閉鎖(関税徴収に対する日本の抗議の
  ため)
1878年12月20日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾗｳｻﾞｰ｣(~18791030)
1878年12月20日-09:00|日本|  ||明治11年|食中毒の統計調査というのが厚生労働省で行われ､飲食物による中
  毒､薬物の誤用がが発生するごとに国へ届出をすることが､この日全国に通達された
1878年12月20日-09:00|日本|  ||明治11年|明治11年太政官布告第039号｢地方税中営業税雑種税ﾉ種類及制限｣公
  布
1878年12月20日-09:00|日本|愛知県|明治11年|<発足>愛知県で愛知郡･渥美郡･海西郡･春日井郡･中島郡･幡豆郡
  ･八名郡･碧海郡･宝飯郡･葉栗郡が行政区画として発足;加茂郡を分割し西加茂郡が行政区画として発足
1878年12月20日-09:00|日本|愛知県海部郡|明治11年|<発足>愛知県で海東郡が行政区画として発足
1878年12月20日-09:00|日本|愛知県北設楽郡|明治11年|<発足>愛知県設楽郡を分割し北設楽郡が行政区画とし
  て発足
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1878年12月20日-09:00|日本|愛知県新城市|明治11年|<発足>愛知県設楽郡を分割し南設楽郡が行政区画として
  発足
1878年12月20日-09:00|日本|愛知県知多郡|明治11年|<発足>愛知県で知多郡が行政区画として発足
1878年12月20日-09:00|日本|愛知県豊田市|明治11年|<発足>愛知県加茂郡を分割し東加茂郡が行政区画として
  発足
1878年12月20日-09:00|日本|愛知県名古屋市|明治11年|<発足>愛知県で名古屋区が行政区画として発足
1878年12月20日-09:00|日本|愛知県丹羽郡|明治11年|<発足>愛知県で丹羽郡が行政区画として発足
1878年12月20日-09:00|日本|愛知県額田郡|明治11年|<発足>愛知県で額田郡が行政区画として発足
1878年12月20日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢Jeremiah ﾄｰﾏｽ･Fitzgerald Cal
  laghan｣(2期目~18800406)
1878年12月21日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｸｽ｣無所属(~18830104)
1878年12月22日-09:00|日本|  ||明治11年|<開業>第七十三国立銀行(兵庫;1885年大阪に移転)
1878年12月23日-09:00|日本|秋田県|明治11年|<発足>秋田県で河辺郡が発足､郡役所を牛島村に設置;由利郡が
  発足､郡役所を本荘中町に設置;平鹿郡が発足､郡役所を横手根岸下町に設置
1878年12月23日-09:00|日本|秋田県雄勝郡|明治11年|<発足>秋田県で雄勝郡が発足､郡役所を湯沢町に設置
1878年12月23日-09:00|日本|秋田県鹿角郡|明治11年|<発足>秋田県で鹿角郡が発足､郡役所を花輪村に設置
1878年12月23日-09:00|日本|秋田県北秋田郡|明治11年|<発足>秋田県で秋田郡のうち鷹巣村など3町120村の区
  域に北秋田郡が行政区域として発足･郡役所を鷹巣村に設置
1878年12月23日-09:00|日本|秋田県仙北郡|明治11年|<発足>秋田県で仙北郡が発足､郡役所を大曲村に設置
1878年12月23日-09:00|日本|秋田県南秋田郡|明治11年|<発足>秋田県で秋田郡のうち秋田町など2町157村の区
  域に南秋田郡が行政区域として発足･秋田土手長町中丁に郡役所を設置
1878年12月23日-09:00|日本|秋田県山本郡|明治11年|<発足>秋田県で山本郡が発足､郡役所を能代上町に設置
1878年12月24日-09:00|日本|  ||明治11年|侍従長を置く(米田虎雄中佐任命)
1878年12月24日-09:00|日本|  ||明治11年|両国若松町の米津風月堂､初めて貯古齢糖(ﾁｮｺﾚｰﾄ)の販売広告を｢か
  なよみ新聞｣に掲載
1878年12月24日-09:00|日本|広島銀行|明治11年|<設立>第百四十六国立銀行(広島;18791207開業)
1878年12月25日-09:00|日本|  ||明治11年|両国の米津風月堂が貯古齢糖(ﾁｮｺﾚｰﾄ)を発売
1878年12月25日-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰ王ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ2世が上ｺﾝｺﾞ研究委員会を設立
1878年12月25日 07:00|日本|  ||明治11年|<大背美流れ>和歌山県太地鯨方(鯨漁師)背美鯨漁で遭難鯨漁船の船
  が遭難､16時ごろ､力のない老人や少年たちが多い船は次々と海中に沈んでいったという/30日､九死に一生を
  得た漁師8人が､伊豆諸島神津島に漂着､その他の島に漂着した人も含め生存者は72人､111人が死亡及び行方不
  明だった
1878年12月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｱｰｻｰ･ﾍｲ｣
1878年12月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ･ﾍｲ｣(~19111125死去)
1878年12月29日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾎｾ･ﾘｶﾙﾄﾞ･ｶｿﾙﾗ｣(1回目~18790601)
1878年12月31日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾈｲﾋﾟｱ･ﾌﾞﾙ
  ｰﾑ｣(1回目~18790404)
1879年-11:00|ﾐｸﾛﾈｼｱ|  |||<死去>ﾓｷﾙ国王｢ﾔﾙｷﾍﾞﾝ｣
1879年-11:00|ﾐｸﾛﾈｼｱ|  |||<即位>ﾓｷﾙ国王｢ﾏｰｸ｣(~1884年没)
1879年-09:00|日本|神戸女学院|明治12年|神戸ﾎｰﾑ,校名を神戸英和女学校と改称
1879年-09:00|日本|佛教大学|明治12年|宗学校西部本校を浄土宗総本山宗学校に改称
1879年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｽﾝｶﾞｲ･ｳｼﾞｮﾝ摂政｢ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｱﾙ･ｶﾄﾞﾘ｣(~18800217)
1879年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾉﾏﾝ君主｢Sultan Anom8世Raja Dulkarnain｣(~1934年)
1879年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Ayanhar｣(~1900年)
1879年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｹﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾘﾏﾙﾀﾞﾝ･ｾﾝ｣(~同年没)
1879年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩｼﾞｬﾅ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾑﾀｽﾞ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~1908年没)､摂政｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾅｼﾞｬﾊﾞｯﾄ･ｱﾘ｣
  (~1882年)
1879年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾅｻﾝ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾊﾐﾙｼﾝｼﾞ･ｳﾞｧｼﾞｪｼﾝｼﾞ｣(~18900205没)
1879年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝﾄﾞﾙ国支配者(ｶｰﾝ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｻﾞﾏﾝ･ｶｰﾝ｣(~1881年没)
1879年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ(ｶｰﾌﾞﾙ)摂政大臣｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｼﾞｬﾝ｣(~18800331)
1879年-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官代行｢ｱﾝｼﾞｭ･ｴﾄﾞﾓﾝﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾍﾟｲﾙ｣(~12.11)
1879年-04:00|UAE|  |||<即位>ﾌｼﾞｬｲﾗ首長｢Sheikh Hamad bin Abdullah Al Sharqi｣(~1936年)
1879年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞｼﾞﾝﾊﾞ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾜﾙｻﾝｻ｣
1879年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ｴﾁｵﾋﾟｱのﾒﾚﾌﾞ･ﾐﾗｼｭ総督｢ﾗｽ･ｱﾙｰﾗ｣(~1890年)
1879年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾅﾊｲﾄ総督｢ｼｬﾙﾙ･ﾘｺﾞﾚ｣
1879年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ﾌｪﾘｯｸ･ｻﾋﾞｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1880年)
1879年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｼﾞﾝﾊﾞ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｺﾞﾛｺﾞﾛ｣(~1892年)
1879年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙ･ｷﾑﾙ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾄﾞﾘｽ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣(~1935年没)
1879年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾄﾛ王国国王｢Nyamuyonjo Kakende｣(2期目~1880年)
1879年-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞ西州管理者代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｫｰﾚﾝ｣(~10月)⇒｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞｽ
  ･ﾍﾟﾄﾙｽ･ﾃﾞ･ｳｪｯﾄ｣(1880年1月)⇒｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾛｰｽﾞ=ｲﾈｽ･ｼﾞｭﾆｱ｣(~18801015)
1879年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｵﾃﾞｯｻ臨時総督｢Graf Eduard Ivanovich Totleben｣(~1880年)
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1879年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾃﾞﾘｿﾞｰﾙ地区受託者｢Hassan Pasha al-Fariq｣(~1881年)
1879年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾊﾘｺﾌ臨時総督｢Graf Mikhail Tarielovich Loris-Melikov｣(~1880年)
1879年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<就任>ﾏｰﾘ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾁﾋﾞ4世｣
1879年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞﾎﾞﾝ･ｷﾞﾆｱ湾入植地司令官｢ｵｰｶﾞｽﾃｨﾝ･ｱｰﾈｽﾄ･ﾃﾞｭﾓﾝ｣(~1880年)
1879年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ｼﾞﾝﾌﾒ｣(~1882年)
1879年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Jose Aizpurua y Lorries Fontecha｣(
  ~1881年)
1879年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｱﾙﾑ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｻｱﾙﾑ)｢ｹﾞﾀﾞﾙ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(~1896年)
1879年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾓﾛｯｺ大宰相｢ﾓﾊﾒﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾋﾞ･ｱﾙ･ｼﾞｬﾏｲ｣(~1886年没)
1879年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<即位>ｼｪﾙﾌﾞﾛ王国国王(ﾊﾞｲ･ｼｪﾙﾌﾞﾛ)｢ｸﾊﾟﾝﾀﾞ･ﾙｲｽ｣(~1898年ｼｪﾙﾌﾞﾛ王国は消滅)
1879年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝｷﾞﾗ治安判事｢James L. Lake｣(~1882年)
1879年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ主任判事｢James Louis Lake｣(⇒1882年､治安判事~1889年
  )
1879年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領代行｢ｼﾞｮﾝ･ｹﾐｰｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ=ﾁｬｰﾁﾙ｣
1879年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席｢ｼﾞｮﾝ･Kemys Spencer-Churchill｣(~1882年)
1879年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝﾏﾙﾀﾝ島市長｢Jean Frederic Becker｣(~1891年)
1879年 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島総督｢William Bodden Webster｣(~1888年)
1879年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾙﾙﾂ統治者｢Epatiama Teuruari`i4世｣(~19000825)
1879年1月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝがﾛｼｱの支援でｶｻﾞｰｸ連隊を結成
1879年1月1日-09:00|日本|  ||明治12年|経済雑誌社創業(田口卯吉)
1879年1月1日-09:00|日本|東邦銀行|明治12年|<設立>棚倉協同舎(福島;1892年棚倉協同株式会社>1927年棚倉協
  同銀行と改称)
1879年1月1日-09:00|日本|広島県|明治12年|広島県が広島測候所を創設､気象観測を開始
1879年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾖﾊﾝ･ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ･ﾊﾝﾏｰ｣Lib(1期目~12.31)
1879年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝ協奏曲ﾆ長調Op.77》ﾗｲﾌﾟﾂｨﾋ
1879年1月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連邦大統領代理｢ﾎｾ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾊﾞﾚﾗ｣(~18790213)PL
1879年1月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒｲｶで､正貨兌換法が発効になる
1879年1月2日-09:00|日本|  ||明治12年|<設立>第百二国立銀行(厳原;1.28開業)
1879年1月3日 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島弁務官｢Robert Baxter Llewelyn｣(~1883
  年)
1879年1月4日-09:00|日本|  ||明治12年|<創刊>山陽新聞社｢山陽新聞｣
1879年1月4日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第001号｢名例律五刑条例中一条創定梟示刑廃止｣
  公布/犯罪者で死刑になった者のさらし首が廃止
1879年1月4日-09:00|日本|岩手県|明治12年|<発足>岩手県で岩手郡を分割し玉山村など47か村を行政区画とし
  ての南岩手郡(郡役所は仁王村)､沼宮内村など38か村を行政区画としての北岩手郡(郡役所は大更村)が発足;
  和賀郡を分割し黒沢尻村など62村を行政区画としての東和賀郡(郡役所は黒沢尻村)､猿橋村など7村を行政区
  画としての西和賀郡(郡役所は新町村)が発足;磐井郡を分割し西岩井･流26か村を行政区画としての西磐井郡､
  東山34か村を行政区画としての東磐井郡が発足;閉伊郡を五郡に分割し行政区画としての南閉伊郡･東閉伊郡･
  西閉伊郡･中閉伊郡･北閉伊郡が発足;九戸郡を分割し南方27か村を行政区画としての南九戸郡､北方32か村を
  行政区画としての北九戸郡が発足
1879年1月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの上院選挙で､共和派が多数を占め､王党派が敗北
1879年1月6日-09:00|日本|  ||明治12年|上野の風月堂が日本初のｹｰｷを販売
1879年1月8日-09:00|日本|朝日新聞|明治12年|大阪に朝日新聞社が創立
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県|明治12年|<発足>兵庫県[明石郡･美嚢郡･印南郡･加東郡･加西郡･揖東郡･揖西
  郡･宍粟郡･養父郡･菟原郡･武庫郡･有馬郡･川辺郡･津名郡･三原郡･有馬郡]が行政区画として発足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|明治12年|<発足>兵庫県赤穂郡が行政区画として発足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県朝来市|明治12年|<発足>兵庫県朝来郡が行政区画として発足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県加古郡|明治12年|<発足>兵庫県加古郡が行政区画として発足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県神崎郡|明治12年|<発足>兵庫県[神東郡･神西郡]が行政区画として発足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県神戸市|明治12年|<発足>兵庫県八部郡が行政区画として発足;八部郡[神戸町･
  兵庫町･坂本村]が合併して行政区画としての神戸区となる
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県佐用郡|明治12年|<発足>兵庫県佐用郡が行政区画として発足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県多可郡|明治12年|<発足>兵庫県多可郡が行政区画として発足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|明治12年|<発足>兵庫県多紀郡が行政区画として発足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県丹波市|明治12年|<発足>兵庫県氷上郡が行政区画として発足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|明治12年|<発足>兵庫県[出石郡･気多郡･城崎郡]が行政区画として発
  足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県姫路市|明治12年|<発足>兵庫県[飾東郡･飾西郡]が行政区画として発足
1879年1月8日-09:00|日本|兵庫県美方郡|明治12年|<発足>兵庫県[美含郡･七美郡･二方郡]が行政区画として発
  足
1879年1月9日-09:00|日本|  ||明治12年|大蔵省に商務局を設置
1879年1月11日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｽﾞｰﾙｰ王国を攻撃し､第1次ｽﾞｰﾙｰ戦争が勃発
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1879年1月12日-09:00|日本|  ||明治12年|横浜元町5丁目から出火､300戸焼失
1879年1月13日-09:00|日本|  ||明治12年|<竣工>蓬莱橋(静岡県島田市､大井川)世界最長の木造歩道橋
1879年1月13日-09:00|日本|  ||明治12年|<設立>｢公立病院収成館｣[愛媛県新居郡西条東町]
1879年1月13日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年内務省甲布達第001号｢紅茶製方伝習規則第一条第十四条第
  十五条中加除改正｣公布
1879年1月14日-09:00|日本|長野県|明治12年|<発足>長野県で行政区画としての更級郡が発足､郡役所を塩崎村
  に設置;安曇郡を分割し行政区画としての南安曇郡発足､郡役所は豊科村;筑摩郡を分割し行政区画としての西
  筑摩郡発足､郡役所は福島村に置かれた
1879年1月14日-09:00|日本|長野県上伊那郡|明治12年|<発足>長野県伊那郡を分割し行政区画としての上伊那郡
  発足､郡役所は伊那村
1879年1月14日-09:00|日本|長野県上高井郡|明治12年|<発足>長野県で高井郡のうち1町44村の区域に行政区画
  としての上高井郡が発足(更級郡牛島村も編入)､郡役所は須坂町
1879年1月14日-09:00|日本|長野県上水内郡|明治12年|<発足>長野県で水内郡のうち3町101村の区域に行政区画
  としての上水内郡が発足(更級郡[川合新田村･大豆島村]も編入)､郡役所を長野町に設置
1879年1月14日-09:00|日本|長野県北安曇郡|明治12年|<発足>長野県安曇郡を分割し行政区画としての北安曇郡
  発足
1879年1月14日-09:00|日本|長野県北佐久郡|明治12年|<発足>長野県佐久郡を分割し行政区画としての北佐久郡
  発足､郡役所は岩村田町
1879年1月14日-09:00|日本|長野県下伊那郡|明治12年|<発足>長野県伊那郡を分割し行政区画としての下伊那郡
  発足､郡役所は飯田町
1879年1月14日-09:00|日本|長野県下高井郡|明治12年|<発足>長野県で高井郡のうち1町56村の区域に行政区画
  としての下高井郡が発足､郡役所は中野町
1879年1月14日-09:00|日本|長野県下水内郡|明治12年|<発足>長野県で水内郡のうち1町18村の区域に行政区画
  としての下水内郡が発足､郡役所は飯山町
1879年1月14日-09:00|日本|長野県諏訪郡|明治12年|<発足>長野県で行政区画としての諏訪郡が発足､郡役所を
  上諏訪村に置く
1879年1月14日-09:00|日本|長野県小県郡|明治12年|<発足>長野県で行政区画としての小県郡が発足､郡役所を
  上田町に置く
1879年1月14日-09:00|日本|長野県埴科郡|明治12年|<発足>長野県で行政区画としての埴科郡(更級郡向八幡村
  も編入)が発足､郡役所を屋代村に設置
1879年1月14日-09:00|日本|長野県東筑摩郡|明治12年|<発足>長野県筑摩郡を分割し東筑摩郡発足､郡役所は松
  本町
1879年1月14日-09:00|日本|長野県南佐久郡|明治12年|<発足>長野県佐久郡を分割し南佐久郡発足､郡役所は臼
  田村
1879年1月15日-09:00|日本|  ||明治12年|<開業>第百十五国立銀行(三重)
1879年1月15日-09:00|日本|  ||明治12年|東京学士会院が設立され､福澤諭吉が初代会長に選ばれる
1879年1月15日-09:00|日本|八十二銀行|明治12年|<開業>第百十七国立銀行(野県飯田町)
1879年1月18日-09:00|日本|  ||明治12年|<大相撲>明治12年1月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(西
  関脇)武藏潟,7勝0敗2分1休/梅ヶ谷37連勝
1879年1月20日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第003号｢国立銀行成規第二十四条改正｣公布
1879年1月20日-09:00|日本|熊本県|明治12年|<発足>熊本県で行政区画としての飽田郡･宇土郡･山鹿郡･山本郡･
  合志郡･天草郡発足
1879年1月20日-09:00|日本|熊本県葦北郡|明治12年|<発足>熊本県で行政区画としての葦北郡発足
1879年1月20日-09:00|日本|熊本県阿蘇郡|明治12年|<発足>熊本県で行政区画としての阿蘇郡発足
1879年1月20日-09:00|日本|熊本県上益城郡|明治12年|<発足>熊本県で行政区画としての上益城郡発足
1879年1月20日-09:00|日本|熊本県菊池郡|明治12年|<発足>熊本県で行政区画としての菊池郡発足
1879年1月20日-09:00|日本|熊本県球磨郡|明治12年|<発足>熊本県で行政区画としての球磨郡発足
1879年1月20日-09:00|日本|熊本県熊本市|明治12年|<発足>熊本県で行政区画としての熊本区･託麻郡発足
1879年1月20日-09:00|日本|熊本県下益城郡|明治12年|<発足>熊本県で行政区画としての下益城郡発足
1879年1月20日-09:00|日本|熊本県玉名郡|明治12年|<発足>熊本県で行政区画としての玉名郡発足
1879年1月20日-09:00|日本|熊本県八代郡|明治12年|<発足>熊本県で行政区画としての八代郡発足
1879年1月20日-09:00|日本|三重県北牟婁郡|明治12年|<分割>和歌山県牟婁郡を分割し三重県に北牟婁郡が行政
  区画として発足
1879年1月20日-09:00|日本|三重県南牟婁郡|明治12年|<発足>和歌山県牟婁郡を分割し三重県に南牟婁郡が行政
  区画として発足
1879年1月20日-09:00|日本|和歌山県|明治12年|<発足>和歌山県[那賀郡･海部郡･名草郡]が行政区画として発足
1879年1月20日-09:00|日本|和歌山県有田郡|明治12年|<発足>和歌山県有田郡が行政区画として発足
1879年1月20日-09:00|日本|和歌山県伊都郡|明治12年|<発足>和歌山県伊都郡が行政区画として発足
1879年1月20日-09:00|日本|和歌山県西牟婁郡|明治12年|<分割>和歌山県牟婁郡を分割し西牟婁郡が行政区画と
  して発足
1879年1月20日-09:00|日本|和歌山県東牟婁郡|明治12年|<分割>和歌山県牟婁郡を分割し東牟婁郡が行政区画と
  して発足
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1879年1月20日-09:00|日本|和歌山県日高郡|明治12年|<発足>和歌山県日高郡が行政区画として発足
1879年1月20日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|明治12年|<発足>和歌山県和歌山区が行政区画として発足
1879年1月21日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｲﾌﾟｾﾝ戯曲｢人形の家｣初演(ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ)
1879年1月21日 11:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|  ||明治12年|英国の帆船｢ｽﾀｰ･ｸｲｰﾝ号｣が20時頃､五島列島南方に差しかった
  頃､折からの強い南東の風にあおられ船は操舵不能､五島列島南端の黄島沖で座礁､海水が船内になだれ込む/ﾏ
  ｯｷﾝﾄｯｼｭ船長は落下していたﾏｽﾄに当たり即死｡夜明けまでに死者は22人
1879年1月22日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ植民地政府首相｢ﾄｰﾏｽ･ﾏｷﾙﾚｲｽ｣保守派
1879年1月22日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||南ｱﾌﾘｶで､ｽﾞｰﾙｰ王国軍が､侵攻してきたｲｷﾞﾘｽ軍をｲｻﾝﾄﾞﾙﾜﾅの戦いで
  破る
1879年1月24日-09:00|日本|大分銀行|明治12年|<設立>株式森昌会社(大分県玖珠郡森村)
1879年1月25日-09:00|日本|朝日新聞|明治12年|<創刊>朝日新聞社｢大阪朝日新聞｣(→｢朝日新聞｣)小説と通俗記
  事を中心として大衆向けの絵入り｢小新聞｣だった
1879年1月27日-09:00|日本|新潟県東蒲原郡|明治12年|<発足>福島県蒲原郡を分割し行政区画としての東蒲原郡
  が発足,郡役所を津川町に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての岩瀬郡が発足,郡役所を須賀川
  村に設置;福島県で行政区画としての信夫郡が発足,郡役所を福島町に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県会津若松市|明治12年|<発足>福島県会津郡のうち若松城下および67村に行政
  区画としての北会津郡が発足,郡役所を若松栄町に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県安達郡|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての安達郡が発足,郡役所を
  二本松町に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県石川郡|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての石川郡が発足,郡役所を
  石川村に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県いわき市|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての菊多郡･磐前郡･磐城郡
  が発足｢菊多磐前磐城郡役所｣が磐前郡平町に設置され菊多郡とともに管轄
1879年1月27日-09:00|日本|福島県大沼郡|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての大沼郡が発足,郡役所を
  高田村に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県河沼郡|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての河沼郡が発足,郡役所を
  坂下町に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県郡山市|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての安積郡が発足,郡役所を
  郡山村に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県相馬郡|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての宇多郡･行方郡が発足,宇
  多･行方郡役所は宇多郡中村
1879年1月27日-09:00|日本|福島県伊達郡|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての伊達郡が発足,郡役所を
  保原町に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県田村郡|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての田村郡が発足,郡役所を
  三春町に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県西白河郡|明治12年|<発足>福島県白河郡の区域をもって行政区画としての西
  白河郡が発足,郡役所を白河町に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県東白川郡|明治12年|<発足>福島県白川郡の区域をもって行政区画としての東
  白川郡が発足,郡役所を棚倉に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県双葉郡|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての楢葉郡･標葉郡が発足｢楢
  葉標葉郡役所｣が楢葉郡小浜村に設置され管轄
1879年1月27日-09:00|日本|福島県南会津郡|明治12年|<発足>福島県会津郡のうち99村に行政区画としての南会
  津郡が発足,郡役所を田島村に設置
1879年1月27日-09:00|日本|福島県耶麻郡|明治12年|<発足>福島県で行政区画としての耶麻郡が発足,郡役所を
  塩川村に設置
1879年1月27日-09:00|日本|宮城県|明治12年|<発足>宮城県宇多郡･行方郡は宇多･行方郡役所の所轄となり､郡
  役所を中村に置く;入山上村を山上村に合併
1879年1月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌｧﾗﾊﾞｰﾄﾞ国･ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~19220502没)
1879年1月29日-09:00|日本|  ||明治12年|<創刊>経済雑誌社､総合経済雑誌｢東京経済雑誌｣
1879年1月29日-09:00|日本|  ||明治12年|万国電信条約に加入､外国電信業務を開始
1879年1月30日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ第三共和政大統領ｼﾞｭｰﾙ･ｸﾞﾚｳﾞｨｰ｣(~18871202
  )
1879年1月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾏｸﾏｵﾝ大統領が辞任/<就任>ﾌﾗﾝｽ共和国第三共和政大統領臨時代行ｼﾞｭｰﾙ
  ･ﾃﾞｭﾌｫｰﾙ.穏健共和派(~1.30)→4代大統領ｼﾞｭｰﾙ･ｸﾞﾚｳﾞｨｰ.穏健共和派左翼共和派(~18871202,第2期任期途中で
  辞任)
1879年1月31日-09:00|日本|  ||明治12年|高橋お伝(30歳)殺人犯.市ヶ谷監獄で斬首刑に処された(最後の斬首
  刑)
1879年2月-09:00|日本|滋賀銀行|明治12年|<設立>第百三十三国立銀行(滋賀､第六十四国立銀行より分離;4.1開
  業)
1879年2月-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>第百六国立銀行(佐賀;18790401開業)
1879年2月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ﾊｼ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾗﾌﾏﾝ･ﾇﾚｯﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1880年1月)
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1879年2月1日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第004号｢米商会所条例第二条第八条第十一条中改
  正｣公布
1879年2月1日-09:00|日本|静岡銀行|明治12年|<設立>第百二十四国立銀行(静岡県磐田郡見付駅)
1879年2月1日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督代行｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾋﾟﾗ｣(~4.21)
1879年2月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾌｫﾝ･ｽｯﾍﾟ《歌劇｢ﾎﾞｯｶｯﾁｮ｣》
1879年2月4日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年大蔵省甲布達第016号｢米商会所成規中追加｣公布
1879年2月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第33代首相ｳｨﾘｱﾑ･ｱﾝﾘ･ﾜﾃﾞｨﾝﾄﾝ[無所属(王党派)]第1次(~
  1879年12月28日)
1879年2月5日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ｶｴﾀﾉ･ﾌｨｹﾞﾛｱ･ｲ･ｶﾞﾗｵﾝﾄﾞ｣(
  ~4.17)
1879年2月7日-09:00|日本|福井大学|明治11年|小浜伝習学校(伝習学科のみ)が小浜初等師範学校となる
1879年2月8日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｼｱとｵｽﾏﾝ朝がｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾞﾙ平和確定条約に調印
1879年2月9日-09:00|日本|十六銀行|明治12年|<開業>第百二十八国立銀行(岐阜)
1879年2月10日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第005号｢西洋形商船ｦ沿海管庁ﾉ所轄ﾆ附ｽ｣公布;
  明治12年太政官布告第006号｢地所売買譲与等ﾉ節券状余白裏面ﾍ確認ﾉ証ｦ記ｼﾃ下付ｽ｣公布;明治12年太政官布告
  第007号｢地所質入書入規則第五条改正｣公布
1879年2月10日-09:00|日本|大阪府|明治12年|<発足>大阪府で行政区画としての島下郡(郡役所は茨木村)発足:
  豊島郡(郡役所は池田村)発足;志紀･安宿部･古市･石川･錦部･丹南･八上7郡(合同の郡役所は古市郡古市村)発
  足;河内･高安･大県･若江･渋川･丹北6郡(合同の郡役所は若江郡寺内村)発足;茨田･交野･讃良3郡(合同の郡役
  所は茨田郡三矢村)発足
1879年2月10日-09:00|日本|大阪府大阪市|明治12年|<発足>大阪の市街地を行政区画としての北区､西区､東区､
  南区に分割;行政区画としての西成郡･東成郡･住吉郡発足
1879年2月10日-09:00|日本|大阪府高槻市|明治12年|<発足>大阪府で行政区画としての島上郡発足､郡役所が高
  槻村に置かれた
1879年2月10日-09:00|日本|大阪府豊能郡|明治12年|<発足>大阪府で行政区画としての能勢郡発足､郡役所が地
  黄村に置かれた
1879年2月10日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|明治12年|和歌山区庁を開庁
1879年2月10日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領海峡植民地総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾊｰ
  ﾊﾞｰﾄﾞ･ｱﾝｿﾝ｣(4回目~18800506)
1879年2月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの｢写実主義｣絵画の画家ｵﾉﾚ･ｳﾞｨｸﾄﾗﾝ･ﾄﾞｰﾐｴ-(1879-､70歳)/いきい
  きとした辛辣な筆致で世相を描いた風刺画･版画を残す
1879年2月12日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国摂政｢ﾍﾞｶﾞﾑ･ｻﾋﾊﾞ｣
1879年2月13日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連邦大統領｢Jose Gregorio Cedeno｣(~26日)PL
1879年2月14日-09:00|日本|  ||明治12年|<設立>第四十六国立銀行(岐阜多治見)
1879年2月14日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国摂政｢ﾏﾊﾊﾞｰﾄ･ｶｰﾝ｣(1回目~11.28)
1879年2月14日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ大統領代理｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｰﾉ･ﾋﾞﾀﾞﾙ･ｼﾙｳﾞｧ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(1期目~3.1)
1879年2月14日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ軍がｱﾝﾄﾌｧｶﾞｽﾀに上陸.ﾎﾞﾘﾋﾞｱ政府が硝石会社を競売しようとするのを
  阻止
1879年2月15日-09:00|日本|  ||明治12年|<死去>13代木村庄之助(72歳)大相撲立行司
1879年2月15日-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<開業>第九十九国立銀行(長崎)
1879年2月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相代行｢ｶｰﾙ･ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾗﾝﾂ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾄﾚﾏｲﾔｰ｣(~8.12)
1879年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍の砲塔装甲艦｢ﾄﾞﾚｯﾄﾞﾉｰﾄ｣(1879年にﾎﾟｰﾂﾏｽで竣工)就役(1905年退
  役､1908年7月ｽｸﾗｯﾌﾟとして売却廃棄)
1879年2月19日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第009号｢西洋形商船海員雇入雇止規則｣公布
1879年2月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｴﾃﾞｨｿﾝ､写真の特許を得る
1879年2月20日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>第百三十六国立銀行(半田村;6.28開業)
1879年2月21日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌﾟﾚﾝﾀﾞｰｶﾞｽﾄ｣(1回目~3.27)
1879年2月22日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ(ｶｰﾌﾞﾙ)ｴﾐｰﾙ｢ｼﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣
1879年2月22日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱで国民議会が召集され､立憲君主政憲法が制定される
1879年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾝﾀﾞｰ=ﾗｲﾝ公･13代ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾟﾗﾑ･ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾍﾟﾗﾑ=ｸ
  ﾘﾝﾄﾝ｣
1879年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾝﾀﾞｰ=ﾗｲﾝ公･14代ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾟﾗﾑ･ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ･ﾍ
  ﾟﾗﾑ=ｸﾘﾝﾄﾝ｣6代公の長男(~19280530死去)
1879年2月23日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾏﾘｰ･ﾌﾞﾘｯｼﾞに607ﾒｰﾄﾙの鉄橋が建設される
1879年2月23日-09:00|日本|大分県玖珠郡玖珠町|明治12年|<死去>久留島通靖(29歳)元豊後森藩主･知藩事
1879年2月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾏﾘｰ･ﾚｵﾝｾ･ﾛｰｼﾞｪ｣(~1881年4月)
1879年2月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||西部ｲﾝﾄﾞで､ﾌｧﾄﾞｹｰの反英武装蜂起が起こる
1879年2月23日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ首相｢ｹﾃﾞｨﾌﾞ･ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~3.10)
1879年2月24日-09:00|日本|  ||明治12年|<死去>不知火光右衛門(55歳､1825年3月3日生)第11代横綱､不知火親
  方
1879年2月24日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年内務省甲布達第003号｢医師試験規則｣公布
1879年2月24日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ|  |||ﾎﾞﾘﾋﾞｱ,硝石会社を接収/ﾁﾘは,戦艦をｺﾋﾞﾊに派遣,ｱﾝﾄﾌｧｶﾞｽﾀに5千の兵を
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  出動させ占領
1879年2月26日-09:00|日本|第四銀行|明治12年|<設立>第百三十九国立銀行(高田;7.3開業)
1879年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの女流写真家ｶﾒﾛﾝ没/63歳(誕生:18150611)
1879年2月26日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連邦大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｸﾞｽﾏﾝ･ﾌﾞﾗﾝｺ｣(4期目~5.8)PL
1879年2月27日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第010号｢地租改正条例第八章但書削除｣公布
1879年2月27日-09:00|日本|鹿児島県|明治12年|<発足>鹿児島県で行政区画として阿多郡･出水郡･揖宿郡･頴娃
  郡･川辺郡･給黎郡･甑島郡･日置郡･大隅郡が発足
1879年2月27日-09:00|日本|鹿児島県姶良郡|明治12年|<発足>鹿児島県で行政区画として姶良郡･桑原郡が発足
1879年2月27日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|明治12年|<発足>鹿児島県で行政区画として伊佐郡･菱刈郡が発足
1879年2月27日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|明治12年|<発足>鹿児島県で行政区画として鹿児島郡･谿山郡が
  発足
1879年2月27日-09:00|日本|鹿児島県肝属郡|明治12年|<発足>鹿児島県で行政区画として肝属郡が発足
1879年2月27日-09:00|日本|鹿児島県熊毛郡|明治12年|<発足>鹿児島県で行政区画として熊毛郡･馭謨郡が発足
1879年2月27日-09:00|日本|鹿児島県薩摩川内市|明治12年|<発足>鹿児島県で行政区画として薩摩郡･高城郡が
  発足
1879年2月27日-09:00|日本|鹿児島県曽於郡|明治12年|<発足>鹿児島県で行政区画として囎唹郡が発足
1879年2月27日-09:00|日本|宮崎県|明治12年|<発足>鹿児島県に行政区画として那珂､諸県､臼杵郡が置かれる
1879年2月27日-09:00|日本|宮崎県児湯郡|明治12年|<発足>鹿児島県に行政区画として児湯郡が置かれる
1879年2月27日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|明治12年|<発足>鹿児島県に行政区画として宮崎郡が置かれる
1879年2月27日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ州総督｢ｾﾙｹﾞｲ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ･ﾀﾝｽｷｰ｣(~5.15)
1879年2月27日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ﾁｪｻﾞﾚｵ･ｷﾞﾚﾙﾓ･ｲ･ﾊﾞｽﾀﾙﾄﾞ｣(2回目~12.6)
1879年2月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||人工甘味料ｻｯｶﾘﾝがｱﾒﾘｶで発明される
1879年2月28日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ(ｶｰﾌﾞﾙ)ｴﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾔｱｸｰﾌﾞ･ｶｰﾝ｣(~10.28退位)
1879年3月-09:00|日本|商船三井|明治12年|尼崎汽船部設立
1879年3月-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>第百四十八国立銀行(大阪府下東区唐物町;4.2
  1開業)
1879年3月-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾁｮｷﾞｬﾙ･ｻﾞﾝﾎﾟ｣(~1880年6月)
1879年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Abdullah Ghalib Pasha｣(~1879.9)
1879年3月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾑﾌﾀﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1880年8月)
1879年3月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍がﾏﾀｺﾝ島上陸/のちに撤退
1879年3月1日-09:00|日本|  ||明治12年|｢高松博覧会(琴平山博覧会)｣開催(～6月30日)[開催地]香川県[会場]
  金比羅宮[主催]琴平山博覧会社
1879年3月1日-09:00|日本|静岡銀行|明治12年|<開業>第百三十八国立銀行(静岡県豊田郡二俣村)
1879年3月1日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>櫛原貸金会社(福岡)
1879年3月1日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ大統領｢ﾛﾚﾝｿ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｲﾉｾﾝｼｵ･ﾗﾄｰﾚ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(2期目~18800315)
1879年3月1日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ|  |||ﾍﾟﾙｰと同盟したﾎﾞﾘﾋﾞｱ,ﾁﾘに対し宣戦布告/沿岸部のﾎﾞﾘﾋﾞｱ軍はあっけな
  く敗退
1879年3月1日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ共和国大統領｢ﾎｱｷﾝ･ｻｳﾞｧﾗ･ｿﾘｽ｣(1回目~18830301)
1879年3月3日-09:00|日本|富山県高岡市|明治11年|<高岡明治12年の大火>真夜中､木舟町の太物商(綿や麻織物
  を商う呉服商)浅井吉平方の失火/たちまち四方に燃え広がり､住家2000余戸を焼失､神社1か所､寺院23か所､学
  校1か所を焼失/少なくとも北は千木屋町､下川原の線から､南は鴨島町､博労町に及ぶ､中心部の大半を焦土と
  化した
1879年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米最高裁で初の女性判事が任命
1879年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国地質調査所設立
1879年3月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳｨﾘｱﾑ･ｷﾞﾌﾞﾘﾝが､ﾀｽﾏﾆｱ首相としてｳｨﾘｱﾑ･ｸﾛｳｻﾞｰの後を継ぐ｡5年にわたる｢連
  続内閣｣の成立
1879年3月7日-09:00|日本|奈良県桜井市|明治12年|<死去>織田長恭(79歳)元大和芝村藩主
1879年3月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Arsenio Martinez-Campos[保守党](~1879120
  9)
1879年3月10日-09:00|日本|  ||明治12年|横浜洋銀取引所が第二国立銀行内倉庫で開所式(頭取茂木惣兵衛)
1879年3月10日-09:00|日本|  ||明治12年|｢第5回奈良博覧会｣開催(～5月4日)[開催地]奈良県[会場]東大寺大仏
  殿[主催]奈良博覧会社
1879年3月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ首相｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀｳﾌｨｰｸ･ﾊﾟｼｬ王子｣(1回目~4.7)
1879年3月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｸﾞｲｵﾝ･ﾗｲﾝ｢ｱﾘｿﾞﾅ｣ｼﾞｮﾝ･ｴﾙﾀﾞｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰで進水(1898年､ｱﾒﾘｶ合衆国旧陸軍
  省に引き取られ､1902年にﾌﾞﾙｯｸﾘﾝ海軍工廠で改装を受け､輸送船ﾊﾝｺｯｸとして北大西洋で1918年まで運航､1926
  年5月にｽｸﾗｯﾌﾟ)
1879年3月12日-09:00|日本|静岡県|明治12年|<発足>静岡県に行政区画としての田方郡･君沢郡が発足｢田方君沢
  郡役所｣が田方郡韮山町に設置されともに管轄;賀茂郡･那賀郡が発足｢賀茂那賀郡役所｣が賀茂郡下田町に設置
  されともに管轄;佐野郡･城東郡が発足｢佐野城東郡役所｣が佐野郡掛川宿に設置されともに管轄;志太郡･益津
  郡が発足｢志太益津郡役所｣を藤枝宿に設置しともに管轄;豊田郡･山名郡が発足｢磐田豊田山名郡役所｣が磐田
  郡見附宿に設置され磐田郡とともに管轄;敷知郡･長上郡が発足｢敷知浜名長上郡役所｣が敷知郡高町に設置さ
  れ浜名郡とともに管轄;駿東郡が発足･郡役所を沼津上土町に設置;富士郡が発足･郡役所を吉原宿に設置;庵原
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  郡が発足･郡役所を興津宿に設置;榛原郡が発足､郡役所を静波町に設置;周智郡が発足･郡役所を森町村に設置
1879年3月12日-09:00|日本|静岡県磐田市|明治12年|<発足>静岡県に行政区画としての磐田郡が発足｢磐田豊田
  山名郡役所｣が見附宿に設置され豊田郡･山名郡とともに管轄
1879年3月12日-09:00|日本|静岡県湖西市|明治12年|<発足>静岡県に行政区画としての浜名郡が発足｢敷知浜名
  長上郡役所｣が敷知郡浜松高町旧浜松県庁舎に設置され敷知郡･長上郡とともに管轄
1879年3月12日-09:00|日本|静岡県静岡市|明治12年|<発足>静岡県に行政区画としての安倍郡･有渡郡が発足｢安
  倍有渡郡役所｣を静岡追手町に設置しともに管轄
1879年3月12日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|明治12年|<発足>静岡県に行政区画としての麁玉郡が発足｢引佐
  麁玉郡役所｣が引佐郡気賀村に設置され引佐郡とともに管轄
1879年3月14日-09:00|日本|  ||明治12年|松山にｺﾚﾗ発生､全国に蔓延(12月27日までに罹病者16万8314人､死亡
  者10万5784人)
1879年3月14日-09:00|日本|京都府|明治12年|<発足>京都府で行政区画としての船井郡･天田郡･何鹿郡･加佐郡･
  与謝郡･愛宕郡(郡役所は下鴨村)･葛野郡(郡役所は太秦村)･乙訓郡(郡役所は向日町)･紀伊郡(郡役所は伏見板
  橋二丁目)･宇治郡･久世郡(宇治･久世両郡合同の郡役所は宇治郡宇治村)･綴喜郡(郡役所は田辺村)･相楽郡(郡
  役所は木津村)発足
1879年3月14日-09:00|日本|京都府京丹後市|明治12年|<発足>京都府で行政区画としての竹野郡･熊野郡･中郡(
  郡役所は峰山町)発足
1879年3月14日-09:00|日本|京都府京都市|明治12年|<発足>京都府で行政区画としての上京区と下京区
1879年3月14日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>第百四十二国立銀行(千葉県海上郡銚子荒
  野村;18790503開業)
1879年3月15日-09:00|日本|  ||明治12年|新政府に接収され,孔子像を祀ることのできなかった湯島の聖堂を公
  開し一般の参拝を許可
1879年3月15日-09:00|日本|  ||明治12年|｢大阪博覧会｣開催(～6月22日)[開催地]大阪府[会場]大阪府立博物場
  [主催]大阪府
1879年3月15日-09:00|日本|  ||明治12年|｢第8回京都博覧会｣開催(～6月22日)[開催地]京都府[会場]仙洞御所,
  大宮御所[主催]京都博覧会社[入場者]334,276人
1879年3月15日-09:00|日本|  ||明治12年|｢長崎博覧会｣開催(～6月12日)[開催地]長崎県[会場]長崎公園
1879年3月15日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｼﾞｪﾘｱ総督代行｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ･ｸﾞﾚｳﾞｨ｣(~18811126)
1879年3月17日-09:00|日本|埼玉県|明治12年|<発足>埼玉県で行政区画としての高麗郡が発足(入間郡･高麗郡合
  同の郡役所は入間郡川越町);幡羅郡･榛沢郡･男衾郡(幡羅郡･榛沢郡･男衾郡合同郡役所は大里郡熊谷宿の大里
  郡役所)発足;新座郡(北足立郡浦和宿に設置された北足立郡役所の管轄)が発足;埼玉郡のうち5町188村の区域
  に北埼玉郡(郡役所は成田町)が発足
1879年3月17日-09:00|日本|埼玉県入間郡|明治12年|<発足>埼玉県で行政区画としての入間郡が発足(入間郡･高
  麗郡合同の郡役所は川越町)
1879年3月17日-09:00|日本|埼玉県大里郡|明治12年|<発足>埼玉県で行政区画としての大里郡(郡役所は熊谷宿)
  が発足
1879年3月17日-09:00|日本|埼玉県北足立郡|明治12年|<発足>埼玉県で足立郡の区域をもって行政区画としての
  北足立郡(郡役所は浦和宿)が発足
1879年3月17日-09:00|日本|埼玉県北葛飾郡|明治12年|<発足>埼玉県で武蔵国葛飾郡のうち埼玉県に属する区域
  をもって北葛飾郡･中葛飾郡(合同郡役所は杉戸宿)が発足
1879年3月17日-09:00|日本|埼玉県児玉郡|明治12年|<発足>埼玉県で行政区画としての児玉郡･賀美郡･那珂郡(
  児玉郡･賀美郡･那珂郡合同郡役所は本庄宿)が発足
1879年3月17日-09:00|日本|埼玉県秩父郡|明治12年|<発足>埼玉県で行政区画としての秩父郡(郡役所は大宮郷)
  が発足
1879年3月17日-09:00|日本|埼玉県比企郡|明治12年|<発足>埼玉県で行政区画としての比企郡･横見郡(比企郡･
  横見郡合同の郡役所は比企郡松山町)発足
1879年3月17日-09:00|日本|埼玉県南埼玉郡|明治12年|<発足>埼玉県で埼玉郡のうち6町218村の区域に行政区画
  としての南埼玉郡(郡役所は岩槻町)が発足
1879年3月18日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾋﾞｻｳとｶﾁｪｳがｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞからﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｷﾞﾆｱとして分離
1879年3月20日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ総理大臣｢ﾎﾞｼﾞｮ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾆｪｺﾞｼｭ｣(~19051218)
1879年3月22日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ･ﾌﾞｽﾞｸｼｭ地震(M6.7)死者2千人
1879年3月23日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｻﾙｳﾞｧﾄﾞｰﾙ･ｶｻﾅｽ･ｲ･ﾊﾟｹﾞｽ｣(~19010924)
1879年3月23日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ|  |||ｶﾗﾏでﾛｱ川を挟んで両軍が対決｡ﾄﾊﾟｰﾃﾙ橋の戦いにおいて､ｴﾄﾞｱﾙﾄﾞ･ｱﾊﾞﾛｱ
  が戦死
1879年3月25日-09:00|日本|  ||明治12年|<開業>第九十七国立銀行(佐賀)
1879年3月25日-09:00|日本|  ||明治12年|<竣工>｢川口天守堂｣[大阪富島]
1879年3月25日-09:00|日本|兵庫県姫路市|明治12年|<死去>酒井忠邦(26歳)元播磨姫路藩主･知藩事
1879年3月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｸﾞｼﾞｬ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ｻﾗﾝ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~19171231没)
1879年3月27日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾊｰｷｭﾘｰｽﾞ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ卿｣(4.17
  まで代行~18800909)
1879年3月27日-09:00|日本|  ||明治12年|日本軍が､琉球に出兵して那覇を占領
1879年3月28日-09:00|日本|  ||明治12年|<死去>長谷川貞信(71歳)浮世絵師
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1879年3月28日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第012号｢鉄道犯罪罰例中禁錮ｦ禁獄ﾆ改ﾒ第二条第
  九条第十一条改正｣公布
1879年3月28日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>第百四十三国立銀行(千葉県印旛郡八街村
  ;6.7開業)
1879年3月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団大公ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ｢ｷｬｳﾞｪﾃﾞｨﾝ伯爵ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾁｪｽｷ･ｱ･
  ｻﾝﾀ･ｸﾛｰﾁｪ男爵｣(~19050124)
1879年3月29日-09:00|日本|  ||明治12年|<死去>梁川紅蘭(76歳)漢詩人.梁川星巌の妻
1879年3月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｹﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄﾞｩｼｭﾄ･ﾆｶﾝﾀﾞﾝ･ｾﾝ｣(~19080527没)､摂政｢ｻｰﾋﾌﾞ･ｼﾝ/ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･
  ｼﾝ｣(~1884年)
1879年3月29日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ《歌劇｢ｴﾌｹﾞﾆｰ･ｵﾈｰｷﾞﾝ｣Op.24》ﾓｽｸﾜ
1879年3月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄﾏ･ｸﾁｭｰﾙ､画家(生年1815年)
1879年4月-09:00|日本|  ||明治12年|<遷座>三吉神社(札幌市渡島通121番地)
1879年4月-09:00|日本|  ||明治12年|敦賀･三国汽船会社,三国丸を新造
1879年4月-09:00|日本|  ||明治12年|函館の末広町八幡板下で若山惣太郎洋食店｢五島軒｣開業
1879年4月-09:00|日本|東京都足立区|明治12年|伊興村で経塚を発掘し､兜､太刀などが出土(現在東京国立博物
  館保存)
1879年4月 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｻｰﾓﾝ｣(~1882年)
1879年4月1日-09:00|日本|  ||明治12年|<開院>｢広島県病院｣[水主町]新築
1879年4月1日-09:00|日本|  ||明治12年|<設立>第百五十一国立銀行(熊本;10.15開業)
1879年4月1日-09:00|日本|  ||明治12年|小菅の監獄を東京集治監と改称
1879年4月1日-09:00|日本|  ||明治12年|製表社より統計協会に改称
1879年4月1日-09:00|日本|足利ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治12年|<開業>第七十国立銀行(京都)
1879年4月1日-09:00|日本|大阪府|明治12年|<開院>｢大阪公立病院｣[北区常安町,大阪府病院を移転]
1879年4月1日-09:00|日本|京都府京都市|明治12年|<発足>京都府で行政区画としての伏見区
1879年4月1日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<開業>第百二十一国立銀行(大阪)
1879年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾞｴﾀｰﾉ･ｼﾓﾝﾁｰﾆ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾆｺﾘｰﾆ｣
1879年4月2日-09:00|日本|  ||明治12年|<設立>第百三十二国立銀行(神奈川程ｹ谷;5.21開業)
1879年4月2日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督｢ ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾚｰ｣(2回目~18810928)
1879年4月3日-09:00|日本|群馬県沼田市|明治12年|迦葉山弥勒寺が大火､多くの重宝を焼失
1879年4月3日 04:00|ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾁﾘは､ﾍﾟﾙｰとの外交関係を断つ
1879年4月4日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第013号｢府県会規則第十三条第二款改正｣公布
1879年4月4日-09:00|日本|沖縄県|明治12年|<改称>明治政府が､琉球藩→沖縄県とし全国に布告
1879年4月4日-09:00|日本|京都大学|明治12年|<改称>｢大阪英語学校｣⇒｢大阪専門学校｣
1879年4月4日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｧｰｶﾞｿﾝ･ﾎﾞｰｴﾝ卿｣
  (~18830505)
1879年4月5日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ,ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞ･ﾋﾟｴﾛﾗ新大統領のもと参戦.ﾁﾘもﾍﾟﾙｰとﾎﾞﾘﾋﾞｱ両国に
  対し宣戦布告/4年間にわたる｢太平洋戦争｣起こる
1879年4月6日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｱﾅ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾔﾝｸﾞ｣(2回目~12.
  4)
1879年4月7日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ首相｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬﾘﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~8.18)
1879年4月8日-09:00|日本|鹿児島県大島郡|明治12年|<発足>明治12年太政官布告第015号｢鹿児島県下大島外四
  島ｦ大島郡ﾄ為ｼ大隅国ﾍ属ｽ｣公布
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県|明治12年|<分割>新潟県魚沼郡を分割し小千谷町など1町156村に北魚沼郡(郡
  役所は小千谷町)が行政区画として発足;蒲原郡を分割し新津町ほか4町350村に中蒲原郡(郡役所は新津町)が
  行政区画として発足;頸城郡を分割し高田城下など3町771村に中頸城郡(郡役所は高田城下),糸魚川町など7町
  167村に西頸城郡(郡役所は糸魚川町),安塚村など167村に東頸城郡(郡役所は安塚村)が行政区画として発足;
  古志郡(郡役所は長岡城下)が行政区画として発足
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県岩船郡|明治12年|<発足>新潟県で行政区画としての岩船郡が発足,郡役所を村
  上城下に設置
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県刈羽郡|明治12年|<分割>新潟県で行政区画としての刈羽郡が発足,郡役所を柏
  崎町に設置
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県北蒲原郡|明治12年|<分割>新潟県蒲原郡を分割し新発田村ほか7町603村に行
  政区画としての北蒲原郡が発足,郡役所を新発田本村に設置
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県佐渡市|明治12年|<発足>新潟県で行政区画としての加茂郡･雑太郡･羽茂郡が
  発足｢雑太加茂羽茂郡役所｣が雑太郡相川町に設置され管轄
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県三島郡|明治12年|<発足>新潟県で行政区画としての三島郡が発足,郡役所を与
  板城下に設置
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県中魚沼郡|明治12年|<分割>新潟県魚沼郡を分割し十日町村など78村に行政区
  画としての中魚沼郡が発足,郡役所を十日町村に設置
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県新潟市|明治12年|<分割>新潟県蒲原郡を分割し新潟町･寄居白山新田村の区域
  に新潟区が行政区画として発足
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県西蒲原郡|明治12年|<分割>新潟県蒲原郡を分割し巻村ほか2町350村に行政区
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  画としての西蒲原郡が発足,郡役所を巻村に設置
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県南魚沼郡|明治12年|<分割>新潟県魚沼郡を分割し六日町村など168村に行政区
  画としての南魚沼郡が発足,郡役所を六日町村に設置
1879年4月9日-09:00|日本|新潟県南蒲原郡|明治12年|<分割>新潟県蒲原郡を分割し三条町ほか3町303村に行政
  区画としての南蒲原郡が発足,郡役所を三条町に設置
1879年4月10日-09:00|日本|  ||明治12年|｢筑波博覧会｣開催(～8月9日)[開催地]茨城県[会場]筑波神社境内[主
  催]筑波町民間人
1879年4月12日-09:00|日本|広島銀行|明治12年|<設立>第百四十一国立銀行(愛媛県新居東町;7.1開業)
1879年4月14日-09:00|日本|JR|明治12年|日本人初の機関方3名が乗務開始
1879年4月15日-09:00|日本|  ||明治12年|兵学校内に機関課設置
1879年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国､ﾃﾞﾎﾟﾝﾎﾟｰﾄ造船廠に近いｷｲﾊﾑに海軍機関学校設立
1879年4月17日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾍﾟｰﾆｬ･ﾌﾟﾗﾀ侯爵ﾗﾓﾝ･ﾌﾞﾗﾝｺ･ｲ･
  ｴﾚﾆｬｽ｣(1回目~18811128)
1879年4月20日-09:00|日本|  ||明治12年|｢方円社｣結成:囲碁結社｢方円社｣(社長･村瀬秀甫)が東京府神田区相
  生亭に創設される
1879年4月21日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||8時間労働を勝ち取った1856年の石工のｽﾄﾗｲｷを記念して､ｳﾞｨｸﾄﾘｱではじめ
  て公的な休日が実施
1879年4月21日-09:00|日本|広島銀行|明治12年|<設立>第百四十六国立銀行(広島;12.7開業)
1879年4月21日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治12年|<設立>補融社(のち補融銀行)
1879年4月21日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督代行｢ﾌｱﾝ･ｱｷﾞﾗｰﾙ｣(~6.20)
1879年4月21日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰがﾎﾞｽﾆｱﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅの行政権を取得
1879年4月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｲﾈｽ=ｶｰ｣
1879年4月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｲﾈｽ=ｶｰ｣(~18921023死去)
1879年4月24日-09:00|日本|東京湾ﾌｪﾘｰ|明治12年|東京･浦賀･館山間に汽船運航
1879年4月28日-09:00|日本|  ||明治12年|<創刊>方円社､機関誌(初の囲碁月刊誌)｢囲棋新報｣(520号まで続刊)
  月に一度の手合日に打たれた碁を厳選して村瀬秀甫の解説付きで棋譜を公開した
1879年4月28日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱで初の憲法が施行､立憲君主制へ移行
1879年4月29日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨｯﾌﾟｽ｣(~18840418)
1879年4月29日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾚﾕﾆｵﾝ知事｢Pierre Aristide Faron｣
1879年4月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとﾄﾞｲﾂが奴隷貿易禁止条約を締結
1879年5月-13:00|ｻﾓｱ/米領ｻﾓｱ|  |||<即位>ｻﾓｱ王｢ﾏﾘｴﾄｱ･ﾄﾇﾏｲﾍﾟｱ･ﾀﾗﾌﾞｰ｣(~18801108没)
1879年5月-09:00|日本|  ||明治9年|<発売>金沢三右衛門が､東京･芝に設立した醗酵社｢桜田ﾋﾞｰﾙ｣
1879年5月-09:00|日本|  ||明治7年|浜脇向浜(別府)を中心にｺﾚﾗ流行｡患者237人､死者137人に及ぶ
1879年5月-09:00|日本|  ||明治12年|｢國千保丸｣(123G/T)三軒榮次郎で建造進水
1879年5月1日-09:00|日本|  ||明治12年|藤倉五郎兵衛が横浜･横須賀間往復1日4回の汽船営業開始
1879年5月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｱﾚｸｼ=ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｼｬﾌﾞﾘｴ《喜歌劇｢しくじり教育(まちがった教育)｣》
1879年5月2日-09:00|日本|東邦銀行|明治12年|<設立>第百五十国立銀行(青森;鶴令社を元とする;7.10開業)
1879年5月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝで､社会主義労働者党が創立される
1879年5月3日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第016号｢明治六年第二百三十号飛脚貨物運送営業
  禁止布告廃止｣公布
1879年5月4日-09:00|日本|龍谷大学|明治12年|西本願寺大教校創立
1879年5月4日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾙﾀ民政知事｢Manuel Francisco de Medeiros｣PP(1期目~1
  8810528)
1879年5月6日-09:00|日本|  ||明治12年|<開業>第百二十二国立銀行(三重)
1879年5月6日-09:00|日本|  ||明治12年|新宿植物御苑(後の新宿御苑)開設
1879年5月6日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾕﾆｵﾝ知事｢Pierre Etienne Cuinier｣(~18860323)
1879年5月8日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連邦大統領代理｢Jose Rafael Pacheco Rodriguez｣(~12日)PL
1879年5月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<売却>ｱﾒﾘｶ海軍外輪戦闘艦｢ｹﾞﾃｨｽﾊﾞｰｸﾞ｣(1100t)
1879年5月9日-09:00|日本|  ||明治12年|官吏の公開の場での政談演説を禁止
1879年5月12日-09:00|日本|  ||明治12年|<死去>加藤素毛(55歳)俳人
1879年5月12日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第017号｢東京上等裁判所管轄内ﾍ小笠原島ｦ加ﾌ｣
  公布
1879年5月12日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連邦暫定大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｸﾞｽﾏﾝ･ﾌﾞﾗﾝｺ｣(5期目⇒18800317大統
  領~18840427)PL
1879年5月13日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝのﾌﾟﾛｳﾞｨﾝｼｱﾙ･ｻﾊﾞｰﾊﾞﾝ銀行が支払いを停止
1879年5月13日-09:00|日本|  ||明治12年|陸軍幕僚参謀条例を定める
1879年5月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||仏領ｺｰﾁｼﾅが民政移管､ｳﾞｨﾚが初代総督に就任
1879年5月14日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第018号｢電信条例第十七条刪除｣公布
1879年5月15日-09:00|日本|  ||明治12年|山林局を内務省に設置
1879年5月15日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第019号｢航海公証規則ｦ廃ｼ西洋形商船免状改正｣
  公布
1879年5月15日-09:00|日本|横浜国立大学|明治12年|横浜師範学校が神奈川県師範学校と改称
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1879年5月15日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ州総督｢ｴﾌｹﾞﾆｰ･ｵｼﾎﾟﾋﾞｯﾁ･ﾔﾝｺﾌｽｷｰ｣(~18810812)
1879年5月16日-09:00|日本|滋賀県|明治12年|<発足>滋賀県で行政区画としての野洲郡･甲賀郡･神崎郡･坂田郡
  発足;浅井郡が分割され行政区画としての西浅井郡と東浅井郡発足
1879年5月16日-09:00|日本|滋賀県犬上郡|明治12年|<発足>滋賀県で行政区画としての犬上郡発足
1879年5月16日-09:00|日本|滋賀県愛知郡|明治12年|<発足>滋賀県で行政区画としての愛知郡発足
1879年5月16日-09:00|日本|滋賀県大津市|明治12年|<発足>滋賀県で行政区画としての滋賀郡･栗太郡発足
1879年5月16日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡|明治12年|<発足>滋賀県で行政区画としての蒲生郡発足
1879年5月16日-09:00|日本|滋賀県高島市|明治12年|<発足>滋賀県で行政区画としての高島郡発足
1879年5月16日-09:00|日本|滋賀県長浜市|明治12年|<発足>滋賀県で行政区画としての伊香郡発足
1879年5月16日-09:00|日本|福井県大飯郡|明治12年|<発足>滋賀県で行政区画としての大飯郡発足
1879年5月16日-09:00|日本|福井県敦賀市|明治12年|<発足>滋賀県で行政区画としての敦賀郡発足
1879年5月19日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年大蔵省甲布達第050号(内務卿連署):生糸繭茶共進会規則
1879年5月19日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾃﾞｨﾌﾞﾙ･ﾎﾞﾈｯﾄ｣(~10.16)
1879年5月20日-09:00|日本|  ||明治12年|<開業>第八十九国立銀行(徳島)
1879年5月21日-09:00|日本|  ||明治12年|政府の支持を得て長崎造船所に東洋一の立神船渠(現第1ﾄﾞｯｸ)完成/
  総長140米､幅入口にて37.17米､内部の幅31米､深さ10.40米
1879年5月21日-09:00|日本|三重県四日市市|明治12年|<死去>5代伊藤小左衛門(62歳)実業家/工業都市四日市市
  の基礎を作り貿易を重視して産業の近代化を推進
1879年5月21日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｲｷｹ海戦でﾁﾘ戦艦ｴｽﾒﾗﾙﾀﾞ号が撃沈され,ﾍﾟﾙｰも戦艦ｲﾝﾃﾞﾍﾟﾝﾃﾞﾝｼｱ号
  が座礁沈没
1879年5月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｳｨﾘｱﾑ･ﾛｲﾄﾞ･ｶﾞﾘｿﾝ､奴隷制廃止運動家(生年1805年)
1879年5月25日-09:00|日本|北海道|明治12年|<開場>開拓使函館仮博物場(函館公園内)
1879年5月26日-09:00|日本|  ||明治12年|<完成>御代島港(新居浜)､貨客取扱所設置される
1879年5月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝの国王ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾔｰｸｰﾌﾞがｲｷﾞﾘｽとｶﾞﾝﾀﾞﾏｸ条約を結ぶ/領土
  の割譲を承認
1879年5月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国でﾏﾃﾞｨｿﾝ･ｽｸｴｱ･ｶﾞｰﾃﾞﾝ(初代)開場
1879年5月27日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年工部省布達第009号｢電信取扱規則改定｣公布
1879年5月28日 04:00|ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||Huascar､ﾍﾟﾙｰのｽｸｰﾅｰ､ｶｹﾀを奪還｡さらにﾁﾘの輸送艦Emiliaを鹵獲
1879年5月29日-09:00|日本|  ||明治12年|<開場>｢神宮第十五教区教会所｣[広島大手筋1丁目]
1879年6月-09:00|韓国/朝鮮|  |||朝鮮で日本からはいったｺﾚﾗが大流行
1879年6月-04:00|ﾛｼｱ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾛｼｱがｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝと相互援助条約を締結
1879年6月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ﾗｼｯﾄﾞ･ﾅｼｯﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1880年3月)
1879年6月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第35代首相｢ｱﾝｾﾙﾓ･ﾎｾ･ﾌﾞﾗｱﾑｷｬﾝﾌﾟ･ｴ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ｶｽﾃｯﾛ･ﾌﾞﾗﾝ
  ｺ｣(~18810325)
1879年6月3日-09:00|日本|  ||明治12年|<大相撲>明治12年06月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(西
  関脇)若嶋,6勝0敗2分1預1休/梅ヶ谷42連勝
1879年6月3日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Jacome de Ornelas Bruges de
   Avila PP Paim da Camara｣(3期目~18810326)
1879年6月4日-09:00|日本|  ||明治12年|1円銀貨幣の名称を｢貿易一円銀｣と定める
1879年6月4日-09:00|日本|靖国神社|明治12年|東京･九段の東京招魂社を靖国神社と改称して別格官弊社とし､
  内務･陸軍･海軍3省の管轄とした
1879年6月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝのｵｰｽﾄﾗﾘｱﾝ･ﾖｰﾛﾋﾟｱﾝ銀行が支払いを停止
1879年6月6日-09:00|日本|佐賀銀行|明治12年|<設立>点滴社(福岡)
1879年6月8日-09:00|日本|大谷大学|明治12年|貫練場を貫練教校と改称
1879年6月8日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾍﾗﾙﾄﾞ･ｵﾙﾃｶﾞ｣(1回目~15日)
1879年6月9日-09:00|日本|  ||明治12年|慈善団体･福田会が東京に日本初の孤児院を創設
1879年6月9日-09:00|日本|京都新聞|明治12年|<創刊>京都新聞社｢京都新聞｣
1879年6月9日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|明治12年|<死去>森俊滋(47歳)元播磨三日月藩主･知藩事
1879年6月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ｳｼﾞｪｰﾇ･ﾙｲ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ(ﾅﾎﾟﾚｵﾝ4世)､ﾌﾗﾝｽの皇太子(生年1856年)
1879年6月10日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<開業>第百三十一国立銀行(大阪)
1879年6月13日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第021号｢木綿織物外十四品無税輸出差許｣公布
1879年6月13日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾄﾞ･ﾅｼﾒﾝﾄ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ｻﾝﾊﾟｲｵ｣(~188107
  27)
1879年6月14日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢Joao Read da Costa Cabral｣(~18810404)
1879年6月15日-09:00|日本|  ||明治12年|<創刊>ｱﾙﾏﾝ､週間仏文紙｢ｸｰﾘｴ･ﾃﾞﾕ･ｼﾞｬﾎﾟﾝ｣
1879年6月15日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<開業>第百三十七国立銀行(兵庫篠山)
1879年6月15日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾎｾ･ﾘｶﾙﾄﾞ･ｶｿﾙﾗ｣(2回目~17日)
1879年6月16日-09:00|日本|  ||明治12年|福田会(仏教徒の慈善団体)､東京に育児園(孤児院)を創立
1879年6月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Giovanni Giacomo della Bona｣(~18851117)
1879年6月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄとｻﾘｳﾞｧﾝが､ﾆｭｰﾖｰｸで｢ﾋﾟﾅﾌｫｱ｣を上演
1879年6月17日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾍﾗﾙﾄﾞ･ｵﾙﾃｶﾞ｣(2回目~12.31)
1879年6月18日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｰﾈｯﾄ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ･ﾃｲﾗｰ｣(1回目~12.
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  17)
1879年6月19日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾀﾃﾞﾙｶﾞﾀﾞ民政知事｢Verissimo de Aguiar Cabral｣(~1
  8810330)
1879年6月20日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督代行｢ﾎｾ･ﾓﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｵｶ･ｲ･ｱｾﾆｪﾛ｣(1回目~7.24
  )
1879年6月22日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ3世 ﾑｶﾗﾑ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽ
  ﾙﾀﾝ･ｻﾞｲﾅﾙ･ﾗｼｰﾄﾞ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣
1879年6月22日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｻﾞｲﾅﾙ･ﾗｼｰﾄﾞ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ2世ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀ
  ﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ･ﾑｶﾗﾑ･ｼｬｰ｣(~18810922没)､摂政｢ﾄｩﾝｸ･ﾔｸﾌﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｻﾞｲﾝ･ｱﾙ･ﾗｼｰﾄﾞ･ｱﾙ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･
  ｼｬｰ｣(~18810922)
1879年6月23日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領ｷﾌﾟﾛｽ高等弁務官･最高司令官｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾋﾞﾄﾞﾙﾌ卿｣(~1
  8860309)
1879年6月24日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第022号｢金穀公借共有物取扱土木起功ﾉ事項ﾊ区
  会町村会議ﾆ付ｼ施行ｽ｣公布
1879年6月26日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<解任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣
1879年6月26日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀｳﾌｨｰｸ･ﾊﾟｼｬ｣(~18920107没)
1879年6月27日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第023号｢虎列剌病予防仮規則｣公布
1879年6月30日-09:00|日本|  ||明治12年|<廃止>福山師範学校･南町学校
1879年6月30日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年大蔵省甲布達第068号(内務卿連署):生糸繭茶共進会規則第
  六条中改正
1879年6月30日-09:00|日本|日本郵政|明治12年|(小判)小判切手(1879年)額面:3銭､50銭､発行
1879年6月30日-09:00|日本|日本郵政|明治12年|郵便はかき三銭五銭六銭廃止,二銭三銭発行
1879年7月-09:00|日本|  ||明治12年|小浜製糸会社､士族授産事業として創業
1879年7月-09:00|日本|東京都立松沢病院|明治12年|東京府､癲狂院を開院
1879年7月-09:00|日本|東北大学|明治12年|共立病院附属塾舎は宮城病院附属医学校となる
1879年7月-09:00|日本|新潟大学|明治12年|新潟病院医学所が新潟医学校と改められ,新潟病院はその付属機関
  となる
1879年7月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱｰﾒﾄﾞ･ｲｾﾞｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1880年5月)
1879年7月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞｱﾌﾘｶﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ総督代理｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･MacIntosh｣(⇒1882年､国
  立ｱﾌﾘｶ社総督代理⇒18860710､王立ﾆｼﾞｪｰﾙ社総督代理~1888年死去)
1879年7月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<創刊>｢ﾃﾞｲﾘｰ･ﾃﾚｸﾞﾗﾌ｣
1879年7月1日-09:00|日本|  ||明治12年|森鴎外の父､静男､千住一丁目に医院橘井堂を開業
1879年7月1日-09:00|日本|九州大学|明治12年|福岡病院あとに福岡医学校を開設
1879年7月1日-09:00|日本|滋賀県|明治12年|滋賀県,郡役所を開庁
1879年7月1日-08:00|中国|  |||中国･甘粛省武都地震(M8.0)､死者29480人
1879年7月1日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官｢ﾊｰﾊﾞｰﾄ･ﾃｲﾗｰ･
  ｱｯｼｬｰ｣(4回目~18801201)
1879年7月2日-09:00|日本|  ||明治12年|林屋正蔵･4代(落語家)死去
1879年7月3日-09:00|日本|岐阜大学|明治12年|岐阜県師範学校附属女子師範および普通女学校設立
1879年7月4日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｽﾞｰﾙｰﾗﾝﾄﾞを占領し､ｽﾞｰﾙｰ王のｹﾁｭﾜｰﾖを捕らえる
1879年7月5日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第026号｢新旧公債証書発行条例並金禄公債証書発
  行条例中追加改正｣公布
1879年7月7日-09:00|日本|  ||明治12年|日本海軍練習艦｢肇敏丸｣を｢肇敏｣と改称(→明治13年1月22日:五等軍
  艦)
1879年7月8日-09:00|日本|  ||明治12年|<創刊>広島初の日刊紙｢広島日報｣(坪村梅坪ら数名が発刊~18820504､8
  01号で発行禁止)
1879年7月9日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世｣(1回目~18860821)
1879年7月10日-09:00|日本|  ||明治12年|東京大学卒業生に初めての学位(学士号)授与する(医学本科18名､製
  薬本科19名の計37名)
1879年7月10日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事代理｢Charles Alexandre Lacouture｣(~12.2
  0)
1879年7月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾋﾞｽﾏﾙｸが保護関税法を制定､ﾄﾞｲﾂが保護貿易へ転換
1879年7月12日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｷﾞﾆｱ総督｢ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌﾙﾄｩｵｰｿﾞ･ﾌｨｹﾞｲﾚﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ｣(
  ~10.20)
1879年7月14日-09:00|日本|  ||明治12年|<設置>検疫所｢長崎消毒所｣(長崎港口･女神)来航船舶に対する海港検
  疫の初め
1879年7月14日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第028号｢海港虎列剌病伝染予防規則｣公布
1879年7月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ王国首相(閣僚評議会議長)｢ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ｶｲﾛｰﾘ｣(2回目~18810529)
1879年7月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗﾝﾄ､自然学者(生年1802年)
1879年7月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾃﾆｽ>第3回ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ選手権男子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ｼﾞｮﾝ･ﾊｰﾄﾘｰ
1879年7月17日-09:00|日本|  ||明治12年|東京府癲狂院(後の松沢病院)設立
1879年7月17日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ首相(閣僚会議議長)｢ﾄﾄﾞﾙ･ｽﾄﾔﾉﾌ･ﾌﾞﾙﾓﾌ｣(~12.6)
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1879年7月17日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||ﾊﾜｲ王国初の鉄道が開業(ｶﾌﾙｲ･ﾜｲﾙｸ間)
1879年7月18日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領首都｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｼｬﾙﾙ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ･ﾃﾞﾆｽ公共秩序委員会委員長
  ｣(~26日)
1879年7月19日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年海軍省甲布達第001号｢造船所並兵器局定雇職工規則中但書
  改正｣公布
1879年7月20日-09:00|日本|  ||明治12年|<開場>｢集産場｣[広島区下中町,博物館を改称]
1879年7月21日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第029号｢海港虎列剌病伝染予防規則更正検疫停
  船規則ﾄ改称｣公布
1879年7月23日-09:00|日本|北海道|明治12年|<発足>北海道開拓使高島郡･札幌郡･千歳郡･蘂取郡が行政区画と
  しての発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道阿寒郡|明治12年|<発足>北海道開拓使阿寒郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道足寄郡|明治12年|<発足>北海道開拓使足寄郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道厚岸郡|明治12年|<発足>北海道開拓使厚岸郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道網走郡|明治12年|<発足>北海道開拓使網走郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道虻田郡|明治12年|<発足>北海道開拓使虻田郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道石狩郡|明治12年|<発足>北海道開拓使石狩郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道石狩市|明治12年|<発足>北海道開拓使厚田郡･浜益郡が行政区画としての発
  足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道磯谷郡|明治12年|<発足>北海道開拓使磯谷郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道岩内郡|明治12年|<発足>北海道開拓使岩内郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道有珠郡|明治12年|<発足>北海道開拓使有珠郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道浦河郡|明治12年|<発足>北海道開拓使で行政区画としての浦河郡が発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道雨竜郡|明治12年|<発足>北海道開拓使雨竜郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道枝幸郡|明治12年|<発足>北海道開拓使枝幸郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道奥尻郡|明治12年|<発足>北海道開拓使奥尻郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道小樽市|明治12年|<発足>北海道開拓使小樽郡･忍路郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道河西郡|明治12年|<発足>北海道開拓使河西郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道河東郡|明治12年|<発足>北海道開拓使河東郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道樺戸郡|明治12年|<発足>北海道開拓使樺戸郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道上磯郡|明治12年|<発足>北海道開拓使上磯郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道上川郡|明治12年|<発足>北海道開拓使上川郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道亀田郡|明治12年|<発足>北海道開拓使亀田郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道茅部郡|明治12年|<発足>北海道開拓使茅部郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道川上郡|明治12年|<発足>北海道開拓使川上郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道釧路郡|明治12年|<発足>北海道開拓使釧路郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道久遠郡|明治12年|<発足>北海道開拓使久遠郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道様似郡|明治12年|<発足>北海道開拓使様似郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道沙流郡|明治12年|<発足>北海道開拓使沙流郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道標津郡|明治12年|<発足>北海道開拓使標津郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道島牧郡|明治12年|<発足>北海道開拓使島牧郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道積丹郡|明治12年|<発足>北海道開拓使美国郡･積丹郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道斜里郡|明治12年|<発足>北海道開拓使斜里郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道白老郡|明治12年|<発足>北海道開拓使白老郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道白糠郡|明治12年|<発足>北海道開拓使白糠郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道寿都郡|明治12年|<発足>北海道開拓使歌棄郡･寿都郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道瀬棚郡|明治12年|<発足>北海道開拓使瀬棚郡･太櫓郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道宗谷郡|明治12年|<発足>北海道開拓使宗谷郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道空知郡|明治12年|<発足>北海道開拓使空知郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道天塩郡|明治12年|<発足>北海道開拓使天塩郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道十勝郡|明治12年|<発足>北海道開拓使十勝郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道常呂郡|明治12年|<発足>北海道開拓使常呂郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道苫前郡|明治12年|<発足>北海道開拓使苫前郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道中川郡|明治12年|<発足>北海道開拓使中川郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道新冠郡|明治12年|<発足>北海道開拓使新冠郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道爾志郡|明治12年|<発足>北海道開拓使で行政区画としての爾志郡が発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道根室市|明治12年|<発足>北海道開拓使花咲郡･根室郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道野付郡|明治12年|<発足>北海道開拓使野付郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道登別市|明治12年|<発足>北海道開拓使幌別郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道日高郡|明治12年|<発足>北海道開拓使三石郡･静内郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道桧山郡|明治12年|<発足>北海道開拓使檜山郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道広尾郡|明治12年|<発足>北海道開拓使広尾郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道古宇郡|明治12年|<発足>北海道開拓使古宇郡が行政区画として発足
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1879年7月23日-09:00|日本|北海道古平郡|明治12年|<発足>北海道開拓使で行政区画としての古平郡発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道幌泉郡|明治12年|<発足>北海道開拓使幌泉郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道目梨郡|明治12年|<発足>北海道開拓使目梨郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道紋別郡|明治12年|<発足>北海道開拓使紋別郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道山越郡|明治12年|<発足>北海道開拓使山越郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道夕張郡|明治12年|<発足>北海道開拓使夕張郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道勇払郡|明治12年|<発足>北海道開拓使勇払郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道余市郡|明治12年|<発足>北海道開拓使余市郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道利尻郡|明治12年|<発足>北海道開拓使で行政区画としての利尻郡が発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道留萌郡|明治12年|<発足>北海道開拓使留萌郡が行政区画として発足
1879年7月23日-09:00|日本|北海道礼文郡|明治12年|<発足>北海道開拓使で行政区画としての礼文郡が発足
1879年7月23日-04:00|ﾛｼｱ/日本|北海道|明治12年|<発足>北海道開拓使国後郡･択捉郡･紗那郡が行政区画として
  発足
1879年7月24日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ｴﾝﾘｹ･ｻﾝﾀﾛ･ｲ･ｻｴﾝｽ･ﾃﾞ･ﾃﾊｰﾀﾞ｣(~18800903)
1879年7月26日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||西ｵｰｽﾄﾗﾘｱでｼﾞｪﾗﾙﾄﾝ=ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ間に､初の公有の鉄道が開通
1879年7月26日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国暫定政府｢ﾍﾘｽﾄﾝ･ﾍﾘｾ(10.3まで)/ﾎﾟｰﾙ･ﾃｨﾚｼｱｽ･ｱﾝｿﾆｰ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ｻ
  ｲﾓﾝ=ｻﾑ/ｱﾃﾞﾙｿﾝ･ﾄﾞｩﾖﾝ(10.3まで)/ﾎｾ･ﾗﾓｽ(10.3まで)/ﾃﾞｨｵｹﾞﾈｽ･ｾﾚｽ(10.3まで)/ﾙｲｽ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾌｪﾘｼﾃｨ･ﾘｼｳｽ･ｿﾛﾓ
  ﾝ(大統領)(10.3から)/ﾘｼｭﾘｭｰ･ﾃﾞｭﾍﾟﾙｳﾞｧﾙ(10.3から)/ﾙｲ･ﾓﾝﾃﾞｽﾃｨﾝ･ﾌﾛﾙｳﾞｨﾙ･ﾋﾎﾟﾘｯﾄ(1回目､10.3から)/ｾｲﾄﾞ･ﾃ
  ﾚﾏｺｽ(1回目､10.3から)/ﾇﾏ･ｼﾞｬﾝ=ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ﾛｰﾗﾝ･ﾘｺﾞｰ(10.3から)/ｻｰﾌﾟﾘｽ･ﾛｰﾗﾝ(10.3から)｣(~10.26)
1879年7月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国総理大臣｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ｱﾘﾌｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~10.18)
1879年7月31日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第030号｢検疫停船規則中正誤｣公布
1879年8月-09:00|日本|  ||明治12年|木製汽船｢和歌浦丸｣(108G/T)進水(→1881年,若山儀助(和歌山)の所有)
1879年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Bostancibashizade Reshid Mehmed Pasha｣(~12月)
1879年8月1日-09:00|日本|東京海上ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ||東京･南茅場町で海上保険会社が営業を開始/日本で最初の保
  険会社
1879年8月1日-09:00|日本|ﾌｨﾃﾞｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治12年|<開業>第百四十国立銀行(山形)
1879年8月1日-09:00|日本|宮崎銀行|明治12年|<開業>第百四十五国立銀行(宮崎)
1879年8月2日-09:00|日本|  ||明治12年|<死去>2代本松斎一甫(不明)華道家
1879年8月3日-09:00|日本|  ||明治12年|ｺﾚﾗ死亡者,5月24日よりこの日までに1489人に達する
1879年8月3日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督代理｢Alexandre Eugene Bouet｣(2期目~12.30)
1879年8月4日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地総督｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾛﾌﾀｽ｣(~18851109)
1879年8月6日-09:00|日本|  ||明治12年|喜昇座(明治6年4月開場)を久松座と改称して新築開場
1879年8月7日-09:00|日本|  ||明治12年|新潟中浦原群でｺﾚﾗ騒乱起こる｡暴徒700人に軍隊出動､死者13名｡この
  年各地で24騒乱続発
1879年8月7日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第031号｢証券印税規則中追加｣公布
1879年8月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾌｧｲﾌ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾀﾞﾌ｣(⇒18850716連合王国初代ﾌｧｲﾌ伯⇒188907
  29連合王国初代ﾌｧｲﾌ公⇒19000424兼ﾏｸﾀﾞﾌ伯~19120112死去)
1879年8月10日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事代理｢Hippolyte Pierre Maze｣(1期目~12.21)
1879年8月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ﾀｰﾌｪ伯爵ｴﾄﾞｩｱﾙﾄ｣(2度目~18931111)
1879年8月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰとｽﾍﾟｲﾝが講和条約を締結し外交関係を樹立
1879年8月15日-09:00|日本|東京都立墨東病院|明治12年|東京府､ｺﾚﾗ患者罹患のために､本所病院を設置
1879年8月17日-09:00|日本|長野県伊那市|明治12年|<死去>内藤頼直(40歳)元信濃高遠藩主･知藩事
1879年8月17日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾚｾｯﾌﾟｽがﾊﾟﾅﾏ運河会社を設立
1879年8月18日-09:00|日本|  ||明治12年|<開業>浪華温泉(大阪中之島)
1879年8月18日-09:00|日本|JR西日本東海道本線|明治12年|官設鉄道[大谷-山科-稲荷(-京都)]間13.09km延伸→
  [大谷-神戸]開通
1879年8月18日-09:00|日本|JR西日本奈良線|明治12年|官設鉄道[京都-稲荷(-大谷)]間13.09km開業
1879年8月18日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ首相｢ｹﾃﾞｨｳﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀｳﾌｨｰｸ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~9.2
  1)
1879年8月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ﾘﾝﾃﾞﾝ･ﾌｧﾝ･ｻﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ男爵ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ｣(~1883042
  3)
1879年8月22日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>第百四十九国立銀行(北海道函館;1880021
  0開業)
1879年8月24日-09:00|日本|  ||明治12年|<遷座>織姫神社(足利市;通4丁目の八雲神社から)
1879年8月24日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｵﾘｴﾝﾃ各地では,一斉蜂起.｢小戦争｣開始.ｵﾙｷﾞﾝを中心にﾗｽ･ﾄｩﾅｽ,ﾊﾞｲﾚなどが
  蜂起.ﾗｽ･ﾋﾞﾘｬｽでも反乱開始
1879年8月25日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第032号｢虎列剌病予防仮規則更正｣公布;明治12
  年太政官布告第033号｢相州長浦湾及長崎港外ﾆ於ﾃ検疫法施行停止｣公布
1879年8月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱで｢土地と自由派｣が全土地割替派と人民の意志派に分裂
1879年8月28日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､ｽﾞｰﾙｰのｹﾁﾜｲｵを占領
1879年8月29日-09:00|日本|東京都保健医療公社大久保病院|明治12年|東京府､ｺﾚﾗ患者罹患のために､大久保病
  院を設置
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1879年8月30日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ管理者｢ﾄｰﾏｽ･H･ﾃﾞｨｯｸｽ｣(3回目~18810304)
1879年9月-09:00|日本|  ||明治12年|宮城集治監完成(六方放射型,10月から収容)
1879年9月-09:00|日本|  ||明治12年|｢東京曙新聞｣第1792で終刊
1879年9月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ingiliz Mehemet Said Pasha｣(~1881.1)
1879年9月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾐﾙｸ･ﾘｳﾞｧｰの戦い､ﾕｰﾄ族がｿﾝﾊﾞｰｸﾞ軍と衝突
1879年9月1日-09:00|日本|  ||明治12年|<開業>第百四十四国立銀行(宮崎飫肥)
1879年9月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとｽﾞｰﾙｰ人首長との和議が成立
1879年9月2日-09:00|日本|  ||明治12年|福沢諭吉の発起で交詢社が設立
1879年9月3日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾍﾗｰﾄ連隊は給与の全額支払を求めてｶﾊﾞﾅｸﾞﾘの公舎を襲撃,公舎周辺では略
  奪開始/その夜ｶﾊﾞﾅｸﾞﾘと随員､及び守備隊は全員殺害された
1879年9月4日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ財務総監｢ｴｳﾞﾘﾝ･ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ卿(ｲｷﾞﾘｽ)(18800623まで)
  /ｱｰﾈｽﾄ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾙ･ﾊﾞﾙﾋﾞｴ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘﾆｴｰﾙ(ﾌﾗﾝｽ)(18820312まで)/ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ･ｺﾙｳﾞｧﾝ卿(ｲｷﾞﾘｽ)(18800623から)/ﾙｲ･ﾚ
  ｵﾝ･ﾌﾞﾚﾃﾞｨﾌ(ﾌﾗﾝｽ)(18820313から)｣(~18821207)
1879年9月7日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ司令官代行｢ｼｬﾙﾙ･ﾊﾞｲｴ｣(~12.16)
1879年9月8日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｽﾞｰﾙｰﾗﾝﾄﾞ植民地居住者｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ･ﾎｲｰﾙﾗｲﾄ｣(~1880
  年1月)
1879年9月8日 05:00|ｶﾘﾌﾞ海/ｱﾒﾘｶ|  |||米国によってｾﾗﾆｬ･ﾊﾞﾝｸ領有宣言(ﾆｶﾗｸﾞｱの北東210ﾏｲﾙに位置)
1879年9月9日-09:00|日本|東京都立駒込病院|明治12年|東京府､ｺﾚﾗ患者罹患のために､駒込病院を設置
1879年9月9日-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||<ｷﾞｮｸﾃﾍﾟの戦い>ﾛｼｱがｷﾞｮｸﾃﾍﾟに侵入しｱﾊﾙ･ﾃｹ･ﾄﾙｸﾒﾝに敗北
1879年9月10日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｨｼﾞｰ総督兼西太平洋高等弁務官｢ｱｰｻｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ卿｣(2回目
  ~1880年1月)
1879年9月10日-09:00|日本|  ||明治12年|<改称>｢広島県師範学校｣⇒｢広島県広島師範学校｣
1879年9月10日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ﾉｳﾞｨ･ﾊﾟｻﾞｰﾙのｻﾝｼﾞｬｸはｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰ帝国に占領され(ﾎ
  ﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅに従属)､名目上はｵｽﾏﾝ帝国の主権下に置かれる(~19081028)(~18821207)
1879年9月11日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第034号｢地所名称区別中改正｣公布
1879年9月13日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞｱﾌﾗ湾･ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･Hyde Hewett｣(~18850605)
1879年9月15日-09:00|日本|  ||明治12年|昨年10月来日本で猛威を奮うｺﾚﾗの被害発表(罹患138,953名,死者76,
  597名)
1879年9月15日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第036号｢鎮台条例廃止｣公布
1879年9月16日-09:00|日本|千葉県館山市|明治12年|<死去>稲葉正巳(65歳)元安房館山藩主､若年寄･老中格･陸
  軍奉行･海軍総裁
1879年9月17日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||｢ｼﾄﾞﾆｰ万国博覧会｣開催(～1880年04月27日)[会場]ｼﾄﾞﾆｰ(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)[入場者
  ]1,117,536人/日本は民間参加/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ初のｴﾚﾍﾞｰﾀｰなどが公開
1879年9月17日 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島主任判事｢ｳｨﾘｱﾑ･Eden｣
1879年9月17日 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島主任判事｢ｳｨﾘｱﾑ･Bodden Webster｣(~1888年
  )
1879年9月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国ﾌﾞﾗｯｸﾌﾟｰﾙで最初の電飾
1879年9月20日-09:00|日本|長崎県|明治12年|長崎県下のｺﾚﾗ患者5585､うち死亡2469
1879年9月21日-09:00|日本|  ||明治12年|<設立>四国最初のﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ教会[愛媛今治町]
1879年9月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ首相｢ﾘﾔﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~18810910)
1879年9月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Manuel Macias y Casado｣(1期目~1880年)
1879年9月22日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第037号｢東京並大阪株式取引所ﾆ於ﾃ金銀貨幣取
  引差許｣公布;明治12年太政官布告第038号｢横浜洋銀取引所ｦ横浜取引所ﾄ改称金銀貨幣取引差許｣公布
1879年9月23日-09:00|日本|  ||明治12年|<死去>高村東雲(54歳)仏師､彫刻家
1879年9月26日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Francisco Joaquim Ferreira do 
  Amaral｣(~11.28)
1879年9月27日-09:00|日本|  ||明治12年|官営千住製絨所開業
1879年9月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第19回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ｼﾞｪﾐｰ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ(3回目)(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/169)
1879年9月28日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾚｯﾄﾞﾌｧｰﾝ駅とﾊﾝﾀｰ･ｽﾄﾘｰﾄ間に蒸気ﾄﾗﾑが開通
1879年9月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<創刊>ﾄﾞｲﾂの社会主義労働党機関誌｢ﾃﾞﾙ･ｿﾞﾂｨｱｰﾙ･ﾃﾞﾓｸﾗｰﾄ｣(ﾁｭｰﾘｯﾋ)
1879年9月29日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第040号｢学制廃止教育令制定｣公布
1879年10月-09:00|日本|  ||明治12年|<創建>ｶﾄﾘｯｸ本所教会(旗本屋敷跡)
1879年10月-09:00|日本|  ||明治12年|木製汽船｢長崎丸｣(336G/T)政府長崎工作分局(長崎)で建造進水
1879年10月-09:00|日本|青山学院|明治12年|横浜山手町に美會神学校が設立される
1879年10月-09:00|日本|東京藝術大学|明治12年|文部省に我が国の音楽教育を実施するに当たっての諸事項を
  調査するため音楽取調掛を設置
1879年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾙｶﾘ国摂政｢ﾌﾚﾄﾞﾘｯｸ･ﾍﾝﾘｰ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ｣(~1880年3月)
1879年10月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾏﾏﾄﾞｩ･ﾗﾐﾝ･ﾘｰ｣(~1880年10月)
1879年10月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾟﾛｸﾀｰ&ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ社がｱｲﾎﾞﾘｰ石鹸を販売開始
1879年10月1日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第041号｢明治十一年第三十五号貿易壱円銀再鋳
  発行布告ﾍ但書追加｣公布
1879年10月1日-09:00|日本|  ||明治12年|陸軍省第一局は総務局に､第二局は人員局に改称
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1879年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1879年10月2日-04:00|ﾛｼｱ/中国|  ||清の光緒5年8月17日|崇厚が､ｲﾘ事件に関してﾛｼｱとﾘｳﾞｧﾃﾞｨｱ条約を結ぶ(批
  准せず)
1879年10月4日-09:00|日本|日本郵船|明治12年|郵便汽船三菱､香港航路を開設
1879年10月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｳﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｮｹﾞﾝﾄﾞﾗ･ﾃﾞｵ｣(~19130310没)
1879年10月6日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年大蔵省甲布達第099号(内務卿連署):生糸繭茶共進会会場規
  則第一条ﾍ但書追加
1879年10月6日-09:00|日本|九州ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>第百四十七国立銀行(鹿児島)
1879年10月7日-09:00|日本|東京藝術大学|明治12年|伊沢修二の提唱により文部省に音楽取調掛を設置,以後,音
  楽伝習生を募集してこれを教育
1879年10月7日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾛｼｱを意識したﾋﾞｽﾏﾙｸの画策で､ｳｨｰﾝで､ｵｰｽﾄﾘｱ･ﾄﾞｲﾂ2国同盟が結ばれ
  る
1879年10月8日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾙ｣(~18820421)
1879年10月8日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第042号｢拷訊ﾆ関ｽﾙ法令刪除｣公布
1879年10月8日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰ帝国帝国･王室･外務大臣｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ｶｰﾙ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫ
  ﾝ･ﾍｲﾒﾙﾙ｣(~18811010没)
1879年10月8日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｲｷｹ付近Angamosで海戦/ﾍﾟﾙｰ唯一の大型戦艦ｳｱｽｶﾙ号がﾁﾘ艦船の挟
  撃を受け,ｳｱｽｶﾙ船上で白兵戦/61名の将校･水兵が殺され,船は乗っ取られる
1879年10月8日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾆｭｰﾄﾝ｣(~18800604)
1879年10月10日-09:00|日本|  ||明治12年|砲兵工廠条例及び､陸軍職制を制定;東京砲兵工廠と､支廠たる大阪
  砲兵工廠の二つが設置され､砲兵工廠提理が統括;陸軍省第五局が会計局と改められる
1879年10月10日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第043号｢銀行当座預ﾘ金小切手税印ﾊ姑ｸ証券印
  紙交用苦ｶﾗｽ｣公布;明治12年大蔵省甲布達第101号｢造幣地金受取方規則｣公布
1879年10月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのｴｼﾞﾌﾟﾄ代理人･総領事｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾎﾞｰﾙﾄﾞｳｨﾝ･ﾏﾚ卿｣(~18
  830911)
1879年10月11日-09:00|日本|日本郵政|明治12年|(小判)小判切手(1879年)額面:1銭､2銭､発行
1879年10月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､ｶﾌﾞｰﾙを再占領
1879年10月13日-09:00|日本|  ||明治12年|宮内省侍補制度廃止
1879年10月13日-09:00|日本|東京都|明治12年|<死去>川路利良(45歳)日本警察の父
1879年10月15日-09:00|日本|  ||明治12年|陸軍軍医本部が置かれる
1879年10月15日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|明治12年|<死去>岩城隆彰(17歳)元出羽亀田藩主･知藩事
1879年10月15日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾋﾞｸﾄﾘｵ酋長の部隊,1年のたたかいのあと,ﾒｷｼｺ軍に捕らえられ処刑される
1879年10月16日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾏﾇｴﾙ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾃﾞﾗｺﾃﾗ･ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞ･ﾋﾟｴﾛ
  ﾗ-｣軍反乱政府(~12.18)
1879年10月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国総理大臣｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~18800609)
1879年10月20日-09:00|日本|  ||明治12年|<設立>早矢仕有的,丸家銀行(日本橋檜物町10番地)
1879年10月20日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第048号｢明治十三年郵便規則及罰則｣公布;明治
  12年海軍省甲布達第002号｢患者免役帰籍仮規則中改正｣公布
1879年10月20日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｷﾞﾆｱ総督｢ｱｳｸﾞｽﾃｨﾇｽ･ｺｴｰﾘｮ｣(~18811216)
1879年10月21日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ土地同盟が結成､地主に対するﾎﾞｲｺｯﾄ運動を展開
1879年10月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｴｼﾞｿﾝが､日本産の竹を使って40時間以上も発光する白熱電球を完成
1879年10月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ｶﾌﾟﾘｯﾁｮ ﾛ短調Op.76-2》
1879年10月25日-09:00|日本|  ||明治12年|<創刊>嚶鳴社｢嚶鳴雑誌｣(沼間守一ら.1883年5月10日與論社の東京
  輿論新誌と合併75号で終刊)
1879年10月26日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領｢ﾙｲｽ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾌｪﾘｼﾃｨ･ﾘｼｳｽ･ｿﾛﾓﾝ｣(~18880810)十年間
  にわたる内戦がほぼ終結
1879年10月27日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第046号｢徴兵令改正｣(徴兵年限を延長)公布;明
  治12年司法省甲布達第002号｢訴訟入費償却規則中差添人ﾆ係ﾙ件々刪除｣公布
1879年10月28日-09:00|日本|  ||明治12年|<国営移管改称>札幌測候所⇒文部省所管｢中央気象台札幌支台｣
1879年10月28日-09:00|日本|  ||明治12年|東京警視本署､京橋新船町に水上警察署を設置する
1879年10月28日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ(ｶｰﾌﾞﾙ)ｴﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾔｱｸｰﾌﾞ･ｶｰﾝ｣ｲｷﾞﾘｽ軍が退位させる
1879年10月30日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷﾞﾌﾞﾘﾝ｣(~18840815)
1879年10月31日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年内務省甲布達第013号(大蔵卿連署):綿砂糖共進会規則
1879年11月-09:00|日本|  ||明治12年|雅楽課内に洋楽協会が設立される
1879年11月-09:00|日本|青山学院|明治12年|ﾛﾊﾞｰﾄ･S･ﾏｸﾚｲ博士､横浜に美曾神学校を創立
1879年11月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｲｾﾞｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1880年8月)
1879年11月1日-09:00|日本|  ||明治12年|三田育種場に農具製作所を開場
1879年11月3日-09:00|日本|  ||明治12年|函館公園完成開園式
1879年11月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶでﾚｼﾞｽﾀｰが特許を取得/酒場を運営するｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾘｯﾃｨ考案
1879年11月5日-09:00|日本|  ||明治12年|共同競馬会設立
1879年11月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの物理学者ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸﾗｰｸ･ﾏｸｽｳｪﾙ死去/48歳(誕生:18310613)
1879年11月5日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｷｭｰﾊﾞ自治政府成立.ｶﾝﾎﾟｽ総督がみずから首相に就任
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1879年11月10日-09:00|日本|  ||明治12年|広島県広島師範学校,失火により校舎を全焼
1879年11月10日-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>日新社(福岡)
1879年11月11日-09:00|日本|  ||明治12年|<設立>第百五十三国立銀行(京都;12.5開業)以降国立銀行の設立停
  止
1879年11月11日-09:00|日本|  ||明治12年|愛国石油会社､日本初の石油輸送管を新潟県萩平に設置
1879年11月13日-09:00|日本|金沢大学|明治12年|金沢医学所､福井･富山両医学所を合併し､金沢医学校と改称
1879年11月16日-09:00|日本|  ||明治12年|村瀬秀甫が家元側の退会した方円社を再組織し､神田神保町で発会
1879年11月16日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ司令官代行｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ｻｼｱｽ｣(~31日)
1879年11月17日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年陸軍省布布達第002号｢徴兵事務条例｣公布
1879年11月18日-09:00|日本|  ||明治12年|<創刊>｢東京横浜毎日新聞｣(沼間守一､横浜毎日新聞を買収)
1879年11月18日-09:00|日本|  ||明治12年|豊国神社､中之島に落成(1961年大阪城内に移転)
1879年11月19日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾎﾞﾘﾋﾞｱのｲﾗﾘｵﾝ･ﾀﾞｻ大統領軍と,ﾍﾟﾙｰのﾌﾟﾗﾄﾞ大統領軍がﾁﾘ軍とﾋﾟｻ
  ｸﾞｱ近郊のﾄﾞﾛﾚｽで決戦/ﾁﾘ軍が圧勝
1879年11月21日-09:00|日本|愛知県岡崎市|明治12年|<死去>本多忠考(75歳)元三河岡崎藩主
1879年11月22日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>合本安田銀行(安田商店改組;18800101開
  業)
1879年11月25日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島暫定司令官｢Auguste Rene Cario
  t｣(~18800118)
1879年11月26日-09:00|日本|岩手県|明治12年|<発足>岩手県で行政区画として江刺郡(胆沢郡との合同郡役所｢
  胆沢･江刺郡役所｣は胆沢郡塩竈村)発足;磐井郡･閉伊郡･稗貫郡(郡役所は里川口村)発足
1879年11月26日-09:00|日本|岩手県胆沢郡|明治12年|<発足>岩手県で行政区画として胆沢郡(江刺郡と共に胆沢
  ･江刺郡役所を胆沢郡塩竈村に設置)発足
1879年11月26日-09:00|日本|岩手県岩手郡|明治12年|<発足>岩手県で岩手郡が行政区画として発足
1879年11月26日-09:00|日本|岩手県九戸郡|明治12年|<発足>岩手県で九戸郡が行政区画として発足
1879年11月26日-09:00|日本|岩手県紫波郡|明治12年|<発足>岩手県で行政区画としての紫波郡(日詰新田に郡役
  所)発足
1879年11月26日-09:00|日本|岩手県和賀郡|明治12年|<発足>岩手県で行政区画としての和賀郡が発足
1879年11月27日-09:00|日本|広島大学|明治12年|<移転>｢広島県広島師範学校｣[広島南町附属小学校]
1879年11月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの政府と両院が､ｳﾞｪﾙｻｲﾕからﾊﾟﾘに移転
1879年11月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾀﾞﾗﾑ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾀﾞｰｷｰ･ﾗﾑﾄﾝ｣
1879年11月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾀﾞﾗﾑ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾗﾑﾄﾝ｣2代伯の長男(~19280918死去)
1879年11月27日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｴｽｶﾗ,2300人の先鋒隊をﾄﾗﾊﾟﾁｬに送りこむ.ﾍﾟﾙｰ軍は5000人の兵で
  反撃.ﾁﾘ軍は687人の戦死者と捕虜を出して敗退
1879年11月28日-09:00|日本|  ||明治12年|松山堂創業(藤井利八).漢籍出版および販売
1879年11月28日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督代理｢Custodio Miguel de Borja｣
  (1期目~18800103)
1879年11月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝ･ｿﾅﾀ第1番ﾄ長調Op.78｢雨の歌｣》
1879年11月30日-09:00|日本|  ||明治12年|第1回共同競馬会が陸軍戸山学校の競馬場で開催される
1879年12月-09:00|日本|  ||明治12年|子どもの玩具泥ﾒﾝｺが鉛ﾒﾝｺに変化/大正期に紙製になるまで続く
1879年12月-09:00|日本|横浜銀行|明治12年|<設立>長岡商会(第六十九国立銀行内;18800311開業､長岡地方の殖
  産興業を目的とす)
1879年12月-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱｯｻﾌﾞ司令官｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾃﾞ･ｱﾒｻﾞｶﾞ｣(~1880年7月)
1879年12月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾗｳﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1882年2月)
1879年12月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Botgoriceli Ismail Hakki Pasha｣(~1882.
  12)
1879年12月-01:00|ｺｿﾎﾞ/ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｺｿﾎﾞのﾜﾘｽ(総督)｢ﾌｾｲﾝ･ﾌｨｸﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1880年8月)
1879年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽが､｢ﾗ･ﾏﾙｾｲｴｰｽﾞ｣を国歌とし､7月14日を国祭日と定める
1879年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治12年|英国香港郵政庁と日本間で小包郵便条約･郵便為替条約締結
1879年12月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|明治12年|大阪交換所開業､同盟銀行と合議して手形交換を開始
1879年12月1日-09:00|日本|活水女子大学|明治12年|ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾗｯｾﾙ宣教師､活水女学校を創設
1879年12月4日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｱﾅ総督｢ｺｰﾈﾘｱｽ･ﾍﾝﾄﾞﾘｸｾﾝ･ｶｰﾄﾗｲﾄ｣(2回目~18811213)
1879年12月5日-09:00|日本|東京都|明治12年|<死去>千葉定吉(68歳)北辰一刀流の剣術家で桶町千葉道場の創設
  者
1879年12月6日-09:00|日本|北海道函館市|明治12年|<函館明治12年｢堀江町大火｣>20時半頃､堀江町から出火､各
  地に飛び火.地蔵町へ飛び火した炎は上大工町から下大工町をひとなめにし､内澗町へ飛んだ炎はそこからま
  た4､5か所へ飛び火､八幡坂から会所町まで広がり､下通りにある旧官舎数戸を焼き払った後､警察署からｲｷﾞﾘｽ
  領事館から領事の私宅まで燃え移りそのあたり一円を焦土とした.上通りに飛んだ炎は第一公立女学校から隣
  接する伝習所へと燃え広がり､元町の片側をすべて焼き尽くした.元町片側をなめた炎は､愛宕町の官立仮病院
  に燃え移り天神町まで延焼.また大通り大町の2,3か所にも飛び火して松陰学校と当時建築中だったｸﾗﾌﾞや同
  所の旧官舎など7棟を焼いた.また富岡町の東本願寺本堂に飛び火してきた炎は火勢がもっとも烈しく､花谷町
  ､茶屋町周辺の2,3か所に飛び火し､すぐさま上通り天神町から上新町､下新町､台町まで炎の勢いを伸ばし山背
  町の大半を焼失して翌日午前4時すぎ鎮火/放火によるものと推定されているが､焦土と化したのは函館山のふ
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  もと一帯の街の主要部分で､特にｲｷﾞﾘｽ領事館をはじめ官立病院､警察署など官庁､学校､郵便局､銀行や企業の
  建物などが全焼/被害は住家が33町の2326戸､土蔵66棟､板蔵431棟､ﾚﾝｶﾞ造家屋1棟､石造家屋1棟
1879年12月6日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ首相(閣僚会議議長)｢ｸﾘﾒﾝﾄ･ﾂﾙﾉﾌｽｷｰ大主教｣(~18800407)
1879年12月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ=ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ=ｽｺｯﾄ｣
1879年12月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ=ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣(~19430426死去)
1879年12月6日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領(臨時政府議長)｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾙﾍﾟﾛﾝ｣(~18800901
  )
1879年12月7日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Ricardo Gutierrez de Salama
  nca y de la Camara｣(1期目~18810205)
1879年12月8日-09:00|日本|  ||明治12年|頭山満､箱田六輔ら､筑前共愛会を結成
1879年12月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Antonio Canovas del Castillo[保守党](~1
  8810208)
1879年12月10日-09:00|日本|  ||明治12年|印刷局､当用日記帳の刊行を始める
1879年12月11日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治12年|<設立>横浜正金銀行(18800228開業)
1879年12月11日-09:00|日本|横浜銀行|明治12年|<設立>横浜正金銀行(中村道太頭取)
1879年12月11日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官｢ｱｰｻｰ･ｴﾘﾊﾞﾝｸ･ﾊﾌﾞﾛｯｸ｣(2度目~18801009)
1879年12月13日-09:00|日本|  ||明治12年|小崎弘道牧師と11名の青年たちによって赤坂霊南坂町(東京都)に霊
  南坂教会創立
1879年12月13日-09:00|日本|  ||明治12年|明治12年太政官布告第047号｢大審院職制第一項ﾍ但書追加｣公布
1879年12月15日-09:00|日本|  ||明治12年|大瀬埼灯台点灯(長崎県五島列島､→船の科学館に移築)
1879年12月16日-08:00|中国|  ||清･光緒5年11月4日|広西西林の苗族の乱が平定される
1879年12月17日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣(2回目~18800618)
1879年12月18日-09:00|日本|  ||明治12年|<創刊>四通社｢中外廣問新報｣(堀江六郎)
1879年12月18日-09:00|日本|  ||明治12年|｢問答新聞｣→｢中外広問新報｣創刊/四通社
1879年12月18日-09:00|日本|毎日新聞|明治12年|沼間守一が経営者となり横浜毎日新聞は｢東京横浜毎日新聞｣
  に改称
1879年12月19日-09:00|日本|中国銀行|明治12年|<設立>川越銀行(川越市;18800120開業)
1879年12月20日-09:00|日本|  ||明治12年|霧深い津軽海峡の青森県尻屋崎灯台に日本初の霧笛が設置
1879年12月20日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ(ｶｰﾌﾞﾙ)ｴﾐｰﾙ｢ﾑｻ･ﾔﾝ･ｶｰﾝ｣(~18800420退位)
1879年12月20日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Hyacinthe Laurent Theophile Aube｣(~18
  81.6)
1879年12月21日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Marie Gabriel Couturier｣(3期目~1880110
  2)
1879年12月23日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾆｺﾗｽ･ﾊﾞﾙﾀｻｰﾙ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾋﾟｴﾛﾗ･ｲ･ﾋﾞｼﾞｪﾅ｣(1
  回目~18810312)
1879年12月24日-09:00|日本|愛知県名古屋市|明治12年|後藤新平､わが国初の民間衛生団体"愛衆社"設立､民間
  の医療関係者による近代的医療･衛生の確立に根ざした健康な国民生活を目指す
1879年12月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣
1879年12月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾙﾄﾞｩﾙ･ｼﾝ｣(~19000818没)
1879年12月26日 03:00|日本|神奈川県横浜市|明治12年|横浜青木町出火で約220戸焼失
1879年12月26日 03:00|日本|東京都|明治12年|<東京日本橋明治12年箔屋町の大火>正午頃､箔屋町の左官職福地
  岩次郎の留守宅から､消し壺(炭の残り火をしまう壺)の不始末により出火､箔屋町から榑正町､下槙町へと延び
  ､そこから東南へと飛び火し四方へ拡大した.京橋に入った炎は､中橋和泉町から南伝馬町一､二丁目の街裏伝
  いに松川町へと延焼､そこから東の方向に転じ､弾正橋から斜めに築地一帯を灰としたうえ､海を隔てた佃島ま
  で飛び火.また､もう一方の炎の流れは北に進み､新右衛門町をひとなめにした後､東に折れて材木町二丁目河
  岸から八丁堀へと足を伸ばし､三代町二丁目へと延焼､そこから斜めに北へ越前堀まで一気に焦土として､これ
  も佃島へ飛び火し､19時15分ごろ鎮火/被害は日本橋の中心街から京橋一帯に及ぶ65町､1万613戸が焼失/主な
  建物では､日本橋名物になっていた豪商たちの黒塗りの土蔵60余棟が全焼.坂元町の警視第一方面第四分署､築
  地河岸の水上警察署の建物が全焼､学校2校､神社2か所､橋梁2か所､築地河岸に繋留してあった公用船6隻が焼
  失.24人死亡
1879年12月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第34代首相ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾚｼﾈ[共和派ｵﾎﾟﾁｭﾆｽﾄ]第1次(~188
  0年9月23日)
1879年12月28日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝの王立劇場で､ｲﾌﾟｾﾝ(51)の劇｢人形の家｣が初演され､女性解放運
  動の象徴になるとして衝撃とｾﾝｾｰｼｮﾝをまきおこす
1879年12月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ･ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ東部のﾃｲ川河口の鉄橋｢ﾃｲ橋｣が強風のために崩落し急行列
  車が転落し死者78名
1879年12月28日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領｢ｳﾗﾃﾞｨｽﾗｵ･ｼﾙﾊﾞ(ﾗﾊﾟｽ理事会委員長)｣(~1880011
  7)
1879年12月31日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ司令官｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾏﾘｰ･ﾌｪﾘｴ｣(1回目~1882年)
1879年12月31日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Marie Alfred-Armand Huart｣(2期目~18801203)
1880年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｸｽﾌﾟﾊﾝ君主｢Sultan Sepuh11世Raja Atmaja｣(~1885年)
1880年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾝﾅｰ･ｼｬﾑ高等弁務官｢ﾗﾁｬｾﾅ｣(~1883年)
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1880年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｼｪﾝｸｱｰﾝ王｢ｶﾑｺﾞﾝ｣(~1899年､ﾌﾗﾝｽ保護領ﾗｵｽ自治権終了)
1880年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾗｽﾅ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾏﾝｼﾝｼﾞ｣(~1887年没)
1880年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞｳﾘﾊﾙ国統治者(ﾗｵ)｢ｶﾞｼﾞｬﾀﾞﾙ･ﾌﾟﾗｻﾄﾞ｣(~18871114没)
1880年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ藩王ﾗｰﾏ･ｳﾞｧﾙﾏ4世(~1885年)
1880年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘ･ﾌｧﾃｰﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｱﾙｼﾞｭﾝ･ｼﾝ｣(~1941年没)
1880年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀﾞﾙﾜ国統治者(ﾀｸｰﾙ･ﾗ･ﾅ)｢ｱﾃﾞｼﾝｼﾞ2世ｻﾙﾀﾞﾙｼﾝｼﾞ｣(~1888年没)
1880年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｶﾞﾙ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ﾊﾞｸﾀﾜﾙ･ｼﾝ｣(~1882年没)
1880年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾙﾜﾆ国をｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞが統治(~1886年)
1880年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立大臣摂政(ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙ)｢ｼﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾗｸｻﾞｲ｣(~18810421)
1880年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾕｽﾌ･ｱｼｭﾃｨｱﾆ｣(18840624まで代行~18860407)
1880年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲﾌ･ｱﾄﾞﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾙﾝ･ｱﾙ･ﾗｼｰﾄﾞ｣
1880年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾊﾗﾙ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾅﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~1882年12月)
1880年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｻﾞﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑｻﾞﾔ･ｵﾃｨﾆ｣(~1894年)
1880年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｼｷ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾅﾙﾜﾄｩ｣(~1883年頃)
1880年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｿﾝｺﾞﾗ統治者(ｵﾑﾊﾞｲﾄ)｢ﾌﾞﾚﾑ2世ｷｸﾞﾜﾏﾍﾞﾚ｣(~1886年)
1880年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｶｽｨｰﾘｰ国ｻﾙﾀﾝ｢al-Mansur ibn Ghalib al-Kathir｣(~1929.5)
1880年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾀｼﾞｭﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~19120824)
1880年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ･ﾄﾞｩｯﾄﾞ･ﾊﾞﾆｬ｣(反乱~1887年)
1880年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||ﾄﾛ王国はﾌﾞﾆｮﾛ=ｷﾀﾗに組み込まれた(~18910814)
1880年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||ﾑﾌﾞﾃﾞはﾊﾞﾝﾊﾞｵ配下(~1892年)
1880年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｵﾃﾞｯｻ臨時総督｢Aleksandr Romanovich Drentel'n｣(~1881年)
1880年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<就任>ﾇﾎｳｪ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾑﾝｶﾞｰﾃｨ｣(~1924年5月)
1880年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾊﾘｺﾌ臨時総督｢Knyaz' Aleksandr Mikhaylovich Dondukov-Korsakov｣(~18
  81年)
1880年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<即位>ｶﾀﾝｶﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ﾝｹﾞﾚﾝﾜ･ﾑｼﾘ･ｼﾀﾝﾋﾞ･ﾑｳｪﾝﾀﾞ1世｣(~18911220)
1880年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｼﾞｭｸﾞのｸﾞﾙﾏﾝｼｭ国統治者｢ﾆｮﾗ3世｣
1880年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Luis Jesus Maria Fernandez de Cordoba y Salabert｣(~1956年)
1880年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞﾎﾞﾝ･ｷﾞﾆｱ湾入植地司令官｢ｼﾞｭｰﾙ･ｴﾐｰﾙ･ｱﾈ=ｸﾚﾘｰ｣(~1881年)
1880年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻﾍﾞ統治者｢ｵﾊﾞ･ｱﾗﾑﾝ｣(~1887年)
1880年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｼﾞｭｸﾞのｸﾞﾙﾏﾝｼｭ国統治者｢ｸﾍﾟ･ﾄﾆ3世｣(~18990728没)
1880年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ)｢ｷﾔﾘ･ﾀﾞﾝ･ﾀﾆﾑﾝ｣⇒｢ﾀﾆﾑﾝ･ﾀﾞﾝ･ｾｰﾙﾏﾝ･ﾊﾞｷ･ｼﾞｬ
  ﾄｳ｣(3回目~1884年)
1880年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾃﾗ支配者(ｱｽｶ)｢ｶﾞﾋﾞﾘﾝｶﾞ･ﾊﾝﾏ｣(~1885年)
1880年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾏﾗﾃﾞｨ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ｶﾂｨﾅ)｢ﾏﾗﾑ･ﾀﾞﾝ･ﾀﾞﾝ･ｶｻﾜ｣(~1882年)
1880年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｰﾆｭ公｢ﾙｲ｣(~1918年)
1880年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱｸﾞﾊﾞﾅﾝｷﾝ摂政｢ﾌｫﾘﾎﾞ･ﾒｳﾞｫﾃﾞ｣(~1890年)
1880年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｶﾌﾞ統治者(ｵｳﾎﾞﾃ)｢ｶﾗｸﾍﾟ｣(~?)⇒｢ｶｺｳﾗ｣(~1891年)
1880年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾞｱｿ統治者(ﾌｧﾝｶﾏﾗ)｢ﾏｸｻｰﾆ･ｻﾝﾊﾞﾗ･ｼﾞｬｰﾛ｣(~1890年)
1880年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾉﾝｺﾞﾜ首長｢ﾆｬｸﾞｱ｣(~1898年)
1880年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ|  |||<即位>ｻｶｽｰのﾊﾞｳﾙ王国国王｢ﾅﾅﾝ･ｱﾇｰﾌﾞﾙ･ﾃﾞｲｷｴ｣(~1890年)
1880年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||ｱｸ王国ｼｴﾗﾚｵﾈに編入
1880年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ|  |||ｶﾊﾞｻﾗﾅがｻﾓﾘ帝国に征服される
1880年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻﾞｱｿはﾌﾗﾝｽ統治下
1880年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ･ｳｨﾝﾄﾞﾜｰﾄﾞ諸
  島総督代理｢D. J. Gamble｣(~同年)⇒総督｢William Robinson｣(~1885年)
1880年 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢Thomas Kerr｣(~1886年)
1880年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟがﾎﾝｼﾞｭﾗｽの首都に確定される
1880年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾗｲｱﾃｱとﾀﾊｱはﾌﾗﾝｽ保護領となる
1880年1月-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｨｼﾞｰ総督兼西太平洋高等弁務官代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞｲﾂ･ｻｰｽﾄﾝ｣(1回目~188
  01220)
1880年1月-09:00|日本|  ||明治13年|<大相撲>明治13年01月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(東関脇
  )阿武松,6勝2敗1分1休
1880年1月-08:00|中国/日本|  ||明治13年|上海のM.C.Adams｢Dragon｣(1867年,E.M.De Bussche,London｢Dragon｣
  Henderson Coublorn & Co.,Renfrew建造進水→1869年,J.Holmes&Co.,に売却→1872年,China Coast S. N. Co
  ..,Londonに移籍→1875年,M.C.Adams,Shanghaiに売却)郵便汽船三菱会社(東京)に売却､｢松前丸｣と改名
1880年1月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ﾑﾃﾞﾘｻﾞｰﾃﾞ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾀｷﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1882年12月)
1880年1月-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｽﾞｰﾙｰﾗﾝﾄﾞ植民地居住者｢ﾒﾙﾓｽ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ卿｣(~18821222)
1880年1月1日-09:00|日本|  ||明治13年|官禄税を廃止
1880年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞのﾌﾟﾈｰでﾃｨﾗｸらが新英語学校を開設
1880年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｴﾐｰﾙ･ｳｪﾙﾃｨ｣Lib(4期目~12.31)
1880年1月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾀﾞﾏｿ･A.ｾﾙﾍﾞﾗ｣(2回目~18830702)
1880年1月1日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島主任判事｢Thursday October Christian
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   II｣(7期目~18801231)
1880年1月2日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ大統領代理｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｰﾉ･ﾋﾞﾀﾞﾙ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(2期目⇒3.15大統領
  ~18820228)
1880年1月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<創刊>ﾀｲﾑｽﾞ･ｵﾌﾞ･ｲﾝﾃﾞｨｱ社｢絵入りｲﾝﾄﾞ週刊誌｣
1880年1月3日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Vicente Pinheiro Lobo Machado d
  e Mello e Almada｣(~18811230)
1880年1月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝｾﾞﾙﾑ･ﾌｫｲｴﾙﾊﾞｯﾊ､画家(生年1829年)
1880年1月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《8つの小品Op.76》
1880年1月5日-09:00|日本|  ||明治13年|楽善会により筑地訓盲院の業務を開始(翌月開院)
1880年1月5日-09:00|日本|中国銀行|明治13年|<開業>津山銀行(岡山)
1880年1月6日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ閣僚委員会委員長｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ･ｳﾞｧﾘｴﾌ｣(~18811016)
1880年1月10日-09:00|日本|  ||明治13年|陸軍に電信隊開設/軍用電信技手を置く
1880年1月11日-09:00|日本|山陰合同銀行|明治13年|<設立>三港社(鳥取;明治26年､三港合資会社に改組改称後､
  三港株式会社に改組改称)
1880年1月12日-09:00|日本|明治安田生命保険|明治13年|共済五百名社設立(日本初の生命保険組織)
1880年1月14日-09:00|日本|東京薬科大学|明治13年|我が国最初の私立薬育機関､東京薬舗学校の創立
1880年1月16日-10:00|ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾚｲ侯爵ｼｬﾙﾙ･ﾏﾘｰ･ﾎﾞﾅｳﾞｧﾝﾁｭｰﾙ･ﾃﾞｭ･ﾌﾞﾚｲﾕがﾆｭｰｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのﾎﾟｰﾙ･ﾌ
  ﾞﾙﾄﾝ島(現在のｶﾋﾞｴﾝ付近)にﾗ･ﾇｰﾍﾞﾙ･ﾌﾗﾝｽと呼ばれるﾕｰﾄﾋﾟｱ的入植地を設立(~18820213､最終的に入植者によ
  って放棄)
1880年1月16日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ州総督代行｢ｱｳｸﾞｽﾄｩｽ･ｼｰｻﾞｰ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ｻﾙﾒﾝﾄ｣(~1
  8810801)
1880年1月16日 04:00|ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ海軍ﾓﾆﾀｰ｢Atahualpa｣(2100t)Callaoにてﾁﾘに拿捕されるのを防ぐため
  沈没処分(後に引き揚げられる)
1880年1月17日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第001号｢薬品取扱規則制定毒薬劇薬取扱規則廃
  止｣公布
1880年1月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｾｻﾞｰﾙ=ｵｰｷﾞｭｽﾄ=ｼﾞｬﾝ=ｷﾞﾖｰﾑ=ﾕﾍﾞｰﾙ･ﾌﾗﾝｸ《ﾋﾟｱﾉ五重奏曲ﾍ短調》
1880年1月18日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島司令官｢Edgard Charles｣(~188604
  26)
1880年1月19日-09:00|日本|  ||明治13年|兵部省(海軍部)所管｢快風丸｣運輸船と定める
1880年1月19日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ暫定大統領｢ﾎｾ ﾅﾙｼｿ･ｶﾝﾍﾟﾛ･ﾚｲｴｽ｣(1回目~5.31)
1880年1月20日-09:00|日本|  ||明治13年|日本海軍練習船｢第二利根川丸｣を繋泊練習船とする;日本海軍軍艦｢
  富士山丸｣繋泊練習艦に類別(188512,運用術練習艦に変更);兵部省所管とし軍艦｢乾行｣機関を取り外し､係泊
  練習艦として使用
1880年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《2つのﾗﾌﾟｿﾃﾞｨ》
1880年1月21日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾆｺﾗｲ･ｱﾝﾄﾞﾚｲｪｳﾞｨﾁ･ﾘﾑｽｷｰ=ｺﾙｻｺﾌ《歌劇｢5月の夜｣》
1880年1月22日-09:00|日本|  ||明治13年|日本海軍練習艦｢肇敏｣五等軍艦とする
1880年1月25日-09:00|日本|  ||明治13年|福澤諭吉を中心に慶應義塾出身者が集まり､親睦研究団体の交詢社を
  組織し､発会式が行われる(社交ｸﾗﾌﾞの始め)
1880年1月26日 12:00|日本|群馬県高崎市|明治12年|<高崎明治13年の大火>21時ごろ本町から出火､次々と延焼.
  炎は､久蔵町から田町､連雀町を焼き払い､翌日の午前1時過ぎ､檜物町まで灰にしてようやく焼け止まった/250
  0余戸焼失､土蔵50余棟が崩落
1880年1月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾄｰﾏｽ･ｴｼﾞｿﾝが白熱電球の米国特許を取得
1880年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾍﾞｽﾊﾞﾗ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾞﾗﾊﾞｿﾞﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣
1880年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾍﾞｽﾊﾞﾗ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾞﾗﾊﾞｿﾞﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣(~18950311死去)
1880年1月31日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<創刊>｢ﾌﾞﾚﾃｨﾝ｣(ｼﾄﾞﾆｰ)価格は4ﾍﾟﾝｽ
1880年2月-09:00|日本|  ||明治13年|官営紋別製糖所設置(明治23.2民間へ払下)
1880年2月3日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｽｰﾙｰ総督｢Rafael Gonzalez de Rivera｣(~18811115)
1880年2月3日 14:30|日本|東京都|明治12年|<東京日本橋明治13年橘町の大火>23時30分ごろ､橘町四丁目五番地
  の塩せんべい屋､増田忠兵衛所有の物置付近から火が燃えだし､火元の橘町四丁目から三丁目､二丁目､一丁目
  とつぎつぎと延焼.炎は､さらに若松町､村松町を経て浜町一丁目から三丁目までを灰にし､翌日午前5時鎮火/
  焼失家屋1776戸/久松町にあった洋風三階建ての官舎をはじめ､警視庁第一方面第五分署､久松座､久松小学校
  が類焼/焼失した住家及び物置などの内訳は､瓦ぶき平家住家全焼263戸､同半焼4戸､同二階建住家全焼60戸､同
  半焼13戸､柿(板)ぶき平家住家全焼1127戸､同半焼24戸､同二階建住家全焼221戸､同半焼6戸.瓦ぶき二階建土蔵
  3戸､同平家物置6戸､柿(板)ぶき平家物置48戸､不祥1戸.焼失家屋の合計は､瓦ぶき家屋349戸､柿(板)ぶき家屋1
  426戸
1880年2月5日-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>交詢社｢交詢雑誌｣
1880年2月5日-09:00|日本|  ||明治13年|外国郵便為替の取り扱い開始
1880年2月5日-09:00|日本|愛知県|明治13年|<分割>愛知県で春日井郡を分割し東春日井郡発足､郡役所を勝川村
  の太清寺に設置
1880年2月5日-09:00|日本|愛知県西春日井郡|明治13年|<分割>愛知県で春日井郡を分割し西春日井郡発足
1880年2月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾚﾜ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｪﾝｶｯﾄ･ﾗﾏﾝ･ｼﾝ｣(~19181103没)､摂政｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｷｬｳﾞｧﾝ･ﾊﾞｰｸ
  ﾚｰ｣(~1881年)
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1880年2月6日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治13年|<設立>横浜正金銀行(神奈川;2.28開業)国立銀行
  条例に準拠する外国為替･貿易金融専門銀行として
1880年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||前年11月29日にｼﾄﾞﾆｰを出発したｽﾄﾗｽﾘｰﾍﾞﾝ号がﾛﾝﾄﾞﾝに到着(冷凍船
  による冷凍肉輸送が初めて成功)
1880年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱとｲｷﾞﾘｽの間で2週間間隔の定期郵便が設立
1880年2月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾌﾗﾝｽ大統領がｺｰﾁｼﾅ植民地評議会の設立令を発布
1880年2月12日-09:00|日本|  ||明治13年|陸軍の下士官､学校生徒の演説講演会などの聴聞を禁止
1880年2月12日-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治13年|<設立>合抱会社(大分県南海部郡佐伯村;明治26
  年､合抱株式会社と改称)
1880年2月14日-09:00|日本|  ||明治13年|奈良公園(奈良県)開園
1880年2月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||自然主義作家ｴﾐｰﾙ･ｿﾞﾗの｢ﾅﾅ｣が出版される
1880年2月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国機械学会設立
1880年2月17日-09:00|日本|  ||明治13年|<死去>平尾魯仙(73歳)画家､国学者
1880年2月17日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1880/2/5|露ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ2世の暗殺をはかった冬宮爆破事件起きる
1880年2月18日-09:00|日本|  ||明治13年|兵庫県朝来郡和田山町に隕石が落下する(竹内隕石)/重量は0.72ｷﾛｸﾞ
  ﾗﾑ
1880年2月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがｷｭｰﾊﾞ奴隷制の廃止を布告
1880年2月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾞﾙ､世界初の可視光無線通信実験成功
1880年2月21日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾀﾞﾙﾏﾁｱ王国ﾊﾞﾝ｢ﾗﾃﾞｨｽﾗﾌ･ﾍﾟｼﾞｬﾁｪﾋﾞｯﾁ｣(~18830904)
1880年2月24日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年内務省甲布達第003号(大蔵卿連署):穀類葉煙草菜種共進会
  開設
1880年2月24日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ司令官兼ｿｼｴﾃ諸島共和国弁務官｢Henri Isidore Ch
  esse｣(~18810705)
1880年2月26日-09:00|日本|中国銀行|明治13年|<設立>明十銀行(岡山)
1880年2月27日 00:00|ﾏﾘ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰ=ｾﾈｶﾞﾙ司令官｢ｼｬﾙﾙ･ｴﾐｰﾙ･ﾎﾞﾜﾚｰｳﾞ｣(1回目~7.29)
1880年2月28日-09:00|日本|  ||明治13年|内閣と各省を分離し､参議の省卿兼任を原則的に廃止
1880年2月28日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｴﾘｻﾞｳﾞｪﾄﾎﾟﾘ県総督｢ｸﾆｬｰｽﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞｳﾞｨｯﾁ･ﾅｶｼｾﾞ｣(~1
  8970601)
1880年2月29日-09:00|日本|  ||明治13年|<死去>近藤芳樹(80歳)国学者､歌人
1880年3月-09:00|日本|鹿島建設|明治13年|<創立>鹿島組(本店京橋木挽町九丁目､初代組長鹿島岩蔵)
1880年3月-09:00|日本|岐阜大学|明治13年|岐阜県公立病院附属医学校を岐阜県医学校に改称
1880年3月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立首長(ﾍﾗｰﾄ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱｲﾕｰﾌﾞ･ｶｰﾝ｣(~18811002)
1880年3月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ｻﾌｳﾞｪﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1881年3月)
1880年3月1日-09:00|日本|愛媛県|明治13年|<竣工>｢愛媛県会議事堂｣及び｢物産陳列場｣[県庁構内]新築(1886年
  ､物産陳列場廃止)
1880年3月2日-09:00|日本|徳島県|明治13年|<分離>高知県のうち旧阿波国のみで分立→(第2次)徳島県
1880年3月3日-09:00|日本/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ|  ||明治13年|横浜･ｵｰｽﾄﾗﾘﾔ,横浜･ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ間郵便為替開始
1880年3月3日-09:00|日本|  ||明治13年|参議､六部分任制
1880年3月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｻｰｳﾞｨｽ｣(~18800803)
1880年3月5日-09:00|日本|  ||明治13年|大蔵省検査局を廃止し､会計検査院を設置し､太政官直属に
1880年3月8日-09:00|日本|  ||明治13年|開拓使､紋鼈村に官営甜菜糖製造工場を建設
1880年3月8日-09:00|日本|  ||明治13年|東京の金元社が西洋型の掛け時計の製造を開始
1880年3月10日-09:00|日本|  ||明治13年|｢奈良博覧会｣開催(～5月29日)[開催地]奈良県[会場]大仏殿内
1880年3月10日-09:00|日本|大阪大学|明治13年|大阪公立病院を府立大阪病院と改称し教授局を分離して府立大
  阪医学校と称す
1880年3月10日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治13年|<合併>第百四十三国立銀行(千葉県八街)⇒第三
  十国立銀行(東京)(国立銀行の合併はじまる)
1880年3月11日-09:00|日本|  ||明治13年|日本地震学会設立
1880年3月11日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第007号｢旧琉球藩負債償還並貸付金穀取立方｣公
  布
1880年3月11日-09:00|日本|秋田銀行|明治13年|<設立>秋田改良社(秋田)
1880年3月11日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治13年|<設立>東京貯蔵銀行(貯蓄専業銀行の始め;3月22
  日開業)
1880年3月15日-09:00|日本|  ||明治13年|<開業>第百五十二国立銀行(沖縄)
1880年3月15日-09:00|日本|  ||明治13年|｢琴平山博覧会｣開催(～6月15日)[開催地]愛媛県[会場]琴平宮神社[
  主催]愛媛県
1880年3月15日-09:00|日本|  ||明治13年|｢第9回京都博覧会｣開催(～6月8日)[開催地]京都府[会場]仙洞御所,
  大宮御所[主催]京都博覧会社[入場者]117,248人
1880年3月15日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<辞任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領｢ﾛﾚﾝｿ･ﾗﾄｰﾚ｣
1880年3月17日-09:00|日本|  ||明治13年|愛国社などの組織を改称して大阪に国会期成同盟発足(請願運動開始
  )
1880年3月17日-09:00|日本|  ||明治13年|日本海軍帆走練習艦｢第一回漕丸｣(543t)川崎造船所で竣工(→1883年



1880迄(3454件)

  6月:練習艦→1886年:七等軍艦､航海練習艦)
1880年3月18日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｯﾀｰ･ｶﾘｰﾅ･ﾌｫﾝ･ｳﾙﾊﾞﾉｳ｣(~7.10)
1880年3月19日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年内務省甲布達第005号｢衛生局虎列剌病予防消毒薬法改正増
  補｣公布;明治13年大蔵省甲布達第036号｢造幣局出張所地金受取方規則第四条中削除追加｣公布
1880年3月19日-09:00|日本|広島大学|明治13年|<移転>｢広島県広島師範学校｣[広島区下中町広島県中学校内へ]
1880年3月20日-09:00|日本|  ||明治13年|<死去>神戸長吉(67歳､生年1814年)侠客/荒神山の喧嘩の中心となっ
  た人物
1880年3月20日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢Rafael Rodriguez Arias｣(~4.15)
1880年3月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶﾝ･ﾍﾞﾙ会社設立
1880年3月22日-09:00|日本|  ||明治13年|金沢商法会議所設立
1880年3月22日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年大蔵省甲布達第038号｢甲第三十二号米穀限月並現場売買取
  引所設置方布達中刪除｣公布
1880年3月22日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治13年|<改組>貸付商会⇒(株)富士銀行(5.5開業)
1880年3月22日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ﾁｬﾘﾗｵｽ･ｽﾊﾟｲﾙ･ｲ･ﾄﾞﾉｽ･ﾄﾘｺｳﾋﾟｽ｣(3回目~10.25)
1880年3月23日-09:00|日本|  ||明治13年|東京外国語学校に朝鮮語学科を設置し,外務省･陸軍･海軍からの官費
  生と一般生徒に朝鮮語を教授
1880年3月23日-09:00|日本|  ||明治13年|内務省に駅逓官を設ける
1880年3月24日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年内務省甲布達第006号(大蔵卿連署):綿砂糖共進会規則第二
  条中削除
1880年3月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ/ｻﾓｱ/ｱﾒﾘｶ/米領ｻﾓｱ|  ||清の光緒6年2月21日|ｲｷﾞﾘｽ､ﾄﾞｲﾂ､ｱﾒﾘｶが､ｻﾓｱの国王
  を承認し､代議制政府の建設を援助
1880年3月25日-09:00|日本|  ||明治13年|日本海軍運送船兼測量船｢高雄丸｣長崎の佐野弥平に売却
1880年3月25日-09:00|日本|  ||明治13年|文部省,編輯局をおき,小･中学校の教科書を編集
1880年3月25日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第008号｢銃砲取締規則第二則中増加｣公布
1880年3月25日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治13年|<設立>川崎銀行(東京;川崎組を改組)
1880年3月28日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｻﾗｲｳﾞｧ･ﾃﾞｨﾄ･ｵ･ｶｳﾝｾﾗｰ｣
  (1回目~18820121)
1880年3月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで｢修道会｣の活動を制限する大統領令が出される
1880年3月30日-09:00|日本|  ||明治13年|村田銃が発明され軍用銃に指定
1880年3月30日-09:00|日本|丸善CHIﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治13年|(有責)丸善商社設立(丸屋商店より改組)
1880年3月31日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第009号｢電信万国公法細目規則議定改正｣公布;
  明治13年太政官布告第010号｢明治九年第八十二号第九十四号第百五十三号十年第五十五号十二年第九号第十
  九号布告中商船ﾉ文字ｦ西洋形船ﾄ改正｣公布;明治13年太政官布告第011号｢諸罰則ｦ犯ｼ罰金科料ﾆ処ｾﾗﾙﾙ者処分
  法｣公布;明治13年海軍省甲布達第001号｢兵器局定雇職工規則第十八条増加｣公布
1880年3月31日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾝﾘｸ･ｳﾞｨｴﾆｬﾌｽｷ､ｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄ･作曲家(生年1835年)
1880年3月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/中国|  ||清･光緒6年2月21日|北京で､清がﾄﾞｲﾂとの追加条約を締結
1880年4月-09:00|日本|  ||明治13年|<開園>岩崎弥太郎｢深川親睦園｣(→清澄庭園)
1880年4月-09:00|日本|  ||明治13年|木製汽船｢浦安丸｣(195G/T)三軒栄次郎(攝津･兵庫)が建造進水(→1881年,
  川口ﾓﾄ(大阪)の所有→1882年,杉村正太郎(大阪)に売却)
1880年4月-09:00|日本|明治学院大学|明治13年|ﾍﾎﾞﾝ塾は築地明石町に移転して築地大学校と改称
1880年4月-08:00|中国|  |||上海で中国初の綿紡工場が操業開始
1880年4月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾙｲ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾗﾝﾉｰ｣(~18810804没)
1880年4月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾐﾄﾚ元大統領ら旧ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ派,諸州ｺﾙﾄﾞﾊﾞ連盟に対し反乱
1880年4月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｲﾘﾉｲ州で農民同盟が結成
1880年4月 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ﾀﾜﾀ統治者｢Maheono｣
1880年4月 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾀﾜﾀはﾌﾗﾝｽに併合
1880年4月1日-09:00|日本|  ||明治13年|上野公園内で内務省博物局開設の第1回観古美術会開催
1880年4月1日-09:00|日本|  ||明治13年|｢第2回愛知県博覧会｣開催(～5月20日)[開催地]愛知県[会場]名古屋博
  物館[主催]愛知県;｢長崎博覧会｣開催(～5月20日)[開催地]長崎県[会場]長崎公園[主催]長崎県博覧会本部
1880年4月1日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治13年|<開業>三菱為替店(三菱銀行の前身)
1880年4月1日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治13年|<設立>東京貯蔵銀行(6.12開業､わが国最初の貯蓄
  専業銀行)
1880年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾙｲｰｼﾞ･ﾊﾟｽｸｱﾘ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｼﾞｬｺﾐﾆ｣
1880年4月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Angel Navascues｣(~同年)
1880年4月5日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第012号｢集会条例｣公布､政治集会や結社に警察の
  事前許可が必要となり､軍人･教員･学生の集会参加が禁止される
1880年4月6日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第013号｢従前集会結社ﾉ者届出方｣公布
1880年4月6日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督代理｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･Packe｣(~11.2
  4)
1880年4月8日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第014号｢郡区町村編制法ﾍ第七条乃至第九条追加｣
  公布;明治13年太政官布告第015号｢府県会規則改正｣公布;明治13年太政官布告第016号｢地方税規則改正｣公布;
  明治13年太政官布告第017号｢地方税中営業税雑種税ﾉ種類及制限改正｣公布;明治13年太政官布告第018号｢区町
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  村会法｣公布
1880年4月8日-09:00|日本|  ||明治13年|明治用水竣工
1880年4月8日-09:00|日本|静岡銀行|明治13年|<設立>通信社(静岡県駿東郡沼津宿)
1880年4月8日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ首相(閣僚会議議長)｢ﾄﾞﾗｶﾞﾝ･K･ｲﾘﾔｺﾌ･ﾂｧﾝｺﾌ｣(1回目~12.10)
1880年4月8日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ大統領代行｢ｱﾝﾄﾝ･ｼｪｯﾌﾟﾙ･ﾘｯﾀｰ･ﾌｫﾝ･ｿﾞﾝｳﾞｧﾙﾃﾞ
  ﾝ｣(2度目~5.4)
1880年4月8日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ合衆国大統領｢ﾗﾌｧｴﾙ･ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ･ﾇﾆｪｽ･ﾓﾚﾄﾞ｣(1
  回目~18820401)
1880年4月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第20回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌｧｰｶﾞｿﾝ(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/162)
1880年4月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>西ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣(2回目~18830601)
1880年4月10日-09:00|日本|  ||明治13年|｢茨城博覧会｣開催(～6月28日)[開催地]茨城県[会場]筑波神社境内
1880年4月10日-09:00|日本|  ||明治13年|｢大分博覧会｣開催(～6月10日)[開催地]大分県[会場]大分郡大分町[
  主催]大分県
1880年4月11日-09:00|日本|  ||明治13年|横浜競馬倶楽部解散で､競馬場が政府に返還
1880年4月13日-09:00|日本|  ||明治13年|横浜商法会議所設立
1880年4月13日-08:00|中国|  ||清･光緒6年3月5日|甘粛の西固州の古旦巴が､子を活き仏に立てて反乱を起こす
1880年4月15日-09:00|日本|  ||明治13年|<開業>｢白馬亭｣(戸塚)
1880年4月15日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第019号｢米商会所条例中改正加除｣公布;明治13
  年太政官布告第020号｢株式取引所条例中改正加除及十二年第八号布告但書ｦ廃ｼ金銀売買取引ﾉ証拠金遵依方｣
  公布;明治13年太政官布告第021号｢米商会所株式及横浜取引所外若ｸﾊ内ﾀﾘﾄﾓ窃ﾆ米穀並金銀貨幣及株式ﾉ限月現
  場売買其他類似ﾉ取引ｦ為ｼﾀﾙ者等処分方｣公布
1880年4月15日-09:00|日本|  ||明治13年|｢秋田博覧会｣開催(～6月13日)[開催地]秋田県[会場]八橋植物園[入
  場者]22,700人
1880年4月15日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|明治13年|<死去>木下俊愿(44歳)元豊後日出藩主･知藩事
1880年4月15日-09:00|日本|大阪府|明治13年|<発足>堺県で行政区画としての大鳥郡(湊村に｢湊郡役所｣設置)発
  足;南郡･日根郡(岸和田城に合同の｢岸和田郡役所｣設置)発足
1880年4月15日-09:00|日本|大阪府堺市|明治13年|<発足>堺県で行政区画としての堺区発足
1880年4月15日-09:00|日本|大阪府泉北郡|明治13年|<発足>堺県で行政区画としての和泉郡が発足･大鳥郡湊村
  に｢湊郡役所｣が設置され同郡とともに管轄
1880年4月15日-09:00|日本|奈良県|明治13年|<発足>堺県[添上郡･添下郡･山辺郡]が行政区画として発足､[添上
  郡･添下郡･山辺郡･広瀬郡･平群郡]連合郡役所が奈良町に設置された;[十市郡･式上郡]が行政区画として発足
  ､[十市郡･式上郡･式下郡･宇陀郡]連合郡役所が三輪町に設置された
1880年4月15日-09:00|日本|奈良県生駒郡|明治13年|<発足>堺県平群郡が行政区画として発足､[添上郡･添下郡･
  山辺郡･広瀬郡･平群郡]連合郡役所が奈良町に設置された
1880年4月15日-09:00|日本|奈良県宇陀郡|明治13年|<発足>堺県宇陀郡が行政区画として発足､[十市郡･式上郡･
  式下郡･宇陀郡]連合郡役所が三輪町に設置された
1880年4月15日-09:00|日本|奈良県葛城市|明治13年|<発足>堺県忍海郡が行政区画として発足､[高市郡･葛上郡･
  葛下郡･忍海郡]連合郡役所が御所町に設置された
1880年4月15日-09:00|日本|奈良県北葛城郡|明治13年|<発足>堺県広瀬郡が行政区画として発足､[添上郡･添下
  郡･山辺郡･広瀬郡･平群郡]連合郡役所が奈良町に設置された;葛下郡が行政区画として発足､[高市郡･葛上郡･
  葛下郡･忍海郡]連合郡役所が御所町に設置された
1880年4月15日-09:00|日本|奈良県五條市|明治13年|<発足>堺県宇智郡が行政区画として発足､[宇智郡･吉野郡]
  連合郡役所が五条町に設置された
1880年4月15日-09:00|日本|奈良県御所市|明治13年|<発足>堺県葛上郡が行政区画として発足､[高市郡･葛上郡･
  葛下郡･忍海郡]連合郡役所が御所町に設置された
1880年4月15日-09:00|日本|奈良県磯城郡|明治13年|<発足>堺県式下郡が行政区画として発足､[十市郡･式上郡･
  式下郡･宇陀郡]連合郡役所が三輪町に設置された
1880年4月15日-09:00|日本|奈良県高市郡|明治13年|<発足>堺県高市郡が行政区画として発足､[高市郡･葛上郡･
  葛下郡･忍海郡]連合郡役所が御所町に設置された
1880年4月15日-09:00|日本|奈良県吉野郡|明治13年|<発足>堺県吉野郡が行政区画として発足､[宇智郡･吉野郡]
  連合郡役所が五条町に設置された
1880年4月15日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾘﾓ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ｣(1期目~18830310)
1880年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ総選挙で保守党が敗北
1880年4月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾐﾙﾄﾝ･ｼﾞｮｰｼﾞ､ｲﾘﾉｲ州で全国農民同盟を組織
1880年4月17日-09:00|日本|  ||明治13年|<死去>浮世絵師,歌川芳宗/64歳
1880年4月17日-09:00|日本|  ||明治13年|<創建>日比谷大神宮(有楽町の大隈重信邸跡)
1880年4月17日-09:00|韓国/日本|  ||明治13年|漢城(ｿｳﾙ)に日本公使館が設置された
1880年4月17日-09:00|日本|  ||明治13年|筑紫新報を福岡日日新聞と改め発刊
1880年4月17日-09:00|日本|長野銀行|明治13年|<開業>長野銀行(県内私立銀行の嚆矢)
1880年4月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<総辞職>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第2次ﾃﾞｨｽﾞﾚｰﾘ内閣(保守党)~18850609)
1880年4月19日-09:00|日本|  ||明治13年|新約聖書の日本語訳が完成
1880年4月19日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>第2代ｽｳｪｰﾃﾞﾝ首相ｱﾙｳﾞｨﾄﾞ･ﾎﾟｯｾ(~18830613)
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1880年4月19日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱ､ﾓﾗｳﾞｨｱに関するﾀｰﾌｪ言語令
1880年4月20日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ(ｶｰﾌﾞﾙ)ｴﾐｰﾙ｢ﾑｻ･ﾔﾝ･ｶｰﾝ｣
1880年4月20日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ特別委員代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾞﾚｱｰｽﾞ｣(~5.5)
1880年4月22日-09:00|日本|  ||明治12年|<創立>日本薬学会
1880年4月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾕﾜｰﾄ･ｸﾞﾗｯﾄﾞｽﾄﾝ｣自由党(2期目~18850623)
1880年4月24日-09:00|日本|  ||明治13年|皇室紋章の乱用禁止
1880年4月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国ｱﾏﾁｭｱ陸上競技協会設立
1880年4月25日-09:00|日本|  ||明治13年|<死去>神奈川･三宝寺住職･歌人弁玉(63)
1880年4月25日-09:00|日本|八十二銀行|明治13年|<設立>塩尻銀行(長野)
1880年4月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾍﾞｲ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾅｼﾞﾌﾞ･ｱﾄﾞ･ﾄﾞｰﾝ･ﾑﾑﾀｰｽﾞ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ･ｼﾞｬﾌｧﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣
  (~19150121没)
1880年4月26日-09:00|日本|  ||明治13年|日本地震学会設立
1880年4月28日-09:00|日本|  ||明治13年|<刊行>｢新約聖書｣日本語訳
1880年4月28日-09:00|日本|NIPPON EXPRESSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治13年|内国通運､東京-寒川間に汽船航路を開設
1880年4月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾘｯﾄﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙﾜｰ=ﾘｯﾄﾝ｣(~18911124死去)
1880年4月29日-09:00|日本|愛知県岡崎市|明治13年|<死去>本多忠直(37歳)元三河岡崎藩主･知藩事
1880年4月30日-09:00|日本|伊予銀行|明治13年|<設立>楽終社(銀行類似会社､愛媛県北宇和郡吉田町)
1880年5月-09:00|日本|  ||明治13年|<再興>豊国神社(方広寺大仏殿跡地)
1880年5月-09:00|日本|  ||明治13年|<大相撲>明治13年05月場所[東京本所回向院](~10日間)幕内優勝:(西大関
  )梅ヶ谷,9勝0敗1休/51連勝
1880年5月-09:00|日本|  ||明治13年|横浜ｼﾞｮｯｷｰ倶楽部が日本ﾚｰｽ･ｸﾗﾌﾞ(NRC)と改称,横浜根岸競馬場に設立
1880年5月-09:00|日本|  ||明治13年|山口吉兵衛が結婚紹介所､大阪に開業
1880年5月-09:00|日本|  ||明治13年|木製汽船｢淡路丸｣(354G/T)大住宗七(攝津･兵庫)が建造進水
1880年5月-09:00|日本|島根県|明治13年|<開館>島根県勧業展覧場(松江市)
1880年5月-09:00|日本|中国銀行|明治13年|<設立>甕江銀行(岡山;10.2開業)
1880年5月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ﾏｻﾞｰﾙ･ﾊﾟｼｬ･ﾑﾀｻﾘﾌ｣(~1882年)
1880年5月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾒﾌﾒﾄ･ﾅｼﾞﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1881年10月)
1880年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<竣工>英国P&O社の英国=濠州航路用貨客船ROSETTA(3502t)
1880年5月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督兼最高司令官代理｢Dominic Jacotin Gambl
  e｣(~8月)
1880年5月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･光緒6年3月23日|朝鮮の元山が開港
1880年5月4日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治13年|伊勢佐木町1丁目出火(姿見町延焼104戸焼失)
1880年5月4日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ大統領｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨﾝｸﾗｰ｣(~18921026)
1880年5月4日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫｰﾚﾝ･ｽﾄﾘｰﾃﾝ｣(~1881
  年5月)
1880年5月5日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第022号｢郡区編制法ﾆ依ﾘ郡区設置｣公布
1880年5月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ特別委員代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾋｭｰ･ｸﾘﾌｫｰﾄﾞ｣(~7.2)
1880年5月5日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｶｳﾊﾟｰ伯爵ﾌﾗﾝｼｽ･ﾄｰﾏｽ･ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ｣(~18820506)
1880年5月6日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領海峡植民地総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｱﾛｲｼｳｽ･ｳｪﾙﾄﾞ卿｣(
  1回目~18840328)
1880年5月7日-09:00|日本|  ||明治13年|東京府書籍館(東京湯島)を文部省所管に復す
1880年5月8日-09:00|日本|  ||明治13年|青年牧師有志により東京YMCAが発足
1880年5月8日-09:00|日本|  ||明治13年|大蔵省銀行課を廃止し､銀行局を設置する
1880年5月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ｢写実主義｣の作家ｷﾞｭｽﾀｰｳﾞ･ﾌﾛﾍﾞｰﾙ(1821-､58歳)/作品に｢ﾎﾞｳﾞｧﾘｰ夫
  人｣･｢感情教育｣など
1880年5月10日-09:00|日本|  ||明治13年|口之津灯台(長崎県口之津町)点灯
1880年5月10日-09:00|日本|愛知県愛西市|明治13年|<移転>三重県桑名郡福原新田を､愛知県海西郡へ移管
1880年5月10日-09:00|日本|愛知県弥富市|明治13年|<移転>三重県桑名郡[小島新田･五明村･川原欠新田･加稲新
  田･加稲九郎治新田･加稲附新田･三好新田･富島新田･富島附新田･加稲山新田･稲荷崎新田･稲荷崎附新田･富崎
  新田･境新田]を､愛知県海西郡へ移管
1880年5月10日-09:00|日本|青森県弘前市|明治13年|<弘前明治13年の大火>元寺町の柾木座より出火し親方町､
  一番町､鉄砲町､上鞘師町､下鞘師町､百石町などに延焼.また､東長町の百石町角から橋際までも焼け､土手町は
  橋際まで､そして鍛冶町､新鍛冶町､桶屋町､北川端町､本町五丁目､同四丁目､元長町から元大工町の中程までも
  延焼/弘前病院､弘前郵便局､敬業小学校､盈進小学校､警鐘楼など町の代表的な建物など1064戸が灰じんとなっ
  た
1880年5月13日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年司法省甲布達第001号｢代言人規則改正｣公布;明治13年司法
  省甲布達第002号｢代言人規則改正ﾆ付詞訟代人心得方｣公布
1880年5月13日-09:00|日本|常陽銀行|明治13年|<設立>産業会社(茨城;後､産業銀行に改組改称)
1880年5月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ﾎﾟｰﾙ･ﾏﾘ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ｳﾞｧﾝｻﾝ･ﾀﾞﾝﾃﾞｨ《劇的交響曲｢ﾜﾙﾚﾝｼｭﾀｲﾝ｣》
1880年5月15日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第023号｢石炭酸其他劇薬ﾊ伝染病流行ﾉ際消毒薬ﾆ
  調製ﾉ分ﾆ限ﾘ販売差許｣公布
1880年5月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾌﾛｸﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~19020916没)
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1880年5月16日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰで全労働者党が結成される
1880年5月17日-09:00|日本|  ||明治13年|陸奥弘前の大火(約1000戸焼失)
1880年5月18日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ及び北西部の地方総督｢ｸﾞﾗｰﾌ･ｴﾄﾞｩｱﾙﾄ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ﾄｰﾄﾚｰﾍﾞﾝ｣(
  ~18840619)
1880年5月19日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第024号｢東京大阪株式取引所並横浜取引所金銀
  貨幣定期売買禁止｣公布
1880年5月20日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第025号｢地租改正当初定ﾒﾀﾙ地価十八年迄据置収
  税特別及地価修正方｣公布
1880年5月20日 04:00|BES諸島|  |||<死去>ｻﾊﾞ島副知事｢Jan Jacob Beaujon Quast｣
1880年5月20日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副知事代理｢John William Hassell(1期目~同年)⇒副知事｢Joh
  an Hendrik Waters Gravenhorst｣(~1881.11)
1880年5月21日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治13年|<転入>第百三十一国立銀行(堺県茨田郡から加納
  に;6月10日開業)
1880年5月21日 04:05|日本|新潟県三条市|明治13年|<新潟県三条明治13年の大火｢糸屋万平火事｣>13時5分､上町
  の糸屋万平宅の付近から出火.炎は近くの酒造業の家の3階に燃え移り､その勢いで近くの7､8軒が一挙に燃え
  上がり四方に飛び火し､東本願寺別院のお堂から境内の米北教校へ燃え移り､門前町一帯が火の海となった.別
  の炎は西本願寺別院を焼いた勢いで八幡宮から警察署､南蒲原郡役所､戸長役場など行政の中心を廃墟とした.
  火の勢いは三条に止まらず､一の木戸村､東および西裏館村を焼き､荒町村､新光村や石上村にも飛び火するな
  ど､郊外の村々にも火の手が延びていった/当時の被災地の戸数3230戸のうち焼失家屋2743戸､実に85%が僅か5
  時間で焼け､特に三条町は2010戸のうち49戸しか残らず町の98%が焦土と化した.34人が死亡
1880年5月24日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱで､ﾄﾞﾗｶﾞﾝ･ﾂｧﾝｺﾌの民主党政権が成立
1880年5月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･光緒6年4月16日|平安道･亀城で民乱
1880年5月26日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾀｸﾅの闘い.ｶﾝﾍﾟﾛ将軍の指揮するﾎﾞﾘﾋﾞｱ軍は5千が戦死し惨敗
1880年5月27日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第026号｢地方税規則第十条追加｣公布;明治13年
  太政官布告第027号｢東京府地方税取扱方｣公布
1880年5月29日-09:00|日本|  ||明治13年|元老院に民法編纂局設置
1880年5月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗｰﾏ･ｳﾞｧﾙﾏ5世｣(~18850804没)
1880年5月31日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗｰﾏﾝ･ｶｰﾝ｣(~19011001没)
1880年5月31日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｴﾐｰﾙ｢ｱｲﾕｰﾌﾞ･ﾊｰﾝ｣
1880年6月-09:00|日本|  ||明治13年|木製汽船｢安寧丸｣(451G/T)進水(→1881年,住友吉左衛門(大阪)の所有)
1880年6月-09:00|日本|  ||明治13年|偕楽園(北海道)内に貴賓の接待所として清華亭を建築
1880年6月-09:00|日本|鹿児島大学|明治13年|薩摩藩医学校を元に鹿児島県立鹿児島医学設立
1880年6月-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｼﾞｸﾞﾐ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(3回目~1881年7月)
1880年6月-04:00|UAE/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのｼｬﾙｼﾞｬ在住土着代理人｢Haji Abdul Qasim｣(~1890.8)
1880年6月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾑﾀﾘﾌﾞ･ﾌﾞﾝ･ｶﾞﾘﾌﾞ｣(3度目~18810831)
1880年6月1日-09:00|日本|  ||明治13年|元老院民法編纂局を設置
1880年6月1日-09:00|日本|  ||明治13年|内務省警視局の下､消防本部を創設.消防職員にあたる掛官員を採用し
  職制も決定､現在につながる公設(常備)消防組織が誕生/明治の組織は軍隊式の制度で､小隊に消防ﾎﾟﾝﾌﾟ2両､
  小隊司令以下消火卒まで合計43名､3小隊で1中隊とし予備隊1小隊40名を附属.その上に2中隊からなる大隊を
  設け､合計ﾎﾟﾝﾌﾟ12両､342名で消防隊を編成
1880年6月1日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝのﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州で反政府反乱が起こる/連邦軍は反乱を鎮圧した後,ﾌ
  ﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ市を州と分離し連邦国家の直属とする
1880年6月1日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領代行｢ｱﾆｾﾄ･ｱﾙｾ･ｲ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(1回目~19日)
1880年6月1日-08:00|中国|  ||清･光緒6年4月24日|甘粛西固州の古旦巴が捕らえられ､反乱が平定される
1880年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治13年|<竣工>英国P&O社の英国=濠州航路用貨客船ROHILLA(3081t⇒190
  0年東洋汽船が購入｢ろひら丸｣)
1880年6月3日-09:00|日本|足利ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治13年|<設立>佐野銀行(栃木)
1880年6月5日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第028号｢海軍非職准士官以上官民ﾉ依頼ﾆ応ｼ西洋
  形船舶ﾉ乗組員ﾄﾅﾙ者ﾊ九年第八十二号布告ﾉ限ﾆｱﾗｽ｣公布
1880年6月6日-09:00|日本|  ||明治13年|陸軍中将･谷干城らの設立による斯文会,発会式
1880年6月7日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第030号｢新旧公債証書発行条例中追加改正｣公布
1880年6月7日 04:00|ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ海軍ﾓﾆﾀｰ｢Manco Capac｣(2100t)Aricaにてﾁﾘに拿捕されるのを防ぐため
  沈没処分
1880年6月7日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾁﾘ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ軍守備隊1800人は半日にわたる抵抗の後敗走.ﾁﾘ軍は474人､ﾍﾟﾙ
  ｰ軍はﾎﾞﾛｸﾞﾈｼ大佐自身のほか､ｱﾙﾌｫﾝｿ･ｳｶﾞﾙﾃ大佐､ﾏﾘｱﾉ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝﾃ大佐らをふくめ約千名の死者を出す
1880年6月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ帝国副王･総督｢ﾘﾎﾟﾝ侯爵ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｻﾐｭｴﾙ･ﾛﾋﾞﾝ
  ｿﾝ｣(~18841213)
1880年6月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国総理大臣｢ｶﾄﾞﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~9.12)
1880年6月10日-09:00|日本|十六銀行|明治13年|<設立>濃厚会社(岐阜);濃明会社(岐阜)
1880年6月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｵﾘｴﾝﾃ軍投降/ｽﾍﾟｲﾝ軍は洋上で76人の将官を捕らえ,ｱﾌﾘｶの監獄に送還
1880年6月10日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢E.C.A.ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣｣(1期目~9.
  14)
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1880年6月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾘｰ･ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞがﾒｼﾞｬｰﾘｰｸﾞで初の完全試合
1880年6月15日-09:00|日本|  ||明治13年|<布告>太政官布告第31号｢備荒儲蓄法｣災害により生活手段を失った
  被災者や地租(税金)納入が不能になった人びとを援助
1880年6月17日-09:00|日本|伊予銀行|明治13年|<設立>銀行類似会社｢南しゅん社｣(愛媛;明治26年南しゅん株式
  会社に)
1880年6月18日-09:00|日本|伊予銀行|明治13年|<設立>宇和島銀行(愛媛)
1880年6月18日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞﾊﾞｰﾈｯﾄ ｱﾝﾀﾞｰｿﾝﾃｲﾗｰ｣(2回目~18810
  201)
1880年6月19日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾅﾙｼｿ･ｶﾝﾍﾟﾛ･ﾚｲｴｽ｣(2回目~18840904)
1880年6月21日-09:00|日本|  ||明治13年|<移転>明治13年太政官布告第032号｢沖縄県庁ｦ那覇ﾆ改定｣公布
1880年6月26日-09:00|日本|  ||明治13年|海軍避病院を久良岐郡吉田新田･田浦湾郷戸に設立
1880年6月28日-09:00|日本|  ||明治13年|逢坂山ﾄﾝﾈﾙが開通/日本人だけの手による初めての削岩機を使用した
  掘削により貫通したもの
1880年6月29日-09:00|日本|  ||明治13年|東京代言人組合創立､会長は星亨(東京弁護士会の前身)
1880年6月29日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾀﾋﾁと従属領地は国王ﾎﾟﾏﾚ5世によりﾌﾗﾝｽに譲渡
1880年7月-09:00|日本|  ||明治13年|木製汽船｢新八幡丸｣(202G/T)進水(→1881年,菊池行造(愛媛)の所有)
1880年7月-09:00|日本|石川県|明治13年|<移管改称>金沢勧業博物館⇒石川県勧業博物館
1880年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｶﾌﾞｰﾙのﾗﾌﾏｰﾝがｲｷﾞﾘｽと保護条約を締結し保護国となる
1880年7月1日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第029号｢書画革及種々ﾉ製作品無税輸出差許｣<書
  画および諸製造物の巧芸美術にかかるものは無税輸出を許可>施行(0605布告)
1880年7月1日-09:00|日本|京都市立芸術大学|明治13年|京都府画学校が京都御所内旧后里御殿に仮校舎で開校
1880年7月1日-09:00|日本|国立国会図書館|明治13年|東京府書籍館を文部省東京図書館と改める
1880年7月1日-09:00|日本|広島県|明治13年|降雨にて(6.25～),可愛･原･西城･東城･神ﾉ瀬の5川および芦田川･
  太田川が増水し大被害,人家流失34軒･破壊263軒,死亡4人
1880年7月1日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治13年|<設立>荘島貸金会社(福岡)
1880年7月2日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領下ﾋﾞﾙﾏ主席弁務官｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｰﾅｰﾄ｣(~18820302~188
  20404まで代行)
1880年7月2日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾎﾟﾒﾛｲ･ｺﾘｰ卿｣(~18810227)
1880年7月3日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､ｽﾍﾟｲﾝ､ﾌﾗﾝｽ､ｱﾒﾘｶがﾓﾛｯｺの門戸解放に関するﾏﾄﾞ
  ﾘｰﾄﾞ条約を締結
1880年7月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<創刊>学術雑誌｢ｻｲｴﾝｽ｣(⇒現在ｱﾒﾘｶ科学振興協会が発行)
1880年7月5日-09:00|日本|  ||明治13年|大日本帝国海軍の軍艦｢磐城｣横須賀造船所にて竣工し､四等艦と定め
  られる(→1898年3月21日:二等砲艦)
1880年7月5日-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱｯｻﾌﾞ司令官｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫ･ﾌﾘｼﾞｪﾘｵ｣(~1884年)
1880年7月6日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第033号｢北海道諸産物出港税則並各港船改所規則
  中改正追加｣公布;古寺社保存内規制定
1880年7月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽが､7月14日をﾌﾗﾝｽ革命の記念日として国の祭日とする
1880年7月8日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｴﾚｳﾃﾘｳｽ･ﾀﾞﾝﾀｽ｣(~18820607没)
1880年7月9日-09:00|日本|  ||明治13年|<布告>明治13年太政官布告第034号｢虎列剌病予防仮規則廃止伝染病予
  防規則制定｣わが国初の総合的予防法規/医師の届出義務を始めとした予防措置と違反したときの罰則を規定､
  対象病名にｺﾚﾗ､腸ﾁﾌｽ､赤痢､ｼﾞﾌﾃﾘｱ､発疹ﾁﾌｽ､痘瘡(天然痘)をあげ､ｺﾚﾗが発生した場合の処置のうち同一の内
  容をこれらの病にも適用するとした
1880年7月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾙｶﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ(ﾏﾊﾗｼﾞｬﾃﾞｨﾗｰｼﾞ･ｼﾊﾟﾀﾞﾙ･ｳﾙ･ﾑﾙｸ)｢ﾏﾙﾊﾝ･ｼﾝ｣(~19080706没
  )
1880年7月10日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｺﾞｱ｣(2度目~18
  85年)
1880年7月15日-09:00|日本|国鉄大津線|明治13年|官設鉄道[(大谷-)馬場-石場-大津]間開業
1880年7月15日-09:00|日本|JR西日本東海道本線|明治13年|官設鉄道[(大津-)馬場-大谷]間5.11km延伸→[大津-
  神戸]全通
1880年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾃﾆｽ>第4回ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ選手権男子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ｼﾞｮﾝ･ﾊｰﾄﾘｰ
1880年7月16日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第035号｢海上衝突予防規則改正｣公布
1880年7月17日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄが清算法を施行
1880年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ｷﾞｭﾝﾀｰ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｶｰﾙ2世｣
1880年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ｶｰﾙ･ｷﾞｭﾝﾀｰ｣(~19090328死去)
1880年7月18日-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>｢中外水産雑誌｣水産社(~15号/明治14.9)
1880年7月19日-09:00|日本|  ||明治13年|旧久保田城が焼失
1880年7月20日-09:00|日本|  ||明治13年|<開業>｢ﾁﾎﾞﾘ･ｶﾞｰﾃﾞﾝｽﾞ･ﾎﾃﾙ･ｱﾝﾄﾞ･ﾚｽﾄﾗﾝ｣(横浜山手68番)
1880年7月20日-09:00|日本|  ||明治13年|<死去>浮世絵師,四代目歌川豊国(二代目国貞)58歳
1880年7月20日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第038号｢硫酸無税輸出差許｣公布
1880年7月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>12代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾗﾑｾﾞｲ｣
1880年7月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>13代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾑｾﾞｲ｣(~18871125死去)
1880年7月22日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ,ﾊﾞｰﾗｸｻﾞｲ朝第8代首長ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗﾌﾏｰﾝ･ﾊｰﾝ(~19011001)
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1880年7月27日-09:00|日本|中国銀行|明治13年|<設立>永禄社(岡山)
1880年7月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｱﾕｰﾌﾞ率いるｱﾌｶﾞﾝ軍がﾏｲﾜﾝﾄﾞの戦いでｲｷﾞﾘｽ軍を撃破
1880年7月27日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾛｰﾗﾝﾄﾞ･ﾊﾟｲﾝ｣(~8.27)
1880年7月28日-09:00|日本|福井大学|明治12年|石川県第三小学師範学校を福井小学師範学校とする
1880年7月31日-09:00|日本|福井大学|明治13年|福井病院内に福井医学所を創設
1880年8月-09:00|日本|岡山県倉敷市|明治13年|倉敷沙美海岸に本邦初､海水浴場お目見え｡海水浴はﾚｼﾞｬｰでは
  なく医療､体質改善
1880年8月-09:00|日本|りそなﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治13年|<設立>明辰貯金銀行
1880年8月-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官代行｢ｱﾝﾘ･ｳｼﾞｪｰﾇ･ﾃﾞｽﾏﾚｰ｣(1度目~10.9)
1880年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Ahmed Hamdi Pasha｣(2期目~1885.9)
1880年8月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾁｭﾘｭｸｽﾙ･ｵｽﾏﾝ･ｼﾞﾔ･ﾊﾟｼｬ｣(~1882年4月)
1880年8月-01:00|ｺｿﾎﾞ/ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｺｿﾎﾞのﾜﾘｽ(総督)｢ｵｽﾏﾝ･ﾇﾘ･ﾊﾟｼｬ･ﾎﾟﾃｨｸﾘ｣(~1881年6月)
1880年8月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ｴｲﾕﾌﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1884年10月)
1880年8月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督兼最高司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･Robinson｣(1期目~188
  10928)
1880年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽとｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝの戦争が､ｲｷﾞﾘｽのｶﾝﾀﾞﾊｰﾙの包囲を解くことで終結
1880年8月3日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｸﾞﾗﾊﾑ･ﾍﾞﾘｰ｣(~18810709)
1880年8月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｶﾘｽﾄ,ｽﾍﾟｲﾝに降服/ｶﾘｽﾄはふたたびｽﾍﾟｲﾝの監獄に送られる
1880年8月5日-09:00|日本|  ||明治13年|<設立>日本海員掖済会/前島密ほか明治政府の要人や海運界首脳約50
  名が発起人
1880年8月7日-09:00|日本|東京大学|明治13年|東京大学の法･理･文の3学部に学士研究科を設置｡大学院の前身
1880年8月7日-08:00|日本|新潟県新潟市|明治13年|<新潟明治13年の大火>午前1時､上大川通六番町の板蔵(米な
  どの保管庫)から出火した火は16時間ほど燃え続け､新潟町の大半を焼く/当時の総戸数の6割､72町6175戸を焼
  失.新潟県庁をはじめ警察署､県会議事堂､郵便局など官公署､銀行､米会所､新聞社､学校など町の中心的建物を
  焼き尽くした
1880年8月8日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ知事｢Amedee Anatole Prosper Courbet｣(~1882092
  9)
1880年8月8日 11:00|日本|新潟県柏崎市|明治13年|<柏崎明治13年の大火｢酢屋火事｣>20時ごろ､柏崎扇町の貸座
  敷(遊女屋)酢屋で娼妓が誤ってﾗﾝﾌﾟを落としまたたく間に出火､火は町の東側へと延焼､町の中心部を焼き尽
  くし翌日午前10時鎮火/当時の柏崎の戸数1860余戸の約半数が罹災し､848戸を焼失
1880年8月9日-09:00|日本|  ||明治13年|<死去>狩野雅信(58歳)画家
1880年8月10日-09:00|日本|  ||明治13年|｢宮城県博覧会｣(～10月8日)[開催地]宮城県[会場]仙台西公園[主催]
  宮城県
1880年8月13日-09:00|日本|長野県須坂市|明治13年|<死去>堀直格(75歳)元信濃須坂藩主
1880年8月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<完成>ｹﾙﾝ大聖堂(着工1248年)高さ157m
1880年8月15日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Francisco Brochero y Parreno｣(~18
  840318)
1880年8月15日-09:00|日本|日本郵船|明治13年|東京風帆船会社創立
1880年8月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾙﾜﾆ国統治者(ﾗﾅ)｢ｲﾝﾄﾞﾗｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~18941214没)､摂政｢ﾊﾞﾙﾜﾆのﾗｼﾞﾏﾀ｣
  (~1886年1月)
1880年8月17日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣(~9.14)
1880年8月17日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ｵｰﾚ･ﾌﾞﾙ､ｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄ･作曲家(生年1810年)
1880年8月20日-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>｢魁新聞｣
1880年8月21日-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>｢東海経済新報｣(~76号/明治15.10.15)
1880年8月22日-08:00|中国|  ||清･光緒6年7月17日|清､北洋水師学堂開設
1880年8月23日-09:00|日本|  ||明治13年|<死去>5代富本豊前太夫(20歳)浄瑠璃太夫
1880年8月25日-09:00|日本|長野県佐久市|明治13年|<死去>内藤正誠(36歳)元信濃岩村田藩主･知藩事
1880年8月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｽﾜﾀﾗ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ｶﾞﾚﾅ｣(1900t,ｺﾞｽﾎﾟｰﾄ造船所)
1880年8月27日-09:00|日本|新潟県|明治13年|新潟県庁,西堀通りの旧新潟奉行所から東中通の新庁舎に移転
1880年8月27日-09:00|日本|丸善CHIﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治13年|<移転>丸家銀行(日本橋区大伝馬町1丁目27番地へ)
1880年8月27日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾔﾝｸﾞ｣(~1
  1.2)
1880年8月28日-09:00|日本|  ||明治13年|国産初のﾊﾞｲｵﾘﾝが完成/深川の楽器職人･松永定次郎氏によって
1880年8月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||ﾀﾋﾁ国王ﾎﾟﾏﾚ5世が､ﾌﾗﾝｽへの主権譲渡を宣言､ﾌﾗﾝｽが併合
1880年8月31日-09:00|日本|  ||明治13年|大阪砲兵工場で爆発事故/死者39人
1880年8月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｴｼﾞｿﾝの白熱電燈に特許権が与えられる
1880年9月-09:00|日本|  ||明治13年|<設立>官営愛知紡績所(1881年12月操業開始)
1880年9月-09:00|日本|  ||明治13年|岩科学校完成(静岡県松崎町)
1880年9月-09:00|日本|  ||明治13年|建勲神社が東京より遷座(船岡山)<織田信長を祀る>
1880年9月-09:00|日本|岡山大学|明治13年|医学教場を岡山県医学校に改組･改称
1880年9月-09:00|日本|岐阜大学|明治13年|岐阜県師範学校を岐阜県華陽学校に改称
1880年9月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾏｯｸｽ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌﾞﾙｯﾌ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝとﾊｰﾌﾟと管弦楽のためのｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ幻
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  想曲》
1880年9月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾗｽﾋﾞﾘｬｽの青年将校ｴﾐﾘｵ･ﾇﾆｪｽ,敵軍の包囲を受け,革命委員会の許可を条件
  に降服に応じる/ﾌﾞﾗﾝｺ総督は戦争終結を宣言
1880年9月1日-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>｢信濃毎日新報｣
1880年9月1日-09:00|日本|  ||明治13年|択善会改組し,東京銀行集会所設立
1880年9月1日-09:00|日本|  ||明治13年|内田老鶴圃創業(内田芳兵衛,1898.9.16歿).はじめ書籍仲買業(明治18
  年1月,出版業を始め,ついで中等教科書のほか学術書を出版.昭和36年株式会社に改組)
1880年9月1日-09:00|日本|広島大学|明治13年|広島県師範学校を広島県広島師範学校と改称
1880年9月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｱｳｸﾞｽﾄ･ｾｻﾞｰﾙ･ｶﾙﾄﾞｰｿ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ｣(~1
  8811230)
1880年9月1日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾙﾄｩｰﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾘﾉ･ｲ･ﾗﾐﾚｽ｣(~18820901
  )
1880年9月1日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾅﾀﾞが北極諸島を併合/ﾆｭｰﾌｧﾝﾄﾞﾗﾝﾄﾞ島を除く北米に残されたすべてのｲ
  ｷﾞﾘｽの領土と所有物がｶﾅﾀﾞに割譲される
1880年9月2日-09:00|日本|  ||明治13年|<死去>6代式守伊之助(67歳)大相撲立行司
1880年9月3日-09:00|日本|  ||明治13年|東京銀行集会所設立に伴い､拓善会は解散
1880年9月3日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ﾎｾ･ﾓﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｵｶ･ｲ･ｱｾﾆｪﾛ｣(2回目~18830124)
1880年9月4日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ共和国大統領｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ･ﾃﾞ･ｱﾆｬｽｺﾒﾙｶﾞﾚﾎ｣(188211
  25まで暫定~18861125)
1880年9月5日-08:00|中国/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  ||清･光緒6年8月1日|清が､ﾌﾞﾗｼﾞﾙとの通商条約に調印
1880年9月6日-09:00|日本|足利ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治13年|<設立>峰岡貸金会社(新潟;明治26年峰岡銀行に改組改称)
1880年9月6日-09:00|日本|JR|明治13年|神戸~三宮に電話機設置
1880年9月6日-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ/ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾆｼﾞｪｰﾙはﾌﾗﾝｽ領西ｱﾌﾘｶ内ﾌﾗﾝｽ領上ｾﾈｶﾞﾙ(ｵｰｾﾈｶﾞﾙ)の一部(~18900
  818)
1880年9月6日 00:00|ﾏﾘ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｰ=ｾﾈｶﾞﾙ上級指揮官｢ｷﾞｭｽﾀｰｳﾞ･ﾎﾞﾙﾆｽ=ﾃﾞﾎﾞﾙﾄﾞ｣(~18830903)
1880年9月6日 00:00|ﾏﾘ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<創設>ﾌﾗﾝｽ領ｵｰ=ｾﾈｶﾞﾙ(ﾌﾗﾝｽ領西ｱﾌﾘｶに従属)
1880年9月9日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌﾟﾚﾝﾀﾞｰｶﾞｽﾄ｣(2回目~11.29)
1880年9月9日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|明治13年|<死去>生駒親敬(32歳)元出羽矢島藩主･知藩事
1880年9月10日-09:00|日本|  ||明治13年|織姫神社(栃木県足利市西宮町)火災焼失
1880年9月10日-01:00|ｺﾝｺﾞ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾝｺﾞでﾌﾗﾝｽ人探検家ﾋﾟｴｰﾙ･ｻｳﾞｫﾙﾆｬﾝ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾗｻﾞがﾊﾞﾃｹ王ﾏｺｺと条約
  を締結/ﾌﾞﾗｻﾞｳﾞｨﾙを設立
1880年9月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｽﾍﾟｲﾝはｺﾛﾝﾋﾞｱの独立を承認
1880年9月11日-09:00|日本|  ||明治13年|紀州高野山､一度は女人登山禁止を宣したが､山が賑わわず､再び女人
  禁制を解く
1880年9月12日-09:00|日本|法政大学|明治13年|神田にﾌﾗﾝｽ法中心の法学教育を行う東京法学社が開校(1879020
  1薩た正邦らが設立,明治14年4月東京法学校と改称,22年5月東京仏学校(辻新次ら設立)を合併して和仏法律学
  校と改称,36年8月法政大学となる)
1880年9月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国総理大臣｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~18820502)
1880年9月13日-09:00|日本|  ||明治13年|<改称>横浜取引所⇒横浜株式取引所
1880年9月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾒﾙｾﾃﾞｽ｣ｲｻﾍﾞﾙの姪.ｱﾙ
  ﾌｫﾝｿ12世の長女(~19041017死去)
1880年9月14日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏｲｹﾙ･ﾗﾌｧﾝ卿｣(2期目~18
  810801)
1880年9月15日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年内務省甲布達第011号｢種痘医規則第二号表及第六条第七条
  中改正｣公布
1880年9月15日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾋｭｰ･ｸﾘﾌｫｰﾄﾞ｣(~27日)
1880年9月16日-09:00|日本|専修大学|明治13年|東京･木挽町に専修学校が開校
1880年9月17日-09:00|日本|静岡銀行|明治13年|<設立>西遠商会(静岡県敷知郡浜松旅籠町)
1880年9月17日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ｶｰﾙ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ｺﾙﾌﾞ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｧｲﾃﾞﾝﾊｲﾑ｣(~18811107)
1880年9月18日-08:00|中国|  |||李鴻章､天津電報総局を設置
1880年9月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ﾏﾄﾞ･ｼﾝ2世｣(~19220907没)
1880年9月20日-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>養健舎､健康雑誌｢養生雑誌｣
1880年9月20日-09:00|日本|長野県飯田市|明治13年|<死去>堀親義(67歳)元信濃飯田藩主
1880年9月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ市をｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ連邦の首都と制定
1880年9月21日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治13年;ﾛｼｱ暦:1880/9/9|崇厚が､ｲﾘ事件に関してﾛｼｱとﾘｳﾞｧﾃﾞｨｱ条約を結
  ぶ(批准せず)
1880年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第35代首相ｼﾞｭｰﾙ･ﾌｪﾘｰ[共和左派]第1次(~1881年11月14
  日)
1880年9月25日-09:00|日本|静岡銀行|明治13年|<設立>大場銀行(静岡県君沢郡大場村);掛川銀行(佐野郡掛川町
  )
1880年9月27日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第039号｢西洋形船水先免状規則第十九条中改正｣
  公布;明治13年太政官布告第040号｢酒造税則制定酒類税則廃止｣公布;明治13年太政官布告第041号｢ｼｭｳ麹営業
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  税則｣公布
1880年9月27日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|明治13年|<死去>大岡忠恕(59歳)元武蔵岩槻藩主
1880年9月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｶﾐﾝ･ｽﾄﾗﾊﾝ卿｣(~18810122
  )
1880年9月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞﾚｲﾊﾟｰがｵﾘｵﾝ大星雲の撮影に成功
1880年10月-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>｢嚶鳴雑誌｣求友社
1880年10月-09:00|日本|  ||明治13年|木製汽船｢百貫丸｣(178G/T)攝津･兵庫で建造進水
1880年10月-09:00|日本|  ||明治13年|木製汽船｢末廣丸｣(122G/T)阿波･福島で建造進水
1880年10月-09:00|日本|  ||明治13年|｢中外広問新報｣,第95号終刊
1880年10月-09:00|日本|聖和大学|明治13年|ｼﾞｭﾘｱ･E･ﾀﾞｯﾄﾞﾚｰとﾏｰｻ･J･ﾊﾞﾛｰｽﾞ､神戸女子伝道学校を設立
1880年10月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱでﾌﾞﾙｼｬｸの反乱おこる
1880年10月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ国際博覧会が開幕(~1881/04/30)/閉幕するまで148万5千人以上もの
  人が訪れた
1880年10月1日-09:00|日本|  ||明治13年|<復刊>｢東京曙新聞｣再興
1880年10月1日-09:00|日本|北海道教育大学|明治13年|小学教科伝習所を官立函館師範学校に改称
1880年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｾﾌﾟﾃｨﾐｳｽ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾊﾟｽｸｱｰﾚ･ﾌﾞｼﾆｬｰﾆ｣
1880年10月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾖﾊﾝ･ｼｭﾄﾗｳｽ2世《ﾜﾙﾂ｢南国のばら｣》《喜歌劇｢女王のﾚｰｽのﾊﾝｶﾁｰﾌ｣》
1880年10月1日-01:00|ｺﾝｺﾞ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<制定>ﾌﾗﾝｽ植民地ﾌﾞﾗｻﾞｳﾞｨﾙ
1880年10月2日-09:00|日本|  ||明治13年|戸部町6丁目から出火､120戸焼失
1880年10月4日-09:00|日本|  ||明治13年|<明治13年10月台風>(~4日)東海から関東にかけて台風が上陸横断し､
  横浜と東京の被害が大きく横浜で2人死亡,家屋130戸以上が倒壊,東京では120人死亡,家屋全壊638戸,半壊83
  戸,同床上浸水多数
1880年10月4日-09:00|日本|  ||明治13年|郵便汽船三菱､香港航路を開設
1880年10月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｯｸ･ｵｯﾌｪﾝﾊﾞｯｸ死去/61歳(誕生:18190620)｡｢天国と地獄｣を作曲したﾌﾗﾝｽの
  作曲家
1880年10月5日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第043号｢地所名称区別中民有地第二種ﾆ追加｣公
  布
1880年10月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｨﾘｱﾑ･ﾗｯｾﾙ､天文学者(生年:1799年)
1880年10月7日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾛｼｱを意識したﾋﾞｽﾏﾙｸの画策で､ｳｨｰﾝで､ｵｰｽﾄﾘｱ･ﾄﾞｲﾂ2国同盟が結ばれ
  る
1880年10月8日-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>滑稽社｢轉愚叢談｣10月8日号
1880年10月8日-09:00|日本|  ||明治13年|拷問に関する全法規を廃止
1880年10月8日-09:00|日本|東京都小笠原村|明治13年|<移転>内務省より小笠原諸島を編入→東京府
1880年10月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Evaristo Garcia y Reyna｣(~1881年)
1880年10月9日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾃｵﾌｨﾛｽ･ﾌﾞﾗﾝﾄ｣(~18810224)
1880年10月10日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｷｭﾗｿｰ/BES諸島|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Johannes Herbert Augu
  st Willem｣(~18821018)
1880年10月11日-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>東京青年会雑誌局､ｷﾘｽﾄ教青年会機関誌(ｷﾘｽﾄ教主義の総合雑
  誌)｢六合雑誌｣
1880年10月11日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ首相｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｵｰｶﾞｽﾄ･ｾﾙﾏｰ｣(~18840311)
1880年10月12日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第045号｢明治九年第九十八号新聞紙雑誌禁止停
  止布告改正｣公布
1880年10月12日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ共和国大統領｢ｱﾚﾎ･ﾌﾘｵ･ｱﾙﾍﾝﾃｨｰﾉ･ﾛｶ･ﾊﾟｽ｣(1回目~18861012
  )
1880年10月15日-09:00|日本|  ||明治13年|群馬県の農民約3万名,入会地取上げに反対して紛擾(～翌年3月15日
  )
1880年10月15日-09:00|日本|  ||明治13年|大蔵省達により,自転車税を設ける
1880年10月16日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞ西州をｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地に編入
1880年10月17日-09:00|日本|岐阜県|明治13年|<開園>養老公園(岐阜県養老郡養老町)/養老説教場創建
1880年10月18日-09:00|日本|  ||明治13年|束京銀行集会所内に為替取組所設立(主として遠隔地向け手形の相
  殺を行なう)
1880年10月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ自由大学創立
1880年10月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､ﾊﾟﾅﾏ運河会社が設立される
1880年10月21日-09:00|日本|  ||明治13年|<開院>｢広島県病院分局｣[三次郡上里村]
1880年10月21日-09:00|日本|  ||明治13年|福岡県民,螟虫駆除命令に服さず,3000名余が騒擾(翌日,鎮圧)
1880年10月22日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第046号｢徴兵令中改正｣公布
1880年10月25日-09:00|日本|  ||明治13年|宮内省雅楽課で君ヶ代が作曲され､ｴｯｹﾙﾄが編曲する
1880年10月25日-09:00|日本|静岡銀行|明治13年|<設立>中泉銀行(静岡県豊田郡中泉町)
1880年10月25日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ｽﾋﾟﾘﾄﾞﾉｽ･ｺｳﾓﾝﾄﾞｩﾛｽ｣(10回目~1882
  0315)
1880年10月26日-09:00|日本|  ||明治13年|<建立>日本武尊像(兼六園内)【日本最古の銅像】
1880年10月27日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第047号｢金札引換公債証書発行条例改定｣公布
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1880年10月27日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治13年|<設立>成業社(山梨;のち甲斐株式成業会社)
1880年10月27日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||<就任>ｸﾚﾌﾞﾗ島知事｢Cayetano Escudero Sanz｣(~18810802)
1880年10月27日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||ｸﾚﾌﾞﾗ島はﾌﾟｴﾙﾄﾘｺに併合
1880年10月28日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||ｶﾝﾍﾟﾛ､ﾎﾞﾘﾋﾞｱ新憲法を公布
1880年10月29日-09:00|日本|  ||明治13年|<創建>柳澤神社(奈良県大和郡山市城内町本丸跡;柳澤吉保を祀る)
1880年11月-09:00|日本|  ||明治13年|高松砂糖会社設立
1880年11月-09:00|日本|  ||明治13年|三重紡績所設立(18820618開業)
1880年11月-09:00|日本|  ||明治13年|三遊亭円遊､浅草の並木亭で｢すててこ踊り｣を始め流行/またこの頃三遊
  亭万橘｢へらへら節｣
1880年11月-09:00|日本|大阪公立大学|明治13年|私立大阪商業講習所を設立
1880年11月-09:00|日本|鹿児島大学|明治13年|鹿児島師範学校に鹿児島女子師範学校を統合
1880年11月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||鉄道法制定
1880年11月1日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治13年|<合併>第百十八国立銀行⇒第百三十六国立銀行
1880年11月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣
1880年11月2日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国閣僚評議会議長｢ﾐﾗﾉ･ﾋﾟﾛ･ﾁ･ｱﾅｯｸ｣(~18831013)
1880年11月2日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Jean Joseph Marie Leonce Laugier｣(1期目
  ~12.28)
1880年11月2日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ｻﾝﾌｫｰﾄﾞ･ﾌﾘｰﾘﾝｸﾞ卿｣(1期目~18820628)
1880年11月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||共和党のｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｶﾞｰﾌｨｰﾙﾄﾞ(49)が､ｱﾒﾘｶ第20代大統領に選出される
1880年11月3日-09:00|日本|  ||明治13年|天長節祝賀の宮中で林広守作曲の｢君が代｣がはじめて演奏される
1880年11月5日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第048号｢歳計節約紙幣銷却ﾉ元資増加ﾆ付地方税
  規則中改正増加｣公布(地租上限の増額と官営事業の払下規則を制定);明治13年太政官布告第049号｢府県会規
  則第五章追加｣公布
1880年11月5日-09:00|日本|第四銀行|明治13年|<設立>巻社(新潟;11.15開業⇒明治26年巻銀行に改組改称)
1880年11月6日-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>｢東京輿論新誌｣(輿論社→嘆鳴社)(~419号/22.10.30)
1880年11月6日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ労働総同盟が創設
1880年11月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの病理学者ｼｬﾙﾙ･ﾙｲ･ｱﾙﾌｫﾝｽ･ﾗｳﾞﾗﾝがﾏﾗﾘｱ患者の血液からﾏﾗﾘｱ原虫発見
1880年11月8日-13:00|ｻﾓｱ/米領ｻﾓｱ|  |||<即位>ｻﾓｱ王｢ﾏﾘｴﾄｱ･ﾗｳﾍﾟﾊﾟ｣(3度目､18810712まで摂政~18870825)
1880年11月10日-09:00|日本|  ||明治13年|国会期成同盟<大日本国会期成有志大会>と改称
1880年11月11日-09:00|日本|  ||明治13年|大日本帝国/艦船･兵器開発を管轄するため､海軍省に｢主船局｣を設
  置
1880年11月11日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治13年|<設立>釜右社(山梨;18810105開業)
1880年11月12日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第050号｢備荒儲蓄金怠納ﾉ者処分方｣公布;明治1
  3年太政官布告第051号｢北海道諸産物出港税則並各港船改所規則中加除｣公布
1880年11月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ労働党が結成される
1880年11月15日-09:00|日本|  ||明治13年|<創刊>｢中外広問新報｣→｢江湖新報｣
1880年11月16日-09:00|日本|愛媛県松山市|明治13年|松山市街魚町で大火､103軒焼失(死傷6名)
1880年11月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ海軍の通報艦｢ｱﾐﾗﾙ･ﾍﾟﾙｽｳﾞｧﾙ｣就役(1879年6月7日,ﾛｼｭﾌｫｰﾙ造船所で進水
  )
1880年11月17日-08:00|中国/ｱﾒﾘｶ|  ||清･光緒6年10月15日|北京で､中国とｱﾒﾘｶの間の移民制限条約､通商条約
  が締結される
1880年11月24日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢ﾄｰﾏｽ･Kerr｣(1期目~18860303)
1880年11月27日-09:00|日本|八十二銀行|明治13年|<設立>長野貯蔵銀行(長野)
1880年11月28日-09:00|日本|JR北海道函館本線|明治13年|官営幌内鉄道[(手宮-)開運町-朝里-銭函-軽川-琴似-
  札幌]仮開業
1880年11月29日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ総督｢ｱｰｻｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ卿｣(~18820624)
1880年11月29日-09:00|日本|  ||明治13年|政府は､特に危険が多く競争の激しかった､瀬戸内海を通航する小型
  旅客船を主な対象にした初の船舶検査制度｢小形旅客汽船取締心得書｣を制定､各関係府県で検査を行わせるよ
  うにした/その小型の旅客用汽船が航海に耐え得る能力があるかどうかを検査する制度で､船体や所属品及び
  汽機(蒸気機関)の整備､中でも出入り口の位置や密閉扉の設置､舷側の欄干や窓に堅固な扉の設置､羅針盤､救
  命用小舟や浮子の用意､消防器具など安全用設備等を整備させ､乗員の定員も決め､合格した船舶に検査証書を
  交付する
1880年11月30日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第052号｢土地売買譲渡規則｣公布;明治13年工部
  省布達第022号｢電気通信技術方取扱規則改定｣公布
1880年12月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｸﾚﾏﾝ･ﾌｨﾘﾍﾞｰﾙ･ﾚｵ･ﾄﾞﾘｰﾌﾞ《ﾊﾞﾚｴ音楽｢ｼﾙﾋﾞｱ｣》
1880年12月1日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ｱﾌﾘｶ植民地ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌ
  ﾞﾗﾝﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾘﾌｨｽ｣(1回目~18810304)
1880年12月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞﾙ･ﾚﾌﾋｵ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ･ﾌﾛｰﾚｽ｣(~18841130)
1880年12月2日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年陸軍省布布達第003号｢徴兵事務条例中追加改正｣公布
1880年12月3日-09:00|日本|  ||明治13年|ﾎﾃﾙ豊平館完成(北海道札幌市)
1880年12月3日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督代理｢Paul Adolphe Treve｣(1期目~14日)
1880年12月4日-09:00|日本|  ||明治13年|須藤善一郎らが民権結社｢親友会｣設立



1880迄(3454件)

1880年12月6日-09:00|日本|横浜銀行|明治13年|<設立>金叶貯蓄銀行(資本金3万円,本町)
1880年12月6日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲﾘｲﾁ･ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ《ｲﾀﾘｱ綺想曲》
1880年12月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《大学祝典序曲》
1880年12月8日-09:00|日本|明治大学|明治13年|明治法律学校創立
1880年12月9日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾈｲﾋﾟｱ･ﾌﾞﾙｰ
  ﾑ｣(2回目~18830505)
1880年12月10日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治13年|横浜弁天通4丁目から出火(本町延焼180戸焼失)
1880年12月10日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ首相(閣僚会議議長)｢ﾍﾟﾄｺ･ｽﾄｲﾁｪﾌ･ｶﾗｳﾞｪﾛﾌ｣(1回目~188105
  09)
1880年12月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>25代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯･8代ﾊﾞﾙｶﾚｽ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1880年12月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>26代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾙﾄﾞｳﾞｯｸ･ﾘﾝｼﾞｰ｣9代ﾊﾞﾙｶﾚｽ伯(~19130131死去
  )
1880年12月14日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第054号｢伝染病予防規則中改正加除｣公布
1880年12月14日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Charles Alexandre Lacouture｣(2期目~18810603)
1880年12月15日-09:00|日本|  ||明治13年|<制定>警視庁達甲第49号｢馬車取締規則｣(1.営業開始時の車体検査､
  2.馭者の経験年数､3.馭者､馬丁の鑑札(免許証)､4.街角､橋の上､市場など人の多い場所での徐行及び乗合馬車
  の警笛､5.夜中での灯火掲揚､6.乗車定員､7.警視官による臨時車体検査､8.危険と見られる馬車の運転停止等
  を新たに規定し､安全条項が増え現在の交通規則類に近くなっている)
1880年12月15日-09:00|日本|  ||明治13年|生糸直輸出商社同伸会社開業
1880年12月15日-09:00|日本|日本製鉄|明治13年|釜石製鉄所､木炭欠乏に伴い運営を停止
1880年12月16日-09:00|日本|京都大学|明治13年|大阪専門学校を廃止し､官立大阪中学校を新設
1880年12月16日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国国家大統領｢三頭政治(ｽﾃﾌｧﾇｽ･ﾖﾊﾈｽ･ﾊﾟｳﾙｽ･ｸﾙｰｶﾞｰ/ﾏﾙﾃ
  ｨﾇｽ･ｳﾞｪｯｾﾙ･ﾌﾟﾚﾄﾘｳｽ/ﾍﾟﾄﾙｽ･ﾔｺﾌﾞｽ･ｼﾞｭﾍﾞｰﾙ｣(~18810808､対抗~18830509)
1880年12月16日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<復元>南ｱﾌﾘｶ共和国､ｲｷﾞﾘｽからの独立を宣言し､第1次ﾎﾞｰｱ戦争が始
  まる
1880年12月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｺ･ｼﾞｬｺﾋﾞｰﾆ｣(~18870228)
1880年12月17日-09:00|日本|  ||明治13年|福岡県の臼井六郎､父母の敵(かたき)を東京･京橋で殺害し自首/最
  後の仇討ち
1880年12月20日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｨｼﾞｰ総督兼西太平洋高等弁務官｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ｳﾞｰ｣(~188
  50121)
1880年12月20日-09:00|日本|兵庫県|明治13年|菟原郡役所､武庫郡役所と合併し武庫菟原郡役所として西宮に設
  置
1880年12月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾋﾞﾗｯｼｭの考案によるｱｰｸ灯用の直列式定電流型配電ｼｽﾃﾑがﾆｭｰﾖｰｸのﾌﾞ
  ﾛｰﾄﾞｳｪｰの街路灯に採用されて､ｱｰｸ灯がともされる
1880年12月21日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第055号｢明治十四年郵便規則及罰則｣公布
1880年12月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで女性が中等教育を受けやすくするための法律｢ｶﾐｰﾕ･ｾｰ法｣が制定され
  る
1880年12月22日-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<制定>ｲｷﾞﾘｽ保護国ﾊﾞｰﾚｰﾝ(~19710815)
1880年12月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼﾞｮｰｼﾞ･ｴﾘｵｯﾄ､女流作家(生年1819年)
1880年12月23日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第056号｢集会条例第六条ﾍ追加｣(警視長官･地方
  長官に政治結社の解散権等を賦与)公布;明治13年太政官布告第057号｢株式取引条例中改正追加｣公布
1880年12月24日-09:00|日本|大阪府大阪市|明治13年|<大阪明治13年南の大火｢島之内出火｣>大阪市南区笠屋町
  から出火し玉屋町､千年町､長堀橋通､南綿屋町､鍛冶屋町､竹屋町､問屋町など各町に延焼､合計類焼3388戸､破
  壊消防による引き崩し5戸､寺院5か所､学校3か所､警察署などが焼失､消防方の殉職8人
1880年12月26日-09:00|日本|  ||明治13年|製紙所連合会設立
1880年12月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《悲劇的序曲》
1880年12月28日-09:00|日本|  ||明治13年|明治13年太政官布告第058号｢西洋形船船長運転手及機関手試験免状
  規則中刪除｣公布;明治13年太政官布告第059号｢教育令改正｣公布(国家統制が強化される)
1880年12月28日-09:00|日本|第四銀行|明治13年|<設立>商資用達会社(新潟;明治26年商資株式会社と改称)
1880年12月28日-09:00|日本|都電|明治13年|東京馬車鉄道会社設立/仮の本社事務所を東京市京橋区三十間掘三
  丁目6番地に置く
1880年12月28日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事代理｢Hippolyte Pierre Maze｣(2期目~18810
  709)
1880年12月30日-03:30|日本|東京都千代田区|明治12年|<東京神田明治13年鍛冶町の大火>5時半頃､民家が正月
  を迎える準備で早朝からすす払いをしてｺﾞﾐを焼き捨てていたところ､折からの北風にあおられ火の粉が舞い
  上がり屋根に着火､火元の家と周囲数軒を焼き払った後､全町に延焼.火は鍛冶町から四方に拡大､神田､日本橋
  一帯の町家2188戸を焼失､白壁橋､中の橋､土橋も焼け落ち13時半鎮火


